















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　老騎士バルド・ローエンは、

　死に場所を探しつつ、

　うまい物を食べ歩く気ままな旅に出た。

　いくつもの出会いの中で、

　その歩みは生きるための歩みへと変わっていった。

　心強い仲間もできた。

　朗ほがらかな大力の騎士ゴドン・ザルコス。

　世せ故こに通じた盗賊ジュルチャガ。

　そして今、もう一人の供連れが加わろうとしている。

　これから老騎士は、一人の女騎士と出会う。

　追われ、力尽きて倒れた女騎士。

　彼女との出会いは、

　老騎士を大陸中央に導く道しるべとなる。
















[image: ]





１






　シェサを出て、オーサ少年主従と別れてから一行は東北方向に向かい、一番高い峠を目指した。

　バルドとゴドンは馬に乗っており、ジュルチャガは徒歩であるが、遅れるどころか先導している。樹木の密集した場所ではバルドやゴドンより身軽にすいすい進んでゆくほどだ。相変わらずルジュラ＝ティアントのモウラはバルドの馬に乗っている。

　そしてこの一行には、さだかには見えないがもう一人のメンバーがいる。精霊ムリクのスィである。

　姿が時により濃くなったり薄くなったりするのは不思議なものだ。今のバルドは薄くなってもスィの姿をもう見失うことはない。精霊は心を通わせた相手には姿を見せるらしいから、スィがバルドに心を許し始めたということなのだろうか。ジュルチャガやゴドンには、現れたり消えたりしているように見えるらしい。

　峠にたどり着くのに五日かかった。およそ四十刻里ほどあったと思われる。

　峠から東を見下ろせば、巨人が大地を掻かき取ったかのように深く大きくえぐれた谷が広がっており、白い霧に覆われている。

〈霧の谷〉だ。

　ルジュラ＝ティアントたちの集落は、この〈霧の谷〉の中にあるという。

　そのはるか向こう側で地は再び盛り上がり、この峠よりさらに高い位置に峰がそそり立っている。その峰の稜りょう線せんをなぞるように、巨大な壁が南北に走っている。

　大障壁ジャン・デッサ・ロー。

　それは人間の住む世界と魔獣たちの棲む密林を隔てる壁だ。高さは千歩を超え、幅は二百歩ほどもある。山あいでは二千歩近い高さを持つこともある。その高さと幅で人の住む世界をぐるりと取り巻いているのだ。自然の造形とは思えない規則的な形状だが、二千歩といえば、一刻里、つまり人が一刻に進める最大距離の四分の一にもなる。とうてい人の力では作り得ない巨大さだ。おとぎ話には古代の王が人々を守るために一夜にして築いた、とある。

　大障壁から目を離し、ぐるりと首を回して真北を望めば、はるかかなたに見えるものがあった。

　霊峰フューザ。

　バルドもゴドンもジュルチャガも、フューザを見たことはない。だが、一目で分かった。それ以外のものではあり得ない。いくつもの山脈が折り重なって地平の向こうに消えていく、そのさらに遠方に、ぽっかりと三角形の白い山頂らしきものが頭をのぞかせている。フューザの頂いただきは溶けることのない雪で覆われているという。あれがそうなのだろう。

　それは遠くの山並みのさらに向こうに、おぼろげにかすんで見える輪郭にすぎないのだが、不思議なほどの感動を与えてくれる。これほどの距離を隔ててなお見えるという、その事実がすでに驚異だ。

　──フューザが見える場所まで来たんじゃのう。

　バルドはしばしフューザを見つめ、感慨にふけった。

　同行する二人も口をつぐんで、霊山に見入った。





２






　モウラの指示に従って霧の谷に降りてゆく。一瞬開けた視界は高く生い茂った木々にさえぎられ、昼ひる日ひ中なかだというのに夕暮れのように暗い。

　何かがいるのに気付いた。

　ルジュラ＝ティアントだ。大きい。

　モウラは六、七歳の子どもほどの大きさしかないので、ルジュラ＝ティアントというのは小柄なのかと思っていたが、それは違っていたようだ。

　一人、二人、三人。いや、まだいる。いつのまにか十人以上のルジュラ＝ティアントに囲まれていた。その大きさはさまざまで、バルドよりうんと小さい者もいれば、ずっと大きい者もいる。

　ルジュラ＝ティアントたちから緊張感がただよってくる。警戒しているようだ。彼らに向かってモウラが何事かをまくしたてると、少し空気は和らいだ。

「人間ばるど。ぼくを馬からおろして」

　バルドがモウラを馬から下ろすと、モウラはルジュラ＝ティアントの一団の先頭にいた者のそばに駆け寄って、何事かを話し合った。

「モウラよ。仲間に会えてよかったの。わしらはこれで帰るぞ」

「待って、ばるど。父さんと母さんに会ってほしい」

　バルドはゴドンとジュルチャガを見た。

「おお！　伯お父じ御ご。ルジュラ＝ティアントの歓迎を受けるとは、これはなんとも珍しい経験ですなあ」

　ジュルチャガも、にこにこうなずいている。

「分かった。おぬしと一緒に行けばよいのか」

「ううん。ここより先には進まないほうがいい。少し西に開けた場所があるから、そこで待ってて。父さんと母さんは、ずっと奥のほうにいるから、連れて来るのは明日になる」

　その晩はルジュラ＝ティアントの里の近くに泊まった。ルジュラ＝ティアントたちは、バルドたちを気遣ってか近寄っては来なかったし、バルドたちも騒がないよう静かに野営したので、その夜は平穏に過ぎた。狩りもせず、その夜は持ち合わせの食料で腹を満たした。この場所で生き物を殺して食べることがルジュラ＝ティアントの禁忌にふれるかもしれない、と思ったのである。

　翌日の昼前、モウラが父母を連れて来た。

　父親はバルドの胸ほどの身長だった。その肌は茶色く皺しわばんで、まるで樹木の表皮のようだ。緑の複眼は深い叡えい智ちをたたえ、居住まいには威厳が感じられる。

　モウラの父は人間の言葉が話せた。ルジュラ＝ティアントには十二の氏族があり、氏族の序列があるという。モウラの父は第四氏族の族長だった。そういった地位にある者は、人間の言葉や他の亜人の言葉を学ぶべきだとされているということだった。族長の子であるモウラも幼いころから人間の言葉を学んでいたのだ。

　氏族ごとに体の特徴が違っていて、第四氏族はごく小柄であるが、他の氏族には人間などよりよほど大柄な者もいる。モウラの父は、第四氏族の者としてはかなり大柄なほうなのだ。

　彼らは、珍しい木の実や果物の汁などを用意して、三人をもてなしてくれた。モウラの父は、エンザイア卿の城に捕らわれていたモウラとスィを助けて連れてきたことに厚く礼を述べた。

「人間バルド・ローエン。精霊を無事にこの谷に連れてきてくれて、感謝する。また、わが息子まで助けてくれた恩義は忘れない」

　──自分の息子を助けたことより、精霊スィを連れて帰ったことのほうを重くみておるような口ぶりじゃのう。

　そのスィは、あいかわらずモウラの周りをふわふわとただよっている。

　バルドたちが迎え入れられた場所は、まだまだ谷の中央部分からは遠い。この谷は巨大なすり鉢形をしていて、底のほうには濃い霧が立ちこめている。その濃い霧を突き抜けるように何十本もの樹木がその頭を突き出している。谷の底から生え上がっているのだとすれば、おそらくいずれも相当な巨木である。

　宴うたげは静かなものだった。しゃべるのはバルドたち一行を別にすれば、モウラとモウラの父だけだった。けれどもそこには不思議な安らかさがあった。

　宴に加わったルジュラ＝ティアントは三十人ほどだったが、ただ静かに風に吹かれ、ときおり木の実を口に運んだ。

　おしゃべりのジュルチャガも、この夜ばかりは口を閉ざして場の静せい謐ひつを守っている。

　ここからは余分なものは見えない。ただ霧の谷と夜の空が見えるだけである。そのことが逆に、世界の広大さをバルドに教えた。

　どれだけの時間が過ぎたころか、二人のひどく大柄なルジュラ＝ティアントが、壺つぼのようなものを持ってきた。

「イゥエン・ナー・オプのコチュだ。谷の最も深い所から運ばせたので、時間がかかった」

　モウラの父は、その壺の中身を椀わんについでバルドに渡した。白くとろりとした汁である。

「イゥエン・ナー・オプというのは何かの。コチュというのも分からん」

「イゥエン・ナー・オプは木の実だ。百年に一度しか実を付けぬ。コチュというのは飲み物だ。壺に入れて〈大地に根を張る者〉の洞うろに入れ、長い時間熟成させて作るのだ」

〈大地に根を張る者〉というのが何のことなのか分からなかったが、洞を持つというのだから、古木の一種なのだろう。

　バルドはその白い汁の匂いを嗅いだ。かすかな青臭さと甘酸っぱい匂いがするが、ほとんど無臭に近い。椀にはなみなみと汁がつがれていたが、バルドはほんの一口、その汁をすすった。

　モウラの父が手を差し出した。椀をよこせということなのだろう。バルドがコチュなるものが入った椀を渡すと、モウラの父はその中身をくいとあおった。それでも椀の中身は八割方残っている。

　モウラの父は椀をゴドンに渡した。ゴドンはそれをぐいっとあおった。そんなに一気に飲んで大丈夫なのかと心配したくなる飲みっぷりだ。もっとも今しがた一口を飲んだバルドは何の異常も感じていない。ルジュラ＝ティアントたちは好意のつもりでも、必ずしも人間の体に無害なものであるとは限らないのだが、この飲み物は大丈夫なようだ。まったりとした飲み口だが、甘くもからくもない。

　そのときである。突然、バルドは自分の体がふわりと浮かぶような感覚を覚えた。目の前が、すうっと暗くなってゆく。

　──しもうた！　これは毒じゃったか。

　仲間に警告しようとしたが、口が開かない。動作で示そうとしたが、体が動かない。かといって、体に痛みやしびれがあるというわけでもない。なぜか呼吸はできるようなので、深呼吸を繰り返して体の調子を整えようとした。

　空気を吸う感覚も、いつもと違う。喉の感覚がまひしているのだろう。皮一枚を隔てて空気を吸い込んでいるような感触である。辺りはしんと静まりかえっている。いや、違う。耳も聞こえなくなっているのだ。

　だが、不快感はない。なぜか危機感もない。むしろ何ともいえない開放感と安らぎに包まれているような思いがする。

　そして、口の中に残ったイゥエン・ナー・オプのコチュが、芳ほう醇じゅんな香りを放ち始めた。なんという複雑な味だろう。甘いといえば甘い、からいといえばからい、酸っぱいといえば酸っぱい。びりびりするといえばびりびりし、ぞくぞくするといえばぞくぞくする。その瞬間瞬間で、まったく別の味が立ち上がってくるのだ。

　喉に落ちて行くコチュの味もまた格別だ。柔らかくてしっとりとして、すうっとどこかに運ばれるような快感である。

　──これは。

　味というのは、そもそも何か。味は舌や口の中で感じるものだが、実はそれだけではないことをバルドは知っている。

　試しに目を閉じ鼻をふさいで香ばしい果物を食べてみれば分かる。香ばしさはまるで感じられなくなる。味けない根菜のように感じてしまう。つまり味というものは、舌だけでなく、目で見た印象や匂いにも大きく影響されるのだ。

　また、甘い、からい、酸っぱい、渋い、苦いといったいわゆる〈味〉のほかにも、形や舌触り、硬さやなめらかさなども、大いに味に影響を与える。

　──今わしは、このコチュの味や風味や舌触りしか感じることができん。ほかの感覚はすべて麻痺してしもうた。いや。このコチュはそういう飲み物なのじゃ。

　そうバルドは考えた。このコチュという飲み物は、それ自身以外のあらゆる刺激を遮断してしまうのだと。その結果、ほとんど味も風味もなかったように思われたコチュの味が極端に引き立って感じられるのだ。刻一刻と味の変わる不思議な飲み物。それがコチュなのだ。

「もう一杯飲め」

　と言われて目を開いた。いつのまにか目を閉じてコチュを味わっていたようだ。モウラの父の声が聞こえるということは、先ほどのコチュの効果はもうなくなったのだろう。

　見れば椀にはなみなみとコチュがつがれている。新しくついだコチュなのだろう。周りを見回してみると、ゴドンもジュルチャガも、陶然と目を閉じている。居並ぶルジュラ＝ティアントたちも同じである。みなコチュを味わっているのだ。

　今度は口いっぱいにコチュを含んだ。それをじわりじわりと飲み込んでいく。

　バルドは自分の体が突然大きくなり、空に浮かび上がったような感覚を覚えた。なんという浮遊感であろう。もはやバルドは体を離れた心だけの存在となっていた。

　バルドは宇宙の暗闇の中にいる。きらめく星々に囲まれて。

　そしてコチュの味は時に赤く、時に青く、時に黄色く光りさざめいてバルドを包む。コチュの味には色彩があるのだ。

　また、コチュの味は、時にバルドの体を優しくなで、時にバルドの体をどんどんと勇壮にたたく。

　──まるで神々の世界に招かれたようじゃ。

　こんな安らかな孤独を、これまでバルドは知らなかった。コチュという飲み物の働きで、バルドは自分自身の内面を旅しているのだ。

《ばるど》

《人間ばるど》

　──誰の声じゃ。聞き覚えがある。そうか。モウラの声じゃな。

　今バルドはモウラと心で会話しているのだろうか。今バルドの心に響くモウラの声は、明るく輝いて透き通るようだ。そこにモウラの本質が現れているのではないかとバルドは思った。

　やがてコチュによる酔いは徐々に醒さめ、バルドは五感を取り戻した。コチュを飲むことは素晴らしい体験だったが、今夜はもうこれ以上のコチュを飲もうとは思わなかった。もう充分に味わった。モウラの父も勧めなかった。

　ルジュラ＝ティアントたちは、谷の奥に引き上げていった。別れの言葉はなかったが、そもそも言葉は必要ではなかった。

　そしてバルドは生まれてこのかた覚えがないほど安らかな眠りに落ちたのである。

　翌朝、引き上げようと身支度をしていたところ、モウラの父が現れた。

「慈愛の心を持つ人間バルド・ローエン。お前はもうここに来てはいけない。だがもしもここに来なくてはいけない時が来て、われわれがそれを迎えられるなら、人間とルジュラ＝ティアントは再び友情を結べるかもしれない」

　意味も分からぬままその言葉を胸に刻み、バルドは霧の谷をあとにしたのである。
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　最初バルドは谷に降りてきた場所より少し北側を登ろうとしたのだが、ジュルチャガが反対した。

「こういうわけの分かんない場所じゃあね。とにかく確実な道を行くのが一番なんだよね。降りてきた峠にのぼろーよ」

　実のところ、ジュルチャガのこの言葉はまったく正しかったことが、ずっとあとになって分かる。この谷には、決まった場所以外からは入ってこれないようまじないがかけてあったのだ。もっともジュルチャガはそれに気付いていたわけではなく、別の思惑から来た道を戻ろうと言ったのだが。

　峠まで戻ると、ジュルチャガは通り道の両側の木の枝を、ぽきぽきと折り曲げた。峠を降りて北に曲がるときにも、枝を折っている。

　細い谷川があったので、降りて水を飲み、そこから谷に沿って西に進んだのだが、そのときにもぽきぽき枝を折っている。

「ジュルチャガ。お前しょっちゅうそうやって木の枝を折ったり曲げたりして遊んでおるのう。子どもみたいじゃな」

「あ、これ？　これは、気にしないで、ゴドンの旦那。バルドの旦那だって、笹の葉っぱ見つけちゃ、ちぎって懐に入れてるじゃん。さっきは川に流してたけど」

　──ジュルチャガのやつ、よく見ておるわい。

　確かにバルドは先ほど谷川にソイ笹を流した。霧の谷で飲んだコチュの味を思い起こしながら。これまでも、折々にそうしてきた。これからもするだろう。

　バルドの手には、ポチュアの葉が握られている。つい先ほど、ユエイタンの背で揺られながらもぎ取ったものだ。何の変哲もないポチュアの葉だ。

　今朝、ルジュラ＝ティアントの居留地である霧の谷を出発した。霧の谷のポチュアの葉は倍ほども大きく、ずっと肉厚で細かな毛がたくさん生え、匂いも強かった。フキや笹も、驚くほど大きく育っていた。こちらがこびとになったかと思ったほどだ。見たことのない木もたくさんあった。やはりあの場所は、何かが違うのだ。

　──ひょっとしたら、霧の谷の草木の生え方は、大障壁の向こう側と似ておるのではなかろうか。

　ふとそんなことを思った。
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　北西に進んだ。

　三日目、不意にジュルチャガが言った。

「あと三、四日で人の住んでるとこに着きそーだね」

　バルドは不思議に思った。人里の気配はないかと、バルド自身ずっと注意していたのだ。だが町並みや煙などは見えていない。

「なぜ分かるのじゃ」

「匂いだよー。匂い」

　そう言われて、あらためて鼻に空気を吸い込んでも、人の住むしるしを嗅ぎ当てることはできない。たぶん匂いというのは香気や臭気のことではなくて、なにがしかの気配なのだろう。何の気配とも表現できないので、匂いだと言ったのだ。このジュルチャガという男には、余人にない感覚が備わっている。

　さらに三日後、山中を進んでいたときのことだ。ふざけ話をしていたジュルチャガが、急にまじめな声を出した。

「何かいる。ちょっと見てくる。ゆっくり進んでて」

　そう言い置いて、沢のほうに降りていく。

　ほどなく、茂みの向こうからジュルチャガの声が響いた。

「こっち来て～～。人が倒れてた～～」

　何とか降りられる場所を探して沢に降りて、ジュルチャガが待つ場所に行った。

　木の根元に騎士が倒れている。全身に金きん属ぞく鎧よろいをまとった騎士だ。非常に立派な装備であり、相応の身分の貴族だと思われた。そばに馬がいる。よい馬だ。馬自身もみるからに良馬なのだが、鞍くらや飾り紐が非常に上品で意匠の凝らされた品なのである。

　ジュルチャガは鎧の顔の部分に鼻を寄せて、何かをくんくん嗅いでいる。

「しびれ薬かなんかにやられてるね。かなりきつい匂いだよー。すぐ鎧を脱がせてあげたほーがいーね」

　着せるのならともかく、鎧を脱がせるのは、そう難しくもない。自分でやればよいのに妙なやつだなと思いながら、まずは兜かぶとを脱がせることにした。

　ゴドン・ザルコスに後ろから抱き起こさせた。手早く留め紐をほどき、フックを外したのだが、鎧も中の人間もひどく軽い。体型もほっそりしているようだ。まだ若いのかもしれない。

　兜を脱がせると、栗色の艶やかな長髪がばさりと垂れた。

　──おなごか！

　びっくりしたが、ほうけているわけにもいかない。ゴドンと二人で鎧を脱がせた。ひどく汗をかいているし、熱がある。

　ジュルチャガが水にぬらした汗ふき布を差し出した。バルドにやれということらしい。肌着は脱がせず、拭ける部分を拭いていった。

「熱があるようじゃ。熱冷ましを飲ませようか」

「いや、ゴドンの旦那。体の温もりは取らないほーがいいと思うよ。むしろ、たき火をたいて、しっかり汗を出させたほーがいいんじゃないかな。できれば少し水を飲ませたいとこだけど」

　そう言いながら、ジュルチャガはたき火の用意を始めた。ここで野営するつもりらしい。

　女の荷物に頃合いの皮敷きがあったので、その上に寝かせ、マントを掛けてやった。ジュルチャガのマントだ。クラースクでもらったマントを、ジュルチャガは寝るときにしか使わないので、ユエイタンに乗せていた。

　バルドは、荷物の中から毒消しの薬草を出し、湯を沸かして煎じた。そして、水でそれを薄めて冷まし、椀にそそいでから女騎士を抱き起こした。

「分かるか。しっかりせよ。これを飲め」

　椀を口に当てたが、女騎士は飲もうとしない。しかたがないので再び寝かせた。

　しばらくすると、ううう、うううとうめき声を上げ始めた。少し意識が戻ってきたかと、同じようにしてみたら、今度は少し飲んだ。そんなことを何度か繰り返した。

　ジュルチャガはスープを作り、ゴドン・ザルコスは薪たきぎを用意した。

　三人は交代で寝ながら火の番をした。夜明けごろには、うなされかたがひどくなり、激しく汗をかいた。朝日が昇りきったころには、安らかな寝息を立てていた。

「もうだいじょーぶそうだね」
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　朝日を浴びながら、バルドは川岸に歩み寄った。

　膝を突き、清流でじゃぶじゃぶと顔を洗う。

　冷たい。

　その冷たさが体と心を引き締めてくれる。

　両手にすくった水を口に含み、じんわりとかみ締めながら飲み下してゆく。水が体を潤してゆくのが分かる。

　天地には多くの恵みがあるが、およそ水ほどの恵みはないといってよい。食事を作るのにも、何かを洗うのにも、人は水を使う。そもそも、食べ物は三日食べなくても生きてゆけるが、水はそうはいかない。戦いや行軍で疲弊したとき、一杯の水が体に与える活力は劇的である。水の神イーサ＝ルーサこそは、命の源を支える神なのだ。

　しかし、旅人は水を恐れもする。慣れない水は体にさわることがあるからである。

〈よその土地に行ったら、水は飲むな。食べよ。よくかんで食べるのだ〉

　そうバルドは父に教えられた。もっともあのころは、よその土地に旅するなど考えもしなかったが。

　ふと透き通ったせせらぎを見つめると、川底の石に交じって貝がある。イル貝だ。ごく小さな貝なのだが、ここのイル貝は大粒である。

　──なんとも大きなイル貝じゃのう。

　土地が違えば水の味も違う。当然そこにいる貝の味も違う。この貝はどんな味がするだろうか。

「うまそうだねー」

　バルドの考えを読み取ったかのようにジュルチャガが言った。見れば、いつのまにか鍋にイル貝を並べて浅く水を張ってある。たぶんほんのひとつまみの塩を落とした水だ。そのようにすると、イル貝は泥をはいてうまくなるのだ。

　泥の混じった水を捨てたあと、新鮮な貝なのだからそのまま塩ゆでにでもするかと思ったら、貝の身を殻からはずしていく。

「身をはずしてどうするのじゃ」

「あのね。エンザイア卿の城でもらった麦の味噌ウネルが残ってるんだ。これで煮込んだら、最高にうまいつまみになるよー」

　この場合、もらった、というのは断りもなくこっそり分けてもらったという意味だが、もうそんなことはどうでもよい。

　ウネルというのは、穀物や豆類を煮つぶして塩や薬味で味付けした日持ちのする調味料で、村々で材料が違い、家々で作り方が違い、さらに季節によっても味が違う。ジュルチャガがエンザイア卿の城で調達してきた麦のウネルは、味が引き締まっていて、どんな食材にもよく合った。

　手際よく貝の身と水を鍋に放り込んで火に掛けると、温まってきたところでウネルを溶いた。最初のうちは、ただウネルを温めた香りしかしないが、煮詰まってゆくにつれ、貝の煮しめの香りになってゆく。

　煮しめ、というのは不思議な料理だ。

　ただ味を付けるというだけでなく、たぶん素材の性質をまったく変えている。火が通り、ウネルがしみ込んでいくほどに、素材の味は引き締まり、別の何かになってゆく。そして本来ならすぐ腐ってしまう食材が、なかなか日持ちのする料理となるのだ。

　しばらくすると、イル貝はウネルの溶けた煮汁をすっかり吸い取ってしまった。うんと大粒だった貝の身は、ひどく縮んでいる。味も凝縮されていることだろう。たまらない香りを放っている。

　そろそろ食べ頃かと思っていると、ジュルチャガは鍋を火からはずし、なおも貝をかき混ぜたあと、竹筒に貝を入れた。

「おいおい、ジュルチャガ。味見はさせてくれんのか」

「バルドの旦那。焦っちゃだめだよ。これはね。いったん冷まして時間を置いて、味をうんとしみ込ませてから食べるのがいいんだ」

「いや、それは分かるが、やはり味見は大切じゃろう」

「だめだめ」

　無情にもジュルチャガは味見を許してくれなかった。その代わり、イル貝とウネルの煮汁の味が残った鍋に水を張り、干し魚と野草であっというまにスープを作った。

　スープに堅パンを落とした簡単な朝食を食べながら、バルドはイル貝の味を想像した。

　こりこり、とした歯応えだろう。

　ぎゅっとひきしまった濃厚な味だろう。

　さぞ酒とも合うだろう。

　かめばかむほど味がしみ出してきて、口の中を浸していくだろう。

　ジュルチャガは、貝が充分に冷めると、木の葉でふたをした。

　──今夜の楽しみというわけじゃな。

　早く夜が来ればいいのに、とバルドは思った。

　そうこうしているうちに、女騎士が目を覚ました。
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　まだ体は自由が利きにくいようだが、言葉は話せた。初めは警戒していたが、敵ではないと得心したのか、三人に礼を述べた。目つきも少しぼうっとしているし、口調もどこかふわふわしている。完全に意識が覚めているわけでもないのだろう。

　女は、ゴリオラ皇国の騎士ドリアテッサ・イル・パージエ・コヴリエンと名乗った。

　ゴリオラ皇国は、パルザム王国のずっと北のほうにある大国だ。名前だけは聞いたことがある。そんな遠くから来たのかと思ったが、よく考えるとバルドたちも相当に北に進んできたから、もしかするとここからならゴリオラ皇国のほうが近いのかもしれない。とはいえいずれにしても、大オーヴァのはるか西にある国だ。そんな国の貴族がこんな辺境の奥地にいるのは妙なことではある。

　イル・パージエ・コヴリエンというのは、コヴリエンという領地を治める子爵という意味だ。つまり、この女性は領地持ちの子爵家当主なのだ。そのことにも驚いたが、騎士と名乗ったのにはもっと驚いた。女が騎士になれるわけはないし、なっても意味がない。それとも、このか細い体で戦場に出て戦うとでもいうのだろうか。

　ドリアテッサは、ある目的のために、従騎士二人と従者一人を従えてこの辺りに来た。昨日の昼食後に、ひどく気分が悪くなった。馬から下り、従者が急いで用意した薬湯を飲んだところ、体がしびれて動かなくなったという。従騎士たちと従者に手て籠ごめにされかけたので、謀られたと気付き、何とか三人を倒した。三人の話から追っ手が近づいていると察せられたので、少しでも逃げようとする途中で力尽きて気を失った、ということだった。

　バルドは、ゴドンとジュルチャガとも相談して、とにかく人里に向かうことにした。追っ手があるという話が気になったが、バルドとゴドンがいる以上、そうそう後れはとらないだろうし、それよりも今はゆっくりドリアテッサを休ませたかったからだ。

　ドリアテッサは自分で馬に乗ると言い張ったが、とても手綱を取れる状態ではない。鎧は蔦つたで結わえて馬に乗せ、ジュルチャガが引いていくことにした。

　ドリアテッサ本人は、マント二枚で包んだまま、バルドが抱えてユエイタンで運んだ。本人は嫌がったが無視した。そのうち抵抗をやめ、体を預けてきて、さらに進むうちにうつらうつらと眠りだした。

「旦那。右肩だいじょーぶ？」

「うむ、このところ肩も肘も痛まんのじゃ」

　日が落ちる前に村についた。

　何やらひどくざわついている。

　村むら長おさを訪ねて宿を頼んだところ、ドリアテッサの様子に驚きつつ、村の外れの空き家を貸してくれた。

　あわただしそうにしているのでわけを聞いた。

「ど、川熊ドウァーヴァが出たのでございます！」

　川熊は三目類の獣で、移動速度は速くないが、攻撃は強力だし、ひどく強きょう靱じんだ。ただしそう凶暴というわけではない。むしろ普段は臆病な動物である。

　村の近くに川熊が出たので、村人が追い払った。軽い怪け我がをした者もあったが、そこまでなら問題はなかった。

　たまたま森に木の実を採りに入っていた少年がいて、森に帰ろうとした川熊と鉢合わせをした。少年は、慌てて森に引き返した。逃げる少年を追って、川熊も森に走り込んだ。村人が何人かあとを追ったが、見失ってしまった。

　足の遅い川熊を振り切って少年は帰って来ると思っていたが、まだ帰って来ない。

　もうすぐ日が落ちる。夜に森を捜索するのは危険だ。だが、どうしてもやるなら、大勢で固まって移動し、戦える人間が同行しなくてはならない。村人にも弓を使える者や、木き槍やりを持っている者はいるという。

　ゴドン・ザルコスとジュルチャガが捜索に協力することになり、バルドは、村に残ることにした。
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　ドリアテッサはベッドで静かに寝ている。夜にはスープも飲んだし、村長の娘が体を拭いて着替えさせてくれた。

　それはよいのだが、考えたら妙齢の女性と二人きりである。妙に気詰まりなものがある。

「……ううう……ううう」

　ドリアテッサがうめいたので目を覚ましたのかと思い、バルドは薬湯を椀についでベッドに近づいた。悪い夢でも見ているのか、苦しげな表情で体をひねっている。しばらく見ていたが、ずっとうなされたままだ。

　薬湯を置いて、さらに近寄ったが、どうしていいか分からない。額の汗を拭いてやった。苦しそうにもだえ続けている。

　──かわいそうにのう。

　背中をさすった。突然、ドリアテッサが上半身を起こして抱きついてきた。女としてはやや大柄だが、バルドと比べれば小さな体である。すっぽりと胸に入り込んでしまった。

　震えている。

　バルドは右手でドリアテッサの左肩をつかんで体を支えながら、左手を背中に当てた。大きな手のひらが、ドリアテッサの背中にじんわりとぬくもりを与える。その手をゆっくりと上下に動かして背中をさすった。

「大丈夫じゃ。大丈夫じゃ」

　バルドの声は優しい。

　しばらくしてドリアテッサの体から力が抜けた。再び熟睡したのだろう。その額はこてんとバルドの胸に当てられている。ほほえましい心持ちになった。

　寝かせようとしたとき、ドリアテッサが身をよじり、バルドの鼻孔がドリアテッサのうなじをかすめた。汗ばんだ体から、ひどく強い女の香りが立ちのぼった。それを胸に吸い込んだとき、全身が甘くしびれ、雄おすの本能がうずくのを感じた。そんな自分に驚いて、苦笑した。

　ドリアテッサをそっと寝かせ、夜具を整え直す。無防備なその寝顔は、とても美しい。額の汗を拭いてやり、乱れた髪を顔の両側に落ち着かせてやる。唇が乾いていたので、指に薬湯をしたたらせて湿してやった。すると、寝たままでちゅうちゅうと湿り気を吸った。

　もっと欲しがっている気がしたので、もう一度水滴を指にしたたらせて唇に当てた。またも、ちゅうちゅうと吸ってきた。十回ほどもそれを繰り返したところ、満足そうに唇をなめ、すうすうと寝息を立て始めた。

　バルドは音を立てないように気を付け、剣を持って小屋の外に出た。バルドの真正面上方には、妹の月サーリエが煌こう々こうと輝いている。夜の涼しい空気を胸一杯に吸い込み、古代剣を抜いて天空のサーリエを斬った。斬れないものを斬ることで、心のよどみを払ったのだ。

　ふとドリアテッサがこちらを見ているような気がして振り返ったが、もちろんそんなことはなかった。
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　夜が明けてしばらくして、捜索隊が帰って来た。

　行方不明の少年は無事発見され、それと別に一人のおとなが救出されたという。捜索隊は二人を助けただけでなく、川熊ドウァーヴァ一匹ともぐら猿ゼユスィーバ三匹を倒して持って帰ったというのだから、大手柄だ。むろん、戦ったのはゴドン・ザルコスである。

　少年は川熊から逃げる途中で、別の用事で森に入っていた男と会い、男に連れられて逃げた。二人は木の上に追い詰められて困っていたが、やがて松たい明まつがたくさん近づくのを見て大声で呼んだ。声を頼りに二人の居場所を突き止めた捜索隊の人々は、木の下に川熊がいるのを見た。興奮状態にあり、追い払うのはむずかしそうだ。

　するとゴドン・ザルコスが一人で近づき、バトルハンマーを振るい、たった三撃で倒してしまった。

　その血の匂いに引かれたのか、三匹のもぐら猿が襲いかかってきた。ゴドンは、さほど手こずりもしないで新手の敵も倒した。しかもその場で、野獣どもの死骸は村の財産とせよ、と宣言したらしい。話を聞いただけでも、ゴドンがますます腕を上げ、また武人としての風格も備えてきたことが分かる。

　一同は大喜びで川熊ともぐら猿の体をくくり上げ、帰途についた。遅くなったのは死骸の運搬に手こずったためだと聞いて、心配していた村人は拍子抜けした。

　村長の娘が朝食を持って来てくれたので、三人は食事をした。村長の娘はそのあと、ドリアテッサの面倒をみてくれた。

　ゴドン・ザルコスは、武具の手入れをすると、小屋の前の木の根を枕にごろんと寝て、いびきを立て始めた。ジュルチャガは、その横の日陰にわらをしいて寝た。

　バルドは村長に預けてあった三頭の馬の様子をみたあと、小屋に帰った。村長はひどく上機嫌で、馬にもたっぷり飼い葉を与えてくれていた。

　ドリアテッサは昼過ぎには元気を取り戻した。
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　夕食の時間である。バルドとゴドンとドリアテッサとジュルチャガが食卓を囲んでいる。

「ザルコス卿。川熊一匹と、もぐら猿三匹を、あっというまに倒したとお聞きした」

「いやあ。バルド殿に稽古をつけていただいたおかげじゃ。そうでなければバトルハンマーは使っておらなんだしな。それに、もぐら猿が襲ってくることを、このジュルチャガが素早く気付いて教えてくれましてな。そうでなければ痛い目に遭っておった。わっはっはっはっ」

　快活に笑うゴドンを見て、ドリアテッサの口元もゆるんでいる。

「助けを求める声をいち早く聞きつけたのもジュルチャガでしてな」

「ほう。ジュルチャガは目端がきくのだな」

「いやあ。そんなに褒められると照れちゃうなあ。へへへ」

　リンツ伯爵サイモン・エピバレスの家か人じんと紹介されたジュルチャガが、同じ席について食事し、ずいぶんなれなれしい口を利くのを、ドリアテッサは不審にも不快にも思っていないようだ。大陸中央の貴族には珍しいことだ。ひょっとしたらリンツ伯の遠縁か出自の低い庶子ぐらいに思っているかもしれない。

　ジュルチャガは、ずっと南のほうではなかなか名の売れた盗賊だった。今は何が気に入ったのか、バルドの旅にくっついている。

　そのバルド・ローエンはといえば、年老いて主家を辞し、霊峰フューザめざして気ままな旅をしている流れ騎士だ。

　ゴドン・ザルコスは、旅にあこがれて押しかけ同行者となったが、実は小なりとはいえ一領の領主だ。

　およそ関係の読みにくい妙な三人組といえる。

「それに武勇をいうなら、拙者などバルド殿の足元にも及ばん。何しろ伯父御は、一人で川熊三匹と川熊の魔獣キージェルを倒して村人を守ったのですからな」

「えっ！　魔獣？　しかも川熊の？　そ、それはまことかっ」

「伯父御の革鎧をよく見てみなされ。その魔獣の毛皮であつらえたものです」

　バルドの革鎧は手入れを終えて枯れ枝の上に広げられている。

「ば、バルド殿。拝見してよろしいか」

「うむ。かまわんとも」

　ドリアテッサは、鎧を手にとってしげしげと眺めた。クラースクの革鎧職人ポルポが、恩人たるバルドのために丹精を込めた逸品である。

「これが、魔獣の革鎧。仕立ては素朴だが、なんと立派な。なるほど、普通の革ではない。これが」

　ドリアテッサは、姿勢を正してバルドとゴドンに礼を取り、改まった声音で言った。

「ローエン卿。ザルコス卿。ジュルチャガ殿。窮地にあるところをお助けいただき、お礼の申しようもない。このうえご好意にすがるのは厚かましすぎるのだが、お教え願えまいか。どこに行けば魔獣を狩ることができようか」

　ゴドンとジュルチャガはバルドのほうを見た。この問いにはバルドが答えるべきだと思っている様子だ。

「いくら辺境でも、どこにでもここにでも魔獣が出るというわけではない。ただしわしがお仕えしておったテルシア家の領地パクラは大障壁の切れ目にあって、年に十数匹から二十匹程度の魔獣が入り込んで来ますがの」

「大障壁の切れ目。そんなものが本当にあるのか。パクラ領、か。そこまで、ここからどのくらいの距離があろうか」

　バルドはジュルチャガを見た。これはジュルチャガの得意分野だ。

「うーん。道筋によるけど、二百五十刻里ぐらいかなあ。道をよく知った人が馬を使いつぶすつもりで、しかも餌やら何やらでお金をたっぷり使ったとして、四十日から五十日ぐらいかかると思うよ」

「片道で五十日……」

「ジュルチャガよ。おぬし、この前クラースクからリンツまで三十日で往復してなかったか？」

「あれはおいらだからできたんだよ、ゴドンの旦那。旅の荷物を積んだ馬で素人がとぼとぼ行くんじゃ、おんなじようにはいかないって。パクラまで五十日ってのも、野獣に襲われたり、悪天候に遭ったり、道に迷ったり一切せずに、食べ物の工面もばっちりで、水のありかもよく分かって、野営の準備に相当手慣れてるとしての話だからね。

　ほんとのところ、お姫さん一人じゃ、その倍くらいかかるかもね。早はや船ぶねを仕立ててオーヴァ川を下るか、川を渡って草原を走ったほうが早いね、たぶん」

「これは……手厳しいな。だが、そうなのだろうな。ローエン卿。もし私がパクラ領に行ったとして、魔獣狩りに加えてもらい、獲物の頭かしらをもらい受けることは可能であろうか」

「テルシア家では女性に武器を持たせることも、敵の前に立たせることもござらん。子爵がいかほどの武技をお持ちであろうと、テルシアの騎士が一人でも生きているうちは、あなたを魔獣の爪と牙にさらすことはありませぬ」

　ドリアテッサの顔が失望にゆがむのを見て、バルドは思わず言葉を足した。

「魔獣の頭かしらをお望みか。であればわしが手紙を書き、ジュルチャガに持たせましょう。ふた月少々で魔獣の頭が届きましょう」

　魔獣の頭部はテルシア家にあって、名誉のしるしとして門外不出のものだ。保存に値するほど状態のよい頭部が取れることは珍しい。それでも自分が頼めば無理を聞いてくれるだろうとバルドは思った。知り合ったばかりの他国の女貴族に対するものとしては考えられないほどの好意といえる。

　とはいえバルドは、おそらくこの答えはこの子爵殿の望むところではあるまい、と踏んだ。案にたがわず、ドリアテッサは、こう答えた。

「なんというご厚意か。痛み入る。しかし、それではだめなのだ。私が自分で倒した魔獣でなければ意味がない。せめて一太刀あびせねば、それは私の手柄とはならぬ。しかも今年のうちに皇都に帰らねばならぬ。ふた月もかけて往復する時間はないのだ」

　それから彼女は、自分の事情を語った。
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　ゴリオラ皇国の君主である皇王には、シェルネリアという姫がある。十四人の王子、十一人の王女のうちで一番年下で、特に可愛がられている。シェルネリア姫はそろそろ伴侶を選ぶべき年頃なのだが、この姫、物語好きのゆえか、できるならば好いた殿方と結ばれたいという願望を密かに抱いている。

　むろん皇国の姫として国益にかなう結婚を求められることはよく承知しており、わがままを口にしたことはない。だが皇王のほうでも、皇家にとって有益な相手でさえあれば、できるだけ姫の意に添う相手と結婚させたいと考えている。

　舞踏会を二度、園遊会を一度開いて、姫に貴族たちの品定めをさせたが心にふれる相手はいなかった。

　そこで、来年の四月に開かれる辺境競武会に皇王の名代として出席するよう下命があった。パルザム王国の騎士から伴侶を選んでもよいとの含みを持たせて。姫を他国に嫁がせるということではない。皇宮内で姫に新たな家を立てさせ、その騎士を入にゅう夫ふさせる算段なのだ。

　ドリアテッサはファファーレン侯爵家の姫だ。母親は三番目の席次の側室だが、父はどの子も隔てなく愛しんだ。

　父侯爵の正妃は皇王家からの降嫁であり、その縁もあって、シェルネリア姫が生まれたときドリアテッサは学友に選ばれた。実際に学友として皇宮に伺し候こうしたのはシェルネリア姫が三歳になったときであり、ドリアテッサは五歳のときのことである。二人はお互いによい友人となった。と同時に、ドリアテッサの心には、姫を守る、という強い使命感が芽生えた。

　ゴリオラ皇国には女武官という役職がある。女でなければ随行できないような場所や場面で、貴顕の淑女を守護する役職である。二百年ほど前、王が病びょう臥がしたとき戦場に立って国を守った王妃がいた。王妃は王の死後数年間女帝として国を支えた。そうした伝統があるため、女性の武芸を許容する風潮が残っているのだ。

　ドリアテッサは武芸の鍛錬に励み、ついには騎士の叙任を受けた。

　皇家の姫はどこに行くにも必ず騎士一人以上を伴わねばならない。お気に入りのドリアテッサが騎士になったおかげで、姫は広い宮殿のどこにでも身軽に行けるようになった。

「ずっとそうしてお仕えしてきた。五歳で皇宮に上がるようになり、十二歳でご学友兼女武官となり、十六歳で騎士になった。それから今日まで三年間、お側に侍ってお守りしてきた」

　──待て。ということは、今十九歳か！

　バルドは驚きょう愕がくした。てっきり二十二、三歳か、あるいはもう少し上かと思っていたのだ。驚きつつも、それを表に出さない自分を褒めた。

　──おなごというものは、老けてみられるのを嫌がるものじゃ。

　だが、ここに配慮とは無縁の男がいた。

「へー。姫さん、十九歳だったんだー。てっきり、二十二、三歳か、それとももっと上かなーと思ってた。おいら、びっくりしちゃったよ」

　ゴドン・ザルコスがうなずいている。この馬鹿どもが、とバルドは思ったが、ジュルチャガの言葉はそこでは終わらなかった。

「だっておとなの雰囲気ってゆーか、咲き誇ってるってゆーか。すげえ美人さんだもんなー」

　ジュルチャガはにこにこ笑いながらそう言った。なかなかに見事な収拾のつけかただ。

　ドリアテッサは、怒るでも照れるでもなく、話を続けた。

「そのあいだ、何もなかった。何もなかったことに、私は誇りを持っている。それは喜ばしいことだ。だが」

　ドリアテッサは、目線を落とし、少し声の調子を低くした。

「心のどこかで思うのだ。ただ一度でよい。この剣でつかみ取った勝利を、姫に捧ささげたいと。私の、私自身の力で勝ち取った何かで、姫に喜んでいただきたいと。これは心得違いだろうか」

　この自問のような問いに、バルドは答えなかった。

「女騎士など、稽古はつけてもらえても、試合はしてもらえぬ。戦に出ることもできぬ。辺境競武会に出たい、とぽろりと漏らしてしまった。それを姫が耳にされ、出場者に推してくださった。皇王陛下は、この前例のない推薦を受けてくださったのだが、出場者になるには実績がいる。私には、そのため三か月の時間が与えられた。魔獣を討伐したとなれば文句なしの実績だ。首が要るのだ。魔獣の首が。姫のご婚儀が決まれば、私は姫のもとを離れなければならぬ。これが最初で最後の機会なのだ」

　バルドはひどく不愉快だった。

　バルドがテルシア家に仕えた四十八年のあいだに、人が死ななかった年はほとんどない。ゴリオラ皇国でも、きっと少なくない数の騎士や兵士が命を捧げ続けているはずだ。国のもっとも安全な場所で過ごしながら、手柄を立てる機会がなかったと悔やむとは何事か。自分の剣で勝利をつかみたかっただと。そんなことが言えるのは、その安全の価値を本当には知らない証拠だ。

　──だいいち皇宮勤めをしながら十六歳でなれる騎士とはどういう騎士じゃ。しかもおなごの身で。こんなふざけた話は聞いたこともないわ。

　腹が立ってしかたがなかった。

　だが、ふと、なぜ自分の心はこんなにざわついているのか、と思い、目を閉じてそのわけを自分自身に尋ねてみた。すると自分の心がみえてきた。

　──わしの心の中には、騎士とはこうあるべきだ、と思い描いてきた姿がある。そうなろうと努めてきた理想の姿がある。このおなごを騎士と認めたら、それがけがされると感じたのだ。また、おなごのくせに守られるありがたさが分かっておらん、という怒りがある。

　──じゃが、騎士であるとかないとか、男か女かというようなことを、いったんはずしてみたらどうか。敬愛する者の役に立ちたいと願う心。おのれの生きざまにおのれで納得できるしるしを求める心。この若者はそういう心を持ち、ひたむきに、その心のままに生きようとしておる。

　──わし自身もかつてはそうじゃった。無茶もしたし、わがままも言った。エルゼラ様は、そんなわしをいつも認めてくださった。

　──よいではないか。この若者の考えが甘かろうと何だろうと。この若者が騎士であろうがなかろうが。どのみち、この若者は引き返せぬところまできておる。それなのに信じていた味方に裏切られ、たった一人になり、それでも諦めず、どこに行けば魔獣が狩れるかと訊きいてきておる。これに応えぬほうが騎士道に反する。こんななりをしておっても、姫は姫じゃしのう。

　目を開くと、一同は沈黙してバルドのほうを見ている。バルドは、深く息を吸い、そのなかばをはいてから短く告げた。

「子爵殿にご助勢することとする。魔獣を探すぞ」

　ゴドン・ザルコスは、おうっ、と吠ほえ、ジュルチャガはにこにこしながらうなずいた。ドリアテッサは深く頭を下げた。

　見込みの低い挑戦だが、精一杯やるまでのことだ。

　──それにしても、こんなふうに心を乱すとは、わしもまだまだ枯れておらんのう。

　バルドは苦笑いをした。

　この夜バルドたちは、ジュルチャガの作ったイル貝の煮しめをつまみに酒を飲んだ。

　よく味がしみ込んでうまかった。
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　どこで魔獣キージェルを狩るか。

　あたりまえに考えればパクラ領だ。だが行って帰るだけで百日かかる。しかも、ここに帰ればよいわけではなく、ゴリオラ皇国に帰らねばならないのだから、三十日は余分にみなくてはならない。天候が荒れたときのために、さらに十日は余裕がほしいところだ。

　辺境競武会は来年の四月に行われ、その代表者は一月に決定されるという。魔獣の首を持って帰るぎりぎりの期限は、今年の最後の日、つまり十月四十二日だというのだ。今日が八月十三日だから、残された日数は百十三日ということになる。

　パクラに行って帰ったのでは間に合わない。そのうえ、パクラに着いても、テルシア家の家臣に見つからないよう魔獣を見つけて倒さなくてはならない。無理だ。

　──いっそ、大障壁ジャン・デッサ・ローを越えるかのう。

　それは恐ろしい思いつきだった。大障壁を越えた人間などいない。ここから真東に進めば、十日から十五日ほどで大障壁に着くだろう。大障壁を乗り越えて向こう側に行けば、そこは魔獣がうろつく秘境だ。

　──いや。やはり無理じゃのう。あの壁は越えられんわい。

　大障壁は壁面が垂直に切り立っており、高さが千歩ほどもある。蔦つたや木の根で覆われてはいるが、それは不安定なものであり、鎧よろいを着け武器を持って上り下りするのは、いかにも無謀だ。

　といって、ここら辺りをうろついてもしかたがない。いったいどこに行けばよいのか。

　ここでバルドの頭にある着想が浮かんだ。

　──待てよ。ジャミーンの勇者イエミテは何と言うた。ここらでは魔獣の出没は珍しくない、と言わなんだか。

　テッサラ氏族の居住地までなら、パクラに行く三分の一ほどの距離だろう。ジャミーンの許しが得られるかどうかは分からないが、行ってみる価値はある。

　大障壁のこちら側とはいえ、亜人たちが占有する区域に踏み込み、しかも狩りをしようなど正気の沙汰ではない。魔獣を祖先の霊が宿る獣と考えているようだから、なおさらだ。が、とにかくあたってみることはできる。必要ならもう一度霊獣とやらと戦ってもよい。

　そんなことを考えていたとき、バルドは鼻の古傷が、ちりちり、とうずくのを感じた。これは危機が迫っているしるしだ。

　ジュルチャガが小屋に飛び込んで来た。

「ごめんよ。もうちょっと早く帰ってくりゃよかった。この小屋、囲まれてるよ」





２






　相手は村のほうからやって来た。扇形の陣形で小屋を包囲している。

　包囲網は中央部分では一列であり、ここには三人の立派な体格の武人が、巨大な馬をゆったりと進ませている。疑いもなく、騎士だ。中央の騎士はプレートアーマーを着け、両側の騎士は軽鎧を着けている。

　右翼と左翼は、それぞれ二列だ。前列では若い歩兵が両翼に五人ずつ、弓を構えて迫って来ている。従卒だろう。腰には短剣を吊つっている。

　後列には従騎士と思われる騎馬兵が両翼に三人ずついて、投なげ槍やりを構えている。腰には長剣を佩はいている。

　つまり、騎士三人と、従騎士六人、そして従卒が十人の騎士隊である。

　ドリアテッサの言っていた追っ手だ。

　ドリアテッサがオーヴァを越えて魔獣を狩りに行くことが決まったとき、シェルネリア姫の姉姫であるエルザ姫が、ぜひ母の実家の騎士にお供をさせてください、と申し出てきた。エルザの母親の実家はヴォドレス侯爵家であり、勇猛な騎士団を抱えている。シェルネリア姫は、ドリアテッサの同意を得て、これを受けたのだった。

　オーヴァを渡るまでは何の問題もなかった。ヤドバルギ大領主領を抜け、ボーバード領に入ったあたりから、様子がおかしくなった。妙にぐずぐず行動し、ドリアテッサの指示に従おうとしない。

　業ごうを煮やしたドリアテッサは、従騎士二名と従卒一名だけを連れて、東北の村に魔獣の噂うわさを調べに行くと言い捨てて先行した。そして実際には東南の村に向かった。

　その時点でヴォドレスの騎士たちを疑っていたわけではなく、突然東南のほうがいいような気がしたのだ。周辺を調べていたときに、従騎士と従卒に襲われ、辱めを受けそうになり、そのとき従騎士が漏らした言葉から、供連れすべてが敵だと分かった。ドリアテッサは三人の狼ろう藉ぜき者ものを討ち果たしたものの、盛られたしびれ薬のため動けなくなったところで、バルドたちと出会ったのである。

　理由は分からないが、ドリアテッサを守るはずのヴォドレス家の騎士団は、ドリアテッサを裏切った。彼女を守り助けるという役目を放棄したばかりか、辱め殺そうとしている。

　そのようなことをして、それが知られれば、実行犯たちは極刑に処せられるだろうし、ヴォドレス侯爵は名誉を失い、罪を問われるだろう。

　ここは小さな村だが、それでも五十人は人がいる。だから村では襲われない、とドリアテッサは考えた。バルドも同じ意見だった。ところが襲ってきた。

　それが意味するところは、あまりに恐ろしい。村人を皆殺しにするつもりなのだ。

「まさか」

　ドリアテッサの顔は蒼白である。

「すまぬ」

　悔しさをにじませた声で言った。

　とうてい勝てない戦力差だ。自分はもちろん、目撃者となるバルド、ゴドン、ジュルチャガを生かすはずはない。ドリアテッサとともに三人は死ぬ。巻き込んでしまったことをわびたのだ。

「ゴドン。ドリアテッサ殿。小屋の外に出るぞ。中にいればなぶり殺しにされるだけじゃ。ジュルチャガは小屋に残れ。物音を立てて人数がいるようにみせかけよ。村人にこちらの人数は聞いておるかもしれんが、多少は気をそらすことができるじゃろうて」

　バルドとゴドンとドリアテッサは小屋の外に出て、小屋に接近しつつある敵と向かい合った。小屋は村のはずれにあり、周りにはまばらに木が生えている。

　悪いことに、バルドたちの馬は村長に預けて飼い葉を取らせている。小屋の後ろ側の壁を破って森に逃げてもいいが、徒歩では逃げきれない。ドリアテッサはプレートアーマーを着けており、走る速度は遅い。

　中央にいる三人の騎士が、何といっても脅威だ。馬に乗った騎士と徒歩の騎士が戦えば、馬に乗った騎士が圧倒的に有利なのはいうまでもない。ゴドンがいかに豪傑だといっても、この巨馬の突進に抵抗できるものではない。

　従騎士六人は、バルドたちが小屋の外に出ると、投げ槍を構え直した。

　──むっ。何の指示も受けず、それぞれ標的を定めおった。こやつらの練度は相当のものじゃ。

　重量のある投げ槍は、こんな小屋の壁はたやすく貫通する。金属鎧を着けていなければその一撃は致命傷ともなりかねないし、金属鎧を着けていたとしても、大きな衝撃を受けずにはいられない。しかも、従騎士たちは、投げ槍を放ったあとは腰の長剣を抜くだろう。つまり騎馬戦力が九人ということになる。どうやっても徒歩の三人では戦えない。

　接近戦なら戦力外に近い若い従卒たちに弓矢を装備させたのも見事だ。金属鎧を着けていないバルドとゴドンには、たった一本の矢さえも大きな脅威なのである。

　理に適かなった布陣だ。なるほど、ヴォドレス侯爵家が優れた武人を抱えているというのは本当のようだ。

　ドリアテッサは、張りのある声で襲撃者たちに言い放った。

「ヘリダン殿。ヴォドレスの勇者が、女一人の首をお望みか」

　答えたのはまん中の初老の騎士だった。これが騎士ヘリダンなのだろう。

「コヴリエン子爵様。あなたの首を欲しいとは思いませぬ。されどこれも武家のならい。ご覚悟を」

「武家のならいとは、味方のふりをして女騎士にしびれ薬を飲ませ、さかりのついた獣のように襲うことか」

「なにっ!?」

　ヘリダンは、怒りの形相で横にいた騎士をにらみつけた。にらまれた騎士は平気な顔をして、ちらとヘリダンを見たきり、何も言わなかった。

　しばらく同僚をにらみつけてから、ヘリダンはこちらに視線を戻した。

「そのふらち者どもは、いずこに」

「斬って捨てた」

「それは、よかった」

「一つだけ教えよ。私は騎士たちの園ガルデガット・ライエンで何色の花を摘めばよい。赤い花か。白い花か」

　分かりにくい言い回しだが、たぶん死んだあとに誰を恨めばよいかを尋ねているのだろう。

　──不利な状況を利用して情報を聞き出すとは、このおなご、なかなかやるではないか。

　騎士ヘリダンは右手を上げ攻撃準備を指示しつつ答えた。

「あなたには赤い花が似合いましょうな。構え」

　従騎士たちは構えた槍を放てるよう後ろに引き、従卒たちは弓を引き絞った。

　騎士ヘリダンの手が下ろされるとともに、攻撃の号令が発せられる。そうすれば、矢と槍が飛んで来る。絶体絶命といってよい。

　──このよくできた包囲陣を乱す手はないものか。わずかな時間でよいから、敵の気をそらすことができれば、飛び込んで乱戦に持ち込めるのじゃがなあ。

　乱戦に持ち込んだところで勝ち目は高くないが、それ以外に活路はない。

　そのとき、バルドの目は、あるものを捉えた。

　騎士たちの後ろのほうでは、村人たちが遠巻きにして何が起きるのかを見守っている。その村人のあいだを割って進んで来る男がいる。

　バルドは男を見た。男もバルドを見た。

　──おっ！　これは、何とかなるかもしれんのう。

　音もなく、かげろうのように近づいて来るその男を、バルドは知っている。

〈赤鴉ロロ・スピア〉ヴェン・ウリルである。
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　ゆらり、と姿をゆらめかせ、ヴェン・ウリルは左翼の三人の従騎士たちに襲いかかった。一人目の従騎士が、槍を持つ手を肘の下で断ち切られるのが見える。切られた従騎士は大声を上げ、襲撃者たちは一斉に振り返った。
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　騎士ヘリダンは攻撃を命ずるタイミングを逸した。

　好機を逃さずバルドは突進した。左翼の二人目の従騎士が右脇腹を深々と斬り裂かれるのが見える。バルドに少し遅れてゴドン・ザルコスが突進を始めた。

　バルドたちの動きに気付き、慌てて矢を射る従卒が何人かあった。二本が胸と腰に当たったが、強きょう靱じんな革鎧がはじく。従卒の横を走り抜け、バルドは左側の騎士の左に走り込んだ。

　騎士ヘリダンは剣を振り上げてバルドを迎え撃とうとしたが、左側の騎士が邪魔で攻撃できない。左側の騎士は剣をなかば振り上げていたが、ヴェン・ウリルの動きに驚きょう愕がくしていたため、バルドへの対応が遅れた。

　バルドは、すれちがいざまに騎士の右膝を古代剣で打ち据える。その騎士はしっかりした革鎧を着けており、胸部は金属で補強してあったが、膝は装甲が薄そうに見えたからだ。狙い通り膝を砕いた手応えがあった。

　バルドはちらりと左翼を見た。左翼の三番目の従騎士が馬から落ちるところだった。ヴェン・ウリルは左翼の従卒たちをなで斬りにしながら、中央に向かっている。左翼はヴェン・ウリルに任せておけばよいと判断し、バルドは右翼に後ろから回り込むことにした。

　金属が金属を撃つ、すさまじい音がした。ゴドン・ザルコスが、騎士ヘリダンを打ち据えたのだ。吹き飛ばされるように落馬するヘリダンが見える。

　バルドが仕込んだ通り、ゴドンは騎士ヘリダンの右側に走り込んだようだ。徒歩で馬上の敵と戦うときは武器を持つ反対側に回れ、とバルドは教えた。騎士ヘリダンは、自分の乗る馬の首が邪魔になり、攻撃の威力と速度が落ちたはずだ。ゴドンの持つバトルハンマーがあまり大きくないので油断したかもしれない。襲撃者たちの中では唯一、騎士ヘリダンはフルプレートアーマーを着込んでいた。だが、ゴドンが振るうバトルハンマーは、バルドをして盾があっても受け止められないと思わせる威力を持っているのだ。

　ヘリダンの右側にいた騎士が、後ろから回り込んでくるバルドのほうを見ながら、振り下ろしていた剣を振り上げる。一撃目はゴドン・ザルコスを打とうとしたのだが、ゴドンは走り込んだ勢いのまま走り去ってしまった。そのゴドンと交差するように、バルドは右側の騎士の後ろを、さらに右側に走る。右側の騎士は、バルドの動きに合わせて馬を右に回頭させようとして、立木に動きを妨げられた。

　その右脇腹に、バルドの古代剣が食い込む。陣羽織の下に軽鎧を着けているかと思ったが、そうではなかったようで、剣は深々と腹を裂いた。

　がちゃがちゃという音が聞こえる。ドリアテッサが走ってきているのだ。かんかんという音もしていた。矢が当たっているのだろう。剣が鎧にたたき付けられる音を聞きながら、バルドは振り向く。

　右の肩口に衝撃があった。馬に乗った従騎士が、投げ槍を逆手に持って上から突いてきたのだ。

　バルドは左から右に古代剣を振り、従騎士の右脇腹に斬り付けた。革鎧は突きには弱いものなのに、バルドの肩にはまったく損傷がない。革鎧職人ポルポは、この鎧に金属鎧なみの防御力があると言っていたが、まさにその通りだったのだ。

　うめく従騎士の右手をつかんで馬から引きずりおろしつつ、首筋に古代剣をたたき込む。

　その向こうではドリアテッサが従卒たちをたたき伏せている。一番右側の従騎士が馬を横向きにして、うずくまる従卒の頭越しに、ドリアテッサに剣を振り下ろした。

　ドリアテッサは体をひねってこれをかわし、相手の右腕に剣を振り下ろす。細い剣だが相当の業物と見えて、深々と腕を斬り裂いた。従騎士は剣を取り落とし、左手で右手を押さえた。

　そこに後ろからゴドン・ザルコスが走り込んできて、その従騎士の腰を打ち据えた。従騎士は前に飛び出し、馬の首にすがるようにしながらくずおれた。

　バルドは目の前の馬を回り込みながらこの様子を目の端にとらえていた。バルドが最後の従騎士にたどりつく寸前、その従騎士は、うおっ、と叫んで落馬した。手綱を持つ手首を、ヴェン・ウリルが斬り落としたからだ。

　残った従卒たちには、もはや戦闘能力も戦う気力もなかった。
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　バルドは抜き身の剣を持ったまま、戦場を検分した。

　左翼の一番目の従騎士は、右手を失ったが、手当てすれば命は助かるだろう。左翼の二番目の従騎士は、腹を裂かれていて、生き延びるのは難しい。

　左翼の三番目の従騎士は、喉を突かれて死んでいた。ヴェン・ウリルによるものだ。馬を見ると、鐙あぶみを固定する革のベルトが切られている。どうして落馬したか、これで分かった。足の内側にあるベルトをどうやって切ったのかは分からないが。

　左翼の従卒五人は、いずれも足や手を軽く切られているだけで、命に別状はない。

　騎士ヘリダンは、バトルハンマーで左側頭を打たれたようだ。留め金具がちぎれ飛んでいる。よく首が折れなかったものだ。へこみのついた兜かぶとを外したところ、出血はあるが、致命傷は受けていなかった。非常に立派な鎧だ。そうでなければ死んでいたろう。

　バルドが膝をつぶした騎士は、首を切られて死んでいた。これもヴェン・ウリルの仕事だろう。

　バルドが脇腹を裂いた騎士は、馬から落ちて仰向けに横たわっている。腹からは血と臓物があふれ出し、顔色は白く、がくがくと震えている。この騎士はもはや助からない。もう苦しみを止めてやるべきだ。

　バルドはヴェン・ウリルを見た。ヴェン・ウリルは、バルドの思惑を察したのだろう。ふわりと歩いてくると、何気なく剣を振った。首がとさりと落ちた。

　右翼の五人の従卒のうち、二人は頭や肩にかなりの傷を負っているが、三人は無傷だ。右翼の三人の従騎士のうち、一人は右腕と腰を痛めているが、死ぬことはないだろう。

　バルドが首筋を切った従騎士は、大量の血を失っており、意識もない。まだぴくぴくと動いてはいるが、すぐにこの世を去るだろう。

　ヴェン・ウリルが手首を斬り落とした従騎士は、すぐに手当てが必要だ。

　ドリアテッサはと見れば、血にまみれた剣を持ったままぼうぜんとしていた。何が起きたのか、理解できていないのだろう。死ぬしかない状況であり、覚悟は決めていた。それなのに戦闘が終わってみれば、自分たちは立っており、敵は倒れ伏しているのだから無理もない。

　襲ってきた騎士三人のうち二人が死に一人は気絶。従騎士六人のうち三人が死に三人は重傷。それに対してこちらは傷らしい傷さえない。圧勝といってよい。

　だが一つ間違えば骸むくろとなって横たわっていたのは、こちらのほうだったのだ。ヴェン・ウリルが絶妙のタイミングで参戦したことが勝敗を逆転させた。それでも、敵の騎士がすべてプレートアーマーを着けていれば、こちらの被害も甚大だったろう。

「子爵殿。村人に子爵殿の身分を告げて、襲撃されたから迎え撃ったと説明しておいたほうがよろしいぞ。それと怪け我が人にんの手当てを手伝うよう命じられよ」

「あ、ああ。バルド殿。分かった」

　バルドは、動ける従卒たちに仲間の手当てをさせ、一段落したところで、死者を安らかに横たえさせた。

　粗末な敷布の上に寝る死者たちの前でバルドは片膝を突き、目を閉じて、死者の安寧を祈った。敵も味方も村人も、バルドにならい、帽子を取り、膝を突いて黙もく禱とうした。

「子爵殿。襲撃者たちの始末はどうされる」

　生き残った者たちの処置をバルドはドリアテッサに確認した。

　ドリアテッサはかなり長く黙考したあとで答えた。

「このまま放免する」

　バルドはうなずいた。もともと答えはそれしかあり得ない。こんな場所で大勢の怪我人や捕虜を取り扱うことなどできはしない。できるとすれば首を斬ることぐらいだ。だがいずれにしてもドリアテッサに判断させなければならない。

「ヘリダンという騎士は約束を守る男ですかな」

「うむ。信用のおける男だ」

「報告の手紙を書いて騎士ヘリダンに渡し、必ずあなたの父君に届ける、と誓わせてはいかがか」

　ドリアテッサ自身がすぐに帰国できないのだから、事実がゆがめられて伝えられる恐れがある。

「それはいい考えだ。そうしよう」

　騎士ヘリダンは目を覚まし、二つの誓いを立てて解放された。一つは、ドリアテッサの手紙をファファーレン侯爵に届けることであり、もう一つは、この出来事の顚てん末まつを正確にヴォドレス侯爵に報告することだ。

　部下たちが出発できる状態になったら出発するだろう。重傷者は村に置いていくかもしれない。
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　殺し合いというものは、ひどく体力と気力を消耗するものだ。圧倒的に有利な敵との戦いならなおさらだ。死者の埋葬を終えると、バルドはもうくたくただった。

　──腹が減ったわい。

　年を取ると忍耐力が増すというが、こと空腹については、バルドの我慢は年とともに弱くなっているような気がする。

　バルドは村むら長おさに食事の催促をした。

「お武家様。小屋のほうに用意してあります」

　バルドは少しいぶかしく感じた。村長の様子が元気いっぱいで、何やらうれしげな様子なのである。

　こんな田舎いなかの村で、大勢の騎士同士が殺し合いを行って、村の土地は血によごれた。怪我人の手当てを手伝わされ、死体の埋葬のため穴掘りやら死体の運搬やらをさせられた。村の仕事など放り出してである。そのわりには機嫌がよい。いつのまにか食事の用意までしているという。

　小屋に帰ってみると、薪たきぎと鍋と食材が用意してあった。その食材を見て、村長の機嫌よさの理由が分かった。たっぷりのベン草そうと、やはりたっぷりの熊肉である。ゴドンたちが倒した川熊ドウァーヴァの肉だ。

　肉は貴族の食べ物であり、穀物や野菜は平民の食べ物である。中原では、特別な祝いのときなど以外に平民が肉を食べれば罰せられる国もあると聞く。

　辺境では平民が肉を食べたからといって罰せられることはないが、そもそも肉を手に入れにくい。中型、大型の獣となれば、騎士でなければ倒せないし、小型の獣も、猟師でなければ探し出して殺すのは難しい。猟師にしても手間暇をかけて獣を獲とるのだから、やはり金になるところ、つまり貴族のところに肉を持ち込む。結局、辺境でも肉は貴族の食べ物なのである。

　ところがゴドンはあっさりと川熊を倒し、その肉も毛皮も骨も村人の自由にせよと言った。川熊の肉は少し硬くて癖もあるが、なにしろ肉である。この一頭で、村民全員がたっぷりと肉にありつける。もぐら猿ゼユスィーバ三頭も、村民にとってはうれしい贈り物だろう。もぐら猿の肉はきつい匂いがするので、そのまま煮たりするには向かないが、いぶし焼きなどにしておけば冬のあいだの貴重な食料となる。なるほど、村長や村人が喜ぶわけだ。

「ほう。ベン草か。くぐつ煮じゃな」

「バルド殿。くぐつ煮、とはどういうものだろうか」

「あー、中原の貴族のお姫様じゃ、ベン草は見たことないかなー。これだよ」

　ジュルチャガがベン草を取り上げてドリアテッサに見せた。

「奇妙な格好をしているな。山菜か」

　ベン草は、根本の部分は白く太い。軸の部分は茶色で、先はひょろひょろと四方八方に伸びて緑色をしている。草という名が付いているが、山菜の一種だ。東部辺境の山では真冬以外いつでも採れる。格別うまいものでもない。とはいえ、籠一杯のベン草を採るのは大変だったろう。

　こんな山の中では小麦も作れない。畑らしきものはあったが、雑穀を少々と腹持ちのよい野菜を数種類作るのがせいぜいだ。いきおい、食料の大部分は山の恵みに頼ることになる。

　五十人ほどしかいないこの村にバルドたちがやって来たのだし、ヴォドレス家の騎士隊の生き残りもいるのだから、その負担は大きい。もともと裕福な暮らしをしていたわけではなく、その日その日を何とかやりくりして生き延びてきた人々なのだ。籠一杯のベン草は、彼らのとっておきのごちそうだったはずだ。

　バルドたちが鎧を脱ぎ、武具の手入れをしているあいだに、ジュルチャガが鍋の準備をした。といっても肉は切り分けられているし、野菜も丁寧に洗ってあるのだから、火をおこし、火勢を調整して煮えにくいものから放り込んでいくだけのことである。

「ええっと。みんなもう食べれる？　じゃ、鍋の周りに集まってねー。よしっ。ベン草を入れるよ。姫様、ベン草は、すぐに煮えちゃうんだ。煮込んでしまうといやなあくがでて、スープが台なしになっちゃうからね。煮えたのを見極めて、さっと食べないといけないんだ。みんなを見て、まねしてね」

　ジュルチャガが、ひとつかみのベン草を鍋に落とす。鍋に落ちたベン草はスープを吸って、立ち上がった。つまり、根元の部分はしっかりスープを吸って重くなるが、先の部分はスープを吸わないので軽いままだ。それで重い部分が沈み、軽い部分が浮くので、まるで立ち上がったようにみえるのだ。

　そしてベン草が、手足をくゆらせて踊り始めた。熱を帯びて先端の緑の部分がくねくね折れ曲がるのが、まるで人形が踊っているようにみえるのである。踊りが止まったときが、食べ頃だ。

　バルド、ゴドン、ヴェン・ウリル、ジュルチャガが一斉にベン草を取って椀に入れた。ドリアテッサは珍しいものを見て目を丸くしていたが、皆のまねをしてベン草を取った。

「なるほど。まるで人形が踊っているような煮え方をするから、くぐつ煮というのか」

「そそ。そーゆーこと」

　バルドは椀に入れたベン草を食べた。うまくはない。ベン草というのはうまいものではないのだ。だが独特の歯ごたえが楽しい。根元の部分は歯ごたえがあり、それでいて軽やかな食感である。歯で押しつぶすごとにしゃきりしゃきりと音がしそうだ。中間の茶色い部分はまったりしていて喉ごしが心地よい。先端の青い部分はぬめりがあって、スープとの相性がよい。

　ドリアテッサはと見れば、微妙な顔をしていた。やはり都会の貴族の口には合わないのだろう。

「もう肉やほかの野菜も煮えたからねー。どんどん取ってねー」

　バルドたちは、川熊の肉や根菜を器に取って食べ始めた。スープも飲んだ。

　味でいえばさほどうまいものではない。しかし疲れ切った体は滋養を求めており、肉と根菜とベン草のスープは体にしみた。

　──戦いのあとに物を食べると、生きておるとしみじみと感じられるのう。

　こうしたときは、食事は舌で食べているというより、体全体で食べているのである。バルドたちは満腹になるまでくぐつ煮を食べた。

　ドリアテッサはあまり食べなかった。口に合わなかったのかもしれないし、もともと小食なのかもしれない。

　食べ終わって一服しているとき、ジュルチャガがヴェン・ウリルに言った。

「ヴェン君。間に合ってくれてありがとねー。でも正直ゆーと、もうちびっと早く来てほしかった」

「ジュルチャガ。目印は助かった。礼を言う。もう少し早く着くはずだったのだが、大赤熊デッサ・ロローヴァの魔獣と出遭ってな。それが実に見事な魔獣だったので、しばらく眺めていたのだ」

　一同は思わずヴェン・ウリルを凝視した。

「魔獣と遭ったじゃと。どこでじゃ」

「三日前だ、あるじ殿。霧の谷からここに来る途中だった」
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　バルド・ローエンが〈赤鴉〉ヴェン・ウリルと最初に会ったのは、ちょうど一年前だ。そのときヴェン・ウリルは、コエンデラ家に雇われてバルドの命を狙った。

　二度目に会ったのはその二か月後で、路傍に座って「この男売ります」と書いた札を首に提げていた。いくらだと訊きいた通行人に、百万ゲイルという夢のような値あたいを答えていた。よほどの理由があるのだろうと察して、バルドは精一杯の金きん子すを与えた。それは百万ゲイルの十分の一に少し足りない金額でしかなかったが、ヴェン・ウリルは受け取り、用事を済ませたらバルドのもとに来ると約束してどこかに去った。

　その後、用事は済んだものの、ごたごたに巻き込まれ、リンツに帰ったのは八か月後だったらしい。これだけ時間が空いてしまえば、やみくもにあとを追っても見つからない。

　だが、ヴェン・ウリルはリンツの街で面白い噂うわさを聞いた。〈人民の騎士ガルデガーシ・グエラ〉バルド・ローエンがリンツ伯の窮地を救い、二人は親友になったというのだ。ヴェン・ウリルはリンツ伯を訪ねた。

　リンツ伯は、事情を聞いて大いに面白がった。

「バルド殿のご家来なら、当家はいつでも歓迎する。今バルド殿はクラースクにおられる。三日前に使いの者がとんぼ返りしたところなのじゃ。クラースクに行ってもすれ違いになるじゃろうのう。次に使いの者が帰って来るのを待ったほうがよかろう。それまでこの屋敷で暮らせ。それにしても、噂に聞くヴェン・ウリル殿がバルド殿の家臣となるとはのう。百万ゲイルでおぬしが買えるなら、わしが買いたかったわ」

　この〈使いの者〉というのはジュルチャガのことである。

　リンツ伯はヴェンを厚遇した。ヴェン・ウリルは礼代わりにリンツ伯の護衛などを買って出た。そうこうするうち、三十日もたたずジュルチャガが来た。だが、まずいことに、ヴェン・ウリルはある用事を引き受けており、途中で投げ出したくなかった。そこで、ジュルチャガのあとを追えるように、木の枝を折り曲げたりする目印を打ち合わせた。村や街の出入り口にも印を付け、宿や村長に伝言を残すことも決めた。

　十日後、リンツを出発し、村や街の出入り口や森の中でジュルチャガが残した目印を頼りに、バルドを追ってきた。

　以上がヴェン・ウリルが話したいきさつである。

　そう言われてみれば、いくつも合が点てんがいくことがある。

　霧の谷から出るときジュルチャガが、降りたのと同じ場所から谷を出る、と言ったのは、谷に入った目印と出た目印が同じ場所にあればヴェン・ウリルが無駄足を踏まずにすむからだったのだろう。

　ほかにも似たようなことがあった。あとを追ってきやすいようにという心遣いだったのだろう。

「なんじゃ。そうならそうと言ってくれれば、ヴェン・ウリルが追いつくまでクラースクで待っておったのに」

「いや、おいらもそう言ったんだよ、ヴェン君に。でもヴェン君は、それは嫌だって言うからさ。それで、追っかける目印の相談をしたってゆーわけ」

　なるほどヴェン・ウリルの心情からすれば、自分の都合でバルドを足止めしたくはなかっただろう。

　だがそれにしても、ジュルチャガは、あとからヴェン・ウリルが追いかけて来ると、バルドに伝えてもよかったのではないか。そうすれば、もっと追いかけてきやすいようにしただろう。

　案外ジュルチャガは、ただ単にバルドの驚く顔が見たかったのかもしれない。

　だが、ヴェン・ウリルが追いかけてきやすいように旅をしたとしたら、ユエイタンとは出合えなかったかもしれないし、モウラとスィを助けることもできなかったかもしれない。

　そして、ドリアテッサの窮地を救うことは間違いなくできなかった。

　ヴェン・ウリルが魔獣を見つけることもなかったかもしれない。

　とにかく、ヴェン・ウリルが魔獣と遭遇したというのは、天の佑たすけと思える出来事だ。しかもここから三日ほどの距離だというのだ。魔獣というものは人の気配に敏感なものだが、よく気付かれもせず見物などできたものである。

　ドリアテッサは神に感謝の祈りを捧ささげていた。
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　翌日、ドリアテッサは書いた手紙を騎士ヘリダンに渡し、村むら長おさに礼を述べて謝礼を渡した。

　ヘリダンがバルドに死者とけが人の扱いについて礼を述べてきたので、二人は言葉を交わした。ヘリダンは、バルドたちのことをファファーレン侯爵家が差し向けた助勢だと思っていたようで、たまたまドリアテッサと出会った放浪の騎士だと知って驚いていた。

　ヘリダンは、古くからの習わしに従い武具と馬と所持金の半分を差し出すと申し出たが、バルドは断った。あらかじめ約定を交わした争いではなかったのだから、名誉ある集団決闘とは呼べず、略奪権を行使しようとは思わぬ、とバルドは言った。

　略奪権を行使すれば彼らは敗戦のつぐないをしたことになってしまう。彼らのつぐないは、母国に帰ってから、しかるべき場面で行われねばならない。それに、バルドたちには充分な金があったし、馬と武器と防具にまったく不満がない。

　ヘリダンは、最初にドリアテッサを襲った従騎士と従卒の遺髪と遺品を回収してから帰国するという。

　バルドたち一行は村を離れ、魔獣を探した。

　探索の初日である。魔獣は見つからなかったが、素晴らしい獲物をバルドは発見した。

　川が段差になって流れ、低い滝のようになった水のたまりに、ヒラウオが群れていたのである。ヒラウオは水底に平べったく貼り付いて泳ぐ魚であるが、その身は淡泊で繊細で非常に美味だ。そのヒラウオの大きなものが六匹、小さなものが八匹獲とれた。

　ジュルチャガと相談し、大きな魚は味噌ウネルを塗って火であぶり、小さなものは山菜とスープにすることにした。

　ウネル焼きのほうは遠火でじっくりあぶるので時間がかかる。先にスープができたので、まずはドリアテッサに勧めた。

　ドリアテッサは気乗りしないようすで一口食べたが、突然人が変わったように、むしゃむしゃと椀のスープを食べ尽くし、たちまちお代わりを要求したのである。

「ちょっと待ってねー。バルドの旦那の鍋はちっこいからね。また作り直すからー」

「ちっこくて悪かったな。お前など、そもそも鍋自体持っておらんではないか」

「それは言いっこなしだって。そんなもん持ち歩いてたら、いざというとき困るでしょ」

　いざというとき、というのは泥棒がばれて逃げるときのことだろうか。ジュルチャガの荷物は極端に少ない。よくこれで旅ができると感心するほどだ。鍋といえばヴェン・ウリルも一人用の小さな鉄の鍋を持っているだけだし、ゴドンに至ってはかなりの荷物を持っているのに、鍋はない。結局バルドの万能鍋が活躍することになっている。

「おいしいなあ。お代わりが待ち遠しい」

「あ、姫さん、気に入ってくれたよーだね。何より」

　そういえば、昨日の夜のドリアテッサは、ひどく小食だった。しばらくまともに食事を取っていないのにそうなのだから、もともと小食なのかと思っていたが、そうではなかったようだ。

　村で食べたベン草のくぐつ煮は口に合わなかったということなのだろう。だがあの材料ではあのようにしか作りようがない。今は新鮮な食材を得て、それをすぐに料理できるのだから、それなりの味になる。

　そうこうしているうちに、ヒラウオが焼けた。ひどく香ばしい匂いが立ちこめていて、ドリアテッサは目をらんらんと輝かせて焼き上がりを待っている。

　ヒラウオに塗ったウネルは、ジュルチャガがちゃっかりと村長から手に入れていたものだ。何かの豆のウネルのようだが、塩味はやや控えめで、その代わりぴりりとした風味がある。

「はいよ。姫さん。端っこに突き出てる骨には気をつけてね。それとヒラウオの身は崩れやすいから、食べるときは皿に乗っけたほうがいいかもしんない」

　さすがにドリアテッサは熱々の魚を丸かじりにしたりはせず、串刺しになってすっかり火の通ったヒラウオを、皿の上でほぐした。

　ふわっと香気が立ち上る。

　これほどよく太ったヒラウオなのに、脂気は少ない。その代わり身はしっとりして上品なうまみを持っている。ウネルを塗って風味を閉じ込めているからその香りのよさはなおさらである。

　手に持ったフォークを器用に使って身の部分をすくい取り、ドリアテッサは口に運んだ。

　と思うと、目を見開いて一瞬動作が止まった。

　しばらくののち再び動き出したドリアテッサは、猛烈な勢いでヒラウオを食べ始めた。

　──よほどうまさに感激したのじゃろうな。

　ヒラウオは平べったい魚なので、身をつついているとすぐに骨に当たる。つまり骨の多い魚だともいえる。そうであるのにドリアテッサはたき火の薄明かりの中で、器用に骨を取り除のけて食べているようだ。

「あいよ、バルドの旦那。焼けたよー」

「おお、すまんのう」

　バルドは少々の骨など気にしない。むしろ、ウネルを塗って火であぶったひれの骨は好物である。

　ひれはぱりぱりとした触感である。ウネルのぴりりとした味が食欲をかき立てる。

　おもむろに、身の部分にかじりついた。

　──おお！

　甘い。なんとも上品で奥行きのある甘さである。艶々とした舌触り、というのは妙な表現であるが、この宝石のような白身魚の味を言い当てるには、ほかに言葉もない。

　身そのものが持っている甘さでもあるが、焼き上げる中で骨の中に詰まった甘さが身にしみ出してもいる。ウネルからしみ出した塩気がその甘みを煮詰め引き立てている。

　うまい物を食べれば疲れが癒され、新たな活力が湧いてくる。

　この夜一同は、大いに探索の疲れを癒した。

　二日目にも魔獣は見つからなかったが、ドルー猪が獲れた。ドリアテッサが食べやすいよう串焼きにしたのだが、うまいうまいと、あきれるほどの量を腹に収めた。ドリアテッサは小食などでは全然なかった。むしろ体格のわりには大食いといってよい。

「コヴリエン子爵殿。猪の肉がお気に召したようじゃな」

「バルド殿。私のことは名で呼んでいただきたい。うむ。大変に美味であった。いや、この猪だけではない。あなたとジュルチャガの作る料理は、実にうまい」

　それから自然に食事の話になった。

　ドリアテッサがヴォドレス家の騎士団とともに旅に出て、すぐに閉口したのが食事のことだった。当番の従卒が食事の支度をするのだが、彼らは肉さえ入っていればごちそうだと思っているらしく、味には頓着しないのだという。しかもやたら塩辛い。確かに塩がたっぷり使えるというのは贅ぜい沢たくなことなのだが、多ければよいというものではない。なのに硬くなるほど煮込んだ肉ばかりの、ひどく味の濃い料理ばかりが続くのだ。

　それでもオーヴァ川を渡るまでは、時々に街に入ったから、まだ息が抜けた。街の貴族家では多少はましな物を食べさせてくれたからだ。

　オーヴァ川を渡ったあとも、最初のうちはよかった。津みなとの街の料理もそのあとに寄った街の料理も、それなりに食べられた。だが、この時点で、ひどく皇都の料理が恋しくなっていたのも事実だ。

　そのあとは惨さん憺たんたるものだった。従卒の作る料理は相変わらず塩辛くてどろどろで煮込みすぎの肉ばかり。たまに寄る村でも、まるで雑草を煮たかのような物が食卓に出る。贅沢を言ってはいけないと分かってはいたが、ほとほと参り果てていたというのだ。

　──無理もないのう。

　なにしろドリアテッサは、大国の都に暮らす大貴族家の令嬢なのだ。当然、屋敷には腕利きの厨くりや頭がしらがいただろうし、食材は豊富で質も高いものであったに違いない。調理方法も贅を尽くしたものだったろう。騎士とはいっても仕事は宮廷の高貴な姫君の側そば仕づかえなのだから、騎士団の食事など口に合うはずがない。行軍中の騎士団の料理は体調のよくない者でも病気にならないようしっかり煮込むものだし、重労働に耐えられるよう味の濃いものを作る。この姫にはそんなことは分からないのだろう。また、辺境の村の暮らしは貧しいものであって、そこでのうまさの基準はひどく低い。

　──いや。しかし、待てよ。

　そのドリアテッサが、バルドやジュルチャガの作る料理をうまいうまいと言って食べている。これはどういうことなのだろうか。

　結局、素材、ということに尽きるのかもしれない。辺境の山野は、それをつかみ取る力のある人間にとっては食材の宝庫だ。神々の恵みが詰まった場所といってよい。その新鮮な素材の味は、大国の都で育った貴族にも通用する。そういうことなのだろうか。

　何にしても、食事をしっかり取ることができねば、体を養うことができない。体を充分に養えなければ、心の調子も狂いやすい。ドリアテッサの食欲が戻ったことは、大いに歓迎してよいことだ。

　こうして行動を共にしてみると、この一団が食材については素晴らしい組み合わせであることが分かった。バルドは川か池があれば、いともたやすく魚を獲る。ジュルチャガは、木の実や果物や野菜を魔法のように森から取り出す。そしてヴェン・ウリルは、隠れている獣を息を吸うように見つけて狩り出す。

「よーし。任せといて、姫さん。明日もうまいもん探すからね」

「ジュルチャガ。まず魔獣を探せ」





２






　魔獣はヴェン・ウリルが見かけた場所の近くにはいなかった。二十日間も探し回ったあげく、ヴェン・ウリルが、

「あちらに気配を感じた」

　と言いだし、来た方向に戻った。そして、なんとドリアテッサと出会った沢にいるのを発見した。ここから村までは近い。危うく大惨事が起きるところだった。

　確かに大赤熊デッサ・ロローヴァだ。

　大きい。そして美しい。実に美しい毛並みだ。ヴェン・ウリルがみとれて思わず長居して見物したというのも分かる。魔獣かどうかこの距離からは分からないが、ヴェン・ウリルが言うことだから間違いはないだろう。

　──どこでどう戦ったものかのう。

　戦いには足場というものが重要であり、また人数を生かせるための広さも選ばねばならない。魔獣が今いる場所は岩や草ででこぼこしていて足場がよくない。その周りはというと樹木の生い茂る斜面や山道で、なお足場が悪い。少しでも開けた場所となると村の周辺になるが、まさかそんな場所に連れていくわけにはいかない。

　これでは馬に乗って戦うのは無理だ、とバルドは判断して、作戦を指示した。ドリアテッサ自身が、ただの若輩の騎士として扱ってほしいと言ったこともあり、すっかり口調はこなれている。

「まず、ヴェン・ウリルとゴドン・ザルコスが沢に降りて左右から魔獣の注意を引きつけよ。次に、魔獣の正面からわしが突入して打撃を与える。これを繰り返して、魔獣が十分に弱ったら、ドリアテッサ殿がとどめを刺すのじゃ」

　このバルドの指示に、ドリアテッサは異を唱えた。

「いや。バルド殿。それはならぬ。お三方が恐るべき手て練だれであることは、よく分かった。しかし、これは私が望んだ戦いなのだ。無関係の人々に危険な役をさせて自分は安全な場所で待つなど、私にはできぬ。私が正面から突撃するので、あなたがたは援護してほしい」

　──このおなごは魔獣の恐ろしさをまったく分かっておらん。

　いくらプレートアーマーに身を包んでいても、あの大赤熊の攻撃がまともに当たれば、首の骨が折れ、臓ぞう腑ふがつぶれる。

　もっとも、ドリアテッサは思ったより強い。襲撃者たちとの戦いでは、馬上から敵が振り下ろした剣を小さな動きでかわし、同時に的確な反撃を繰り出していた。乱戦の中でとっさにあれができるというのは、相当訓練を積んでいる証拠だ。視界が悪く素早い動きを妨げる全ぜん身しん鎧よろいを着てのことなのだから、なおさらだ。

　しびれ薬を飲まされた状態で従騎士二人と従卒一人を斬り殺したというのだから、胆力もある。鎧も立派なもので、矢はもちろん槍を受けてもへこむどころか傷さえほとんどなかった。

　さらに、この二十日間、ドリアテッサは剣の鍛錬を欠かさなかった。鎧を着けたままで振るその剣筋は、修練のあとを感じさせた。

　──よほど運が悪くなければ、一撃で死ぬということもあるまい。しかもこのおなごは、言い出したら聞かぬ性た質ちのようじゃ。

「あるじ殿。姫騎士殿の思うようにさせたらいい。死ぬなら死ぬし、死なぬなら死なぬ」

　ヴェン・ウリルに言われ、バルドも腹を決めた。

「ドリアテッサ殿。斬るな。突け」
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　全員で飛び出した。

　すぐに大赤熊デッサ・ロローヴァは気付いた。

　ヴェン・ウリルは、影が滑るように斜面を駆け下り、他の仲間を大きく引き離して大赤熊に迫った。大赤熊は、真っ赤な目に怒りの火を燃やし、口を大きく開いてヴェン・ウリルにかみつこうとした。

　──なるほど。確かに魔獣キージェルに違いない。

　ヴェン・ウリルは、突っ込んで来た魔獣の牙を左にかわして駆け抜けた。魔獣は怒りの声を上げて反転し、ヴェン・ウリルを攻撃しようとした。ヴェン・ウリルは、素早く魔獣の後ろ側に回り込んだため、魔獣は一瞬標的を見失い、動きを止めた。

　赤鴉と呼ばれた男は大胆にも、剣も抜かずに突っ立ったまま魔獣の動きを見守っている。魔獣は再び吠ほえて、後ろ足で立ち上がり、ヴェン・ウリルに襲いかかろうとした。

　大きい。実に大きい。

　立ち上がったその身の丈は、ヴェン・ウリルの一・五倍ほどもある。さすがのバルドも見たことのない大きさだ。そうでなくても大赤熊は攻撃力が高い。ましてこれは魔獣である。重鎧を着ていたとしても一撃で殺されかねないというのに、ヴェン・ウリルが身に着けているのは革鎧である。

　だが、ヴェン・ウリルは逃げようともしない。魔獣が右前足を振り下ろしてくるのをふわりとかわし、左に回り込んだ。

　このときゴドン・ザルコスがたどり着き、バトルハンマーを振り上げ、魔獣の左足の膝裏辺りにたたき付けた。魔獣が横転した。一撃でこの巨大な魔獣を転倒させるのだから、ゴドン・ザルコスの振るうバトルハンマーの威力はすさまじい。

　すぐに魔獣は起き上がった。

　目の前にはヴェン・ウリルがいる。魔獣が右前足を振り回した。ヴェン・ウリルは今度も後ろには引かず、上半身のひねりとわずかな足運びでこれをかわす。

　魔獣の尻に、ゴドン・ザルコスのバトルハンマーがたたき付けられる。魔獣は大きな怒りの声を上げたが、後ろを向こうとはしなかった。今や、魔獣の注意はすっかりヴェン・ウリルに向いている。

　──おかしいのう。ヴェン・ウリルは攻撃しておらん。痛手を与えたゴドンのほうに向き直るはずなのじゃが。魔獣はそれほどヴェン・ウリルを手強いとみておるのか。

　魔獣は、二つの前足を交互に繰り出して攻撃してきた。ヴェン・ウリルはこれを右にかわし、左にかわし、上体をそらしてかわした。魔獣の至近距離を離れず、攻撃をかいくぐり続けている。驚異的な回避だ。

　バルドも魔獣の近くまできていたが、二人の邪魔にならないよう、攻撃のタイミングを待っていた。

　大赤熊は川熊ドウァーヴァほど強きょう靱じんではないが、体たい軀くはずっと大きく、また素早い。バルドがいくら古代の魔剣を持っているといっても、防御力が上がるわけではない。この魔獣の一撃一撃が、致命的な威力を持っているのだ。

　そのとき、がちゃがちゃと鎧を鳴らしながらドリアテッサが突撃した。走り込んだ加速を利用して、両手で持った剣を魔獣の左脇腹に突き込んだのだ。剣は半分ほども魔獣に食い込んだ。
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　魔獣は悪鬼のように顔をゆがめて叫び声を上げ、おのれの腹を刺した敵に右前足をたたき付けた。ドリアテッサは、かわすまもなくはじき飛ばされる。剣は魔獣の腹に刺さったままだ。

　魔獣は猛然と駆けだし、地に倒れたドリアテッサを右前足でたたきつぶそうとした。

　だがドリアテッサに届く寸前で、その速度ががくんと落ちた。ヴェン・ウリルが魔獣の右足首を斬り飛ばしたからだ。それが、バルドに駆け寄る時間を与えた。

　バルドの古代剣が一いっ閃せんし、魔獣の首を断ち落とした。

　魔獣は突進した勢いのまま大地に倒れ込み、血が噴き出た。頭部はごろんごろんと横に転がってとまり、目の赤い光は消えた。

　珍しくも驚きを顔に浮かべてヴェン・ウリルがバルドとその剣を凝視している。

　だが、驚いたのはバルドも同じだ。細剣の一撃で魔獣のあのごつい足首を骨ごと斬り落とすとは。

　ヴェン・ウリルの剣は、おそらく、いや間違いなく魔剣エルグォードラだ。

　そして、ドリアテッサの剣。あれもおそらく魔剣だ。

　ドリアテッサは起き上がり、魔獣の首に近寄った。まだ生きているかと思わせるほど生々しいその首の前にひざまずき、両手で首をつかんだ。

　嗚お咽えつしている。

　魔獣の首が欲しいと願ってはいたが、それがいかに見込みの薄い願いであるかは知っていたのだろう。華やかな暮らししか知らぬ貴族の娘が、こんな辺境の奥地に踏み込み、頼みとする仲間たちから裏切られ、襲われた。それでもなお、たった一人で魔獣を狩ろうとした。心の中ではどれほどの心細さを抱えていただろうか。

　──泣けばよい。その首には泣くだけの価値がある。そしておぬしには泣くだけの資格がある。気迫のこもったよい突きじゃった。あの魔獣の吠え声は、並の騎士なら腰を抜かすほどのものじゃった。よう耐えた。よくぞ気迫の突きを打ち込んだ。見事じゃったぞ。

　バルドは心の中で女騎士をねぎらった。
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「この魔剣は、〈夜の乙女シャーリ・ウルール〉という。ファファーレン侯爵家の家宝なのだが、私が魔獣退治をどうしてもやめないと知って、わが兄が持たせてくれたのだ」

　それは細身だが肉厚の、素晴らしい剣だった。刺し突とつ剣けんのようでもあるが、鋭い刃も備えている。金で売り買いできる品とも思わないが、もし買えるとしたら、とてつもない値になるだろう。

　──このような剣を、おなごに持たせるとはのう。何かが間違うておる。

「ヴェン・ウリル。おぬしの剣も魔剣じゃな。銘は何という」

　魔剣というのは特別な剣であるから、必ず銘が付いている。その名の付け方には剣匠ごとに癖というか法則のようなものがあるので、銘を聞けばある程度その剣の出自が分かる場合が多い。もっともバルドは魔剣の名前や流派に詳しいわけではないので、この質問に深い意味はない。

「この剣の銘は明かせない。すまんな、あるじ殿。それより、あるじ殿のその剣こそ、いったい何だ」

「いや。村の雑貨屋で買った鉈なた剣けんじゃ」

「なにを馬鹿な。ふむ。だが天意を受けた人のことだからな。そんなこともあるかもしれん」

　ともあれ、ゆっくり話をしている場合でもない。皆で協力して魔獣の毛皮を剝はいだ。頭は、中をほじりだして水で洗った。

　魔獣が死んでも皮や骨は異常な硬さを保ったままだが、肉は柔らかくなる。死ねば妖魔ギエルガノスが抜けるからだともいわれるが、それでは皮や骨が硬いままである説明がつかない。ともあれ肉が柔らかくなるのは幸いだ。そうでなければ魔獣の毛皮を剝ぐことなどできはしない。

「村に着いたら灰をもらって詰めるかのう。しばらくこの臭いは我慢してくれ」

　魔獣から流れ出る血の量と臭いはすさまじいもので、ドリアテッサは早々に気分を崩し、離れた場所で休んだ。

　戦闘中、魔獣の打撃を受けて吹き飛ばされていたが、鎧よろいの性能と体重の軽さが幸いしたらしく、特に傷も痛みもないという。

　作業をしているあいだに野獣が来ないか心配したが、来なかった。

　生きている魔獣は周りの獣を凶暴化させるが、死んだ魔獣の血肉の臭いは、むしろ獣を遠ざける。不思議な話だ。

　皮はかさばるし重いが、置いていくには惜しすぎた。

　──この皮でゴドンとヴェン・ウリルの鎧ができるわい。

　頭部はバルドが、皮はゴドンが持つことになった。

　初めドリアテッサは頭は自分が持つと言って譲らなかったが、どう考えても無理だった。ドリアテッサの馬はクリルヅーカという名の牝ひん馬ばで、敏捷で利口だが体型は小さめだ。金属鎧を着込んだドリアテッサとその荷物が乗るだけで十分な負担となっているのだ。

　その点、バルドの乗るユエイタンは極めて大柄で、まだまだ余力がありそうにみえる。ユエイタンの横に並ぶと、クリルヅーカは子馬にしかみえない。

　用意した袋ではまったく間に合わなかった。村で大きな袋か布を売ってもらわねばならない。水が乾ききらない魔獣の首を蔦つたで縛って乗せると、ユエイタンは嫌そうに鼻を鳴らした。

「すまんのう」

　バルドは声に出して謝った。
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　魔獣キージェルを倒したあと、バルドたちは村に戻った。

　村むら長おさが飛び出してきて、クリルヅーカの足元にひれ伏した。その後ろに大勢の村人が集まってきている。

「し、子爵様！　どうかっ、どうかっ。われらをお憐れみくださいませ！　山賊が、山賊が。村が皆殺しにされてしまいますっ。お助けを。なにとぞ、なにとぞお助けを！」

　驚いたドリアテッサは愛馬クリルヅーカから下りた。

「どうしたのだ、村長。いったい何があった。落ち着いて説明しなさい」

　村長は事情を話し始めた。話しているうちに落ち着いてきたようで、段々と順序立てて説明できるようになった。

　バルドたちが村を出た三日後に、騎士ヘリダンは村を出た。もともと持っていた馬車だけでは負傷者を乗せきれなかったので、村の荷馬車二台を買い取ったという。

　それから十数日が過ぎたある日、北の村からペルジャグという若者が息も絶え絶えに飛び込んで来た。村が山賊に襲われ全滅したというのだ。しかもボーバードの領主は兵を出してくれそうもないという。山賊は北の村に居座っているが、食べる物がなくなれば、次に狙われるのはこの村にちがいないという。

「おかしな話なんでございます。北の村もこの村も、ボーバードの領主様とは守護契約を結んでおりまして、いつもは十日に一度は巡回があるのに、ここ三十日ばかりは巡回がございませんで。

　しかも、ペルジャグの申しますには、ボーバードの領主館に駆け込んだら顔見知りの兵士がおりましたそうで。その兵士に山賊のことを申しましても、あいまいなことを言うばかりで、まともに取り次いでもくれなかったそうなんでございます。

　ペルジャグは、これではらちが明かないと考え、この村に来たようなわけで。私も驚いてすぐに息子をボーバードにやりましたのが五日前で。馬で行かせましたから、もうとうに帰って来るはずが、いまだに何の知らせもございません。

　こ、このままでは、次に襲われるのはこの村でございます。せっかくここまでにした村を放り出して逃げるわけにもいきませんし、皆の家財を積み込めるだけの荷馬車もございません。

　どうか、どうか、子爵様。遠いゴリオラ皇国の騎士様にお願いするのは筋違いではございますが、私どもを憐れとおぼしめしくださり、どうかお助けくださりませ」

　村長の言い分はよく分かる。これが流れの騎士や傭兵なら、金銭で雇うということもある。しかし、貴族を平民が雇うことはできない。貴族にはただただひれ伏して慈悲を乞うしかないのだ。そして実情はどうあれ、建前では、貴族は力なき民を憐れみ助ける存在だ。

　また、ドリアテッサに聞いているところでは、この村とゴリオラ皇国は無関係というわけでもない。

　ゴリオラ皇国から東に向かって進み、大オーヴァを越え、少し南に下ったところに、ヤドバルギ大領主領がある。ここはもともとゴリオラ皇国を追放された貴族が流れ着く場所だった。

　追放貴族たちは、なにがしかの財貨や家臣あるいは領民を連れてこの地に落ちた。持ち込んだ知識や道具を生かして辺境開発を始め、そこに人々が集まって、やがて大領主領にまで発展したのだ。

　やがてヤドバルギ大領主領の中での権力闘争に敗れた一派が独立してボーバード領を築いた。ボーバードはヤドバルギ大領主領のすぐ東に位置するが、両者の仲は悪い。

　のちに、ボーバードのさらに東の北と南に村ができた。ボーバードで罪を犯した者たちが、荒れ地開拓を条件に自由を得て作った村だ。

　ここはその南側の村にあたる。人の手の入っていない奥地ではあったが、ここらは野獣もそう多くなく、水は豊富で天候も穏やかだ。そうして今日まで二つの村は平和を楽しんできたのだった。

　ボーバードの民も、二つの村の民も、ゴリオラ皇国の貴族になど会ったこともない。それでも、自分たちはもともとゴリオラ皇国に発した民だと考えていて、非常な親しみとあこがれを抱いているのだ。だから、この災難のときにゴリオラ皇国の子爵騎士が居合わせていたことは、天の配剤に思えたのだろう。

　すがりつかれたドリアテッサは当惑している様子だ。

　無理もない。彼女一人ではどうにもならない。かといって同行しているバルドたちは彼女の部下ではなく、命令できる立場ではない。それどころか、簡単には返せない恩義のある相手だ。ドリアテッサが何かを言う前に、ゴドン・ザルコスが、こう言い放った。

「ううむ、それは難儀だな、村長。だが、安心せよ。こちらにおられるバルド・ローエン卿は、あまたの魔獣や悪人どもを退治して勇名をはせたおかたで、はるか南方の地では〈人民の騎士ガルデガーシ・グエラ〉と呼ばれ、民から尊崇を受けておられる。ローエン卿が悪いようにはなさらぬぞ！」

　おおお、と村人がどよめいた。

「お助けくださるそうじゃ」

「ありがたや、ありがたや」

「バルド・ローエン様じゃと」

「〈人民の騎士〉様じゃそうな」

　などと口々に言いつのった。中には地に伏して拝んでいる者もある。

　バルドは、その様子を苦々しく見つめた。ゴドン・ザルコスは、何度言い聞かせても、バルドの名を宣伝することをやめない。

　いや。宣伝している気はないのだろう。これは、ゴドン・ザルコスなりの、民への愛の表現なのだ。

〈お前たち、心配するな、お前たちを苦しめている問題は、今すぐバルド・ローエン卿が解決してくださる〉

　ゴドンはそう言いたいのだ。困ったことにゴドンは、子どもがおとぎ話の英雄にあこがれるようにバルドを信頼している。信奉しているといってもよいほどだ。そのうちになんとかしなくてはならない。

　──いずれにしても、これは放ってはおけん。まずは、ペルジャグという青年に話を聞かねばならんの。

　その夜、村長の家で詳しく話を聞き、一行は翌朝出発した。コルチという青年が道案内に同行してくれることになった。

　ペルジャグは夜のうちは同行すると言って聞かなかった。だが一度眠ると泥のように眠って起きなかった。北の村からボーバードへ、ボーバードから南の村へと、不眠不休で駆けたのだから無理もない。

　北の村を目指して馬を進めながら、バルドは魔獣と戦うヴェン・ウリルの姿を思い出していた。

　素晴らしい動きだった。

　ヴェン・ウリルは大赤熊の懐に飛び込んで、そこから離れることなく戦った。ただ一つの打撃をかわしそこねれば命を失うというのに、平然と涼やかに、剣も抜かずに魔獣を引きつけ続けた。ドリアテッサや他の者が戦いやすいように。

　しかも、いざドリアテッサに危機が迫ると、大赤熊の太い足首を骨ごと切断してみせた。大剣ではない普通の細剣の一振りでである。剣もよいが、腕もずば抜けている。その気になればたった一人でいともたやすくあの魔獣を倒せたのではないか。

　──ヴェン・ウリル。たいした男じゃ。

　見事な技を見て、武人としての血が騒いだ。ヴェン・ウリルが放つ息吹にさらされて、おのれも強くなったような気がする。騎士を夢見た少年の日にかえったように自分の心がわくわくと高揚しているのを感じる。その心の高ぶりが伝わったのか、ユエイタンが速く進みすぎるので、時々しずめてやらねばならなかった。
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　一行は野営の準備をした。北の村までには途中で二度野営することになる。無理をすれば一度の野営で着く距離だが、疲れ切った馬と人では役に立たない。

　ヴェン・ウリルがティトラを二匹獲とってきてくれた。これを見て、バルドは料理役を買って出た。ちょうど谷川のほとりにヨブの葉がたくさん生えていた。

「バルドの旦那ー。芋とかも掘ってこよーか？」

「いや、せっかくじゃが、それはよい。たくさんの材料を入れると湯が濁ってしまうからの」

「へー」

　それにしても、かわいい。これがパクラのことであり、もう少し幼いティトラであったら、食べたりせずに娘たちへの土産にしただろう。もちろん生きたままで。ティトラの子どもは若い娘には人気が高い。ふわふわの白い毛。丸っこい耳。つぶらな瞳。今は死んで目も閉じているが、ちょこんとつむいだ口が愛らしい。

　さて、早く血を抜かねばならない。木の枝に逆さにくくりつけておいてから、その下に穴を掘り、首を斬り落として穴に捨てた。薪を集めているドリアテッサが、少し離れた場所から微妙な表情でそれを見ている。

　血が落ちているあいだにバルドは谷川に降りてヨブの葉を摘み、川の水で洗ってスコルパの葉で包んだ。それからティトラの腹を割いて内臓を落とした。内臓も上手に調理すればおいしく食べられるのだが、ここでは無理だ。残念だが、危険な獣を招き寄せないよう土に埋めるしかない。穴を掘って内臓を埋めた。それから皮をはいで、皮と骨も土に埋めた。

　もう一度谷川に降りてティトラの肉を洗い、水気を切ってから部位ごとに切り分けた。ここが一番時間がかかる。だが、人には任せられない。ここでずさんな切り方をしたのでは、味がまったく落ちてしまうからだ。上にあがったときには、もう野営の準備が整っていた。ジュルチャガはすでに火をおこしてくれている。

　コルチ青年が水を汲くんできた鍋を火に掛け、煮立つ寸前の温度にする。そして岩塩を砕き入れて味を調えた。

「よし。食べられるぞ。皆、集まれ」

「えっ。もう食べられるのですか、バルド殿」

「うむ。ドリアテッサ殿。これは料理しながら食べるのじゃ」

「ほう、伯父御おじご。どんな料理になるのですかな」

「食べたら分かるって、ゴドンの旦那」

「ささ。皆、椀わんを出しておくのじゃぞ」

　バルドの手元には、木を削った串が何本か準備してある。ヴェン・ウリルに作っておいてもらったのだ。二本を取って、それぞれにティトラの身を刺して直じか火びであぶる。最初は脂身の少ない尻の部分だ。近づけすぎてはいけない。焦がさない程度に軽く表面をあぶるのだ。

　ぷうん、とよい匂いが漂ってくる。尻の部分は静かに焼ける。焼け具合は目で確かめなくてはならない。しかし薄闇の森の中では、それはなかなか難しい。

「よし」

　バルドはそう言い、ひとつかみのヨブの葉を鍋に落とした。たちまち、くすんだヨブの葉が鮮やかな緑色に変わる。

「最初はドリアテッサ殿じゃ。肉は湯をひとくぐりさせたら、すぐにあげるのじゃぞ」

「は、はあ」

　そう言いながらバルドは、串に刺した肉を鍋の湯に落とした。

「おおっ」

　ドリアテッサが目をみはっている。

「そら、ドリアテッサ殿。肉を湯からあげなくては。ヨブの葉ものう。早はよう、早う」

　とまどいながらもドリアテッサはフォークを使って肉とヨブの葉を皿に取った。

「熱いうちに食べなされ」

　ドリアテッサの動作を見守りながら、バルドは次の肉を串に刺して火に掛けている。

「これはこうして一人分ずつゆでるのじゃ。なに。すぐに一回りするわい」

　恐る恐る肉を口に運んだドリアテッサは、歓声を上げた。

「おいしい！」

　そうだ。血を抜いた肉をあぶってから塩気たっぷりのスープに落とし込み、それにヨブの葉を添えて食う。この単純な食べ方が、もっともおいしくティトラの肉を食べさせてくれるのだ。

「よし。次はゴドンじゃ。それっ」

　またもヨブの葉とあぶった肉が鍋に落とされる。すぐに順番は一回りした。コルチ青年も木のスプーンで上手に肉と野菜をすくっている。

　最後がバルドだ。軽くあぶった肉を二切れ鍋に落とし、そのあとでヨブの葉を入れた。バルドはヨブの葉は少し生煮えぐらいが好みなのである。肉とヨブの葉をすぐに自分の椀に取り、ふうふうと息を吹き付けながら口に運ぶ。

　──うまい！

　最初に口の中に広がるのは、あぶった肉の表面の香ばしさである。次には塩味のスープがあふれ出してくる。かみしめるうちにティトラの肉の持つ淡泊だが複雑な味の肉汁がじんわりとしみてくる。

　ティトラというのは、ゆでれば身が締まりすぎて硬くなるし、嫌な匂いが残る。焼けば嫌な匂いは消えるが、中に火が通るほどに焼けば表面が焼けすぎになってしまう。

　バルドはなんとかティトラをうまく食べる方法はないかと研究し、軽く直火であぶってから塩のスープにくぐらせるという料理法にたどり着いた。そのようにして食べてみると、あまり味のない肉だと思われていたティトラが、実は複雑で繊細な肉味を持っていることが分かったのである。甘みのある塩との相性が特によい。

　ヨブは細くて平べったい葉を持つ野菜で、あまり高くない山ならどこにでも生えている。平地にも自生する。ただ、日当たりのよい場所で育ったヨブは育ちすぎて硬くなるので、森で採ったヨブのほうがうまい。独特のからみと苦みがあり、それだけではたくさんは食べられないし、たくさん食べたからといって腹がくちくなるものでもない。あってもなくてもよいような野菜なのである。

　しかしヨブの葉は肉との相性が抜群によい。ゆでた肉にも焼いた肉にも合う。しかも、こうして塩気の強いスープでさっとゆでると、鼻につく生臭さは消え、葉の奥から粘りけのある汁が出てくる。これが歯応えといい風味といい、野趣の強い肉と素晴らしく合うのだ。

　──うむ、うむ。

　期待通りの、いやそれ以上の味に仕上がっているので、バルドはすっかり満足した。ふと見ると、ドリアテッサが空の椀を持って、じっとバルドのほうを見ている。

　バルドは鍋に水をつぎ足し、岩塩を少し砕き入れた。

　そして次の肉を串に刺した。今度は背のほうの、少し脂の入った肉である。軽く火であぶり、ヨブの葉をつかんで鍋に入れようとした。

「あ、バルド殿。私もヨブの葉は肉のあとに入れてほしい」

　──お。分かっているではないか、このおなご。

　ヨブの葉は完全に火を通したほうが万人向けだが、少し生煮えぐらいのほうが断然味が鮮烈だ。歯応えもしゃきりとしている。それに油断をすればすぐ火が通りすぎて茶色くなり苦みが出るので、その意味でも早め早めに食べるのが利口といえる。バルドは笑みを浮かべ、女子爵の要望に応えた。

　背の肉は尻の肉とまったく味が違う。その違いがわかるのも、さっとあぶって塩湯にくぐらせるという、この料理法ならではである。背の次は、腹の肉を、その次には腰と腹のあいだの肉を食べた。むろん、一回りするたびに、水と塩を加えることも忘れない。初め淡泊だったこの料理が、次第次第にこくを増していく。最初のうちは赤い肉から出た肉汁がスープに深みを加え、次第に脂身のある肉をゆでることで、スープも脂身のうまみをたっぷりと吸収してきたのだ。

　そうなのだ。この料理法でティトラの肉をうまく食べるには、肉を食べる順番が非常に重要なのである。また、煮すぎたりしてスープを濁らせるのは厳禁だ。たまにはあくをすくって捨てる必要もある。そのさじ加減が大きく味を左右するので、バルドはこの料理は人にさせたくないのである。

　次第にバルドが料理する肉は、脂の強い部位に変わっていった。脂たっぷりの肉は火にかざせばばちばちと心地よい音をさせて焼ける。鍋に落とせばじゅうと音を立てて香気を立てる。あくを取り水と塩を加えていったスープは、次第に白く濁ってゆき、こくとうまみの塊となる。その白濁したスープを吸ったヨブの葉は、いよいよ美味に煮える。

　最初のうちは、自分の番が回ってくるのが待ち遠しい。きゅるきゅると腹を減らしながら順番を待つ。次第に腹が満ちてくると、今度は次の肉の味はどんなだろうかと想像しながら、舌の楽しみを味わうことになる。

　途中からは料理の速度をゆるめ、酒をちびちびなめながら次の肉が回ってくるのを待つ。コルチ青年も酒を飲んで少し気が緩んだか、村のことなどをいろいろ話してくれた。

　たった二匹のティトラを六人で食べたのだが、スープをたっぷり吸った肉は、思いのほか腹応えがあるし、同じくスープをしっかり吸ったヨブの葉もたくさん食べた。腹一杯とはいかないが、一同は充分に満足したのである。

　皆今夜はぐっすり眠れるだろう。

「ふう。ごっそうさまー」

「バルド殿。ごちそうさまでした」

「おいしゅうござった」

「あるじ殿は料理がうまいな」

「お、おいしかったです」

「根が食いしん坊じゃからの。ところでヴェン・ウリルよ。そのあるじ殿というのはやめてくれんか。前にも言うたが、わしはおぬしを買ったつもりはない。おぬしの手伝いはとても助かっておるがの。この盗賊退治は手伝ってほしいが、そのあとはどこでも好きな所に行け」

「ふむ。あるじ殿。私はあるじ殿に、まず三連続攻撃を仕掛けた」

　それは一年前のことだ。コエンデラ家に雇われた刺客として、ヴェン・ウリルはバルドに決闘を申し込んだのだった。

「あるじ殿は、三度の攻撃を三度ともしのいだ。傷一つ受けずに」

「それは運が良かっただけのことじゃ」

「運でさばけるほど、私の剣は甘くない。あるじ殿の技量で私の斬撃をしのげるのは、百に一つだ。百に一つが三度続くことなどあり得ぬ。私はあのとき、あるじ殿が天に守られていることを知ったのだ。あるじ殿を殺すことは、天意に背くことだ。天に背いた人間は滅びるしかない。私は、あのときまだ滅びるわけにはいかなかった。だから、あるじ殿とは戦いたくないと思った」

　そういえばあのとき、最初の連続攻撃のあとヴェン・ウリルの攻撃は精彩を欠いたようにも感じた。

「私に命令していた愚か者が自ら死んだため、あるじ殿との戦いをやめることができた。だが金を得る見込みが失われた。私は天を試すことにして、願を掛けてリンツで自分を売りに出した。その願を掛けた最後の日に、あるじ殿は私を買った。必要な金額の十分の一にも満たない金額だったが、これで何とかなるのかもしれないと思った」

「おぬしは果たさねばならぬ用事があると言っておったのう。それは無事に済んだのじゃな」

「済んだ。私の妹が、遊郭で客を取らされることになった。買い戻すには百万ゲイルが必要だった。私は早くに家を出ていたのだが、あるときそれを知った。期限が迫っており、あるじ殿の金を持って向かった。すると妹を妻に迎えたいという男がいて、金を用意してくれたのだが、少し足りないということだった。あるじ殿の金は、旅に必要な金を使ったあと、足りない分をちょうど補うだけあった。妹は幸福を得た。あと数日遅れたら間に合わないところだったらしい。私はあるじ殿がまさに天意を受けた人だと知ったのだ」

　言葉通りには受け止められない話だ。どれほど高級な遊女であっても、身請け代が百万ゲイルとは法外に過ぎる。そのほかの部分も、いかにも作り話くさい筋立てだ。

　──じゃが、まるきりの噓うそではあるまい。

　何かの事情で、事実をそのままには口にできないのだろう。口にすればヴェン・ウリルに危難がふりそそぐか、あるいはバルドたちが火の粉を浴びねばならないようなわけでもあるのかもしれない。しかし、バルドの問いに黙秘を返したくはなかった。だから、作り話で答えた。この作り話の中に、精一杯の真実が含まれている。
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　二日目は少し距離を稼いだ。

　案内人のコルチ青年とその馬は、よく頑張って遅れずについてきた。夕方には峠の上から北の村が望める位置まで来た。

　峠を下った川のほとりで野営することにする。ジュルチャガに火の用意を命ずると、ドリアテッサが驚いて訊きいてきた。

「バルド殿。火などたいて大丈夫なのか。賊に見つかりはしないだろうか」

「見つかるかもしれんのう。じゃが、見つからんかもしれん。そこを心配して火をたかねばどうなる。冷たい食べ物では充分に体力を養えぬ。もう秋じゃからのう。火をたかねば夜は相当冷えるぞ。体力も落ちるし、体が冷えれば普段通りの力は出せぬ。こういうときこそゆっくり食事を取り、暖を取るのじゃ。そうすれば、仮に襲われても存分に戦える。それにの。煙が一本じゃから少人数と分かる。あちらは大人数じゃろうから、その利を捨てて夜の森に踏み込んではこんじゃろう。ドリアテッサ殿。一度決めたらあとはくよくよ考えぬことじゃ。心と体をくつろがせるがよい」

　ドリアテッサはうなずいた。そして、手に持ったスープのぬくもりを味わった。





４






　結局夜襲はなかった。偵察も来なかったと、ジュルチャガとヴェン・ウリルが言った。この二人が言うのだから、そうなのだろう。

　夜が明けかかるころに一行は出発し、少し迂う回かいしながら村に近づいた。

　──さて、どうしたものかのう。

　ここまで来てみたが、作戦はまだ立てていない。そもそも相手の人数や装備が分からない。考え込んでいるバルドを見てジュルチャガが言った。

「あれ？　何で考え込んでんの、旦那。リンツのときは、槍やりや剣を持った十二人の兵士を一人であっというまにたたき伏せたじゃん。旦那は武器も持ってなかったのに」

「おお！　伯父御おじご、さすがですな」

「それはすごい。さすがはバルド殿」

　ゴドンとドリアテッサが目を輝かせているのを見て、バルドは苦笑いをした。

　──あのときとは状況が違うわい。

　あれは人数の差が生かしにくい室内でのことで、相手は飛び道具を持っていなかったし、ろくに防具も着けていなかった。それに、力を見せつける戦い方をすれば萎い縮しゅくする相手だとみた。

　何より、あのときはジュールランにかすり傷もつけないことが最優先だった。バルド自身は死ぬほどの傷を受けてもかまわなかったのだ。だからこちらの損傷は度外視して、相手をたたき伏せ戦闘力を奪うことだけを考えた。

　今は、そこまで捨て身の戦い方をする理由はない。そもそも、わざわざ北の村にこちらから出向いたのは、守るより攻めるほうが戦いやすいからである。敵の人数が多ければ、分散させて順番にたたけばいい。何も馬鹿正直に正面から当たるばかりが戦いではない。

　ペルジャグは、賊は四十人以上いると言った。それは少し多すぎる。いきなり襲われた側は相手の人数を多く感じてしまうものだ。とはいえ、本当に四十人以上いる可能性もないとはいえない。

「ジュルチャガ。すまんが偵察を頼む」

「あいよっ」

「あっ。もう草むらに消えて」

「わっはっはっ。さすがじゃ」

「ゴドン殿。あのジュルチャガという者は、いったいどういう人なのですか」

「おお、ドリアテッサ殿。ジュルチャガはリンツ伯爵の股こ肱こうの臣で密偵を事とする者じゃ。目端も利くし、その身軽なこと、素早いことは、驚くべきものがある」

「確かに。徒歩であるのに馬にまったく遅れずついてくるし、息も切らさない。ただ者ではないと思っておりました」

　ゴドンはそう言うが、ジュルチャガは盗賊であって密偵ではない。また、リンツ伯専属の部下というわけでもない。

　しかしでは密偵ではないのかというと、そうもいえない。バルドと旅をするようになってから、偵察や探索をしてくれている。エンザイア卿の城では大いに活躍してくれた。またリンツとの往復なども実に短時日でこなす。

　リンツ伯の臣ではないのかというと、これもそうともいえない。昔からの部下というわけではないが、何やらリンツ伯の命も受けて動いているようだ。報酬も得ているだろう。

　だからバルドはゴドンの説明を訂正はしなかった。

　いくらもたたないうちに、ジュルチャガは帰還した。険しい顔をしている。

「いくつかの家に分かれてた。一番大きな家に、十五人かもうちょっと。半分ぐらいまだ起きてる。次ぐらい大きい家三つに、それぞれ五人ぐらい。こっちはみんな寝てる。別の小屋に男の人も何人か閉じ込められてる。それと別に、大きい家の横の使用人小屋に、女の人が何人か閉じ込められてる。あいつら、一番大きな家で、女の人たちにひどいことしてるんだ！」

　それでは敵の人数は三十人かそれ以上ということになる。しかも人質がいる。バルドは作戦を考えようとしたが、ふと見るとヴェン・ウリルが馬の上にいない。徒歩で村に行ったようだ。

　バルドは、コルチ青年にヴェン・ウリルの馬を預けた。

「この場で待っておれ。物音がしても動いてはならん。よいな。ゴドン、ドリアテッサ殿。音を立てずに馬を進ませよ。ヴェン・ウリルがひそかに急襲しようとしておるから、邪魔になってはいかん」

　少し進んだとき、村のほうから激しい物音と怒声が響いてきた。女の悲鳴も上がっている。もう静かに進む必要はない。

「走れ！」

　そう叫ぶと、まだ尻を打ってもいないのにユエイタンは突進を始めた。この馬はいつもこうだ。命令されることを嫌い、その代わり、命ぜられる前に察して動く。

　三つの家から賊が飛び出して、大きな家に向かっている。弓矢を持っている者はいない。槍を持っている者が二人いる。

　賊たちのあいだを突っ切り、槍を持った賊の手に斬りつけた。そして奥まで駆け抜けてから反転した。馬に乗った戦士は徒歩の人間には脅威だ。大柄な人馬が刀を振り上げて襲ってきたことで、賊たちは動揺している。

　その動揺している賊たちに再突入しかけて、やめた。ドリアテッサが駆け込んで来たからだ。クリルヅーカという馬は、なかなかに速い。

　ドリアテッサは、まず槍を持った賊に斬りつけて戦闘力を奪った。賊どもも必死で反撃を試みるが、ドリアテッサは馬を上手に操って反撃をさばいている。たまさか鎧に当たる攻撃があっても動揺せず、一人ずつ着実に倒している。

　──ふむ。魔獣との戦いで一皮むけたようじゃのう。堂に入った戦いぶりじゃわい。とても実戦を知らぬまま騎士になったとは思えん。裏切った従騎士たちを殺したのをのぞけば、人を斬るのも初めてじゃろうにのう。

　ドリアテッサの手柄を奪う必要はない。ドリアテッサからわずかに遅れて到着したゴドンも心得たもので、賊どもの馬がつながれた場所の前に回り込んでいる。逃げ足を封じる心算だ。

　バルドは馬を下りて、大きな家に向かった。扉は蹴破られている。中に踏み込んだ瞬間、濃密な血の匂いが鼻を突いた。

　そこにあったのは死体の山である。

　十六人の賊が死んでいた。そこら中に手や足や首が斬り飛ばされて転がっている。あられもない姿で女たちが五人、血の海の中にがたがた震えてうずくまっていた。女たちは、恐怖のまなざしで、ただ一人立つ男を見ている。

　返り血を浴びたヴェン・ウリルが立っている。血まみれの魔剣を持った手をだらりと下げて、立っている。目はうつろだ。全身からすさまじい虚無感がただよっている。

　バルドは衝撃を受けた。

　──な、なんじゃ、これは。この魂の抜けたような木で偶くの坊ぼうが、あのヴェン・ウリルなのか。あの素晴らしく俊敏で、生き生きと戦いを楽しむ男はどこにいった。この惨状はどうしたことじゃ。切り口には技の冴えなどみじんもない。ただ切り刻んでいるだけではないか。このむごい殺し方を、本当にヴェン・ウリルがしたというのか。

　──だとすれば。だとすれば。わしは、この男をまるで見違えておった。あの飄ひょう々ひょうとした姿の奥に、こんなにも深い闇を抱えておったのか。

　そのときバルドには、ヴェン・ウリルに取り憑いた大きな赤い鴉からすがはっきりと見えた。

　だが今は、先にするべきことがある。とにかく村人を救助しなくてはならない。女は多くが生き残っていることが分かった。男は八人が生き残っている。縛られて放置されていたので、ひどい状態だった。

　そうこうしているうちに、ボーバードの役人が兵士を連れてやって来た。これ幸いと死体の処理を任せ、責任者の役人にバルドは詰め寄った。

　守護契約を結び十日ごとにしていた巡回を三十日以上にわたり行わなかったばかりか、盗賊団に襲われたという訴えを十日近くにわたり放置したのはいったいどういう所存かと。

　役人は、見るからに動揺しながらも、貴殿の知ったことではないと突っぱねたが、ドリアテッサがゴリオラ皇国の騎士にして子爵であり、ファファーレン侯爵の娘であると知ると、うなだれて事情を話した。

　ヴォドレス侯爵家の騎士たちのしわざだった。彼らは、しばらく二つの村で変事があっても関知しないよう、ボーバード領主に脅しをかけたのだ。

　ボーバード領は経済的に豊かで兵士も多く養い、実力は高い。他国の騎士から脅しをかけられるいわれはない。だが、ボーバード領主には、いつかゴリオラ皇国の貴族となりたいという野望があった。そこを突かれて協力を強要されたのだ。そもそもドリアテッサがボーバードを魔獣討伐の拠点とした理由もそこにある。

　事情を知ったドリアテッサは、顔面を蒼白にした。

　バルドは役人に、盗賊を退治した報奨金はあるのかと訊いた。あるとの答えだったので、すべての報奨金はこの村の者に与えること、盗賊たちの残した装備その他は村の財産とすることを役人に約束させた。

　バルドはドリアテッサに指示して、村人の生き残りに説明させた。

　ペルジャグが無事ボーバードに着き、そのあと南の村に向かったこと。南の村がわれわれ居合わせた騎士に、盗賊を退治するよう懇願したこと。南の村が派遣したコルチ青年がバルドたち一行をここまで案内したこと、などである。

　これで南北の村は友ゆう誼ぎを深め、再建に向けて力を合わせやすくなるだろう。
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　途中森で一泊して南の村に帰った。顚てん末まつを村長に報告し、預けてあった荷物を引き取ると、引き留める村人を振り切って一行は出発した。

　食事のあと、野営の火のそばで、ぽつりぽつりとドリアテッサは語り始めた。

　ドリアテッサが魔獣を狩りに出ることについて、シェルネリア姫の姉姫エルザが協力を申し出てくれ、その母の実家であるヴォドレス家の騎士が力を貸してくれることになった。

　このエルザ姫は、少し前に婚約が調ったのだが、これをめぐって風聞がある。婚約相手は伯爵家の跡継ぎで若く有望な青年なのだが、もともと皇王はこの青年をシェルネリア姫の結婚相手にと考えており、シェルネリア姫が断ったため、エルザ姫におはちが回ったという噂だ。ドリアテッサはこれが事実であることを知っている。ヴォドレス家が快く思わなくても無理はない。

　また、今回辺境競武会に国の代表としてシェルネリア姫を派遣するのは、パルザム王国の騎士から結婚相手を選んでよいという含みだという噂もある。これもまったくの事実であることをドリアテッサは知っている。

　さらに、パルザムの騎士と結婚する場合でも姫をよそに出す気などなく、シェルネリア姫のために新たな侯爵家を立てて入夫させるおつもりなのではないか、と取りざたされている。これも事実であることをドリアテッサは知っている。

　しかも、侯爵家ではなく公爵家を立て、それも皇宮の敷地内に新たに屋敷を造るという話を聞いている。

　商家の血を引く末姫にだけこんな特別扱いをして、エルザ姫やその実家が愉快なわけはない。とりわけ、エルザ姫の母であるマリエスカラ妃は激しい憎しみをシェルネリア姫とその母妃に抱いているというのだ。

　だからヴォドレス家の騎士たちに襲われたとき、ドリアテッサは赤い花と白い花のどちらを摘めばよいかと騎士ヘリダンに訊いた。騎士ヘリダンは赤い花だと答えた。すなわち、マリエスカラ妃のことだ。白い花はエルザ姫を指す。

　実はこのときドリアテッサが一番恐れていた答えは、どちらでもない、という答えだ。だとすると黒幕はヴォドレス侯爵その人である可能性が高くなる。ヴォドレス侯爵が黒幕であれば、事は二つの侯爵家の全面戦争に発展しかねない。逆にマリエスカラ妃の独断であれば、ヴォドレス侯爵が事を収めに回ってくれる。

　そこまで話してから、ドリアテッサは黙り込んでしまった。うつむいたまま、何事かを考え込んでいる。その表情は暗い。

　バルドは、ドリアテッサが何を考えているか、およその見当がつく気がした。

　赤い花だと聞いて、ドリアテッサは安心していた。ところが、予想もしないところに被害をこうむった民がいた。一つの村が人口の半分を失うという惨劇が起きていたのである。ヴォドレスの騎士たちが筋違いの干渉をしなければ死ななかった民たちなのだ。ドリアテッサを亡き者にしようとするヴォドレス侯爵家の思惑が、あの村を無防備にした。そこに盗賊たちは付け込んだのである。

　ヴォドレスの騎士たちも、自業自得とはいえ、大きな痛手を受けた。魔獣の首を欲しがったドリアテッサに、一連の動きの原因はあるといえばある。おそらくドリアテッサは、今そんなことを考えている。

　──不器用なおなごじゃのう。

　ドリアテッサの行動そのものに非はない。自分を責めるより、ヴォドレス家を憎めばよい。そうすれば苦しまずにすむ。誰もドリアテッサを責めはしない。むしろドリアテッサのふるまいは、状況の中で最善を尽くしたものといってよい。

　──じゃが、このおなごは、自分を責めることをやめまい。それは、死んだ民を悼いたむ心を持っているからじゃ。そうじゃ。苦しむがよい。その苦しみから逃れようとしてはならんぞ。その苦しみを抱え続けていくことが、真の騎士になる唯一の道なのじゃ。

　ドリアテッサを見つめるバルドの表情は厳しく引き締まっていたが、その目には優しい光があった。

　──それにしても。マリエスカラ妃とやらの憎しみは尋常ではないのう。ドリアテッサを殺したとして、それをどう報告させるつもりだったのじゃ。死体も持ち帰らず、事故で死にましたと復命して済ませるには、ドリアテッサの身分は高すぎる。どう転んでも、ヴォドレス家は不名誉と問責をまぬがれないではないか。

　そこに狂気のようなものを感じて、バルドは寒気をおぼえた。
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「あ、パルコだ！　ヴェン君！　ヴェン君！　こっち来てパルコつかまえて！」

　薪たきぎを拾っていたヴェン・ウリルは、それを投げ捨てると、ジュルチャガに走り寄った。そしてジュルチャガに併へい走そうして、走って逃げるパルコのあとを追った。

「殺してよいのか」

「うんっ」

　魔剣が一いっ閃せんし、パルコの首が落ちた。

「ありがとね。あとはだいじょうぶ」

「うむ」

　──パルコなど、どうするつもりじゃ。

　パルコというのは鈍重な獣であるから、見つけさえすれば狩るのは難しくない。しかし、その肉は硬いうえに極めてまずい。ひどい匂いがするのである。毛も硬くて抜きにくい。皮はなめしにくいうえ、乾燥すれば裂けやすい。唯一パルコから採れるものは油である。パルコの脂身からはたっぷりの油が採れるのだ。ただし、その油は燃えが悪いので照明には向かない。肌にすり込んだり道具の手入れに使う程度だ。もっとも虫がつきやすいので、その用途にもあまり好まれないが。

「どうするのじゃ」

「どうするのじゃ、って、バルドの旦那。もちろん、食うんだよ」

「食うのか、それ」

「まあ、見てて」

　と言いながらジュルチャガは脂身の部位を切り出すと、そのほかの部分はさっさと埋めてしまった。そしてその脂身をゾルパの葉で包むと、谷川のほうに走って行く。しばらくすると帰って来た。見れば血まみれだった脂身が奇麗になっている。

「バルドの旦那。そこの谷川、魚がいっぱいいる。獲とってよ」

「うむ」

　バルドが川の魚を弓矢で獲る技能があると知ってから、ジュルチャガはことあるごとにバルドを引っ張り出すようになった。弓矢で魚を獲るには、あまり流れの速い川ではだめだ。矢が水の勢いに負けてしまうからである。やたら広かったり深かったりしてもだめだ。矢が刺さった魚を回収できないからである。また、大きすぎる魚も矢で獲るには向かない。

　降りてみたところ、矢で魚を射るに頃合いの清流だった。たちまちシュルスを十匹ばかりとツバイを四匹ほど仕留め、野営場所に戻った。

　それから夕食の準備をした。シュルスは木の枝に刺して焼き、塩を振った。ツバイは、ジュルチャガが掘ってきた芋と鍋で煮た。

「もういいかな」

　シュルスの焼き物とツバイの煮物で腹が落ち着いてきたころ、ジュルチャガはそう言って乾かしていたパルコの脂身に、木の枝を削った串を刺し、何かの木の実をすりつぶした粉と、塩をまぶした。

「それは何の木の実じゃ」

「ゴドンの旦那。おいらも名前は知らない。でも、ぴりっとしてすごくいける味だよ」

「ほう」

「そ、そんな物が食べられるのか？」

「だいじょうぶだよ、姫さん。びっくりするほどおいしいんだから」

　パルコの脂身が、まぶしいほど白い。丁寧に血を落としたのだろう。夜の闇の中にぼうっと浮かびあがる不思議な白さだ。

「これでよし、と。あとは焼くだけー」

　ジュルチャガは、白い脂身を思い切りよく火に近づけた。たちまち、火が脂を燃やしてばちばちと音を立てる。すると串を回して別の角度から脂を焼く。そして脂身の表面全体に軽い焦げ目がついた。

「よっしゃ。さ、バルドの旦那」

　ジュルチャガがぐいとバルドに串を突きつけた。バルドはいくぶんとまどいながら串を受け取る。

　──ずいぶん短い焼き時間じゃったのう。生焼けということはあるまいな。

　なにしろパルコの肉は相当に火を通さないと臭くて食べられない。もっともしっかり火を通したら身は硬くなってしまうし、それだけ焼いても臭みは完全には抜けないのだが。しかし、この脂身はじゅうじゅうと音を立ててうまそうではある。匂いを嗅いでも不思議と臭みはなく、なかなか香ばしくて食欲をそそる匂いがする。思いきって勢いよく口の中に放り込んだ。

　すると。

　じゅんわりと脂は口の中で溶けた。まさに溶けた。どこまでも甘く、どこまでも柔らかに。表面の軽い焦げ目がほどよく味を引き締めている。それにしても、なんという甘さ。物も言えずただその甘みを味わっているうちに、パルコの脂身は喉全体を優しくなでながら溶けて消えてなくなった。

　余韻を楽しみながらふと見ると、周りの皆がバルドに注目している。

「……うまい」

　バルドのひと言で、全員ががぜんこの料理に興味を持った。

「わ、私も食べてみよう」

「あいよ、姫さん。どうぞ」

　すでに次の脂身を焼いていたジュルチャガは、焼けた串をドリアテッサに渡した。

「わしにもくれ」

「あいよ、ゴドンの旦那。ちょい待ち。ヴェン君もね」

　そう言いながら、二本の串を同時に焼いている。

「ほーら、どうぞ」

「これは不思議な味だ。とろけるような味、というのはこういうのをいうのか」

「姫さん、気に入ったみたいだね」

　とろけるような味、ではなく本当にとろけている。そのとろけた脂身と一緒に、口も喉もとろけてしまうかのようだ。バルドは次の串を受け取って、食べた。

　これは肉とはいっても、かじって食べるものではない。そのまま口の中に入れて、じんわりと味わうものだ。口の中でかすかに圧力をかけると、脂身が口を押し返してくる。その弾力が心地よい。さらに少し圧力をかけると、甘い汁が口の中にあふれる。だがこれは肉からしみだしてきた汁ではない。そうではなく、肉の一部が溶けて汁になったのだ。それにしても、表面を軽くあぶっただけなのに、ずっと中のほうまで柔らかい。

「ジュルチャガ、次の串は、少し強く焦げ目をつけてくれ」

「あいよ」

「あ、そんなに火に近づけてだいじょうぶかの？」

「バルドの旦那。この脂身はね。遠火でじっくり焼いたら、溶けて落ちて小さくなっちゃうんだ。だから焦げ目を強くして、しかもたっぷりのふわふわの脂身を残すには、火に突っ込むしかないんだよ。ほい、できあがり」

　あつあつだ。あつあつで、かりっとしていて、しかもふわふわだ。控えめに振り掛けた塩もよいし、木の実の粉もほどよい刺激になっている。

「ヴェン君、どう？　おいしい？」

「うむ。私もこれは初めて食べる味だ。とてもおもしろい味だな」

　ヴェン・ウリルがほほえむのを見て、バルドはなぜか痛々しく感じた。ヴェン・ウリルは話しかければあいそよく返事をよこす。相手に笑顔もみせる。だがそれは本当のヴェン・ウリルの姿ではないような気がする。どこか無理をしているような、表面を取り繕っているような感じがするのだ。

「おい、ジュルチャガ。脂身はまだあるではないか。どうして焼くのをやめるのじゃ」

「ゴドンの旦那。この脂身はね、あんまり食べ過ぎちゃだめなんだ」

「わしはまだまだ食えるぞ」

「いや、あのね。これ、食い過ぎると、お腹がゆるくなるんだよ」

「それを先に言え」

　──ゴドンとジュルチャガの自然な明るさが救いじゃな。

　そうバルドは思った。





２






　深い森の中にぽっかりと開けた空間に、バルドたちはいた。

　目の前では滝が絶え間なく水を碧みどりの滝たき壺つぼにそそいでいる。滝壺のほとりに大きな岩棚が張り出しており、その上にヴェン・ウリルが寝そべっている。

　ついさきほどまで泳いでいたのだ。汗やほこりやこびり付いた血をすっかり洗い落とし、今は気持ちよさそうに吹く風に裸身をさらしている。

　褐色の全身のあちこちに傷痕があるが、それはこの男の美しさを少しも損なっていない。すらりと伸びた足も指も長い。手もまたしかりである。驚くほどの瞬発力を秘めた全身の筋肉は、ビロードのようになめらかな表皮によって、凶暴さを見事に隠しきっている。しなやかで、つややかで、まるで夜のけもののようだ。燐光に包まれているようにみえるのは、うぶ毛が木々の葉を通り抜けてきた陽光を反射しているからである。

　左肘を突いて少しだけ上半身を起こし、右腕は折り曲げて胸の上に遊ばせている。額にかかる黒髪の、少し左寄りのひと房だけが赤茶色をしていて、風にそよそよ揺れている。いつのまに剃そっているのか、あごひげも口ひげもない。その代わりまゆげはくっきりと長く豊かで、もみあげも品よく垂れている。

　前からみれば短めの髪にみえるが、背中側では長く伸びている。一本一本の長さが長いわけではない。生え際がずっと下方に続いているのである。しかも背骨の真上で妙にうぶ毛が濃くなっているから、それこそ腰のすぐ上まで髪が続いているようにみえる。水の中で自由に泳ぎ回っているときには、まるで背びれが生えているようだった。

　岩陰に隠れて一人水を浴びていたドリアテッサは、ずいぶん念入りに体を洗っていたが、風通しのよい薄着をまとって出てきた。一糸まとわぬヴェン・ウリルの姿を目にして、驚いたように顔を背けたが、きっと表情を引き締めて何もなかったふうを装った。

　──照れたら負けだと思ったのじゃろうなあ。

　木の上で器用に寝ているジュルチャガが、小さな笑い声を上げた。ドリアテッサは、きつい視線をジュルチャガに送ったが、もちろんこの盗賊は少しもひるまない。

「ふんっ」

　ひと息荒い息を吐いてからドリアテッサは鎧よろいを持って水辺に戻り、ごしごし洗い始めた。

　木の根元で眠るゴドン・ザルコスは、こんなやり取りに気付きもせず、滝の音にも負けじとばかりにいびきを立てている。

　季節は秋。空は澄み、木々は豊かに色づき、水は清らかで、日の光はやわらかだ。

　一行は、思い思いにくつろいでいた。
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　そうしてくつろいでいるこの瞬間にも、ヴェン・ウリルには死を招く赤い鴉からすが取とり憑ついている。今のバルドには、それがはっきりと見える。

　盗賊たちがアジトにしていた家に、ただ一人ヴェン・ウリルは飛び込んだ。なるほど、この男の技量なら、野盗ごときを恐れる必要はないといえばない。だが、どんな武器を持った敵がいるか分からないのである。どんな備えがあるかも分からないのである。

　奥義を極めた武人であっても、雨の中で雨粒をかわしきることはできない。砂嵐の中で砂粒をかわしきることはできない。いかなる達人であっても、毒を塗った短剣が体をかすめただけで死ぬことはあり得る。

　死んでもよい、とこの希け有うの剣士は思っているのだ。今のこの男からは、命の喜びが感じられない。

　最初に会ったときは、そうではなかった。バルドと剣を交えることを楽しんでいた。あのときのヴェン・ウリルは、生きることを捨てていなかった。

　大赤熊の魔獣との戦いのときも、確かにこの男は生きていた。小憎らしいほど落ち着いて魔獣の攻撃をかわし続ける姿は、剣を極めた武人だけがまとう特別の光に満ちていた。

　だが、盗賊たちを切り刻んだやり方はひどかった。あのばらばらにちぎれ飛んだ盗賊たちの手足や首。この男の技量なら、もっと鮮やかに倒すことができたのに。

　どちらが本当のヴェン・ウリルなのかといえば、どちらもがそうなのだろう。

　飄ひょう々ひょうとした態度の裏で絶望を抱えながら、この男は生きてきた。いったい、どんな人生を歩み、何を見てきたのだろう。大切な者が死に、けがされ、滅び去って行くのを見続けてきたのだろうか。これほどの男から命の力を奪い去る経験とは、どんなものなのだろう。

　それでもこの男は生きてきた。妹とやらへの気がかりが、この男を地上につなぎ止めていたのかもしれない。だとすれば、妹が伴侶を得た今、この男はいよいよ危うい。

　おそらくこの男は、生まれてから今日まで、重い荷物をいくつも抱えてきた。いくつもの約束をしながら生きてきた。

　そうした拘束から自分を解放することを、この男は嫌っている。この男の言い回しを借りれば、天との約束を破ることはできない、と思っている。破ってしまえば、天の報復が妹の幸せを奪い、今までのすべてを崩すからだ。

　この男を拘束から解き放つには、どうすればいいのか。

　この男は、バルドのことを天意を受けた人だと言った。本当にそうかもしれない。この男を死なせたくないという天の意こころが、この男をバルドに引き合わせたのだ。

　だが、どうすればこの男を生かすことができるのか。どうすれば、この男の心臓に爪を食い込ませている赤い鴉を追い払えるのか。

　ここまで思索を進めてきて、バルドは急におかしくなった。

　──わしはいったい何を考えておる。どうしたらこの男を救えるか、などと考えておるのか。

　──何様のつもりか。誰かの心をどうこうすることなど、わしにはできはせん。誰かを救ったり変えたりすることなど、そもそもできることではない。

　──わしにできることがあるとしたら、それは与えることじゃ。わしが持っておる物でこの男の役に立つ物を与えることだけじゃ。それをどう使うも使わぬも、この男しだい。自分の人生は自分で歩くしかないのじゃ。

　バルドは、亡き愛馬の皮で作った剣けん鞘ざやを、とんとん、と指でたたいた。

　それにしても、自分はどうしてこの男のことがこんなに気になるのか。この偏屈な剣士のどこを、自分はそんなに気に入ったのだろう。考えてみたが、よく分からなかった。
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　ヴェン・ウリルは、まだ岩棚の上にいた。もう衣服は着けている。

　バルドは、ヴェン・ウリルが寝そべる岩棚の側に登っていった。

「ヴェン・ウリルよ。お前はわしをあるじと決めたのじゃな」

　ヴェン・ウリルは、上半身を起こして向き直った。

「うむ」

「では、わしの言うことに従い、わしに立てた誓いを守るか」

「うむ」

「お前には、受け継ぎ伝えねばならぬ家や名や家財や務めがあるか」

「いや、ない」

　バルドは、右手の指を伸ばし、手のひらを下に向けて斜め前方に突き出した。それは騎士に何事かを宣誓させるときの容儀である。

　ヴェン・ウリルは、はっとして姿勢を改め、バルドの前に進み出ると、右膝を地につけ、頭こうべを垂れた。その頭に右手を当て、バルド・ローエンは宣言した。

「闇と安らぎの神パタラポザの名のもとに、騎士バルド・ローエンが騎士ヴェン・ウリルに問う。騎士ヴェン・ウリル。祈誓するか」

「祈誓いたします」

「なれば、われバルド・ローエンは、師し父ふとしてなんじに告げる。今このときをもって、なんじの名を取り上げる。しかして、なんじをわが養子としてローエン家に迎え、家名の継ぎ手となす。これよりは、カーズ・ローエンと名乗れ。祈誓せよ」

　さすがのヴェン・ウリルも驚いたのか、頭を上げようとしたが、バルドの右手はそれを許さなかった。バルドの骨張った大きな手が、ヴェン・ウリルの頭をしっかりと押さえ込んでいる。

「誓えっ」

　再びバルドの命を受け、しばらくの逡しゅん巡じゅんののち、ヴェン・ウリルは少し震える声で宣誓した。

「誓います」
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「うむ。なんじの古き名は、今失われた。古き名のもとになしたあらゆる誓約も消え去った。騎士の誓いもまた消えた。ゆえに、新たに騎士の誓約をせねばならぬ」

　バルドは自らの帯剣を腰から抜くと、その平を目の前にひざまずく男の右肩に当てた。

「なんじカーズ・ローエンよ。騎士たらんとする者よ。なんじはいかなる神のもと、誓いをなさんとするか」

　しばらくの沈黙のあと、答えがあった。

「風の神ソーシエラのもとに」

「よきかな。風と忘却の神、たゆみなき成長の護まもり手てにして恵み深き森の友なるソーシエラよ、ご照覧あれ。心技体知を磨き上げしもののふが、騎士たる誓約を今行わんとす。カーズ・ローエンよ。なんじは誰だれ人ひとに忠誠を捧ささげて騎士たらんとするか」

　この問いかけに対しては、ずいぶん長い沈黙があった。

　滝の音。

　こずえのざわめき。

　小鳥たちの声。

　森では何ものも時を急せかすことはない。

　バルドが宣誓の導き手でなければ、カーズ・ローエンは迷わずバルドに忠誠を誓っただろう。しかし、バルドはこの誓いの先達であるから、古きならわしによりそれができない。また、バルドに妻か子がいればそちらを選ぶこともできたが、あいにくローエン家にはバルドとカーズしかいない。

　だからカーズは、真に心を向けられる相手を、みずから選ばねばならない。おのれの心の奥底に自らの手を差し入れ、そこに潜むものを掬すくい取らねばならない。

　企き望ぼうを。

　生きるしるしとするにふさわしいなにかを。

　それはヴェン・ウリルがカーズ・ローエンに生まれ変わるために、どうしても必要なことなのだ。

　──悩め、悩め。そしてみずからの言葉をつむぐがよい。お前が何を大切に思う人間か。どんなことに価値をみいだす人間か。お前はそれを神々に宣言するのじゃ。そうしてこそ、カーズ・ローエンは熱き肉と血潮を持った人間となる。

　長い長い逡巡の時を、バルドはただ静かに待った。やがて宣誓者は、しぼり出すような声で答えた。

「俺の忠誠は、奪われたる者たちに捧げる」

　続く言葉は、これまでのヴェン・ウリルとはまったく違う、抑えきれない激情をほとばしらせたものだった。

「ゆえなくして大切なものを奪われた者たちに。故郷を、家族を、自分自身をはぎ取られてしまった者たちに。望まぬ生き方を強いられた者たちに、俺の心は向けられる。踏みにじられ、押さえつけられ、ゆがめられた者たちのために、俺は剣を取る。わが忠誠は、奪われたる者たちに捧ぐ」

　この血を絞るような祈誓を、バルドはうなずいて受け止めた。

「よきかな。されば、そが誓約を果たすに、なんじはいかなる徳目をもってなすや」

「無知をもってなす」

　十三徳目といわれるものの中にも、バルドの知る限りの前例の中にも、無知という徳目はない。

「俺は、自分が明日どうなるか知らぬ。国が明日どうなるか知らぬ。今日正しかったことが明日も正しいかどうか知らぬ。物事の結末を正しく言い当てるすべを持たぬ。そのように無知である俺は、誰の意見も願いも笑わぬ。誰かを愚かだと思い、何かを間違いだと思うことをせぬ。俺は無知であることを唯一の徳として、おのが誓約を果たす」

「よきかな。風神ソーシエラよ。神々よ。大いなる命よ。今ここに新たなる騎士カーズ・ローエンが生まれた。その誓約を証あかし、祝福せよ」

　宣言してから、バルドは、右肩を五度、左肩を七度たたき、剣を鞘に収めた。そして、カーズを立たせる前に、もう一度右手をカーズの頭に当てて、宣言した。

「騎士カーズ・ローエン。誓約の導き手として、なんじに命ずる」

「承ります」

「心のままに生きよ」

　言い終えて、バルドはカーズを立たせ、両肩に手を置いて告げた。

「これでなんじは騎士となった」

　いつのまにか、一同が取り巻いて、宣誓の様子を見守っていた。

　ゴドン・ザルコスは、うんうんとうなずき、力強い声で祝福した。

「騎士カーズ・ローエン。なんじの前途に幸いあれ！」

　ドリアテッサは、鳶とび色いろの目をきらきら輝かせて、感動を抑えきれない声で言った。

「カーズ・ローエン殿。お祝い申し上げる」

　ジュルチャガの反応は、二人とは全然違った。手を頭の後ろで組んで、こう言ったのである。

「あー。いいなー。いいなー。ねえねえ、おいらにもそれやってよー」

「いや。宣誓するも何も、お前はそもそも騎士ではあるまい」

　すかさずゴドンが指摘した。

「ちぇっ。ずーるーいーぞー。ずーーるーーいーーぞーーーっ。おいっ、カーズ！」

　なぜか強気に呼び捨てだ。そういえばジュルチャガは、今までもヴェン・ウリルにだけは、旦那と呼びかけたことがない。

「お前、分かってるだろーな。バルドの旦那の身内になったのは、おいらのほうが早いんだからな。おいらのことは、お兄ちゃんって呼べ！」

　一同は、どう反応してよいか分からず、しばらく場に沈黙が流れた。カーズはひどく年齢の分かりにくい男だが、ジュルチャガより下ということはない。

　カーズは、口の端を少しゆるめた。

「あっ、こいつ。笑ったな！　鼻で笑いやがったなーっ」

　ジュルチャガは木の枝を振り回してカーズ・ローエンに襲いかかった。何度も何度も枝を振り回す。存外素早い攻撃だ。

「ちょっと待てーーーー！」

　カーズは、ひょいひょいとかわし続ける。その顔には今までのような作り笑顔はない。ひどく無表情だ。無表情なのだが、安らぎ楽しんでいる顔だと、バルドには思えた。まだその背中には赤い鴉が見えるが、その姿は小さくなりかけている。

「お兄ちゃんって、呼べーーー！」

　大声が森にこだました。鳥たちが驚いてばさばさと飛び立ってゆく。その鳴き声が、あきれ声に聞こえた。赤や黄や橙だいだいの葉が滝壺に落ち、水の中でくるくる踊った。
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　ジュルチャガとカーズの追いかけ遊びは、まだ続いている。ジュルチャガはずっと木の枝を振り回している。よく息が続くものだ。枝の振り方もなかなか鋭い。

「おいら、弓もナイフも、まるっきり駄目なんだよね」

　そう言って一切武器を取らない男なのだが。

　驚くのは身のこなしだ。身軽な男と知ってはいたが、あらためて感心させられる。濡れた落ち葉を乗せた岩から岩にぴょんぴょんと飛び移りながら、足を滑らせない。どうやってか、乗っても崩れない岩を瞬時に見分けられるようだ。

　それは逃げるカーズのほうも同じではある。ジュルチャガと相あい対たいして縦横無尽に振り回される木の枝をかわしながら、追い詰められると次の岩に飛ぶ。後ろ向きのまま飛んで的確に次の岩に乗るのだから、まるで曲芸だ。

　だがこの男は〈赤鴉ロロ・スピア〉と呼ばれた剣客で、死神のように恐れられる手て練だれだ。その手練れと五ご分ぶの追いかけ遊びをしているのだから、意外にジュルチャガには武芸の才能があるのかもしれない。

　ふと横を見れば、じゃれ合う二人をドリアテッサが見つめている。その眼差しは、至極優しい。

　よごれをすっかり落とした横顔は、まことに美しい。若々しい肌は透き通って、その内側から輝いている。まぶしいほどの皓しろさだ。いつもは後ろで留められている栗色の長髪は、今はほどかれて風にさらさらと揺れている。

　弱々しい美しさではなく、りりしい美しさである。身の丈は、ジュルチャガより少し高く、カーズより低い。女性としては、やや大柄だ。

　骨格はしっかりしており、ことにつんと突き出した鼻先や、切り立つような輪郭のあごは、毅き然ぜんとした心映えがそのまま像かたちを結んだかのようだ。だが、ごつごつした印象はこの女性にはない。媚びるような姿態はまったくみせないのに、どこか儚はかなげでたおやかな空気をまとっているからだ。のびやかな手も足も小作りな顔も、全体によく調和が取れているためか、実際以上に身の丈があるようにみえる。

　その整った美しい顔が、ふとバルドのほうに向けられた。茶褐色の双眼には濁りひとつない。

「バルド殿は、不思議なかただな」

　凜りんとした物言いなのだが、とげとげしさはない。吹き抜ける山の風のように、清涼を感じさせる。

　──このおなごの声は心地よいのう。

「そうかの」

　ドリアテッサは、再び下流の二人のほうに向き直って小さく言った。

「うむ。そうだ」
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　夕食の席で、ジュルチャガが訊きいた。

「ねえねえ、お姫さん。辺境競武会ってのに出場するんだよね？」

「うむ、そうだ。それと、ジュルチャガ。そのお姫さんという呼び方はやめてくれぬか」

「あ、気にさわった？　ごめんねー。じゃあ、ドリー様って呼んでいい？」

　ドリアテッサは渋い顔をした。ドリーという呼び名は好きではないようだ。

「いや。その呼び方は好きではない。それと様も要らぬ」

「じゃあ、ドーラでいい？」

「ドーラか。うむ。それはよいな」

「気に入った？　よかった。で、その辺境競武会っていうのはどこでいつあるの？　それと、ドーラはどんな競技に出るの？」

「む。おぬし知らんのか。有名な競技会だぞ」

「いや。わしも知らん」

「ゴドン殿もか」

　実のところバルドも知らなかった。

　ドリアテッサは説明した。

　辺境競武会は、現在はゴリオラ皇国とパルザム王国の二か国により五年に一度開催されており、来年四月の初めに七日間にわたって行われる。会場は交互に用意することになっており、今回はパルザム王国のロードヴァン城で行われる。

　競技は七部門。

　第一競技は馬ば上じょう槍やり。

　第二競技は両手剣。

　第三競技は打撃武器。

　第四競技は片手剣。

　第五競技は細さい剣けん。

　第六競技は、第二競技から第五競技までの優勝者と準優勝者が参加する総合競技。

　第七競技は歌。

　両国は、第六競技を除く各部門に四人ずつ計二十四人の代表を派遣する。両国合わせれば参加者総数は四十八人である。馬と鎧よろいは参加者が用意するが、武器は主催者側が用意する。

　この種の競技会には珍しく、この大会には賞金もないし、敗者の武具や馬を奪う権利も与えられない。得られるのは名誉だけなのだ。派手な飾りも禁じられている。各参加者には従者二名の随行が許されるが、それ以外の者は期間中会場に近寄ることも許されない。観客はない。参加者自身と従者のほかは、両国主催者とその随員、審判と係員しか観戦できない。実力本位の質実剛健な武闘大会であり、それだけにそこで部門優勝をすれば、実力派の騎士であるという折り紙がもらえる。

　ドリアテッサが参加を願い出たのは、第五競技の細剣部門だ。

　第一競技は落馬によって勝負がつく。第五競技は審判の判定によって勝負がつく。そのほかの競技は転倒によって勝負がつく。男の騎士に対して体力では劣るドリアテッサは、技による勝利を目指すしかない。第五部門の競技なら、ドリアテッサにもわずかな勝ち目がある。

「ドーラは素早いもんね。でも、金属鎧つけたままで戦うより、革かわ鎧よろいにしたほーが速く動けるんじゃないの？」

「それはそうだ。だが、刃引きした剣とはいえ、一撃を受ければ相当の痛手を負う。私の場合一撃で戦闘力を失いかねんからな。このプレートアーマーは名工の作でな。金属の全身鎧としては非常に軽く、そのくせ防御力は高いのだ」

　全競技において、どのような鎧を用いるかは参加者の自由らしい。だが第一から第四までの競技、および第六競技では金属鎧を使うのが常識で、逆に第五競技では革鎧を使うのが普通だという。

　──それはそうじゃろうの。

　細剣の戦いは技が物を言う。技を生かすには重い装備は邪魔だ。いくら軽い金属鎧でも、金属製の籠手や兜は動きを妨げる。

　聞けば辺境競武会には、ほどほどの家格の子弟で軍事での出世を目指す腕利きの若手騎士たちが出場するという。プレートアーマーなどを着て勝てるものだろうかと、少しばかり心配になった。
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　夕食の片付けが終わったあと、ドリアテッサはバルドの前にやって来た。右膝を地に着け、右の拳を地に当てた。左手は曲げられた左足の膝に置かれている。

　これは、家臣や部下が主君に侍る際の容儀だ。騎士が他家の騎士にこの姿勢を取ることはまずない。あるとすれば、相手に全面的に心服し、何事かを請願するときだろう。

「バルド殿。私はあなたにお会いできてよかったと思っている。命を救われ、さらには魔獣キージェルの首さえ得られた恩義は忘れない。

　だが、それ以上に、あなたの強さ、優しさ、正しさ、大きさにふれ、目を開かれるような思いがしている。あなたに対しては、不思議なほど素直に話ができる。あなたのそばにいると、私は楽になり、強くなり、物事がはっきり見えるようになっていく。

　バルド殿。筋違いな願いであることは重々承知だが、あなたにすがれと私の心の中の何かが言うのだ。どうしても競武会で勝ちたいのだ。第五部門と第六部門で優勝したい。私を導いていただきたい」

　ぱちぱちと音を立てて燃えるたき火が、ドリアテッサの白銀の鎧を赤く染めている。

　バルドは目を閉じてしばらく考えた。

　そして、目を開き、カーズのほうを見て訊いた。

「カーズよ。ドリアテッサ殿は優勝できるじゃろうか」

　カーズは、ただ一度、首を横に振った。

　なかば予想していた反応だ。ただし、はっきりと首を振れるということは、競武会の参加者の業わざ前まえについて、ある程度の見込みがつくということだ。

　バルドは重ねてカーズに訊いた。

「では、勝てるように指導することはできるか」

　この質問に対しカーズは、少しばかり眉を寄せたまま、返事をしなかった。

「ふむ。カーズ・ローエン。なんじに命ずる。ドリアテッサ殿が少しでも優勝に近づくよう、できるだけのことをせよ」

　カーズはじっとバルドの目を見返している。了承のしるしだ、とバルドは取った。

　そこで、ドリアテッサに向き直って言った。

「カーズ・ローエンが稽古をつける。精進されよ」
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「脱げ」

　とひと言カーズは言った。言われたドリアテッサは、ぽかんとしている。

　朝食前に、いつもの通り剣の鍛錬をしていたところである。ドリアテッサは、毎日稽古を欠かさない。

　実のところカーズもそうなのだが、カーズの場合は人に見えない場所で鍛錬をする。ゴドン・ザルコスなどは、カーズの鍛錬に気付いてさえいないかもしれない。

「鎧を脱ぐように言ってるんだよ。稽古つけてくれるんだよ、きっと」

　ジュルチャガが翻訳した。

「あ、ああ。そうか」

　ドリアテッサは鎧を脱いだ。脱ぎ終わるのを待たずにカーズは離れた場所に歩いて行く。とまどいながらもドリアテッサは、剣を持って後に続いた。

　心のままに生きよ、というバルドの命を、カーズは忠実に実行した。つまり、ひどく無愛想で無口な男になった。

　これがこの男の本来の姿かと驚きもしたが、雰囲気はむしろ穏やかになった。この態度がカーズにとって心安らぐものであるなら、バルドに異存はない。舌を無くしたわけではないから、必要なときにはしゃべってくれるだろう。

　草の生えた場所でカーズは立ち止まって振り返り、剣を抜いた。ドリアテッサも剣を抜いた。

「う、打ち込んでよろしいのか？」

　ドリアテッサがためらうのも無理はない。二人とも革鎧さえ着けてはいない。手にするのは真剣。しかも魔剣の業物なのだ。本当にこれで稽古をするつもりなのか、と訊いてみたくもなるだろう。

　訊かれたカーズは、だが静かにたたずむだけだ。

　短くない逡しゅん巡じゅんを経て、ドリアテッサは探るような打ち込みを放った。

　その瞬間。

　ぱしーん、と大きな音が響いた。ドリアテッサが吹き飛ばされるように倒れた。

　バルドは目をむいた。自分が目にしたものが信じられなかった。

　なんとカーズは剣の平でドリアテッサの右頰を打ち据えたのである。騎士の頰を打つ者などない。それは相手を侮辱する行為だ。まして剣の平でたたくなど。

　ドリアテッサは草むらの中で上半身を起こし、左手を右の頰に当てた。やがて立ち上がると、剣を構え、油断なく相手を見据えながら、斬撃を放った。

　ぱしーん、と再び大きな音がして、ドリアテッサは横にはじきとばされた。今度は左頰を打たれたのだ。やはり剣の平で。今度はすぐに起き上がった。

　角度が変わったため、ドリアテッサの表情が見えた。右の頰は赤く腫れ上がっている。左手を左頰に当てて、おびえたような顔をしている。鼻血が流れていることに、自分で気付いているのかいないのか。

　思わずバルドは駆け寄りそうになったが、かろうじて自分を抑えた。ジュルチャガは、つらそうな表情で二人の稽古を見守っている。ゴドン・ザルコスは、ぽかんとした表情で見ている。

　ドリアテッサは、どう心を切り替えたのか、きっとまなじりを決し、剣を大きく振りかぶってカーズに襲いかかった。カーズは上半身のひねりでこれをかわした。

　続けざまにドリアテッサが攻撃をした。最小限の動きでカーズがこれをかわす。相変わらず無表情だが、バルドには、カーズの気配が優しげであると感じられた。

　と、大振りの攻撃をかわされて、ドリアテッサが前につんのめった。カーズはひらりと体を入れ替えると、信じがたいことにドリアテッサの尻を蹴り飛ばした。

　ドリアテッサは小さく悲鳴を上げ、まっすぐ前に飛び出して川に落ちた。

　すぐに川から頭を出して首を振ったのだが、右手に剣がない。川に落としたのだろう。ドリアテッサは息を大きく吸うと、川に潜った。

　出番だと思ったのか、ジュルチャガが川に飛び込む姿勢を取った。

　その出足をカーズが斬った。

　実際に斬ったわけではない。二十歩ほども距離があるのだから、斬撃が届くはずもない。だが素早く振られた剣の先が、ジュルチャガの足の前の岩に届いたような気がしたのだ。手を出すな、というカーズの意志をくみ取り、ジュルチャガは悲しげに首を振った。

　それほど深い川ではないし、水は澄んでいる。何度か潜ったあと、ドリアテッサは愛剣を拾って水から上がった。

　カーズは表情を少しも変えず、静かに剣を構えている。

　ドリアテッサは、激しい怒りの表情をみせた。濡れた服から滴をほとばしらせながら、うなり声を上げてカーズに襲いかかる。カーズはわずかな動きですべての攻撃をかわしていった。

　美しい顔を憤怒にそめて、ドリアテッサの攻撃は続く、続く。だが結局一度も攻撃をかすらせることさえできず、ドリアテッサは草むらにくずおれた。剣を右手に持ったまま、天を向いて荒い息をついている。しばらくは起き上がれないだろう。

　カーズは剣を収めると、すたすたと戻って来た。ジュルチャガのほうを向き、たき火の場所を顔の動きで示す。飯を作れ、と要求しているのだ。

　ジュルチャガは、濃いめの汁を作り、水を入れて熱さをやわらげるという心遣いをみせた。口の中が切れているだろうドリアテッサのためだ。

　朝食が済んでしばらくすると、また同じ稽古が行われた。ドリアテッサが攻撃し、カーズがかわす。時折、ドリアテッサの闘志がにぶると、カーズは剣の腹で、ドリアテッサの尻を、肩を、背を打った。鎧を脱いでいるドリアテッサは、打たれれば痛さのあまり悲鳴を上げる。そして悲鳴を上げたことを恥じるように、カーズに向かっていく。そして攻撃し疲れて草むらに突っ伏す。

　ジュルチャガは昼食を作った。

　ふつう、農繁期の農民でもないかぎり、一日は二食だ。だが、戦闘などで短い時間に激しく体力を使ったあとは、滋養を取らねば体の動きが悪くなることがある。気の利く男だな、とあらためてバルドは思った。

　午後も稽古は続いた。

　翌日、カーズは一切の稽古を禁じた。ゆっくり休めということだろう。

　バルドが塗った薬草が効果を現したのか、頰の腫れはほとんどひいた。ドリアテッサは朝食のあと、滝を眺めていたが、やがてすやすやと眠った。

　バルドは偵察がてらユエイタンに乗って周辺を散歩した。

　川辺に大きなユフの木を見つけた。ちょうど実が生る季節だ。桃色と赤色の中間に色づいた実が、いっぱいに生っている。実の大きさは親指の先ほどしかない。日の光を受けて、宝石のように輝いている。

　一つをつまんで口に入れた。

　皮をぷつりとかみ切ると、柔らかな果肉が口の中に広がった。種は意外に大きく硬い。種をかまないよう気を付けながら、果肉を口の中でつぶした。水気たっぷりでさわやかな味わいだ。かすかな酸味と控えめな甘さが心地よい。

　──これはよい実じゃ。

　何本か並んで生えている木の実を食べ比べると、最初に食べた木がずば抜けてうまいことが分かった。同じような条件で生えているのに、木によって味が違う。不思議なことだ。

　さらに、その木の中でも川に面して生っている実がうまいことが分かった。そこで、その木の川側に生っている実を山ほど摘んで帰った。

　滝たき壺つぼの水で洗ってシャルパの葉に乗せた。

　皆が寄ってきてつまんだ。

　ユフの実を食べると口の中に種が残る。皆は種を滝壺に飛ばした。まるで子どもに返ったように。そのうちドリアテッサも皆のまねをして種を飛ばし始めた。

　最後にはジュルチャガとドリアテッサの種飛ばし競争になり、ドリアテッサが勝利を収め、無邪気な笑い声を上げた。ひとしきり笑ったあと、口の痛みがよみがえったようで、両頰を押さえてうずくまった。

　バルドは革鎧の手入れをしながら、その様子を見守った。

　その次の日は、再びドリアテッサが打ち込んでカーズがかわす稽古が続けられた。

　ドリアテッサの剣技はなかなかのものだ。技ではバルドより上かもしれない。真剣で斬りかかることに慣れ、攻撃への集中力が増して、本来の技の切れが出てきたのだろう。男でも十九歳程度では、なかなかこの域に達しないのではないかと思える。

　季節は冬へと向かっている。いつまでもここで野営はできないが、しばらくはこの滝のたもとにとどまることにした。
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　ドリアテッサと相あい対たいしたカーズは、剣を持った右手を中途半端に突き出した姿勢を取った。

　剣の稽古の四日目である。

　バルドは思わず、む、と小さな声を漏らした。カーズの右肩に隙が見えたのだ。

　今までカーズに隙など見えたことはない。これはわざと作った隙だ。それにしても、隙というものを、これほどありありと見せることができるとは。いったいカーズの到達している境地はどのようなものなのだろう。

　ドリアテッサは中段に構えた剣先を相手に向けながら、ゆらゆらと揺らしている。得意の攻撃パターンだ。この次に剣を振り下ろしつつ前に出て、そこから足を強く踏み込んで突きぎみの斬撃を繰り出す。それがかわされても、そのあと連続攻撃が続く。ドリアテッサの持ち味である瞬発力と体の柔らかさを生かした攻撃だ。彼女の師は、彼女の資質を正しく見抜いたうえで、長所を徹底して引き立てる指導をしたようだ。

　剣も攻撃パターンにふさわしい。この魔剣は今回に限り貸し与えられたものらしいが、もともとこれに近い剣を愛用しているのだと思われる。

　魔剣〈夜の乙女シャーリ・ウルール〉は、剣幅狭く身は厚く、鋭い剣先と刃を持つ。刺突剣に刃を付けたような形状だ。

　昔、刺突剣がもてはやされた時代もあった。だが、鎧よろいが発達して騎士がプレートアーマーを着用するようになると、刺突剣を使う騎士はいなくなった。一つには、鎧の上からたたき付けてダメージを与えられるような剣が主流となったからである。もう一つには、攻撃する側の騎士も重装備となり、刺突は鋭さを欠きがちで、しかも相手に反撃の好機を与えてしまうからだ。

　今では刺突剣の名残というべき刺突短剣を従卒や従騎士が持つばかりだ。それは落馬転倒した騎士の鎧の隙間から相手を突いて倒すための武器である。

　刺突剣に刃を付けても、打撃に威力も乗らないし、やたら折れやすい剣になってしまう。だがこの魔剣の頑丈さは並ではなく、切れ味抜群の刺突剣という、いささか反則的な武器となっている。この剣であれば、プレートアーマーを刺し貫くこともできるかもしれない。

　といっても、競武会では自身の剣を使うことはできない。鎧は自前の物を使えるが、武器と盾は用意された物の中から選ばなくてはならないのである。

　ドリアテッサは右足を強く踏み込むと、距離を一気に縮め刺突ぎみの斬撃を放った。素晴らしい速度だ。

　だが、そこからの連続攻撃は出なかった。ドリアテッサの剣をカーズが横にはじいたからだ。ドリアテッサはつんのめって、無防備な体をさらした。顔色を青くしたが、カーズは攻撃するでもなく剣を収め、ふいと向きを変えて歩み去り、お気に入りの岩棚にごろりと横になった。

　不始末をしでかしたらしいことに気付き、ドリアテッサはうなだれて立ち去り、一人で素振りを始めた。

　朝食のときもずっと考えていたのだろう。誰に言うともなく、

「何がいけなかったのだろうか」

　と、小さくつぶやいた。

　それにジュルチャガが答えを与えた。

「え？　指示された所を打たなかったからじゃないの？」

　ドリアテッサが驚いたようにジュルチャガを見た。

「指示された所、だと？」

「うん。右肩のここら辺りにさ。打ち込んでこい、って気配を出してたじゃん」

　バルドも驚いた。このひょうきん者には、あの隙が見えていたのだ。

　食事のあと、再び稽古があった。

　ドリアテッサは慎重にカーズが作った隙を見極め、正しく打ち込んだ。その剣はやはり横にはじかれたが、カーズはすぐに次の隙を作った。

　つまり、これでよいのだ。

　ドリアテッサは次々に作られる隙に、一心不乱の打ち込みを続けた。

　翌日の稽古の初めに、やはりカーズは隙を作って打ち込ませた。そのあと、横を向いて何もない空中に斬撃を放った。中段に構えた剣を素早く前に突き込む太刀筋だ。

　これは間違いなくお手本を示したのだ。ドリアテッサの体の柔らかさと並外れた瞬発力を生かすため、得意の刺突ぎみの斬撃を磨くのがよい、とカーズも考えたのだろう。

　ドリアテッサは岩棚に寝転がったカーズに一礼してから、空中に斬撃を放ち続けた。

　それはよくカーズの動きをまねしているようにみえたが、何かしら物足りないものをバルドは感じた。

　問題を正しく言い当てたのは、またしてもジュルチャガだった。

「ドーラ。それ、違うよー」

「何が違う？」

「カーズはねー。空中に隙があるぞー、って想像して、そこをきっちり打ち抜いてた」

　それだ、とバルドは思った。

　ドリアテッサも同じだったのだろう。力強くうなずくと、再び素振りを続けた。その剣先は今までと比べわずかだが明らかに鋭さを増していた。

　ドリアテッサが正しく隙を打てるようになると、カーズは連続して次々に隙を作り、打ち込ませた。

　ドリアテッサが打ち込む直前に隙の位置を変えるようなこともした。それを無心に追って、ドリアテッサは鍛錬を続けた。
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　ドリアテッサは日課になった水浴をしている。最初のうちは岩陰で身を洗うだけだったのだが、皆が思い思いに滝たき壺つぼで泳ぎ回るのがうらやましかったらしく、下流のほうで泳ぐようになった。

　皆も気を遣って、ドリアテッサが泳いでいるあいだは下流に近づかない。

　バルドはしばらくして気付いたのだが、ドリアテッサの水泳中は、カーズかジュルチャガのどちらかが滝壺の近くにいる。何かあったときのために。ここらあたり、二人とも意外と女に優しい。相談したわけでもないのに自然にそうできているのだから、この二人はやはり気が合うのだろう。

　今はカーズが滝壺近くの岩棚で待機している。

　ジュルチャガはといえば、ゴドン・ザルコスに字を教わっている。自分の名前以外書けないと知って、ゴドンが教師役を買って出たのである。物覚えはよいようで、どんどん字を覚えているらしい。

　と、ドリアテッサの悲鳴が響いた。

　カーズが飛び出した。

　バルドが現場に着いたときには、事は終わっていた。

　狼が出たらしい。カーズは剣も抜かず、にらみつけただけで狼を追い払ったという。人間は平気で斬り殺すのに動物の命はむやみに奪わない。おもしろい男だとあらためて思った。

　この日以来ドリアテッサは堂々と滝壺で泳ぐようになった。しかもまったく服をまとわずにである。少しでも服を着ると、爽快感が損なわれるのだという。

　それはそうに違いないが、貴族の娘としては不思議な感覚の持ち主である。もっとも貴人の女性は侍女や下人の前では平気で肌をさらすというから、逆に貴族らしいのかもしれない。

　最初は目のやり場に困ったが、そのうち慣れた。森の妖精が泳いでいるのだと思うことにした。じろじろ見はしないが、思わず目に入ることもある。ドリアテッサの胸は意外に大きく、形もよい。薄紅色の乳首は、日の光に透かせたユフの実のように鮮烈だ。滝壺の碧みどり色いろの水面にぽつんと浮かぶ純白の裸身には、不思議な美しさがある。知らずに見れば、本当に妖精かと思っただろう。

　ずっとあとになって分かったのだが、ドリアテッサのほうでも、バルドたちを森の神々だと思うことにしたのだそうだ。お互いにそう思えるほど、どこか現実離れした優しく豊かな空間がそこにあった。

　このときは気付かなかった。

　ドリアテッサにとって、脱げる、ということがどれほどの喜びであるか。名工の手による白銀の鎧を。業物の魔剣を。大国の名家の娘であることを。義務や期待やしがらみを。

　すべてを脱ぎ去ってなお生きられる場所があるのだと知ることの歓喜を、このときドリアテッサは味わっていたのだ。

　まるで子どものように自由に、鳥やけもののように一切を飾らず滝壺で泳ぎながら、ドリアテッサもまた生まれ変わったのだ。

　真裸になって沐もく浴よくし、鳥や魚とたわむれたのも、ひとつの儀式のようなものであったかもしれない。カーズ・ローエンの誕生を見て、あこがれ、自分も生まれ変わりたいと願った無意識が、彼女を導いたといえなくもない。

　そしてそれを見守る一行の心身も、深山に横おう溢いつする神々の恩寵のなかで、新生の時を得た。ともに恩寵を受けた者たちのあいだには強い縁えにしが生ずる。バルドと、ゴドンと、ジュルチャガと、カーズと、そしてドリアテッサの固い絆は、この滝のほとりで結ばれたのだ。

　バルドはのちにそう振り返ることになる。





３






「ただいまー」

「伯父御おじご。ただいま帰りました」

「ゴドン。ジュルチャガ。ご苦労じゃったのう。よい鍋はあったか」

「うん。まあ見てよ」

「ほう。これは立派な鍋じゃな」

「へへ。お値段もそれなりだったけどね」

「こっちのこれは何じゃ」

「伯父御。それは味噌ウネルですな。クーツ豆のウネルとか。素晴らしくよい匂いがします」

「どれどれ。おうおう。これはよい匂いじゃ。たっぷりの塩で漬け込んであるようじゃな」

「バルドの旦那。旦那の鍋は引き取ってもらったよ。いいでしょ？」

「うむ。すぐには直らんと思っておったしな。この大きな鍋があればあれは要らん」

　バルドの丸鍋に穴が開いてしまったのだ。もともとその鍋は一人用に毛が生えた程度の大きさであり、今や五人に膨ふくれあがった一行の料理をするには小さすぎた。そこでジュルチャガをボーバードの街にやって大きめの鍋を買って来させたのである。酒と塩と小麦と油も欲しいから、ゴドンとともに行かせた。

「この樽たるは何じゃ？」

「油ですな」

「油じゃと！　こんなにたくさんか。ずいぶん高かったじゃろう」

「うんにゃ。バルドの旦那。ボーバードじゃあね、チャリア油はおっそろしく安いんだよー」

「ほう。そうなのか」

　調味料や薬味などもどっさりと買い込んでいた。バルドは荷物の中の食べ物を整理して、古くなった物は食べてしまうことにした。荷物をほどいて底にあった物を出していると、稽古を終えたカーズが帰って来た。

「ん？　おやじ殿。それはチャゴではないのか」

「うむ。チャゴじゃ。クラースクで買ったのじゃ」

　チャゴは塩水にすむ小魚である。クラースクのスープはどれもおいしいので、その秘ひ訣けつを聞いたところ、チャゴを干したものを湯に入れ、それでスープの素もとを作るのだと教えてもらった。クラースクを離れるときには、たくさんのチャゴを買い込んだのである。時間がたつと味が落ちるので、チャゴは早々にほとんど使った。カーズが合流したときにはもう底を突いていたから、チャゴで作ったスープはカーズには食べさせていない。荷物の底をさらえたら、チャゴの残りが出てきたというわけである。

「そちらのはプランか。きれいについてあるな」

　このプランもクラースクで買ったものである。少しだけ、未練がましく残してあったのだ。プランは茶色い皮に包まれているが、壺に入れて棒でつつき回すと、茶色い皮がはがれる。さらに皮をはがしたプランを壺の中でつつくと、プラン同士がこすれ合って、余分なあくが落ちる。ただしあくを落としたぶん、分量も減るので、しっかりついて白くしたプランはぜいたくな食べ物である。

　それにしても、カーズが食べ物に興味を持つのは珍しい。また、チャゴのことなどよく知っていたものだ。プランにしても、精製の度合いが分かるというのは、かなり詳しいということである。

「うむ。そろそろ食べたほうがよいのだがな。中途半端な量なので、どうしたものかと思ってのう」

　今夜の主菜はガシューの肉である。昨日はこれを焼いて食べたが、今日は鍋が手に入ったので、煮るつもりだ。煮物なのだからチャゴでスープを作ればいいようなものなのだが、あいにくチャゴのスープは繊細な味なので、ガシューのような強い味の食材を煮たら、スープの味が飛んでしまう。ガシューは非常に癖の強い山鳥なのだ。

　そんなバルドの思いを知ってか知らずか、カーズが言った。

「今夜の食事は俺が作ろう」

　これは驚きである。カーズに料理ができたとは。というより、何を食べてもまずいともうまいとも言わず、ただ黙々と食べるだけなので、味というものに興味がないのかと思っていた。だが、やってくれるというのだからやってもらえばよい。

「ほう。それは楽しみじゃ。では、任せた」

　料理を任されたカーズは妙なことを始めた。いきなり鍋を火に掛け、プランを乾から煎いりしたのである。鍋を焼け付かせないよう火加減を調整しながら、大きな鍋で小量のプランをうまく炒いりたててゆく。と思ったらプランを器にあけて、鍋に水を張った。湯気が出てきたところでチャゴを入れ、沸騰させないよう気をつけながら、しっかりとチャゴの味を引き出した。そしてチャゴを取り出す。

　カーズが料理をしているのを見て、ゴドンもジュルチャガも近寄ってきて見守っている。少し離れた場所ではドリアテッサが興味津々の顔でカーズの手元を凝視している。

　──ふむふむ。教科書通りの手順じゃな。じゃがそのスープでは、ガシューを煮るには弱いと思うのじゃがのう。

　だがその次のカーズの行動は、バルドの予想を完全に超えていた。なんとカーズは、先ほど乾煎りしたプランを、スープの中に静かに落とし込んだのである。

　──なにっ？　炒ったプランを炊たくつもりか？　しかしそのスープの量は、そのプランを炊くには多すぎるぞ。

　その次のカーズの行動は、またもバルドの予想を裏切った。炒りプランを入れたスープを、木のさじで何度かゆっくりかき混ぜると、そのまま器用にプランをすくって器に取ったのである。今や鍋には柔らかな色のついたスープがあるばかりだ。

　ここでやっとカーズはガシューの肉を取り出した。血はしっかり抜いてあるが、身はしまって硬い。なかなか切り分けにくい肉なのだ。その切り分けにくいはずの肉を、カーズは左の手のひらに乗せ鍋の上にさらした。スープはしっかり湯気を立てている。沸騰寸前というところだろう。

　──はて。どうする気じゃ？　まさか切り分けずに入れるというわけでもあるまい。

　カーズは右手にナイフを握ると、こともなげにガシューの肉を切り分けていった。すっすっすっとナイフが肉塊の中を素通りしてゆく。カーズが手のひらを傾けると、角切りにされたガシューの肉がばらばらとスープの中に静かに落ちてゆく。むろん手のひらには傷ひとつない。

　──見事！

　そういえばこの男は細剣の達人なのだった。それにしても鮮やかな手並みだ。

「うわー。カーズ君、すごいすごい」

　ジュルチャガが拍手している。カーズはにこりともしない。

　それからが長かった。いつまでたっても野菜を入れようとしないのだ。カーズは、スープが沸騰するかしないかの温度に火加減をしながら、ただひたすらガシューの肉を煮込み続けた。もっとも待つのは退屈ではなかった。買い込んできた酒を飲んでいたからだ。

　どれほど時間がたったあとだったろうか。やっとカーズは塩をスープに入れた。そしてまたさらにガシューの肉を煮込んだ。

「食べていいぞ」

　その言葉はいきなりだった。いやまだ野菜が入っていないではないか、と思ったが、とにかくカーズの言う通り、ガシューの肉を椀わんに取った。熱あつ々あつの肉だから、ふうふうと息を吹きかけて、そっと口に運んだ。口に入れる寸前、かぐわしい香気がバルドの鼻孔を満たした。

　──おおお！　なんという豊かで気品ある香りじゃ。ガシューの煮物からこんな香りがただようとは。硬いはずのガシューの肉は、歯応えを残しながらもふつりとかみ切れた。本当の驚きは、それからだった。

　深い。

　なんとも味わいが深い。その味わいは獣臭さのまったくない、落ち着いた、それでいて飽きのこないうまみだ。

「こりゃ、すげえジャン・デッサ・ロー」

　ジュルチャガも驚いている。

　ゴドンもドリアテッサも夢中で食べている。

　──これは。これは、チャゴのスープじゃ。しかしなぜ、チャゴのスープが、ガシューのような癖が強くて味の濃い肉にしみ込んで、こんなにしっかり味を出すのじゃ。

　ガシューはそれ自体の癖も強く、しみ出してくる肉汁も、極めて輪郭のはっきりした、やや獣臭い味を示す。ガシューを入れた鍋は、ガシューの味しかしないものなのだ。しかしこの鍋は、うんと力弱いはずのチャゴの味がきちんと残っている。残っているなどというものではない。主役として自分を主張している。かつんと芯の通ったスープになっているのだ。チャゴのスープの味と、ガシューから出るうまみが混ざり合って、実によい味に仕上がっている。

　──これは、炒りプランをスープにくぐらせた効果なのか？　そうとしか思えん。

　炒りプランをくぐらせることで、チャゴのスープの味が強くなる。そんなことを知っているカーズの料理の知識は並大抵のものではない。手つきも迷いのない鮮やかなものだった。

　みんな喜んでこのスープを食べた。一渡り肉を食べたあと、カーズは野菜を鍋に落とし込んだ。野菜はスープにうまみも加えるが、やや味が混ざり合いすぎ大味にもなる。そうなる前に、チャゴと肉だけのシンプルなスープをカーズは振る舞ってくれたのだ。

　料理を皆が堪能したあと、取り分けておいたプランを鍋に入れた。うまみの汁を吸ってくつくつと煮上がったプランは満腹感をもたらし、皆を大いに満足させたのだった。
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「伯父御、一手お願い申す」

　ゴドン・ザルコスが言った。

　ドリアテッサの修行に刺激を受けたらしく、毎日のようにバルドに手合わせを頼むようになったのである。しかたがないので付き合った。

　もはやゴドンのふるうバトルハンマーに、かつてのようなたどたどしさはない。無駄なく的確に、そして着実に相手を追い詰めるハンマーさばきを、すっかりものにしている。そのくせ一撃一撃にすさまじい破壊力が乗っているのである。たぶん、ゴドンは今武人として絶頂期にある。

　──こんなやつとはまともに手合わせなどできんわい。

　バルドは最初そう思った。

　ところが、である。

　不思議なことに、バルドはやすやすとゴドンの攻撃を見切り、いなすことができた。

　一つには、古代剣の存在も大きい。なにしろ、折れるとか欠けるとかいう心配が要らない。こんな頑丈な剣は、またとないだろう。

　しかしそれにしても、なぜゴドンの攻撃を、こうもうまくさばけるのか。この年になってまだ成長しているというわけでもあるまいに。実際、腰は相変わらず痛いし、全身の筋肉も若いころのようには動かない。肩と肘の痛みはここしばらく治まっているが、力も速さもゴドンには及ばない。それなのに、まるでこちらが格上であるかのように、ゴドンの攻撃をさばき続けることができている。

　自分の調子の良さの原因は分からなかったが、心ゆくまでゴドンの相手をしてやれるのだから、悪いことではない。もっともゴドンのように底なしの体力を持っているわけではないから、あまり長い時間は打ち合えない。

　老いを感じ始めてから、稽古に体力を使うことは少なくなった。こんなに自由に気楽に武技を競えるのは、ずいぶん久しぶりだ。不思議な楽しさを、バルドは存分に味わっていた。
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　ドリアテッサは剣を持たずに立っている。

　カーズの剣が鞘さや走ばしる。その刃はドリアテッサの顔の寸前でぴたりと止まった。ドリアテッサはかわすこともできず、目を見開いて棒立ちしている。

　それが不満だったのか、カーズは剣を鞘にしまって、しばらく考えるふうだった。と、その目線がジュルチャガに向けられた。

「ちょ、ちょ。カーズ君？　そんな目つきでお兄ちゃんを見ちゃいけないよ」

　カーズは水の上をすべる蜘く蛛ものように近づき、ジュルチャガに斬りつけた。

「のわっ。あ、危ないって」

　ジュルチャガは、不格好に、だがものの見事に剣をかわした。カーズは相変わらず無表情だったが、にたりと笑ったように、バルドにはみえた。

　立て続けに斬撃が浴びせられた。

　ジュルチャガは、わっ、ほっ、などと奇声を上げながらかわし続けた。カーズの攻撃は、段々速度を増していく。もはやバルドの目には、その剣の先端部分はとらえられない。それでもジュルチャガはかわし続けた。

　ふとドリアテッサを見ると、食い入るようにカーズの剣を見つめている。

　──その集中力は何よりの宝物じゃぞ。

　バルドは心の中でつぶやいた。
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「ジュルチャガは、よくもあれをかわせるものだ。よほど目がよいのだな」

　ドリアテッサの感嘆は本心からのものだ。うらやましげな響きさえある。

「え？　白刃のこと？　見てないよ。あんなもん、見えるわけないじゃん」

「なに？　見えてないのにどうしてかわせる」

「うーん。雰囲気？　あ、でも、相手の足元は見てるよ。あと、目とか手とか体全体をやんわりとね」

「足元……。目とか手とか体全体をやんわりと……見る……」

「たいしたものじゃわい、ジュルチャガよ」

　ゴドン・ザルコスも感心しきりだ。

「そう？　えへへへへへ。そんなに褒められると、照れちゃうなあ。まあ、おいらみたいな商売続けるにゃあ、これくらいはできないとね」

「おお。そうじゃろうとも。さすがじゃ」

　たぶん二人の会話はかみ合っていない。ジュルチャガのいう商売とは、盗みのことだ。ゴドンは相変わらず、ジュルチャガがリンツ伯子飼いの密偵だと思っている。

「まあ、自慢じゃないけどね。剣だろうがナイフだろうが、前からだろうが後ろからだろうが、まともにくらったことなんかないよ」

「わしの投げた魔除けの像はくらったではないか」

　バルドは冗談めかして言った。

　去年の九月、パルザム王の勅使の宿舎にジュルチャガは侵入した。勅使も腕利きの護衛二人も宿の者たちもすべてしびれ薬で動けなくして。居合わせたバルドが薬草の力を借りて体のしびれを抑え、ジュルチャガを捕らえた。魔除けの像を投げつけるという方法で。

　それがバルドとジュルチャガの出会いだったのだ。

「うん。だから不思議なんだよ。あんなの当たるおいらじゃないんだ。だからね。おいらもバルドの旦那には何かあると思った」

　食事のあとも、カーズはジュルチャガを追い回した。

　無表情だったが、先ほどより剣速が明らかに速い。かわされ続けたのが気に障ったのだろうか。さすがにジュルチャガもかわしきれなくなり、袖を斬り飛ばされたところで滝壺に飛び込んで逃れた。

　そのあとカーズは空中に斬撃を放ってみせた。ドリアテッサは、必死に剣筋を見極めようとした。

「空くうを斬ってりゃいいんだったら、最初っからそっちを斬れよーっ」

　水から首を出し、右手を振り上げてジュルチャガは文句を言っている。

　それからというもの、一日の半分はドリアテッサに隙を打たせ、あとの半分は虚空かジュルチャガを斬ってみせた。

　ドリアテッサの武威はみるみる研ぎ澄まされていった。もともと良い師について技は充分に練り上げていたのだろう。十九歳という年齢にだけ与えられる成長力が、日に日にドリアテッサを開花させていく。

　ついでにジュルチャガの回避力もさらに上がっているようだ。

　そんなある日のことである。

　いつものように、隙を作って打ち込ませていたカーズが、突然殺気を放った。バルドがそれに気付いたときには、カーズの剣はドリアテッサの首を打ち抜いていた。

　と見えたのは錯覚で、ドリアテッサは鮮やかにカーズの剣をかわして、刺突ぎみの斬撃をカーズの左肩に打ち込んでいた。要求された通りの位置だ。打撃は充分に速度が乗ったもので、革鎧を着けていなければ、大けがをしたところだ。

　初めてドリアテッサの剣がカーズを捉えた瞬間である。

　むろん、これはわざと打たせたのであり、今日に限って革鎧を着けているのがその証拠だ。逆にいえば、打たれてもよいとカーズが認める一撃が放てるようになったのだ。それはドリアテッサにも分かっている。

　ドリアテッサは、思わずといった様子でその場に片膝を突き、

「ありがとうございました！」

　と言って、頭を下げた。

　カーズは、笑ったとも笑わなかったとも取れる笑みを浮かべて、かすかにうなずいた。そして、すたすたと川べりに近づくと、カチュアの枝が伸びて一輪の花が咲いている、その前に立ち、音も立てず剣を抜いて一いっ閃せんさせた。

　ひと呼吸のあと、花の付いた枝がほろりと落ちる。それを剣のひらで受け、ふわりと投げた。飛んで来た赤い花を、ドリアテッサは思わず受け取った。

「おう！　粋いきなまねをするではないかっ」

　ゴドン・ザルコスが豪快に笑った。ジュルチャガも、にこにこしている。

　が、カーズが見せたかったのは肉厚で大輪のカチュアの赤い花ではない。切り口だ。

　バルドは、笑わなかった。

　今見た剣さばきが、記憶の中の光景を鮮やかによみがえらせたからだ。ずっと昔、少年の日に一度見ただけの剣さばきを。

　吸い寄せられるように、バルドは川べりに歩いた。カチュアの枝が伸びている前に立ち、古代剣を振り上げて、そして無造作に振り下ろした。鉈なたのごとき無骨な剣は、枝を素通りするかのように振り切られ。

　しばらくして思い出したように枝が落ちた。

　──できた！　何度やってもできなかった技が、今、できた！

　花びらさえ散らさずに水面に落ちたその枝は、見るまに下流に運ばれてゆく。感慨にふけるバルドを、驚きの目でカーズが見ていた。

　夕食の席で、カーズはバルドに訊きいた。

「おやじ殿。剣は誰に習った」

「初め流れの騎士に一年習って、あとはエルゼラ・テルシア様に習った」

「そうか」

　カーズはそう言ったあと、いつものように黙り込んだ。
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　ジュルチャガとドリアテッサが、岩棚から滝たき壺つぼを見下ろしている。

「ジュルチャガ。あれは何という鳥だ」

「あれはモルッカだね。前を泳いでる大きな二羽が、父ちゃんと母ちゃん。後ろを泳いでいる小さくて羽の色が薄い二羽が、子どもたち」

「ほう。そうなのか」

「うん。モルッカは、毎年春に子どもを産むんだ。最初のうちはね、母ちゃんの羽の中に潜り込んでてさ。首だけを突き出して、口をぱくぱくするんだ。食い物よこせーっ、食い物よこせーってね。で、父ちゃんが水に潜って小魚や海え老びを捕まえて、食べさせる」

「見てみたいな、それは。さぞ可愛いだろうなあ」

「そりゃあもう、かわいーよ。父ちゃんが疲れたら、どーすると思う？　父ちゃんはね、母ちゃんの前に回って首をへたーって水につける。そうすると、母ちゃんはぶるぶるって体を震わせて、子どもたちを水に落とすんだ」

「えっ？　それでは、ひな鳥たちは死んでしまうではないか」

「死なないよー。水に落ちた子どもたちは、母ちゃんの羽に戻ろうとするけど、母ちゃんはまたぶるぶるって体を震わせて、子どもたちをはじき飛ばす」

「か、かわいそうではないかっ」

「いや、違うから。そうするとね、子どもたちは父ちゃんの体にのぼって、その羽に潜り込むのさ。そして今度は母ちゃんが水に入って餌を獲ってくるってわけ」

「なるほど。夫婦で協力し合うのだな。モルッカというのは、偉いものだなあ」

「秋になると、もう子どもたちは自分で餌を獲れるんだ。春になったら旅立って、相手を見つけてつがいになり、自分の子どもを作るんだよ」

　その翌日、ふとバルドが滝壺を見ると、ドリアテッサが泳いでいた。二羽の大きなモルッカと少し小柄な二羽のモルッカが泳ぐ、そのあとについて泳いでいる。体を小さく縮めて、狸が泳ぐように手足で水をかいて泳いでいる。ひな鳥にでもなったつもりなのだろうか。のどかな光景だった。

　ドリアテッサの剣は伸びやかさを増しているようにみえる。

　──技だけではない。心も成長しているのじゃろう。

　無邪気に泳ぐドリアテッサを、カーズが見ている。ふさふさとした眉毛がかすかな風にそよいでいる。すでに赤い鴉からすは影も見えない。

　泳ぎのあと、ドリアテッサはジュルチャガに字を教えていた。最近では教師役はもっぱらドリアテッサが務めている。これはドリアテッサが、手持ちぶさただから、と申し出たからなのだが、その実は、ゴドンの大ざっぱな見本ではジュルチャガが間違って字を覚えてしまう、とドリアテッサが危惧したのだろうとバルドはみている。

　移動がないのでユエイタンは力を持て余し、そこら中を走り回っている。いつのまにかクリルヅーカもついて走るようになった。巨大な野生馬であるユエイタンが本気で山野を駆け抜けたら、小柄なクリルヅーカはとてもついてゆけない。なのにいつも一緒に戻るのだから、ユエイタンも見かけによらず面倒見がよい。
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「剣」

　カーズがドリアテッサに手を差し伸べて、そう言った。剣をよこせ、と言っているのだろう。

「は、はい」

　ドリアテッサもカーズの省略話法に慣れてきたようで、おずおずと鞘さやごと魔剣〈夜の乙女シャーリ・ウルール〉を差し出した。

　受け取ったカーズは抜剣すると、剣身に布を巻き付けた。剣先には革を当てていたようだ。そしてそれをドリアテッサに返すと、自分は革かわ鎧よろいを身に着け、すたすたと草むらに歩いて行った。ドリアテッサはついて行った。

　いきなりカーズは胸元に隙を作ってみせた。ドリアテッサは正確にそこに剣を打ち込んだ。ここまではいつも通りの光景である。

　だが、その剣はまともにカーズの胸を捉えた。大きな打撃音が響き、カーズの胸が揺れる。

　──かわしそこねたか？

　バルドは駆け寄ろうとした。さしものカーズも見切りを間違え、ドリアテッサの攻撃をまともに受けてしまったのかと思ったのだ。だが立ち上がりかけて、カーズの表情を見た。

　静かだ。平然としている。

　つまりこれは予定外の出来事などではないのだ。そういえば、革鎧を着けていたし、剣には当て物をしてあったのだった。あまりに小気味よく攻撃が命中したので、一瞬焦ってしまった。

　ドリアテッサも驚いていたようだが、一歩下がって呼吸を整えた。するとカーズが闘気を放ってきたのでドリアテッサは再び戦いの構えを作った。今度は腹に隙が作られた。ドリアテッサの打撃が決まる。またも大きな音を立てて魔剣シャーリ・ウルールはカーズの体を打ち据えた。

　──なるほどのう。

　つまりこれは、相手を打ち据えるという感覚に慣れさせているのだろう。稽古のときにはかわすばかりだと、本番の試合で実際に相手に攻撃が入ったとき違和感を覚えるかもしれない。それでは技と技のつなぎが悪くなる。だから実際に体に当てさせているのだろう。

　しかも魔剣シャーリ・ウルールを実際に体に当てさせているのに、カーズの鎧には目に見えるような傷は付いていないようだ。あんな簡単に布と革を巻いただけでは、魔剣の切れ味を完全に消せるわけがない。それなのに布も革も破れない。ということは、カーズが何かの技を使っているということだ。

　その日ドリアテッサは、存分にカーズを打ち据えた。

　翌日、カーズは自分の魔剣に布と革を巻いた。それを見て、ドリアテッサの顔がさっと青ざめた。

　──昨日はずいぶん調子に乗ってカーズを打ち据えておったからのう。今度は自分の番というわけじゃ。

　立ち合い稽古が始まった。相変わらずカーズが隙を作り、ドリアテッサがそこを打ち込むのは変わらない。だが。

「ぐうっ」

　打ち込んだとき隙ができれば、カーズは容赦なく打ち返してくる。胸や、脇や、腕や、そして時には頭さえも。一応の手加減はしていると思うのだが、ドリアテッサの皮膚は破れ、血は流れる。時にドリアテッサは吹き飛ばされ、地にたたき付けられる。

「きゃあ！」

　足を払われた。下半身に隙があったのだ。しかも倒れたあと、さらにカーズは突きを放った。ドリアテッサが必死で身をかわさなければ、腹に突き立ったのではないだろうか。まさかそんなことはしないと思うが、その瞬間にはきっとそうするつもりだと思える迫真の攻撃なのである。

　その日、カーズはドリアテッサを遠慮なくたたきのめした。

　こうして二人の稽古は日に日に新しい段階に進んでいったのである。
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　鼻をかすめた風の寒さで目を覚ました。たき火の勢いが落ちている。

　バルドは身を包んでいたマントを解いて起き上がり、燃えさしの薪たきぎを中央に移し、新たな薪を周縁に置いた。風をさえぎる場所に、力自慢のゴドン・ザルコスが集めてきた薪が積み上げられている。一晩に使う薪の量はなかなかのもので、あまり火勢を強くしすぎてはいくら薪があっても足りない。かといって火を絶やすわけにはいかない。

　普通なら見張りの順番を決めて誰かが起きているものだ。寒さしのぎということもあるが、何より火をたいておけば、危険な猛獣は近寄ってきにくい。

　が、この一行では見張り番を決めるというようなことをしていない。それであるのに、火が絶えたことはない。そのつど気付いた者がやり、それでうまくいっている。何年も行動を共にした仲間であるかのように、連携が自然にできている。

　再びバルドが眠りに落ちてしばらく後、またも火勢が落ちた。バルドは、うつらうつらとしながら、誰も起きないようなら自分が起きようと思った。

　起きた者がいた。ドリアテッサだった。毎日の修行で疲れていて夜起きるのは珍しい。それだけ体が慣れてきたのだろう。

　岩のくぼみの風が吹き込まない場所に一同は休んでいる。砂と枯れ葉を何重にも敷き詰めた上に草を積んであるので、体の熱はひどく奪われはしない。それでも空気にさらされた耳や鼻や指は、夜明けごろには氷のように冷たくなる。

　バルドは、マントに隙間がないか確かめ、首を潜り込ませた。そして、ドリアテッサが薪の世話をする音を聞きながら、もう一度眠りに落ちた。
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　また別の深夜のこと。

　バルドは起き上がってたき火から離れた。優しき姉の月スーラが森を照らしている。

　日中は気を張っているので意識しないが、こうして夜中に目覚めると、老いを感じる。寒さは直接骨にしみ、ぎりぎりと、あちこちの関節や肉が悲鳴をあげている。

　しかたないことだ。年を取れば小便が近くなるし、体はきしむ。だが同時に痛みや不調と付き合いながら生きていくすべも覚えるものだ。

　こうして夜更けの森の清涼な空気を胸一杯吸い込めば、体中にあたたかい血がめぐり、新たな力も湧いてくる。

　──人間というものは、毎日生まれ死んでいるのじゃ。とすれば今のわしは死にかけたわしか。それとも生まれたばかりのわしか。

　考えてみたが、分からない。

　そうだ。

　分からないということが本当だ。

　自分が人生のどの部分を生きているのかを人は知らない。若くても終わり近くを生きているかもしれず、老いていてもまだまだ先があるかもしれない。

　分からないからおもしろいのだ。

　分からないから、生きている、といえるのだ。

　──生きているということは、遊んでいる、ということじゃ。この天地の中に体を貸し与えられ、自由に楽しく遊んでいるのじゃ。

　小便をしようとズボンの前を開いたとき、何か小さな生き物が飛び出して川べりを駆けた。すると虚空から湧いたかのように翼ある生き物が降り立って、その生き物をつかんで飛び去った。

　川ふくろうだ。羽を広げた横幅は、バルドの背丈にもまさる。

　スーラの光を浴びて夜の森に舞う川ふくろう。

　まるでおとぎ話のような風景だと、バルドは思った。

　たき火のそばに戻ってマントにくるまったが、体が冷えており、すぐには眠れなかった。

　バルドは、カーズ・ローエンの騎士の誓いを思い出した。誰だれ人ひとに忠誠を捧ささげるかと尋ねたとき、カーズが何と答えるか、バルドは実に楽しみだった。

　かつてバルドは、自分の騎士の誓いを導いてくれるのがエルゼラだと知って、途方に暮れた。導き手その人を忠誠の対象にすることはできない。だが、エルゼラ以外の誰かに忠誠を捧げることなど、まったく考えられない。どうせよというのか。

　バルドは考えに考えて、わが忠誠は人民に捧ぐ、と宣誓した。

　だがそれは、エルゼラを捨てて人民を取ったということでは、もちろんない。祈誓で忠誠の対象とした相手が誰であろうと、バルドのあるじはエルゼラ以外にないし、主家はテルシア以外にない。そんなことは自明のことであり、誓いうんぬん以前の問題だ。

　それでも騎士の誓いは神聖なものであり、噓うそやごまかしは許されない。だからバルドは必死で考えたのだ。エルゼラの願いをわが願いとするには、何をこそ大切にすればよいのか。おのれの心の奥底にある理想の騎士の姿は、どのようであれと自分に命じているのか。

　そしてバルドは、わが忠誠は人民に捧ぐ、という誓いの言葉を発見した。それはバルドが生み出した言葉であり、以後の自身の指標となった。つまりエルゼラに近侍し、代々の当主に仕えて騎士の務めを果たすうえで、その言葉は闇夜の松たい明まつのようにバルドの足元を照らした。

　ただしそれは最初からそうだったわけではない。

　ある出来事が、バルドにこの誓いの価値を気付かせた。

　そして時を経て経験を積みながら、この誓言は、次第にバルドの道しるべとなっていったのだ。

　それだけではなかった。老いを感じ、今こそテルシア家を辞すときだと思ったとき、その言葉がバルドを助けてくれた。もしも、エルゼラ・テルシアに忠誠を捧げていたら、出奔は裏切りとなり、誓いへの背反となったろう。

　そのときようやくバルドは、エルゼラの優しさを知ったのだ。

　自らの言葉を生み出し得た者は、真の意味で自由になる。バルドはヴェン・ウリルに、自由への扉を与えた。その扉を開いたヴェン・ウリルが、これからどんな生きざまをみせてくれるのか。

　いや。もうすでにみせてくれている。

　──生きるというのは、なかなかに楽しいものだわい。

　まどろみに落ちながら、バルドは思った。
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「あれ？　カーズ君。また泳ぐの」

「うむ。しばらく上がってこないが、心配するな」

　そう言いながらカーズは滝壺に沈んでいった。飛び込むのではなく、しぶきを上げないよう静かに水に入っていったのである。聞くともなしにジュルチャガとカーズの会話を聞きながら、バルドは「しばらく上がってこない」というのが、「岩棚の上に上がってこない」という意味だと思っていた。もはやその岩棚は、カーズの指定席になっている。

　ところが「上がってこない」というのは、「水面に上がってこない」という意味だった。本当に上がってこない。あらかじめ聞いていなければ、何かあったかと心配したところだ。それにしても上がってこない。水の中で人間の息というものは、こんなに続くものなのだろうか。いくら何でもおかしいと考え、バルドがそわそわし始めたころ、水が揺らいでカーズが浮いてきた。巨大な魚を胸に抱いて。

　皆びっくりしてカーズと魚を見守った。カーズは静かに岩の上に魚を横たえると、剣を抜いて魚の命を絶った。カーズはジュルチャガに視線を送ると、

「任せた」

　とひと言言って、お気に入りの岩棚にごろりと横になった。

「まかされたー。つっても、こんなおっきい魚、どうしたらいいのさ」

「カーズよ。こんな大きな魚をどうやって捕まえたのじゃ」

　ゴドンが訊きいた。バルドも同じ疑問を抱いていた。格闘したような気配は感じなかったからだ。

「体温を水底になじませ岩と同じような気持ちになれば魚は逃げないので、そのまま抱き取ればよい」

　カーズが返事をしたが、意味のよく分からない説明だった。

　ジュルチャガは魚を解体した。

「うわわっ。こ、この魚。身が赤い」

　確かに赤い。どういう魚なのだろう。こんな魚は見たことがない。いったいどこからやって来たのだろう。それとも、森の奥にはこうした魚がまだまだ潜んでいるのだろうか。体の上半分は青みがかった黒色で、下半分は白い。腹の辺りがわずかに黄みを帯びているだろうか。体は縦長だが太さもあり、量感たっぷりだ。

　とにかくその魚を焼いて食べた。

　──うまい！

　これは普通の魚とは違ううまさだ。そもそも魚というのは焼けば黒くなるものだが、この魚はまず白くなり、それから黒くなるのだ。魚らしくない味であり、臭みなど一切ない。香ばしく焼き上げた切り身もうまいが、半焼けで食べると、まったりした歯応えと粘りけのある身が舌の上で異様な存在感を放つ。

　また、ジュルチャガは、内臓の煮汁を作った。

「お？　水は入れんのか？」

「ん。ゴドンの旦那。水を入れたら水っぽくなっちゃうでしょ。これだけ新鮮なら洗うことないしね。酒で煮て、ほんのちょびっと塩と、それからクーツ味噌を入れてみるよ。きっとばっちりな味になる」

　その通りだった。魚の背を、腹を、いろいろな部位を、皆は思い思いにつまみ、場所ごとに違う味を楽しんだ。ここまで新鮮な内臓だと、まったく臭みがない。何より見た目がいかにもうまそうだ。それぞれの部位はつやつやてかてかと照り輝いている。赤い部位。白い部位。茶色い部位。桃色の部位。食べ物というより宝玉のようだ。それを見て、この食いしん坊の一団が黙っていられるわけもない。すばらしく酒に合う料理だった。

　それから一品、変わった料理をジュルチャガは作った。ざく切りにした魚の赤身を内臓の煮汁と山で見つけた薬味と、そしてクーツ味噌で味付けして、山芋をつぶしたものをかけたのだ。

「おいおい。火を通さなくて大丈夫なのか？」

「なんか大丈夫だって、おいらの勘が言っている。危ないと思う人は食べないで」

　全員食べた。これがまた不思議な珍味で、皆を感心させた。

「ジュルチャガは食べる物を見つけるのがうまいな。森の中にこんなに食べ物があるとは知らなかった」

　ドリアテッサが言った。

「えへへへ。母ちゃんも、食べ物見つけるの、うまかったんだ」

「おお、母親ゆずりか。母はは御ごは、お前によいものをくれたのう。父てて御ごは、どういう人なのじゃ」

「うんーっとね。逃げ足の速い人だった」

「おお、お前の足の速さは父親似か！」

　そう言って、ゴドンは笑った。バルドとドリアテッサも笑った。

　ジュルチャガも、

「うんっ」

　と返事してうれしそうに笑った。

　笑いが収まると、バルドは皆に、明日から移動する、と言った。

　すでに季節は冬に移りつつある。夜明けの寒さは日ごとに厳しい。野営など初めてのドリアテッサには、体調の維持が難しいだろう。まだ修行は充分とはいえないが、そろそろ移動を開始したほうがよい。

「ドリアテッサ殿」

「バルド殿。何か」

「オーヴァを渡れる津みなとがあるのじゃな」

「あ。うむ。ヒマヤという津がある。ボーバード領などが川の向こうに送る荷を扱う、なかなか大きな村、というより街だ。宿屋などもある」

「そのヒマヤまで、とりあえずは案内していただけるかな」

　つまりそこまで送る、とバルドは言っているのである。ドリアテッサは首を振った。

「ご好意はまことにうれしい。しかし、これ以上私のために、あなたがたの旅を邪魔するわけにはいかぬ」

　ゴドンが明るい声で口をはさんだ。

「いやいや！　もともとフューザのほうに向かうというだけで、決まった行き先のある旅ではない。ということは、ドリアテッサ殿をオーヴァまでお送りしても、少しも寄り道ではないのだ」

　バルドはゴドンの言葉を訂正した。

「いや、そうではない。オーヴァまでではなく、国元まで送るのじゃ」

　驚いた目でドリアテッサが見た。そのドリアテッサのほうに向かってバルドは言った。

「ヘリダン殿に聞いた。証人が二人要るのじゃろう。わしたちが、おぬしが確かに魔獣を倒したことを証言する」

　ドリアテッサは、深く頭こうべを垂れた。ずいぶん長いあいだ、その頭が上げられることはなかった。
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　ボーバード領を北に迂う回かいしてハベル街道に出る道を通ることになった。

　ハベル街道は、ボーバード領主が作った輸送路だ。もとはボーバードの特産品をゴリオラ皇国に届けるのにヤドバルギ大領主領を抜けていたが、山や森や川があって時間がかかるうえ、嫌がらせのような通行料を取られるため、北の平野に道を整えたのだという。水がやや補給しにくいのと賊が出る難点はあるが、馬さえあれば驚くほど少ない日数でオーヴァに着ける。

　それはよいのだが、滝のほとりからハベル街道に出るには、まずはボーバードに出るのが順路である。ところが、ドリアテッサがそれを嫌った。

「ボーバードを通れば面倒なことになるので、野営が続いてよいから迂回したい」

　面倒なこととはどんなことか。

　代々のボーバード領主は、ゴリオラ皇国の貴族に叙されることを悲願としてきた。経済力を充分に養った今は、何としてもつてが欲しいところだ。

　そこに皇国の高位貴族の娘が突然やってきたのだ。何としても引き留めて歓心を買おうとするだろう。しかも、その娘は、独身で、妙齢で、とびきりの美人だ。ボーバード領主が何を考えているか、想像するまでもない。おそらく行きがけにも、何かドリアテッサがげんなりするような「歓待」があったのだろう。

　──待て。ヘリダン殿は、当然ボーバードを経由して帰還したじゃろう。ということは、ドリアテッサ殿の護衛をすべき部隊が壊滅に近い状態で引き上げたことがボーバード領主の耳に届いておる。

　騎士ヘリダンがボーバード領主にどこまでのことを話したかは分からないが、今コヴリエン子爵ドリアテッサ姫が、少数の騎士に守られてボーバードの近くにいるということは伝わっている、と考えられる。

　ボーバード領主は、どうするだろう。

　近辺の村に、ドリアテッサ姫一行とおぼしき人々を見かけたら連絡するように、と通達を出しているだろう。斥候も派遣しているだろう。そうみたほうがよい。

「どーしたの、旦那。考え込んじゃって」

「ジュルチャガ」

「ほい」

「しばらく人目を避けて移動したい。注意してくれ」

「うい」

「それと、移動する前にもう少し塩が欲しい。目立たないように買いに行ってくれんか。できれば酒もな。騎士姿のわしらが行くより、おぬし一人が行くほうがよい」

　ジュルチャガは、持ち前の飲み込みのよさを発揮して、にっこりうなずいた。

　そして、いとも簡単に塩と酒を手に入れてきた。

　バルドたちは移動を開始した。

　移動中に二度、兵士の巡回に出遭ったが、ジュルチャガがいち早く発見したため、気付かれずにやり過ごすことができた。村もなく人通りもないこんな所を巡回するのは妙なことだ。やはり狙いはドリアテッサなのだろう。





２






「ドーラって、シェルネリア姫様の結婚が決まったら、皇宮の勤めをやめるんだよね。そのあと、どーするの。お嫁さんに行く？」

「普通ならそうだ。私の年で婚約すら決まっていないというのは珍しい。だが父上は、私が家を出ることをお許しくださっている。子爵位を継がせてくださったのは、そういう含みなのだ。私は、自ら立つ者になりたいのだ」

「それって、結婚しないってこと？」

「いや。そういう意味ではない。それどころか、子爵領を統治するには、どうしても夫を迎えねばならん。わが国では女も領主になれるが、それはまったく形式だけのことでな。家の当主は男でなければなれない。女では他の貴族や商人たちと交渉することもできない。ただ、他家に嫁ぐのと、わが家に夫を迎えるのでは、私の自由にできる範囲が大いに違う。まあいずれにしても結婚はしなくてはならないが、今のところ夫になり手がないのだ」

「ええええっ？　こんなにめんこくって、気立てがいいのに？　ドーラの国の男たちって、見る目がないにもほどがあるよっ。なんだったら、おいらがお嫁さんにしてあげようか？」

「はははは。それはありがたいな。そのときにはよろしく頼む。いや。今まで話がなかったわけではないのだがな」

　よくもこんな質問を堂々とするものだと、バルドはジュルチャガに感心した。まったく邪気が感じられないのがこの男の強みだ。それが情報収集や交渉を助けている。

「それにしても、バルド殿の弓の腕には恐れ入った。まさか、魚を弓で獲とっていたとは」

「おいしいよね、この魚。脂がよく乗ってて。ドーラ、知ってる？」

「うん？　何をだ」

「バルドの旦那はね。食徳を持ってるんだ」

「食徳？　何だ、それは」

「バルドの旦那が行く所、うまい物あり。たまたま寄った店でめったにない魚があったり。たまたま材料を持ち込んだ店の亭主が料理名人だったり。たまたまその料理を食べるのに、最高のときだったり。たまたまお偉いさんの命を助けてごちそうしてもらったり。とにかくね。旦那といると、うまい物をおいしく食べられるんだ。旦那の周りには気持ちのいいやつが集まるしね。楽しい仲間と食べる食事は、また格別ってやつさ」

「食物の徳で、食徳か。それはいい。うん。それはいいなあ。みんなと食べる食事は、本当においしい。私もずっと、みんなと旅がしたい」

　聞きながらバルドは、どきりとした。ひょっとしてジュルチャガはバルドの騎士の誓いのことを知っているのかと一瞬思った。だが、そういうわけでもないようだ。

　横でゴドン・ザルコスが、わが意を得たりとばかりにうなずいた。

「おお！　旅はよいともっ。最高じゃ。わっはっはっはっはっ」

　カーズは無表情のまま、切れ長の目を細め、湯気を立てている魚の背中にかぶりついている。無口であるが、この男も食いしん坊であるということが、最近分かってきた。

　皆のくつろいでいる様子を見ながら、バルドは考えをめぐらせた。

　──はて。一人の人間として自立したいという気持ちは分からんでもない。だが、高位貴族の娘にはそれ相応の役割がある。女の戦いの場は、男のそれとは違うものじゃ。それなのに、父親も娘が家を出るのに協力しておるようじゃ。何かがあるのう。これほどの娘の縁談がまとまらんというのも面妖じゃ。

　やがて一行は山岳地帯の端にたどり着いた。

　眼下には、広大な平原が広がっている。その向こうには、かすかに大オーヴァが見える。さらに前方左側、つまり西には豊かな森がある。そこにヤドバルギ大領主領があるのだろう。

　だが、一行の目をとらえたのは平原でもオーヴァでもない。

　五人は、みな、左を見ている。果てしなく続く平原のその果て。

　地平線のかなたに林も丘も消えていくその向こう側に、土の巨人が顔をのぞかせている。

　霊山フューザである。

　まさに、威容。まだ裾野の全容をとらえることができないほど遠いのに、この大きさは何としたことか。青みがかって白くかすむ山腹には三筋の雲が掛かり、その雲を見下ろす頂は白い雪をまとって神々しく、美しい。

　山や川はすべて神々のみわざだ。大地の神ケッチャ＝リは土を盛り上げ岩を突き固め、風の神ソーシエラは木々を吹き寄せ、太陽の神コーラマは温ぬくもりをそそぎ、水の神イーサ＝ルーサは雨を降らせ川を作って大地を潤す。生きとし生けるものすべて、日々の糧を神のみわざによらざるはない。

　だが、この美しく恐ろしい山は、神のみわざなどではなく、それ自体が一柱の神だ。そうとしか思えない。すがれば護ってもくれるだろう。怒らせれば国々さえ滅ぼされるだろう。

　──あの雲の中には諸国から飛んできた魂こん魄ぱくが集まっておるのかのう。

　バルドは、いつのまにか涙をながしていたのに気が付いた。その感動の冷えぬうちに、足元に生えていたソイ笹の葉をちぎり取って胸の隠しに入れた。
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　鍛錬を続けながら、旅は続いた。幸い日数にはまだ余裕がある。

　いまだにバルドには、女の身で武芸の大会などに出て、勝利を得たとしてそれに何の意味があるのか、よく分かってはいなかった。だが、ドリアテッサがまぎれもなく剣の天分を受けた人間であることは、よく分かった。そして、その身に許される限りの最大の努力を剣の鍛錬にそそいできたことも。

「えーっと。結局、ドーラは、細さい剣けん部門と総合部門で優勝したいんだよね」

「うむ。私は、その勝利を姫様に捧ささげる。それと、実はな。総合部門で優勝した者には、相手側の主催者から、褒美が出る慣例なのだ。私は、その褒美が欲しい」

「品物もらうの？」

「いや、そうではない」

「じゃあ、願いを聞いてもらうのかなあ」

　──ドリアテッサは、まばたきしてジュルチャガを見た。

「……ジュルチャガ。おぬし、鋭いな」

「え？　そうかなあ。やっぱり？　えへへ」

　願い。

　ドリアテッサがパルザム王国側の主催者にする願いとは、何なのだろう。
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　ハベル街道に入った。

　一行は、バルド、ドリアテッサ、ゴドン、カーズの順に並んで馬を走らせている。

　山道では、常なみ歩あしかせいぜい速はや歩あしでしか進めなかったが、今は駈かけ歩あしに近い速度を出している。

　ジュルチャガはといえば、先頭に立って誘導したり、横や後ろに回って何事かを観察したり、時にはずっと先行して様子を探ったりしている。馬の速度に合わせて走り続けるのは大変だと思われるのに、少しも疲れた様子をみせない。足は素早く動いているのだが、まるで歩いているようにみえるのだから不思議なものだ。

　音を上げるどころか余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくで、ドリアテッサの横について話しかけたかと思えばバルドの側に移動して話しかける。実にうれしそうな顔で話しかけてくるものだから、一同の雰囲気はなごやかだ。

　ドリアテッサの装備は群を抜いて上質であるから、一行を見るものがいれば、白銀の騎士とその家臣たち、とみることだろう。

　バルドとゴドンとカーズはおそろいのマントを羽織っている。ジュルチャガは、クラースクの初代領主から自分がもらったマントを、「お兄ちゃんから弟への贈り物だーっ」と威張りちらしながらカーズに与えた。

　ジュルチャガは常に身を軽く保っている。機動性という最大の武器を失わないためだろう。マントですらジュルチャガには邪魔なのである。

　カーズは無言でマントを受け取り、以来愛用している。

　その代わりというわけでもないが、カーズの馬には、ジュルチャガが山で見つけた薬草が積まれている。ジュルチャガはバルドなど問題にならないほど薬草に詳しい。そういえば、この男はしびれ薬を使う盗賊だった。普段は最低限の薬草しか持たないが、あの山には見逃すには惜しい薬草がたくさんあったらしい。

「後ろから馬が来る。二騎だね」

　ジュルチャガに言われて振り返った。

　山かげから二騎の馬が走って来る。まっすぐこちらに向かっている。速い。襲しゅう歩ほというより、激走である。ずっとあんな速度で馬を走らせ続けられるわけはないから、バルドたちを見つけて速度を上げたのだろう。

　近くに隠れる場所もない。バルドは少し進行速度を落とした。不穏な成り行きになれば、振り切って走ればよい。そのために、今は馬の足をためておくべきである。

　と、ドリアテッサが大きな声を上げた。

「あれはっ。ファファーレン侯爵家の陣じん羽ば織おりっ。バルド殿。味方だ！」

　二人の騎士は、すぐにバルドたちに追いついた。ドリアテッサを見て馬から下りて走り寄り、跪き拝はいした。

「ドリアテッサ様！」

「ご無事でしたか！　お会いできてうれしゅうございます」

「おぬしたち、どうしてここに？」

　二人の騎士は、いきさつを話した。

　騎士ヘリダンは約束を守り、帰国すると最初にファファーレン侯爵家を訪ね、ドリアテッサの手紙をファファーレン侯爵本人に手渡した。手紙を読んだ侯爵は仰天し、騎士ヘリダンに詳細を確認したのち、長男と次男を呼んで事情を説明した。

　長子アーフラバーンは烈火のごとく怒り、ただちにヴォドレス家に討ち入る構えをみせた。侯爵はアーフラバーンを叱りつけ、ドリアテッサを救いに行くのがお前の仕事だ、と言いつけた。侯爵と次男は皇宮に上がって皇王に報告した。

　その後、勅使と次男がヴォドレス家に向かったとの話を聞いたが、結果を聞く前にアーフラバーンは騎士団を連れて出発した。この二人の騎士も、アーフラバーンに率いられてこの地に渡り、手分けしてドリアテッサの行方を追っていたのだ。

「ティルゲリ伯爵様はボーバードの領主館に滞在しておられます。どうかそちらにお越しください。どれほど安心され喜ばれますことか」

　ティルゲリ伯爵というのがアーフラバーンのことらしい。ドリアテッサが難しい顔をしているのを見て、二人の騎士は何かあると感じ取ったようだ。

「何か不都合がございますか」

「うむ。実のところ、ボーバードに行くのは気が進まない。領主殿には会いたくないのだ」

「ボーバード領主はドリアテッサ様のことを、美しい姫様だと褒めちぎっておりましたが、何か無礼なことをいたしたのですか」

「無礼というわけでもないのだが、もう二度とあそこには行きたくない。かといって事を荒立てたいわけでもないのだが」

「む、む」

「そういえば、あの領主がドリアテッサ様のことを話す話しぶりが少し気になっておりました。どうもいささか分を越えたけしからぬ思惑がありそうにも思われたのですが、やはりそんなことでしたか。それでしたら確かにあそこに戻るのは厄介ですな。ボーバード領主ごときはどのようにでも仕置きしてやればよいのですが、家臣や領民のことを思えば、ドリアテッサ様のおっしゃるように事を荒立てないのが上策」

「ではこういたしませんか。この山の向こうに村があります。そこに宿を取ってドリアテッサ様とこちらのかたがたに休んでいただくのです。私がティルゲリ伯爵のもとに走ってそのことをお伝えします」

「ああ、それはいいな。うむ。そのようにしてくれるか」

「はい。ところでこちらのかたがたが、バルド・ローエン卿とゴドン・ザルコス卿、それにヴェン・ウリル殿ですか」

「ああ、紹介が遅れてすまぬ。バルド殿。ゴドン殿。こちらの二人はファファーレン家の騎士でアーフラバーン兄上に直属の者たちです。右がシエル・エルド。左がパルタロス・クーガ。シエル。パルタロス。こちらにおられるのは、パクラの騎士バルド・ローエン卿と、メイジア領主ゴドン・ザルコス卿だ。それとこちらの騎士はヴェン・ウリル殿ではなくカーズ・ローエン殿とお呼びするがよい。騎士ヘリダンから名を聞いていたのだな」

「バルド・ローエン卿、ゴドン・ザルコス卿、カーズ・ローエン殿。姫君の危難をお救いくださったとのこと。まことに感謝の言葉もございません」

「いやいや。それも神々のお引き合わせであろう。お役に立ててよかった」

　騎士シエルは手厚くバルドたちに礼を述べ、馬を駆ってボーバードのほうに走り去った。

　騎士パルタロスは、一行を山の向こうの村に案内した。一行は村に宿を借り、夕食を取って眠りについたのである。

　なんと翌日の朝食が終わるころにアーフラバーンは四人の騎士を連れてやって来た。夜の明けきらぬうちに飛び出して、とてつもない速度で駆け抜けて来たに違いない。

「ドリーーーー！　ドリアテーッサ!!　無事かっ。無事なのかっ。よかった！」

　見事なこしらえの鎧よろいを着た騎士が、馬から飛び降りるなりドリアテッサに駆け寄って抱きついた。これがアーフラバーンなのだろう。

「あ、兄上。ご心配をおかけしました。私は無事です。すべて、バルド・ローエン卿と皆様のおかげです」

　その騎士は、ドリアテッサをやっと離すと、バルドのほうに向き直った。そして、取り乱した表情を消し去った精せい悍かんな騎士の顔でバルドにあいさつをした。

「貴殿が、バルド・ローエン卿か。私は、ゴリオラ皇国ファファーレン侯爵家継けい嗣しにしてティルゲリ伯爵アーフラバーンという。騎士ヘリダンから話を聞いた。かたじけない。この通りだ」

　なんとアーフラバーンは、右手を拳にして左胸にあて、右膝を地につけた。高位貴族が田舎いなか騎士に取るには考えられない礼容だ。いかにこの男が妹を愛しているか、この一事がよく表している。

　バルドはこの男が好きになった。思いをまっすぐに伝える人間は、どうも嫌いになりにくい。

　しかもこの男、相当の腕前だ。都の貴族などというからどんな軟弱者かと思っていたが、この男からは武人の匂いが強くただよってくる。

　アーフラバーンは、バルドたちにひとしきり礼を述べたあと、ドリアテッサに言った。

「これでお前も気がすんだろう。さあ。国に帰ろう」

「兄上」

「ん。どうした」

「魔獣キージェルの、魔獣の首を……取りました」

「なにっ」

「大赤熊デッサ・ロローヴァの魔獣の首です」

「ばかな。何かの思い違いだろう。大赤熊など、二人や三人の騎士でそうそう仕留められるものではない。まして魔獣となれば」

「バルド様。首の袋を、お願いいたします」

　バルドは袋を開いて、大赤熊の魔獣の首をのぞかせた。ゴドン・ザルコスも毛皮を取り出して広げてみせた。

「まさか。そんなことが」

「兄上。確かに魔獣です」

「いや。まだ分からん。スコール！」

　呼ばれて奥のほうに控えていた、やや年配の騎士が進み出た。

「鑑定せよ。ローエン卿、首を検分させていただいてよろしいですな」

「ご存分になされ」

　騎士スコールは、小さなナイフで切ったり引っ張ったりして、魔獣の首を検分した。

「若殿。魔獣の首に間違いございません」

　満座は驚きょう愕がくの声に満ちた。

「な、なんということだ。本当に魔獣の。それをドリアテッサが倒したというのか。ドリーが」

「ティルゲリ伯爵殿」

「何かな、ローエン卿。あ、私のことはアーフラバーンとお呼びいただきたい」

「アーフラバーン殿。わしとゴドン・ザルコスが証しを立てます。ドリアテッサ殿が魔獣を倒したという証しを」

「おおっ。それはかたじけない。騎士スコール、騎士パルタロス、宣誓してお二人の証しを聞き取らせていただくのだ」

　バルド、ゴドン、それに騎士スコールと騎士パルタロスは、それぞれの神に宣誓して証しを立て、バルドとゴドンの証言を聞き受けた。バルドとゴドンは、この大赤熊の魔獣はドリアテッサと自分たち三人が倒したこと、ドリアテッサは勇敢に戦い脇腹に深手を与えたことを証言した。

「ありがたい。これで証言は皇宮に伝えられ、間違いなく有効とみなされます。本当にお二方とカーズ殿にはお礼の言葉もない」

「アーフラバーン殿。お役に立てたようで何よりじゃ」

　バルドは肩の荷が下りてほっとした思いを味わっていた。

　ファファーレン家は当然ドリアテッサの捜索隊を出すだろうとは思っていた。しかし、ドリアテッサの魔獣討伐にファファーレン家の騎士が同行していないことを深読みすれば、ドリアテッサがファファーレン家の有力者からうとまれている可能性も捨てきれなかった。

　が、長男で家の後継者たるアーフラバーンの様子をみれば、ドリアテッサに深い愛情を抱いていることは疑いもない。とすれば、魔獣討伐の証しを立てるという役目も果たせたことだし、もうバルドたちがゴリオラ皇国に行く必要はない。実のところ、バルドは大国の都などに行きたいとは思わなかったのだ。

「それではわしらはここで別れることにいたしましょう。ドリアテッサ殿、息災でのう」

「いや、お待ちください」

「どうなされた、アーフラバーン殿」

「あなたがたはわがファファーレン家の姫をお救いくださった恩人。ぜひとも皇都にお越しいただき、父侯爵からの礼のしるしを受けていただきたい。兄の私としても、あなたがたを歓待申し上げねば気がすまぬ。ぜひ、ぜひ」

　──これは儀礼的にではなく、本気で言っておるのう。じゃが、大国の都になぞ、めんどくさくて行く気がせん。ずいぶんと遠くでもあるようじゃしのう。

　どうやって断ろうかと考えながら、ふとドリアテッサの目を見た。

　すがるような目で、バルドを見ている。ついてきてほしい、と訴える目で。

　──はて。兄上とその騎士団に護まもられて、もう何の心配もないはずなのにのう。なぜ目におびえがあるのか。

　いぶかしく思ったが、とにかく考えを変えた。

「取りあえず、落ち着く所まではご一緒しましょう」

　そう答えたのだった。

「バルド殿。この魔獣はわが妹を助けて貴殿らが倒したもの。頭かしらは頂いてよろしいのか。毛皮はどうなさるおつもりか」

「アーフラバーン殿。頭は当然ドリアテッサ姫のもの。毛皮はこちらが頂きますわい」

「失礼な申し条ではあるが、ぜひ毛皮をお譲りいただきたい。なにぶん、愛する妹の殊勲の証し。殊勲も殊勲、大殊勲。これはわが家の宝として大切に保存したい。お願いする」

　──さてのう。この毛皮でカーズとゴドンの革鎧を仕立てる算段だったのじゃが。大赤熊の魔獣の毛皮など、めったに手に入るものでもなし。あまり目立った傷もないのじゃから、銭金を積んでも得られるものではない。どうしたものか。

「気が進まないご様子だが、これはぜひにもお願いしたい。何とかご相談いただけないだろうか」

「ゴドン、どうかの」

「伯父御おじごの判断に従います」

「カーズは」

「おやじ殿のよいと思うように」

「ふうむ。ジュルチャガはどう思う」

「譲ってあげたらどうかなあ。旦那はあの毛皮でゴドンの旦那とカーズの鎧を仕立てるつもりだったんでしょ。だったら上等な革鎧が買えるぐらいのお金をもらって、魔獣の毛皮はあちらに差し上げたらいいじゃん。あの人、簡単には引き下がらないと思うよ。断ればしこりが残るしね。あとあと気持ちいーようにしたほーがいいじゃん」

「ふむ。アーフラバーン殿。お聞きの通りじゃ。しかるべき対価を頂き、毛皮をお譲りすることにする」

「おお！　かたじけない。ご一同にも御礼申し上げる。おぬしはジュルチャガといったか。おぬしにも礼を言う」

「ははっ、ありがたく。そのぶんしっかり値段に上乗せしてくださいませ」

「ははははは。おもしろいやつだな。もちろんだ。充分な値あたいを支払わせていただく。だがそこまでの大金は持ち合わせがない。バルド殿。これはどうしても皇都にお越しいただかねばなりませんな」

　そこまで考えて毛皮が欲しいと言ったのだろうか。いや、毛皮が欲しいというのはその通りなのだろうが、ただそれが、バルドたちの足を皇都に向けさせることに、自然につながっている。

　ほとんど無意識にそんなことができるのだから、アーフラバーンという男は、政治家としても優れた資質を持っているのだろう、とバルドは思った。
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　吹き抜ける風の匂いが違う。今まで嗅いだ、どんな風とも違う。

　鮮烈なのにどこか生臭く。開け放たれているのに、何かに包まれているように感じる。

　朝霧の中、大河オーヴァを渡る帆船にバルドは乗っている。渓流に運ばれる丸木舟以外の船を知らないバルドには、ひどく新鮮な経験だ。リンツから対岸に渡ろうとすれば二晩つまり三日はかかるが、この辺りでは川幅が狭まっているため、風さえよければたった一日で船旅は終わる。

　笹の葉を二枚懐から出して、川面に落とした。

　アーフラバーン伯爵は、なんと三十人の騎士と三十人の従騎士を連れてきていた。装備は一級品で、練度も高い。どこの砦とりでを攻め落とすつもりだったのかと訊ききたくなる。もっとも従卒も輜し重ちょう隊たいも連れてはいない。機動性を重視したためだろう。

　ばらばらになってドリアテッサを捜索していた一行は、知らせを受けてオーヴァ川沿いの津みなとヒマヤに集結した。ヒマヤは、リンツに比べればごく小さい津だが、なかなか上等の旅館があり、人も多く活気があった。

　さすがにこの一行が馬ごと一度に乗り込める船はなかったが、それでもたった二回で運べるという。船自体も大きいうえ、食事と宿泊の設備が必要ないから、大勢が乗れるのだ。よほど大枚をはたいたのか、一行は早々に船に乗り込み、待つほどもなく出発することができた。

　日が昇るにしたがい、大峰フューザがオーヴァのかなたに姿を現してきた。水面越しにみるフューザは、また格別の見応えがある。

　船ふな縁べりでドリアテッサが飽きもせずに景色を眺めている。ただしその視線はフューザのほうではなく、東のほうに向けられている。喜びとせつなさに満ちた目で、じっと東のほうを見つめている。

　──滝たき壺つぼを見ているのじゃろうなあ。

　むろんここからあの滝壺が見えるわけはない。それでもきっと、ドリアテッサの目には、あの滝壺のほとりが映っている。

　あれは不思議な場所だった。

　大国の大貴族の娘であるドリアテッサも、地方領主であるゴドンも、流れ騎士であるバルドやカーズも、盗賊であるジュルチャガも、何の隔てもなく心許せる仲間であり得た、不思議な場所だった。神々の懐に抱かれたかのように、安心で、愉快で、驚きに満ちた場所だった。

　あの場所に戻ることは二度とできない。兄の迎えを受けた瞬間、ドリアテッサは本来の身分に戻ったのだ。生身の人間に戻った、といってもよい。

　だから、限りない感謝と憧憬を込めてあの場所を振り返り、心に焼き付けているのだろう。

　そのドリアテッサを、少し離れた場所からアーフラバーンが見つめている。それは、妹を見る目などでは決してない。命懸けで惚れた女を見る目だ。そのまなざしを、伯爵は隠そうともしていない。

　この数日で、バルドは知った。

　アーフラバーンは、女としてドリアテッサを愛している。だが、ドリアテッサは、父を同じくする兄であるアーフラバーンの恋情に、嫌悪を感じている。母が違っても父が同じでは、どこの神官も決して結婚は認めないだろう。世間もその関係を正しいものとはみない。

　何代か前のゴリオラ皇王が、妹を愛し、そのあいだに出来た子を正妃の子にしたて、帝位を継がせたことは有名だ。そしてまた、帝位を継いでわずか半年後に有力貴族の反乱で若年の皇王が殺され、危うく皇統が絶えるところだったのも、同じく有名だ。

　実の兄の愛に身を委ねれば、日陰の道を歩むしかない。

　それでもドリアテッサの安寧を守り抜く権力と財力と覚悟を、アーフラバーンは持っているのだろう。誰はばかることなく、堂々と妹に対する思慕を体全体で表現しているアーフラバーンが、バルドの目にはまぶしくみえた。

　許されぬ恋を貫くのも、よい。

　それも英傑の生き方の一つではないか。

　バルド自身は、そういう生き方はできなかった。だから、それを望む者を応援したい気持ちがある。

　ただし、ドリアテッサは、バルドのみるところそれを望んでいない。

　このように気付いてみると、今まで不審に思っていた多くのことがふに落ちた。

　ジュルチャガは、水煙の向こうのフューザを眺めながら、何かをもしゃもしゃ食べている。バルドは小さな怒りを感じて、歩み寄った。

「こらっ。ジュルチャガ。お前、まだ油ゆでを持っておったなっ」

「えっ？　やだなあ、旦那。ちがうよー。これはね、もう身の残ってない骨だよ。包んでた笹に、ちょびっと塩が残っててね。くっつけてしゃぶるとおいしいんだ」

　ジュルチャガとは泊まる宿も違い食事の場も違ったから、船に乗るまで顔を合わせなかった。

　出航してから、

「もう冷えちゃったけど、こんなの食べる？」

　と言って差し出したのは、ポド芋をざく切りにしたものと、コルコルドゥルの骨付き肉だった。冷えてはいたが、何かしら食欲をそそる匂いがした。

　食べてみて驚いた。

　何ともうまい。食べたことのない、しかしどこかで知っているような料理法だ。聞いてみてもう一度驚いた。なんとこの料理は、水を沸かしてゆでる代わりに、油を沸かしてゆでたのだというのだ。

　辺境では油は貴重品だ。武具を始めさまざまな道具の手入れに、明かりに、調薬に、傷の手当てにと、その用途は広い。リンツなどでは魚から採れる油も使うが、バルドがよく知っている油は、いずれも木や草から採るものだ。ランプに使えばあっというまに備蓄を使い果たしてしまうから、室内でもできるだけ松たい明まつで明かりを採り、それも使わずにすめば使わないようにしていた。

　料理にももちろん油を使うことはあるが、湯の代わりに油を使ってゆでるとは、なんたる贅ぜい沢たくか。砦で凍える冬には羊イーメラの脂を沸かして飲んだことはあるが、油で食材をゆでるという発想はなかった。相当に新鮮で、混ざりもののない、質のよい油をたっぷりと使うのだろう。

「やだなあ。途中、峠からボーバードを見たじゃん。ほら。黄色い花のじゅうたんが広がってたでしょ。あれ、チャリアの花だよ。ボーバードはチャリアの大産地なんだ。だから、チャリア油が、そりゃもう山のようにとれるんだ。あそこじゃ平民でも油は安く買えるから、油をたっぷり使った料理がたーくさんあるんだって。とーぜん、この津にも油はたっぷり来るからね。これ、街の屋台で売ってたんだよ。あつあつのときは、そりゃもう死ぬほどおいしかった」

　──うまい。

　食べれば食べるほど、うまい。芋のほうは、たぶん塩をかけただけだが、これがうまい。コルコルドゥルのほうは、何かたれに漬け込んでから油ゆでしてあるが、これは未知の味わいだ。

　この油ゆでという調理法は、素材の香ばしさを引き立てる。少し鼻に入れただけで腹が空いてたまらなくなるような香りが、コルコルドゥルからただよってくる。べたべたした感じなど少しもなく、ぎゅっとうまみが凝縮されたような味だ。

　──くそっ、ジュルチャガめ。一人でこんなうまい物を。

「しかし、どうしてこんなうまい物が、わしたちの料理には出なかったのじゃ」

「いや、だから。この辺じゃ、油ゆではありふれた料理なんだって。旅籠はたごには賓客の料理に使えるほど上等の油がなかったらしいって、騎士の人が言ってた」

「帰るぞ、ジュルチャガ」

「ええっ？　帰るって、どこへ？」

「ヒマヤへじゃ」

「まさか、油ゆでを食べに？」

「そうじゃ」

「いや、そんなむちゃな。あるから。オーヴァの向こうにも油ゆではあるから。ゴリオラ皇国にもあるから」

「本当か？」

「ほんと、ほんと。おいらの情報を信用してよ」

「本当に本当か？」

「ほんとだってば」

　というような会話を先ほどしたところだったのだ。

　船べりで景色を見ていたドリアテッサが振り返った。ヒマヤでゆっくり湯につかり、髪に油も乗せた。肌も化粧し、唇には紅が引いてある。とがった顎。りりしい目鼻。男性的な装いが、逆に女としての美しさを引き立てている。

　──このおなごを見ると胸がざわつく。なぜじゃろうか。

　びゅうと強い風が吹いた。風は髪留めから髪を引き抜き、右半分の髪だけが前方に吹き流された。

　匂い立つような色香が、一瞬はじけた。
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　まずいことになったらしい。

　一行は、無事オーヴァを渡り、対岸の津であるトライに着いた。トライはゴリオラ皇国が作った街なのだが、皇都からは遠すぎて、事実上自治領のようになっている。ゴリオラの辺境騎士団が定期的に巡回しているというが、パルザム王国の辺境騎士団もここに買い物に来るらしい。

　今回アーフラバーン伯爵は、金と権力で無理やり船を仕立てたが、そのため、本来ならヒマヤから運ばれていたはずの油あぶら樽だるが、三日遅れることになった。その油樽の買い手は、パルザムの辺境騎士団だった。むろんそれは承知の上でやったことではある。謝罪金を持って部下をあいさつにやれば、それで丸く収まるとアーフラバーンは考えていた。何しろ船の運航というものは天候次第のものでもあるし、三、四日荷が遅れることなどは珍しくもないからだ。

　ところが、なんと先方は騎士団長自身が来ているとのことだった。相手の爵位は伯爵で、辺境騎士団長であるうえ、王都に上って留守中のガドゥーシャ辺境侯の全権代理でもある。つまり、アーフラバーンと爵位は同じで、職位はあちらがはるかに上、ということになる。新任の騎士団長であるため、視察がてら来たらしい。アーフラバーン伯爵は、自ら謝罪するため相手を訪ねなければならない。

　という話をしていたところに、先方の騎士団長が訪ねてきた。その相手の顔をバルドは知っていた。向こうもこちらを覚えていて、話しかけてきた。

「バルド・ローエン卿！　ここでお会いできるとは、まさしく星ザイ神エンのお導き」

　ザイフェルト・ボーエンだった。

　かつてパルザム王の勅使の随行をしていた練達の騎士だ。勅使の病気をバルドが手当てしたのが機縁となり、友ゆう誼ぎを結んだ。ともにカルドス・コエンデラを謀った同志でもある。

　それにしても、アーフラバーン伯爵より先にバルドに話しかけるのは、相当に礼を失した振る舞いだ。そうバルドは思ったのだが、むろんザイフェルトはうかつな人間ではない。

　アーフラバーンは身分と名を名乗ってあいさつをし、油が遅延する件についてわびを述べた。

「ははは。おかげで部下たちが、三日間の休暇ができたと喜んでござる。ところでバルド・ローエン卿がご一緒のわけをお聞きしてよろしいか」

「バルド・ローエン卿はわが妹の恩人ゆえ、皇都にお連れして歓待いたす所存」

　アーフラバーンがそう答えると、ザイフェルトは驚くべきことを言い出した。

「このたび飛ひ燕えん宮きゅうのあるじとなられたおかたの師し父ふたるバルド・ローエン卿は、わが国に大いなる貢献をなされた。ついては、バルド・ローエン卿を賓客として王都にお招きする旨、王陛下はそれがしに命を下されたのでござる。フューザに向けて放浪の旅に赴かれたと聞き、捜索の段取りを付け始めておったところなのです。客を奪うようで恐縮にござるが、勅命ゆえ、バルド・ローエン卿は、こちらでご案内つかまつる」

　こう言われてみれば、弱みもあるし、アーフラバーンには言い返しようもない。

　先ほどまずバルドに話しかけたのも、パルザム王国にとってはアーフラバーンよりバルドのほうが格上として扱われる、ということをあえて示したのだろう。そうなると、いよいよアーフラバーンはバルドの行動に注文をつけにくい。

「む、む。いたしかたござらん」

「お聞き届けいただき、御礼申し上げる。バルド殿、そういうわけですので、ご同行いただけますかな。まずはパルザム王国辺境騎士団の根拠地たるロードヴァン城にご案内いたす。そこで王都と連絡を取ります」

「ふうむ。どうも妙な成り行きじゃな。しかしこれも神々のお導きか。とりあえずはザイフェルト殿の言われるとおりにしますわい。ところで飛燕宮とは何のことかな」

「ああ、これは失礼しました。バルド殿がご存じないのも無理はない。飛燕宮というのは王の継けい嗣したるかたの住まいです。ジュールラント殿下は今そこにお住まいなのです。正式に立太子されれば、同じ宮殿が紫し燕えん宮きゅうと呼ばれるようになります」

「パルザム王陛下に王子がおられたということについては、私もちらと噂うわさを聞いた。バルド殿はそのかたの師父にあたると言われたか」

「ティルゲリ伯。バルド殿はパルザム王のご継嗣たるジュールラント殿下の育ての親ともいうべきかた。騎士としての修業を指導なさり、騎士の誓いの導き手を務められたかたなのです」

「なんと。ただ者ではないと思っていたが、パルザム王陛下のご長子の傅ふにして騎士の誓いの導き手を任されるようなかただったとは。むむ。バルド殿。ここでお別れするのは残念至極。用務が済まれたら、必ずやゴリオラ皇国の皇都にファファーレン侯爵家をお訪ねあれ。必ずですぞ。毛皮の代金は、ロードヴァン城にお届けする」

　意外な成り行きになったが、バルドはほっとしていた。ゴリオラ皇国の皇都とやらで位の高い貴族たちとまみえるのは、どうにも気が進まないことだったのだ。それに対して、パルザム王国の王都を訪ねてジュールランの近況を確かめるのは、悪くない。悪くないどころか楽しみだ。

　──やれやれ。アーフラバーンは気持ちのよい男じゃが、どうも皇都行きは気が進まなんだ。これでくつろいだわい。

　そう思いながら、ふと振り返った。

　ドリアテッサが物悲しげな目でバルドを見ている。

《あなたは私を見捨てるのですか》

　その目線がそう語っている。

　胸が詰まる思いがして、バルドは思わずこう言ってしまった。

「ドリアテッサ殿。ジュルチャガをあなたに随行させる。何か連絡があれば、ジュルチャガにお言いつけなされ」

　ドリアテッサの顔が明るく輝いた。

　ジュルチャガは、分かったとばかりにうなずいた。
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「やあ。こうして再びバルド殿と酒を酌み交わせるとは、実に愉快。ザルコス卿もカーズ殿も遠慮なく杯を干されよ。湖のほとりでお別れして以来ですな。あれからコエンデラの城に行ったが、事の成り行きが、いちいちバルド殿の予測通り。何も知らずに行っておったら、あそこで死なねばならなんだ。貴殿は恩人です」

「ご壮健そうで何よりじゃ。そういえば、伯爵に叙されたとか。おめでとうござる。しかも辺境騎士団長にご就任か。これは言葉遣いも改めねばなりませんな」

「ははは。それをいわれるなら、貴殿は王子殿下の師にして王陛下の貴賓。しかし拙者も堅苦しいのは苦手ですから、以前のままの言葉遣いでお願いしたい」

「それは助かる。バリ・トード殿もお変わりないかな」

「お元気です。上級司祭に進まれましたぞ。それから正式に枢密院のメンバーに任じられました。これまでも王の私的な顧問という扱いだったのですが、いよいよ国政に関わっていかれることになります。孤児院経営も相変わらず続けておられます」

「そうか。ご活躍なのじゃな。それは何より」

「ところで、先ほどティルゲリ伯爵と同行された下げ人にんに見覚えがあるのですが」

「ははは。気付かれたか。ジュルチャガじゃ」

「やはり。〈腐肉あさりゴーラチェーザラ〉のジュルチャガでしたか」

「ザイフェルト殿は記憶がよいのう」

「伯父御おじご。〈腐肉あさり〉とは何のことですかな」

「いや、ゴドン。ジュルチャガのあだ名じゃ」

「ほう。ジュルチャガにそんなあだ名が」

「バルド殿。なぜあの男がバルド殿のご一行に同行を？」

「いや。妙な成り行きでな。しかし、あのジュルチャガ。素晴らしく能力の高い男でのう」

「ほう」

「うむ。偵察に交渉に伝令、それに探索。どれも一流、いや超一流といってよい」

「それほどの者なのですか」

　そう言いながらもザイフェルトはあまり感心した様子ではない。おそらく、ザイフェルトの立場からすれば、能力はどうあれ盗賊あがりの者を手元におくことに嫌悪感があるのだろう。そうと察したバルドは、話題を変えることにした。

「ところで、ザイフェルト殿」

「はい。何でしょうか」

「ごちそうしてもらっている立場で、はなはだ言いにくいことなのじゃが」

「ははは。何かご注文ですか。バルド殿は食通でいらっしゃるから。何でも申しつけてください」

「油ゆではないかのう」

「油ゆで？」

「そうじゃ。湯でゆでる代わりに油でゆでる料理じゃ。ヒマヤでは、コルコルドゥルの油ゆでや、ポド芋の油ゆでが作られておった」

「ああ！　揚げ物スクークのことですね」

「スクークというのか」

「ええ。パルザムでも王都ではありふれた料理ですよ。しかしなかなか奥深い調理法でもあります」

「ほうほう」

「コルコルドゥルの油ゆでやポド芋の油ゆでも、王都にはあります。いささか庶民的な料理ですな」

「はは、そうか。ヒマヤでも屋台で売られていたそうじゃ」

「わが辺境騎士団では油は貴重品なので、あまり揚げ物は出しません。しかしバルド殿のためなら、ご用意させていただきますぞ。とにかく今ここで揚げ物が用意できるかどうか、聞きにやらせます」

　従卒が使いに走り、カスゴの揚げ物ならできます、という答えを得て帰って来た。

　これを聞いてバルドは内心がっかりした。コルコルドゥルのたっぷりの柔らかな肉の揚げ物が食べたくてしかたなかったのだ。カスゴはオーヴァで獲とれる小魚である。煮て食べるほか、干して保存食にする。が、小骨が多いしそううまい魚というわけでもない。しかし、それしかないとすればそれを食べるほかない。

「おお。そうかの。では、そのカスゴのスクークを頂きたい」

「かしこまりました、バルド殿。おい、たっぷりのカスゴを持って来るんだ」

「はっ」

　──いや。そんなにたっぷりはいらん。

　バルドの内心の声を無視して大皿いっぱいのカスゴが運ばれたのは、意外なほど短い待ち時間のあとだった。持ち込まれた皿の大きさと、カスゴの盛りの多さに目をむいたバルドだが、その次の瞬間、バルドの鼻をえもいわれぬ香気が刺激した。

「おおっ。これはなんともよい香りですなあ、伯父御。ワイン・ヴィネガーが温められた香りですかな」

　そうだ。これはワイン・ヴィネガーが熱せられた香りだ。ただし沸騰するほどではなく、軽く温められた香りである。鼻の奥を心地よく直撃し、非常に食欲をかき立てる香りだ。

　皿がテーブルに置かれた。バルドの真ん前である。大量のカスゴが油ゆでにされている。が、何かがカスゴを覆っている。そしてワイン・ヴィネガーに浸され、トルチの葉を刻んだものが振り掛けられている。

　香りに誘われるように、バルドはカスゴのスクークを口に運んだ。

　──おお！

　それは未体験の味だった。舌の上に乗ったカスゴには、予想されたぬめりはなく、さらっとした食感である。歯で身をかめば、さくっとした手応えのあと、身は小気味よくかみ切れた。そしてうまみの汁が口の中にあふれる。このときバルドには、カスゴにまぶしてある物の正体がわかった。小麦粉だ。小麦粉をまぶして油ゆでにしてあるのだ。そのことによって香ばしさが増すとともに、舌触りに面白みが加わっている。おそらくうまみを封じ込める効果もある。

　それに何より口の中からあふれ出しそうな、この酸味！

　ワイン・ヴィネガーに少しの甘みが加えられていて強い酸味が嫌みにはならないのだが、かみしめれば鼻から酸味のある空気が漏れていくような気さえする。バルドは思わず目を閉じて、この強烈なうまさを味わった。

　しばらくののち、口の中に残ったカスゴの身をかみ砕いていく。不思議なことに、小骨は少しもバルドの口の中を傷つけない。さくさくぱりぱりと、砕けていく。その砕けた小骨の一片にさえ、香ばしさがまとわりついているようで、身の柔らかさに対して好適なアクセントとなっている。

　──これがカスゴじゃと？　しかし確かに見た目はカスゴじゃ。うむむ。

　次にバルドは三匹ほどのカスゴをまとめて口の中に放り込んだ。有無を言わせずかみ砕く。

　──おおおおお！

　かみ砕く、ということがこれほど気持ちよいことであったとは。おそらくただカスゴをスクークにしただけなら、やはりひれやら骨やらが口に痛みを与えたにちがいない。だがワイン・ヴィネガーに漬け込むことによって油ゆでされたひれや骨はじんわりと柔らかくなり、軽く押しつぶしただけでぱりぱりと割れてゆくのだ。

　驚くべきは、生臭さがまったく感じられない、ということだ。そうだ。コルコルドゥルの油ゆでもそうだった。スクークという調理法には、生臭さをかき消してしまう効果があるらしい。柔らかい身もほどよく引き締まっていて、これなら何匹、いや何百匹でも食べられそうだ。

　振り掛けられた細切れのトルチの葉がまたよい。スクークの油けと、ワイン・ヴィネガーの酸味とほどよく調和して、油臭さが鼻につくのを防ぐとともに、味を引き締めている。それと、よく見れば黄色い野菜か薬味がまぶしてある。これが、時折感じるぴりっとした辛みの正体だろう。

「おおおおっ。うまいっ。うまいぞー」

　ゴドンが大声で感激している。

「お気にめしたようで、大いに結構。しかし確かにこのカスゴのスクークはいけますな。新鮮なのがよいのでしょう。出来たてで温かいのがまたいいですな。うむ。これにはワインよりエールが合いそうだ。おい、エールを持って来い。よく冷えたやつだぞ」

「はっ」

　わしはこのワインでよい、とバルドは思ったが、口にはしなかった。ホストであるザイフェルトの好意を無にするようなことはしたくなかったのだ。正直エールは好きではない。喉の奥に引っ掛かって焦げ臭さを感じさせるかのような、あのきつい後味が嫌なのだ。ほかに何も飲む物がないときには喜んで飲むが、あの独特の癖はせっかくのカスゴの油ゆでのうまさを損ねるような気がした。

　だが従卒が運んできた取っ手付きの大カップにそそがれたエールは、いかにもうまそうだ。しゅうしゅうと泡を立てているのもよい。どうもこれはバルドの知っているエールとは違うようである。カップを持ち上げ、エールを口に当てたバルドは驚いた。

　──冷たい！　冷たいではないか。

　井戸で冷やしたのだろうか。そのエールは心地よい温度に冷えていた。思わずエールを口に入れた。一口を口に入れると、もうあとは止まらなかった。ごくごく、ごくごくと、息もつかせずエールを喉に流し込んでいく。喉ごしの気持ちよいことはたとえるものもない。結局バルドは、大カップいっぱいのエールを、ひと息で飲み干してしまった。

「おおお！　バルド殿。実にお見事な飲みっぷり。おい、もう一杯エールを持って来るんだ」

「はいっ」

「ぶはあっ」

　隣ではゴドンが、やはりひと息でエールを飲み干していた。

「おい、一杯ではなく二杯だ。いや」

　バルドの右隣では、カーズが静かに大カップを干して、さりげなく空のカップを目の前にかざしていた。

「三杯だ。大急ぎでエールを三杯追加だ。よく冷えたやつだぞ」

「はいっ」
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　夕食のあと、バルドはザイフェルトと二人きりで蒸留酒を飲みながら話をした。

「カルドス・コエンデラが王都に招かれたそうじゃな」

「ずいぶん遠くに旅しておられたのに、よくご存じですね。その通りです」

「表向きの要件は、大領主就任の祝いと、臣従の誓い、および功績への報奨じゃったとか」

「その通りです。これは驚いた。どうやってお知りになったのですか」

「ジュルチャガがリンツ伯から聞いてきてくれたのじゃ」

「ほう。あの者が」

「ザイフェルト殿。御おん身みらがゼオンを連れてパルザムの王都に旅立ったあと、わしはコエンデラの城を訪れ、カルドスのやつに真実を告げたのじゃ」

「はい。打ち合わせの通りですな。いや、そのときのきゃつの顔を見てみたかった」

　ゼオンはカルドスの長男で正妃の息子である。カルドスはこのゼオンこそがウェンデルラント王の王子であるジュールランである、と噓うそをついた。その噓にしたがえば、アイドラがテルシア家で養育したジュールランは実はゼオンであったということになる。

　カルドスがそういう噓をつくだろうということは、あらかじめバルドがバリ・トード一行に教えていた。だからザイフェルトはカルドスが並べ立てた言葉が真っ赤な噓であると知りながら、その言葉を黙って聞いていたことになる。まことしやかなカルドスの弁舌は、ザイフェルトの胸中にさぞ不快な思いをかき立てただろう。

「あとでやつを王都に招くということを知っていたら、そんなことはしなかったのじゃがな。カルドスは陰謀が破れたことを知っておったから、やすやすと招待には応じなかったのではないかのう」

　ウェンデルラント王の手元には、ジュールランが赤子のときに写し取った指印があるはずであり、王都に着いたゼオンはただちに指印を取られ、両者の照合がなされたはずである。ゼオンが偽物であることはただちに明らかとなり、王の長子を騙かたった罪を問われることになる。バルドからそれを聞いたカルドスは、自分もまた罪をまぬがれぬことを悟ったのである。

「ははは。ご懸念には及びません。カルドスを迎えに行ったのは誰かご存じですかな」

「いや、知らんのう」

「バリ・トード上級司祭ですよ」

「なんとの」

「そして伯爵に叙せられた私も同行しました。三十人の騎士を率いて」

　パルザム王国の王直属の正規騎士三十人。それはすさまじい戦力だ。おそらく従卒らも同行したろうから、百人を超える兵力であったはずである。コエンデラ家といえど、容易に戦える相手ではない。しかもこの兵力に戦いを仕掛けるということは、パルザム王国を正面から敵に回すということなのである。

「バリ・トード上級司祭はカルドスに言いました。大領主就任の祝いと、臣従の誓い、および功績への報奨のため、パルザム王陛下が貴卿をお招きである、と」

「カルドスは反抗せなんだのか」

「はい。ふぬけのようでした。バリ・トード上級司祭はさらに言いました。王陛下は貴卿から受けた恩をお忘れではない。そのお慈悲にすがるよりありませんぞ、と」

「ふむ」

「結局カルドスは何の駆け引きをするでもなく、われらが用意した馬車に乗って王都にやって来たのです」

　結局カルドスは、自分の命より家の存続を優先したのだ。パルザム側は、このたびの招しょう聘へいは大領主就任の祝いと、臣従の誓い、および功績への報奨のためだと言い切っている。つまり大領主領におけるコエンデラ家の顔は取りあえず立てる、という構えである。ここでコエンデラの罪を声高に言い立てられたのでは、コエンデラ家は非道を行ってパルザム王国と敵対関係に陥ったと東部辺境一帯でみなされることになる。それではコエンデラ家は破滅するしかない。この招聘に応じれば、カルドス自身はどんな刑罰を受けるか分からないが、家の存続には希望が残る。

「着くなりカルドスは玉座の間に招き入れられ、王陛下への拝はい謁えつを許されました。これは破格の扱いです」

「ほう」

「陛下は玉座から降り、カルドスの手を取って、力なき王子であったころの余をなんじがかくまい、屋敷を与えてくれた恩義は忘れぬ、と仰せになりました。私もその場にいたのです。これまた手厚い扱いといえましょう」

「そうか。三十年ぶりの対面ということになるのじゃったかな」

　このときバルドは正確に計算したわけではなかったが、あとで考えるとまさしくちょうど三十年ぶりにウェンデルラント王とカルドスは顔を合わせたことになる。

「陛下はさらに、なんじが婚約者を惜しげもなく余に譲ってくれた恩もまた忘れぬ、と仰せでした」

「その感謝は王のご本心であろうなあ」

「はい。恩は恩であり、王陛下がカルドスから多大な恩義を受けたという事実は、たとえそのあとカルドスがどれほどの非道を働こうとも、なかったことにはならないのです。現にカルドスが譲った姫から陛下の唯一のお子様がご誕生になっているのですから、カルドスは国の恩人です。陛下はカルドスに破格の感謝をみせることで、恩義には礼をもって返すという節義をお示しになられたのです」

「そして、どれほどの恩義があろうとも、カルドスの犯した罪もまた、なかったことにはならん」

「その通りです。その場で臣従の誓いがなされ、カルドスはジグエンツァ大領主に任じられ、さらに伯爵への叙爵が行われました。祝いに銀の鎧よろいが贈られました」

「ははは。カルドスはそれを心から喜ぶというわけにはいかなんだろうのう」

「その夜はツルネム伯爵が王陛下に代わってカルドスをもてなしました。非常に豪華な晩ばん餐さんであったと聞いています。その席でカルドスは、先に王都に着いたゼオンがどうしているかをしきりに気にしていたそうです」

　ゼオンがどの程度の罪に問われるか、ということがカルドスの命運ともつながっている。おそらくカルドスは、ゼオンがとうに処刑されているにちがいない、と思っていたのではないか。

「ツルネム伯爵は答えました。ゼオン殿の処遇は明日発表される。貴殿もその場に同席されるのだと」

　ゼオンがまだ生きているという事実は、カルドスに希望を与えただろう。コエンデラ家には罪がある。しかし功績もある。この二つのどちらが大きいかが、処遇の判定を左右する。王が旧恩に感謝した手厚さからいえば、最悪の事態にはならないのではないか、と思ったかもしれない。

「翌日、陛下ご自身がゼオンを裁かれました。われこそパルザム王の長子ジュールラントなりと名乗ってぬけぬけと王都にのぼり、余に面と向かって息子であると名乗りを上げたが、ゼオンがジュールラントとまったくの別人であることは、指印の照合により明らかである。その罪はいわば虚偽によって国を盗もうとしたにひとしい。神々を欺く許し難い最悪の罪である。四十人裂きの刑に処す、と。そしてただちに王宮の前庭で刑が執行されました」

「四十人裂きというのはどんな刑罰なのじゃ」

「奴隷十人ずつが四本の綱を四方から引くのです。綱は刑を受ける者の四肢にくくりつけてあるのです」

「それじゃと、手足の一、二本はちぎれても命は助かるのではないか」

「胴体は地に打ち込んだ大杭に結わえ付けられていますから、必ず死にます。もっとも、手足がちぎれるまえに心の臓が止まってしまうことが多いようです」

「田舎育ちのわしにはひどく残虐な刑に思えるが、多いようですということは、そんな刑がしょっちゅう行われておるのかの」

「いえ。私も見たのは初めてです。聞き伝えですよ」

　パルザムは文化の香り高き国であるという。その王都で行われるにしては、あまりに血なまぐさい刑だ。しかし逆に、大国であるがゆえに、重い罪には手厳しい罰を与えなければ国の引き締めができないのかもしれない。

「カルドスにはとてつもない衝撃じゃったろうなあ」

「死人のような顔でした。そのあと王陛下はその場で、つまり大勢の人々が集まっている王宮の前庭で、カルドスの罪をお裁きになったのです」

　公開裁判にしたということは、その罪を広く知らしめるということである。つまり王にはカルドスとその一族が再び浮き上がることを許さない怒りがあったということだ。

「まず王陛下は、カルドスの罪を並べ立てられました。辺境侯を通じて渡されたアイドラ姫の生活費とジュールラント王子の養育費を三十年にわたって着服した罪。アイドラ姫とジュールラント王子をテルシア家に送り返し、パルザムの王子の妻と長子にふさわしい待遇を受ける機会を奪った罪。アイドラ姫とジュールラント王子の住むパクラを数次にわたって攻めることにより、その命を危険にさらした罪。アイドラ姫に宛てた陛下からの親書を勝手に開封し、返書を捏ねつ造ぞうした罪。自分の息子をジュールラント王子に仕立て上げ、まことしやかに勅使に対して虚偽の説明をなした罪。そしてさらに、ウェンデルラント王からアイドラ姫に宛てた連絡を遮断し続けることにより、王の愛の変わらざることと、姫とジュールラントをパルザム王の妃と長子として遇するという栄誉をお受けなさることをアイドラ姫が知る機会を永遠に失わせしめた罪」

　そうだ。最後に述べられた罪こそが、実は最も重い。アイドラは、毅然とした態度の奥で、どれほどの不安を抱えていたろうか。なにしろ三十年のあいだまったく連絡はなかったのだ。たった一片の手紙でよい。ウェンデルラントがアイドラとジュールランへの変わらぬ愛を誓ったならば、どれほどアイドラは喜び励まされたことか。

　結局ジュールランがパルザムの王子となるという未来を知る由もないまま、アイドラはこの世を去った。だが罪はカルドスにのみあるのではない。むしろウェンデルラント王にこそその罪はある、とバルドは思う。本当に愛していたのなら、その愛を伝えるべきだった。その方法も時間もいくらでもあったはずなのだ。

　──したり顔をしてカルドスを裁いたウェンデルラント王をこそ、わしは四十人裂きの刑にしてやりたいわい。

「続けて王陛下は仰せになりました。しかしながらコエンデラ伯爵に、余は絶大な恩義がある。その恩義のゆえに、命は奪わぬ。王都に屋敷を与える。余の相談役として王都にとどまれ。ただし屋敷からの外出は許さぬ。客が屋敷を訪れることも許さぬ。爵位は一代限りとする、と」

　つまり死ぬまで幽閉するということだろう。

「さらに王陛下は仰せでした。ジグエンツァ大領主の地位は取り上げる。また、今後コエンデラ家の者がその地位に就くことは永遠に禁ずる。コエンデラ家は着服した金きん子すを今後三十年間にわたって返却することとする」

　ああ。

　コエンデラ家の野望は完全についえたのだ。テルシア家の安泰も大きく約束されたといってよい。その事実に、バルドは心の深い所で安あん堵どを覚えた。

　ゼオンが受けた刑はむごいものであり、カルドスの受けた罰もカルドス自身の立場に立ってみれば決して軽いものではない。息子を目の前で八つ裂きにされたカルドスは、いったいどんな思いがしたことか。

　だがバルドにはいささかの同情の念も湧いてこなかった。彼らのしてきたこと、それによりテルシアの騎士たちが、アイドラが苦しめられてきたことを思えば、当然の報いが彼らに降りかかったのだと思えたのである。カルドスのことを思い出せば、今でもバルドの心には怒りの炎が燃え上がる。この気持ちは、おそらく死ぬまでなくならないだろう。なくすべきだとも思えなかった。
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「ところでザイフェルト殿」

「はい」

「貴殿はジュールランのことを、ジュールラント、と呼ぶのう。なぜじゃ」

「ああ。これはパルザム王家独特の伝統なのです。名前の末尾がランかエンで終わる男子のみ、トを加えて呼ぶのです」

「ほう。そういう慣習があるのか」

　つまりジュールランの命名を行ったときから、ウェンデルラント王は心の中ではジュールラントと呼んでいたことになる。その命名自体が、パルザム王家の王子であることを宣言するものであったのだ。

「カルドスの招聘にわずかに遅れて、テルシア家には勅使が遣わされました。正使はネスタール侯爵で、副使はモッケド伯爵でした」

「はは。それははるばる田舎までご苦労さまじゃったな」

「ここだけの話ですが、お二人とも行く前はそう思っておられたようです。しかし実際にテルシア家を訪れて、城の造りが非常に立派であることと、何より領主ご一家の威厳と品格に胸を打たれたそうです。これはモッケド伯爵から聞いたのですがね」

　城というものには、その地の文化が現れる。伝統のある城は、やはりたたずまいにも風格がある。その造りや機能性、防御構造や調度にまで、長年のあいだに培われた格式というものが現れるものなのである。テルシア家の城は、その伝統においては中原の大国にも劣りはしない。

「それに何よりジュールラント殿下ご自身の泰然として英えい邁まいなご様子に、二人はすっかり感銘を受け、王都に帰着するころには、すっかり臣下のようにかしずいていたというのです。いや、臣下にはちがいないのですがな」

　そうだろう。ジュールランはあんな田舎に置いておくのが不似合いなほどの威風をそなえている。以前から不思議だったのだ。パルザム王家の血筋だと知って、バルドはようやくふに落ちたのである。

「ご対面なさった王子殿下に、王陛下はただちに飛ひ燕えん宮きゅうに住むようお命じになられました。つまり王の後継者候補として遇するということです。そして、王陛下は、こうジュールラント殿下に仰せでした。ジグエンツァ大領主領の座はテルシア家に与えようと思うがどうか、と」

　バルドは驚いた。考えてみれば当然起きてきてよい話なのだが、テルシア家が大領主になるという発想は、バルドにはなかったのだ。だがこの話は名誉ではあるが、テルシア家にとって本当によいことなのかどうか。

「それは王子殿下を守り育ててこられたテルシア家に対する褒賞のようなものでしたから、居並ぶ重臣たちも、王陛下ご自身も、まさか王子殿下が反対をなさるとは夢にも思っておられなかったでしょう」

「ほう。ということは、ジュールランは反対したのか」

「はい。おそれながらそのお考えに疑義を挟む余地は残されておりましょうか、とおっしゃいました」

「はは。初めての王宮で大胆なことじゃ」

「まさにそうです。王陛下も驚かれて、何か不都合があるか、とご下問になられました」

「それにジュールランはどう答えたのかのう」

「こうです。テルシア家にとり大きな名誉であることは疑いもありませんが、大領主になれば広範囲の政治的責任が生じます。テルシア家の使命は大障壁の切れ目を守り、そこから湧き出てくる魔獣と、その魔獣の影響を受けた獣たちを討つことにこそあります。その第一の使命からすれば、大領主としての権限を持つことは、余分な仕事が増えるということでもあるのです。そう王子殿下は奏上なさいました」

「ふふ。ジュールランらしい。じゃがその意見はまったく正しい。王はどう仰せじゃったのか」

「はい。ふむう、魔獣を討って人間の世界を守るか、本当にそのような使命を果たし続ける一族がおったのじゃなあ、と仰せでした」

「では、結局大領主はどうなったのじゃ」

「王子殿下はさらに、こうおっしゃいました。目に見えた形で強い政治権力を握るということは、長期的にみれば使命の妨げとなるやもしれません。他家を支配したり領土を増やしたりすることに無関心で、ひたすら使命に奉仕する家であるという評判こそ、テルシア家が他家から尊敬され尊重される基盤となっているからでございます。それを聞かれて王陛下は、では誰を大領主にすればよいか、とご下問になられました」

「単刀直入じゃのう」

「王陛下は武人肌のご気性なのです。迂う遠えんに言葉を飾ることは好まれませぬ。王子殿下は、ノーラ家が適当と思われます、と即答なさいました」

「なに？　しかしノーラ家は滅びてしもうたぞ」

　ノーラ家は、長年大領主の座をコエンデラ家と争ってきた名家である。だがついにコエンデラ家はノーラ家を滅ぼし、当主始め一族をことごとく殺し尽くし、大領主を名乗った。それがそもそもバルドがテルシア家を辞して放浪の旅に出るきっかけとなったのだ。

「前ノーラ家当主の末子がパクラに逃げ込んだのだそうです。ジュールラント王子の建言により、テルシア家ではひそかにその末子をかくまっていたとか」

　それはバルドも知らなかった。バルドが旅に出てからあとのことだろうか。いや、たぶんそうではない。とすると、当時テルシア家筆頭騎士であったバルドにも内密に、事は運ばれたにちがいない。やるではないか、とバルドは笑みを浮かべた。

　続いてザイフェルトが語ったジュールランの上奏は、こういう内容だった。ノーラ家は、家格や歴史的経緯からすれば大領主にふさわしい家だし、親戚や朋友も多い。この状況で大領主に任じられれば、パルザム王国への忠誠は強固なものとなり、またテルシア家には強い恩義を感じるだろう。周囲の諸家もテルシアの高潔をますます知ることになる。

「王子殿下は、この件ではテルシア家は利を得ないことが最大の利を得ることになるのです、とおっしゃいました。それをお聞きになって王は大笑いをなさり、三名の騎士を呼んで、ジュールラント王子の指示に従い東部辺境の仕置きを行うようお命じになったのです」

　バルドは声を上げて笑った。

　──ジュールのやつ、やるわい。

「ジュールラント殿下は、まことに飲み込みが早く順応力が高くいらっしゃる。優秀な教育係たちを付けられたのですが、彼らをうまく使って周囲になじみ信頼を集めておられます。こう申し上げては何ですが、生まれたときから王宮にいたかのように振る舞っておられますよ」

「はっはっは。それでこそジュールランじゃ」

　バルドはひどく誇らしい気持ちになった。

「それはそうと、ザイフェルト殿」

「はい。何でしょうかな」

「来年四月に、貴殿が守るロードヴァン城で、辺境競武会が行われるとか」

「はい」

「できれば観戦したいのじゃがのう」

　バルドはドリアテッサから、辺境競武会が主催者と出場者のみで行われ観戦が禁止されていると聞いてはいたが、軽い気持ちで打診したのである。しかし実のところ、この観戦禁止は両国で厳密に守られており、出場者以外が試合を見たければ、出場者の従者となるか、主催者の随行となる以外になかった。だからバルドの申し出は、無理難題といってよいものだったのである。ところがザイフェルトは口の端を持ち上げてにやりと笑い、こう答えた。

「ほかならぬバルド殿のことですからな。何とかなりそうな気がします。しかるべき筋と相談してみましょう」

「造ぞう作さをかけるのう」
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　気になっていたことがことごとくよい方向に向かっていたことが分かり、バルドは上機嫌になった。そんなバルドと話すのが楽しいのか、ザイフェルトも杯を重ね、二人は夜の更けるのも忘れて話に興じた。やがて話はザイフェルトの出自や経歴に及んだ。

　ザイフェルトの父はウジールという国の出身であるという。ウジールはパルザムのはるか南方にある国らしいが、バルドはその国の名を聞いた記憶はない。

　ザイフェルトの父は伯爵位を持っていた。軍を率いる才もあり、政治への見識も深かった。王太子に仕えて王太子領の経営に当たっていたという。

　ところが王の庶子の一人が、というよりその側近たちが陰謀を企て、王太子に無実の罪を着せて殺してしまった。これを知ったザイフェルトの父は、幼いザイフェルトを抱いて国から逃げた。

　王太子が謀殺されたのだから、軍勢を率いて悪人たちと戦うのが臣下としての務めである。しかしザイフェルトの父はその道は取らなかった。その道を取れば多くの人が死ぬ。もう王太子は返ってこないのだから、いたずらに国の力を弱めるべきでないと考えたのだ。

　また、戦いの道を選べば、裁定を下した王の過誤を糾弾することになる。王の権威が諸事情により弱まっていることもあり、これ以上国権を揺るがすようなことははばかられたのである。

　ザイフェルトの父はパルザム王国に逃げ込んだ。パルザムは以前から他国人でも優れた人材は進んで登用する方針を取っていた。また先々代の王が始めた軍制改革により、騎士ならば国軍に職を得ることができた。ただし新規採用の兵は、騎士階級の者といえど歩兵から始めなくてはならない。高位貴族であった者には、それは耐えられないような屈辱である。

　しかしザイフェルトの父は槍やり歩ほ兵へいとして王直轄軍に入隊した。その際には偽名を使った。そして数次の戦闘で頭角を現した。すると、当時下軍の正将であったクリニケという騎士が興味を持ち、ザイフェルトの父を自宅に招いて食事をふるまった。その席での会話で、クリニケはザイフェルトの父の見識に感銘を受けた。そして出自と身分を問いただした。品格からいってもただの武人ではありえないとみたのだ。

　果たしてザイフェルトの父の本名を、クリニケは知っていた。クリニケはパルザム王国南部に広大な領地を持つティンバルー男爵の三男であり、ザイフェルトの父の武名を聞き知っていたのである。クリニケの推挙により、ザイフェルトの父は、まず下軍の副将に任じられ、戦のたびに堅実な戦功を挙げ、上軍副将にまで取り立てられた。

　しかし位が上がれば嫉妬も買う。その地位は積み上げた手柄によるものであったが、他国人をむやみに重用しているとみる者もいた。彼らの冷たい目線を浴びながら、ザイフェルトの父は陰徳を積もうと心がけた。

　ザイフェルトも忍耐を覚えながら成長した。能力と忠誠は正しく評価されず、功績はかすめとられ、いわれのない批判を浴びた。だが、見えない功績は見える功績にまさるという父の教えを守って、ひたすらおのれを磨いた。

　無爵のまま壮年期を迎え、いわば日陰者だったウェンデルラント王子につけられた。

「それはあからさまな左遷でした。しかし私はその左遷で真のあるじに出会ったことを知ったのです」

　その後ウェンデルラント王子は地味だが重要な役目を果たし続け、武人たちの尊敬を勝ち取っていった。ザイフェルトも突撃隊長として武勲を重ね、国の浮沈を賭けた決戦でウェンデルラント王子とともに敵の本隊を打ち破り、勝利をもたらした。

　凱がい旋せんしたウェンデルラント王子は王位に就いたが、ザイフェルトへの褒賞は一時棚上げされた。低い身分のまま勅使の供としてオーヴァの東に派遣され、ジュールラント王子の消息を確認するという手柄を立てて、一気に伯爵に叙任されたのである。

　そして無事王子を王都に迎えたのち、辺境騎士団の団長に任じられた。

　その勲功は赫かく赫かくたるものなのだが、それが辺境騎士団の騎士たちにはおもしろくない。辺境の目立たない地で命懸けの働きをしても報いは少ない。彼らからみればザイフェルトは、君くん側そくで華々しく活躍していきなり伯爵位を得た要領のよい人間なのだ。

　辺境騎士団は地方の独立騎士団としてはパルザム王国でも最も規模が大きく、かつ勇猛果敢だが、やや独立独歩の気風が強すぎるところがある。先々代の王が始めた軍制改革にも非協力的で、その体質を変える使命を帯びて、ザイフェルトが騎士団長に就任した。これから団員たちの信頼を得ていかねばならないが、古参の団員たちの態度はかたくなで、何かと微妙な舵取りが要求される面があるという。

　──なるほど。大変じゃなあ。

　バルドはザイフェルトの境遇に同情した。と同時に、この武人の篤実さを非常に好ましく思った。こういう武人の尊敬を勝ち得ているのだから、ウェンデルラント王も凡庸な君主ではあり得ない。かの王はバルドを招いているという。その招きに応じれば、バルドはアイドラの夫であるところのウェンデルラント王と対面することになる。

　──そのときは覚悟しておれよ。

　バルドは心の中で、まだ見ぬパルザム国王に宣言した。
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　トライの街からロードヴァン城までは、八十刻里ほどある。その距離を一行、すなわちザイフェルトと従騎士二人、バルドとゴドンとカーズの六人は七日で駆け抜けた。

　オーヴァ川の西には広大な砂漠と草原が広がっており、東には山と森が広がっている。中央の国々では、その両方を指して、大陸東部辺境と呼ぶ。

　中央の国々のうち大陸東部辺境に接している国は、どこも辺境騎士団を持っていた。広大な辺境からわき出てくる魔獣、野獣、亜人から国を護るのがその使命だった。だから彼らは、辺境騎士団といいながら、オーヴァを越えてその東側に足を踏み入れることはない。

　バルドの常識では辺境とはオーヴァの東を指す。辺境騎士団の名は知っていたので、どうして辺境に来た話を聞かないのか不思議に思っていた。ザイフェルトの話を聞いてやっとわけが分かったのだった。

　そうした国々の辺境騎士団は次第に縮小され、あるいは消滅していった。

　一つには、時の流れとともに力を失い小さくなっていった国々では、辺境騎士団を維持できなくなっていったという事情がある。

　また、近年魔獣がオーヴァの西ではほとんどみられなくなったという事情もある。亜人たちの縄張りや移動のしかたもある程度分かってきたし、住み分けもできてきたから、大きな衝突は少なくなった。危険な野獣は狩り尽くされて数を減じた。

　さらにいえば、この百年ほどは大陸中央部の国同士での争いが続き、辺境へ関心を持つ余力がなかった、という事情もある。

　そうした中で、辺境騎士団を徐々に拡大してきた国もある。ゴリオラ皇国とパルザム王国である。この二国は次第に国力を高め、通商路の確保と資源獲得の可能性を探るため、辺境経営に手を伸ばしているのだという。

　辺境騎士団の盛衰は辺境競武会をみればよく分かる。辺境競武会は、辺境騎士団を持っている国々が武威を競う多国間競技であり、百年ほど前には八つの国の辺境騎士団が参加していたという。今は、ゴリオラ皇国とパルザム王国のみが参加している。

　ロードヴァン城はガドゥーシャ辺境侯の居城にしてパルザム辺境騎士団の本拠地だ。〈さいはての地ロードヴァン〉の名がいみじくも示しているように、王都からははるかに遠い。

　かつてパルザム辺境騎士団は辺境侯の私兵に近かった。しかし今ではその維持費は国庫から支出され、騎士団長の任免は王が直接行う。とはいえその活動は辺境侯の庇ひ護ご下かでなされるのだから、辺境侯は強い影響力を保持している。

　ガドゥーシャ侯爵は、枢密院の議席も父侯爵から引き継いでおり、その見識の高さから王の信頼も厚い。今も重要事項の諮問にあずかるため、王都に滞在している。

　城が見えてきた。

　近づくにつれ、単なる城というより城塞都市というべき規模を持っていることが明らかになった。

　一行は東門に向かったのだが、その東門が何やら騒がしい。城壁の上では兵たちが弓と石弓を構えている。門の前に、乗馬した騎士たちが二十人ほどいる。

　それと相あい対たいしているのは、巨大な羽なし鳥に乗った緑の巨人たち。

　ゲルカストだ。

　ゲルカストは亜人たちの中でも特に好戦的だ。彼らなりの理由から人間とはむやみに戦わないが、いざ戦うとなったら騎士五人で一人のゲルカストとやっと戦えるかどうかだといわれる。集団となったゲルカストは、さらに恐ろしい。ゲルカストが三十人いれば城でも落とせる、といわれるほどである。

　そのゲルカストが、およそ百人。手にはまがまがしい武器を持ち、今にも襲いかからんばかりの怒気をみなぎらせている。

　ザイフェルトは両者のあいだに割って入った。

「マイタルプ副団長。これは何の騒ぎか」

「団長閣下。よくぞお帰りを。この呪われた蛮人どもが、騎士の名誉をけがす言いがかりをつけてきたのです」

　騎士団の騎士が、ゲルカストをだまし討ちにしたので、引き渡すようにと彼らは要求しているのだという。

　ザイフェルトは、下馬してゲルカストのほうに歩み寄った。

「それがしは、この城をあずかる者、パルザム王国辺境騎士団長ザイフェルト・ボーエン」

　これに呼応して、ひときわ大柄なゲルカストが鳥から下りて前に出た。

「わしは、ンゲド・ゾイ・ヤンゼンゴ」

「ヤンゼンゴ殿。わが騎士団の騎士にご用とか」

「おぬしたちの暦で二か月前のこと。わが氏族のコマジエという者が、砂漠で行き倒れていた人間を助けた。人間は、パルザム辺境騎士団の騎士ガープラと名乗った。騎士ガープラは恩を仇で返した。眠っているコマジエの喉を突いて殺し、一緒にいた孫の左胸を突いたのだ。だが騎士ガープラは、ゲルカストが二つの心臓を持つことを知らなかったようだ。孫は瀕ひん死しの重傷を負ったものの生き延びて氏族のもとにたどりついた。そして族長代理たるわしに血の復ふく讐しゅうを託したのだ。イチェニケミ！」

　呼ばれて幼い女のゲルカストが歩み出た。そして自分の左胸を指さした。そこには生々しい傷痕があった。

　ザイフェルトは振り返って言った。

「マイタルプ副団長。騎士ガープラといえば、競武会の細剣部門の代表になった男だったな。今、どこにいる」

「団長殿！　まさか、この血に飢えた化け物どもに、仲間を売るおつもりか」

「黙れ！　騎士の名誉は堂々たる真実によってのみ守られる。騎士ガープラは、おのれの潔白を神々の前で証し立てねばならん。それを妨げる者は、何なん人びとたりとも許さん！」

　二人は厳しい顔でにらみ合った。

　ザイフェルトは、騎士マイタルプの斜め後ろの騎士に声をかけた。

「オネマ隊長。騎士ガープラを、ここへ」

　騎士オネマは一礼して城門に馬を走らせた。

　──なるほど、難しそうじゃのう。

　すでにパルザム辺境騎士団の抱える問題について多少の事情は聞いていたところである。また、ザイフェルト自身がよく思われておらず、古参の騎士とはことごとにぶつかっているということだった。さしずめ、この副団長である騎士マイタルプなどは、ザイフェルト嫌いの急先鋒というところだろうか。

　騎士オネマが、一人の騎士を伴って来た。その騎士の顔面は蒼白である。

「騎士ガープラか」

　その騎士は馬から下りて上官に対する礼容を取った。

「はっ」

「なんじは容易ならぬ嫌疑をかけられておる。ひざまずき宣誓せよ」

　騎士ガープラはザイフェルトの前にひざまずき、頭を垂れた。ザイフェルトは右手をその頭に当て、宣言した。

「正義と真実の神ヤンエロの名のもとに、騎士ザイフェルトが問う。騎士ガープラよ。祈誓せよ」

「誓います」

「よし。なんじは、このゲルカストの少女に見覚えはあるか」

　騎士ガープラは、頭を上げて幼いゲルカストを見た。その目には隠すべくもない恐れが浮かんでいる。

　見つめ返すゲルカストの少女の瞳には、炎が燃えさかっている。

「……あります」

　周りの騎士たちがざわめいた。

「騎士ガープラ。なんじは、恩義あるゲルカストを闇討ちした罪で告発された。知るところを誠実に述べ、身の証しを立てよ」

　騎士ガープラは、ぶるぶると震え、ずっと黙ったままだったが、やがてくずおれて、すすり泣きながら告白した。

「私は、私は。魔獣キージェルの首が欲しかったのです。競武会に出るためには、武勲が必要でした。西の砦の近くに魔獣が出たと聞いて。魔獣など、もう何十年も討伐した話は聞きません。魔獣の首さえあれば競武会に出られると思ったのです。ですが砂嵐に迷い、仲間とはぐれ、意識を失いました。気が付いたらコマジエ殿のテントの中で、イチェニケミ殿が手当てを。私はありがたくて。

　ところが、ふと思ったのです。

　ゲルカストは挑まれた決闘を決して避けない。そしてゲルカストを名誉ある決闘で一対一で破ったなら、魔獣を討ち取るにもひとしい武勲だと。この年老いたゲルカストになら、勝てるかもしれないと。

　ああ。ですが、ああ。

　夜中ふと寝ている二人を見たとき、私の心の中の悪魔がささやいたのです。今だ、殺せと。そして、ああ！　私は、二人を殺し、コマジエ殿の首を持ち帰りました。私はあのとき、狂っていたのです！」

　そのあとは嗚お咽えつが続き、言葉にならなかった。

　ザイフェルトは、騎士マイタルプに、そのゲルカストの首はどこにあるか、と訊いた。騎士マイタルプは、部下に命じて首を持って来させた。壺つぼから出された塩漬けの首を見て、イチェニケミは泣いてすがりついた。

　──これは大変なことになったわい。

　騎士団員の非道が明らかになった以上、ゲルカストの要求をはねつければ、騎士団全体が、ひいては国が名誉を失う。

　一方、亜人の武威を押し立てての要求に屈して団員の命を差し出したとあっては、ザイフェルトは騎士団の信頼を永久に失う。

　だがザイフェルトの顔には、少しの焦りも浮かんでいなかった。騎士ガープラが泣き止むのを待って、静かな、しかし毅然とした声で言った。

「騎士ガープラ。なんじは妖魔ギエルガノスに魅入られ、騎士として人として、許されざる行いをした。なんじはコマジエ殿とイチェニケミ殿に、言葉以上のものをもってわびねばならぬ。だが、最後の瞬間に正しい心を取り戻したのだから、裁きの剣に潔く身を委ねれば、なんじは名誉ある騎士として死ねる。なんじの遺族には、任務にあって死んだと伝えよう。言い残すことがあれば、言え」

　騎士ガープラは、兜かぶとを脱いで傍らに置き、落ち着いた声で言った。

「両親に、ご健康をお祈りしますと。団長。ありがとうございます」

　そして両手を組んで地につけ、首を差し出した。

　どうしてこのように従容として、騎士ガープラはおのれの処刑を受け入れたのだろう。涙を流して心が落ち着いたのか。それともザイフェルトの威風に接し、その感化を受けたのか。

　両方だろう、とバルドは思った。そしてまた、自分が卑怯なことをしたことに、この騎士は今日まで苦しんできたのであり、真実を告白できたことで安心を得たのだろう、と思った。

　とすれば、騎士ガープラは、本来は清廉潔白な青年であったのだろう。

　ザイフェルトは、すらりと剣を抜き、騎士ガープラの首を落とした。その剣は処刑用の剣でも決闘用の剣でもない。鎧よろいを着た騎士と戦うための騎士剣であり、刃は鈍く身は厚く重い。その騎士剣で、金属鎧から張り出した首覆いにかすらせもせず一撃で首を落としたのだ。しかも剣先は地に着く前にぴたりと止められた。ザイフェルトの業わざ前まえは尋常のものではない。それ以上に、この空気の中で平然とこれをやってのけた心しん胆たんのすわりかたはすさまじい。

　ザイフェルトは剣を従卒に渡して血を拭かせ、マントを脱いだ。脱いだマントで騎士ガープラの首を包んで騎士オネマに持たせ、ゲルカストたちのほうに向き直った。

「ヤンゼンゴ殿。ただ今騎士ガープラに身の証しを立てさせたところ、確かに告発の通りの罪を犯したことが明らかになった。よってわが剣がその罪を清めた。騎士ガープラは命をもってわびた。私もわびる。どうかこの謝罪をご受納あれ」

「騎士ザイフェルト。命をもってのつぐないは確かに見届けたと、祖先の霊に告げよう。その首をよこせ」

　緊張が走った。

　騎士団長は、騎士ガープラの首を蛮族どもに渡すのか。

　それとも騎士団員の首を守るのか。

　人間たちのすべてが、かたずを呑のんでザイフェルトの返答を待った。

「それは、できぬ。ンゲド・ヤンゼンゴ。決闘を申し込む。一対一の名誉ある決闘だ。私が勝ったら、貴殿の部下は、貴殿の首とコマジエ殿の首を持ち帰る。貴殿が勝ったら、私の首を持ち帰るがよい。部下の首は渡さぬ」

　ヤンゼンゴは、一瞬きょとんとして、それから哄こう笑しょうした。

　どれほどの武人であろうと、一対一で人間がゲルカストに敵かなうわけがない。まして相手は勇士ヤンゼンゴなのである。つまりザイフェルトは部下の首を守る代わりに自分の首を差し出すのだ。その酔狂ぶりと勇敢さを笑ったのだ。

　ただしその笑いにあざけりの響きはない。こうした行為は、ゲルカストの気質に適かなうものだ。そして決闘を挑まれることほどゲルカストが好くものはない。つまり笑うことによってヤンゼンゴは騎士団員の罪を許した、といってよい。

　ヤンゼンゴは笑いをやめ、ザイフェルトに返事をしようとした。だが、後ろのゲルカストたちがざわめいている。バルドを指さしながら、口々に何かを言い合っているのだ。ゲルカストたちは、激しい口調でヤンゼンゴに何事かを訴えた。

　ヤンゼンゴは、バルドのそばまでやってきて、腰に提さげた古代剣をじっと見た。

　いや、そうではない。その鞘さやを見たのだ。その鞘に縫い込められた文様を。

「人間。その鞘は、どこで手に入れた」

「友ゆう誼ぎを結んだゲルカストの勇士がわしのためにあつらえてくれたのじゃ」

「その勇士の、名は」

「ンゲド・ゾイ・エングダル」

　ゲルカストたちのあいだにざわめきが広がり、大騒ぎになった。手を上げてそれを鎮めると、ヤンゼンゴはバルドに訊きいた。

「どこで、会った」

「なぜそれを知りたがるのじゃ」

　ヤンゼンゴのすぐ後ろに来ていた大柄なゲルカストが、かみつくように叫んだ。

「そんなことは貴様の知ったことではない！　質問に答えろっ」

　ヤンゼンゴのほかにも人間の言葉がしゃべれるゲルカストがいたようだ。メリトケという名だと、あとで知った。

　ヤンゼンゴはメリトケを殴り倒した。すさまじい威力の打撃だ。人間なら頭がはじけて死んでいる。ヤンゼンゴは、ゲルカストの言葉で部下たちを一喝すると、バルドに向き直った。

「ンゲド・ゾイ・エングダルは、わが氏族の族長なのだ。われらは、二十五年にわたり、族長エングダルを探している。

　二十五年前、一人の人間が誤ってわれらの祖先の眠る場所をけがした。その罪は死以外では償えないが、人間は王に重要な報告があるので、一度だけ国に帰らせてほしいと言った。そのとき、族長エングダル様は保証人となった。

　人間は帰って来なかった。エングダル様は違約を恥じ、一族の前から姿を消したのだ。人間には分かりにくかろうが、われらにとり、氏族を離れて一人で暮らすことは、死以上の苦しみなのだ。エングダル様はまことに優れた戦士であり、その武功の数々は比類がない。エングダル様に罪などない。あったとしても、二十五年間たった一人で生きるという地獄を味わったのだ。もう充分ではないか。

　われわれは何としてもエングダル様を探し出し、戻ってもらいたい。エングダル様は今でもわれらの英雄であり族長なのだ。会ったという場所を、ぜひ知りたい」

　この真情あふれる言葉に真っ先に反応したのは、バルドではなく、騎士マイタルプだった。マイタルプは、ヤンゼンゴにふらふらと近寄り、訊いた。

「その、人間の、名は」

「オイゲン、といった」

　騎士マイタルプは、顔をくしゃくしゃにゆがめた。

「それは、わしの父だ。許せ、ゲルカスト。父は約束を果たしに帰ると言ったのだ。だが、母と叔父とわしは、暴れる父を閉じ込めてまで、父を行かせなかった。そうすることで、父の命を救ったつもりだったのだ。

　結局父は失意のまま自死した。わが償いをエングダルに伝えよと書き遺して。わしはその遺言を今日まで果たしていなかった」

　ヤンゼンゴは厳しい目で騎士マイタルプをにらみつけていたが、長い沈黙のあと、こう言った。

「英雄エングダル様の潔白は、今こそ証された。氏族百人がこれを聞いた。人間よ。おまえの証言は役割を果たした」

　そしてヤンゼンゴは、じっとバルドを見た。次はバルドが答える番だ。バルドは、ゆっくりと言葉を選びながら、ヤンゼンゴに告げた。

「場所を教えることはできん。それがンゲド・エングダルの意に適うかどうか分からんからのう。じゃが、案内しよう。二人を氏族から選べ。そしてその二人には、祖先の霊廟と精霊〈記す者アカハ〉に誓ってもらう。本人の意志に反して連れ帰ることはしないこと。本人が帰還を断った場合、その場所を口外しないことをのう」

　ヤンゼンゴは目を細めてバルドを見つめた。

「われらの事情に詳しいようだな、人間。だが、なぜ二人なのだ。三人ではいかんのか」

「二人より多いと、力ずくできたときに取り押さえきれんかもしれんからの」

　この大胆不敵な宣言に、ヤンゼンゴは高笑いした。

　老いぼれたただの人間の騎士が、二人までならゲルカストをねじ伏せると言ったのだから、無理もない。

　隣では起き上がったメリトケが、すさまじい形相でバルドをにらんでいる。

　少し笑いが収まってからヤンゼンゴは、氏族員たちにバルドの言い分を翻訳した。氏族員たちも大笑いした。





２






　エングダルを訪ねる一行は翌朝出発することになり、バルドはロードヴァン城に迎え入れられた。ゲルカストたちは城のそばで野営をするようだ。彼らはコマジエの首を弔わねばならない。また、辺境騎士団の騎士たちも、罪を悔いて死んだ騎士ガープラの葬儀を執り行わねばならない。

　葬儀にはバルドたちも参列した。中央の国々の騎士たちは気取った長々しい葬儀をすると聞いていたが、ここでの儀式はごく簡素なものだった。

　驚いたことに、ロードヴァン城の敷地の中に墓所があった。辺境では城の近くの山野に遺骸を埋める。死した体は土に還かえるべきだからである。こんなに人のざわめきから近い場所では安らかに眠れないのではないかとバルドは思ったが、ここにはここの事情があるのだろう。

　遺骸を埋めた目印には十字に組み合わせた木の棒を立てた。辺境では石を立てて目印とするが、一定の日数がたてばその石は蹴り倒してしまい、遺骸の埋め場所は草に覆われて見分けがつかなくなる。

　──こんな木の棒を立てたのでは、死者が安心を得るまでに何年もかかるじゃろうなあ。

　十字の墓標が百以上並んでいる。ふと見ると小さな墓標のわきに半ば土に埋もれた木のおもちゃが供えてある。この城塞都市の住人の子どもの墓なのだろう。ここでは、騎士も平民も同じ墓所に埋葬されるのだ。

　バルドとゴドンとカーズには、それぞれ個室が与えられた。飲み水とたっぷりのワイン、それに体を洗う水とよごれを拭く布が用意されている。鎧を脱いで楽な格好になり、しばらく三人で談笑していると、食事が届いた。

　硬めのパンとゆでた野菜。そして、じゅうじゅうと焼ける肉の塊。バルドはごくりと唾を飲み込んだ。肉からただならぬうまさの気配を感じたのだ。木の盆の上に焼いた石が乗せられ、その上で分厚い肉の塊が焼ける音と湯気を放っている。ゴドンとカーズの食事もバルドの部屋に運ばれたのだが、二人ともじっとバルドの肉に見入っている。二人の肉は皿の上に乗せられている。バルドは特別扱いということなのだろう。

「ゴドン、これは何の肉か分かるかのう」

「いえ、伯父御おじご。しかし、やたらうまそうですな」

　と言っているまに、カーズは肉を切り分け口に運んでいる。バルドも慌てて肉にナイフを入れた。その切り口は衝撃的な色をしていた。

　──赤い。見事に赤いではないか。

　肉というものはよく焼いて食うものである。鳥はそのかぎりではなく、ものによっては軽くあぶっただけで食えるものもある。しかし地を走る獣の肉はよく焼くものだ。そうでなければ充分にうまみがでないし、体にさわることもある。ところが今供されたこの肉は、外側はこんがりと気持ちよく焼けているのに、中は赤い。肉自体の色も赤いし、あふれでる汁も赤い。これは血の色なのか。

　ふと気付けば、カーズが平気な顔をしてむしゃむしゃと肉をほおばっている。いや、平気な顔ではない。無表情だから分かりにくいが、満足して楽しんでいる顔だ。カーズはこの肉を知っており、しかも好きなのだ。

　──ええい。ままよ！

　バルドはその血のしたたる肉片を口の中に突っ込んだ。そのとたんである。脳天をがつんと打ち抜くような香ばしさが、口中と鼻孔を直撃した。

　そして口にあふれる肉汁の甘さよ。今まで食べたどんな肉とも比較にならない、強くて毅然とした肉の味である。かみしめれば、えもいわれぬ柔らかさを持った肉が歯を押し返してくる。その弾力を押し切って肉をかみ切る歯応えは爽快の極みといってよい。

　──なんじゃ。何なのじゃ、この肉は。

　バルドは何者かに突き動かされるかのように、次の肉片を切り取った。焼けた石をナイフが削るがりがりという音がする。じゃりじゃりした石粒が入り込んだのではこの至高の肉が台なしであるから、バルドはとたんに力の入れ加減を調整して、丁寧に大きめの肉片を切り取り、そして口に運んだ。

　たちまち口の奥の鼻につながる部分を、小気味よく焦げた風味がぐいぐいと押し込んでくる。焦げ臭さなどはみじんもない。甘く優しい脂と、芯のしっかりした肉汁が焦げ目を包み込んでいるからである。

　これほどの美味なる肉をバルドは知らなかった。

　──肉じゃ。これこそが肉じゃ。とするとわしが今まで食べておった肉はいったい何だったのか。それにしてもこれはいったい何の肉なのじゃ。

　肉の正体は牛モルログだった。牛の背の赤身のうまみの強い部分がバルドたちに提供された晩ばん餐さんだったのだ。

　実のところ、この日バルドは牛を見かけていた。騎士ガープラを埋葬しに城塞都市の北東側に移動する途中で多数の牛が移動しているのを視界に入れていたのである。

　──あの獣は何かのう。角つのがあることからすると家畜なのじゃが。よく肥えて肉がたっぷり取れそうじゃて。

　バルドの見慣れた牛とはあまりにかけ離れていたため、それが牛であるとは思いもしなかったのだ。

　そもそも辺境では牛とは労働力であり食料ではない。死んだら食べもするが、痩せて小型で肉は非常に硬い。羊イーメラの肉を赤くして硬くしてまずくしたのが牛の肉である、というような認識であったのだ。

　あとで知ったことであるが、牛モルログの肉は大陸中央では〈肉の王フルエリオン〉と呼ばれている。肉の中の肉であり、比肩するものなどないのだ。ただし牛の肉は貴族といえども毎日は食べられない。牛は草しか食べず、草というものは、大陸中央においては辺境ほどには多くない。そして一頭の牛を育てるために必要な草の量は恐るべきものである。

　ではふだん大陸中央の貴族たちが何を食べているかといえば、豚パルクルである。貴族家に仕える農民たちは、牛と豚を飼育しているのだ。近年ではそれにコルコルドゥルが加わり、貴族の食卓はにぎやかさを増してきている。

　この日バルドたちに牛が供されたのは、ひとつにはバルドたちの身分を知らしめるためである。モルログの最も上等な部分の一つである背肉を、しかも石焼きにして出すことで、バルドが辺境騎士団長をも上回る立場であることを示したのだ。

　このかたは王の賓ひん客きゃくである。

　そのことを周知させ、失礼のない扱いを促すという目的が、この料理にはあったのである。
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　夜遅くにバルドの部屋を訪ねて来た者がある。ザイフェルトである。バルドたちの部屋の周りの廊下には夜にも明かりがともされていた。これも相当に丁重な扱いである。そしてバルドは部屋の明かりを完全には消していなかった。何となく予感のようなものが働いていたのかもしれない。

　ザイフェルトは瓶に入った蒸留酒を持参していた。バルドは明かりを強めると、棚から椀わんを二つ出してテーブルに置いた。礼儀正しいザイフェルトには珍しく、部屋のあるじであるバルドに断りもせず椅子に座った。バルドはザイフェルトから瓶を奪うと、ザイフェルトの椀に酒をそそいだ。

　軽く会釈してザイフェルトはそれを受けた。その次にバルドは自分の椀に酒をそそいだ。二人は椀を触れ合わせずに乾杯すると、それを喉に入れた。きつい酒だ。だがザイフェルトは一気に飲み干した。バルドはザイフェルトの椀に酒をつぎ足した。

　おそらく今まで食事を取る間もなく働いていたのだろう。辺境競武会の出場者に決まっていた騎士ガープラが死んだのだから、その経緯を王都に報告して対応の指示を仰がなくてはならない。騎士ガープラが非道な行いをしてゲルカストたちの怒りを買い、あわや戦争が勃発するところであったことを、王都に報告するとともに、そのことから生じた騎士団の動揺を抑えるための手だてを講じなければならない。いずれも新任の騎士団長であるザイフェルトには気の重い仕事だ。

　そして何より、ガープラの両親に手紙を書かなくてはならない。大陸中央の騎士団の慣習についてバルドは知らなかったが、ザイフェルトはこの場の騎士たちの中で最高位の責任者であり、まともな責任感を持っていれば自分自身でその手紙を書くに違いないとバルドは思った。そしてどう考えても、ザイフェルトは責任感の薄い男ではない。

　──どんな手紙を書いたのじゃろうなあ。

　このときのバルドは知らなかったが、騎士ガープラは非常に大きな期待を受けていたのだ。

　辺境競武会の出場者は、中位あるいは下位貴族の次男、三男たち、つまり家柄だけでは出世が見込めない騎士たちが、軍事で身を立てるための箔はく付づけのため、各地の有力者から推薦されて選ばれる。これがパルザムでの実情であり、ゴリオラも似たようなものであるらしい。

　いっぽう辺境騎士団に配属されるのは、実力はあっても身分の低い騎士たちや、扱いづらさにはじき出された騎士たちである。地位も身分も後ろ盾もない貧乏騎士の息子であるガープラが競武会出場者に選ばれたのは、相当に珍しいことであったのだ。前任の騎士団長の強い推薦があったという。両親はどれほど喜んだことか。その両親に、騎士ガープラの死を報告しなくてはならない。

　バルドはもう一度、ザイフェルトの椀に酒をついだ。二人とも無言のまま、深夜の酒宴は続いた。

　酒を持って深夜にバルドを訪れたのは、ザイフェルトがバルドに甘えたのだといってよい。このロードヴァン城においてザイフェルトは孤高の指揮官であり、誰に対しても弱音をはくことは許されない。だが今日の日の心の苦しみを、バルドのそばで過ごすことで、わずかでも和らげたいと思ったのだろう。

　静かな酒宴が続く石造りの部屋を、窓の外の姉の月スーラが優しく見つめていた。
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　結局、エングダルのもとに行くメンバーは、七人になった。

　ゾイ氏族の族長代理ヤンゼンゴ。

　ゾイ氏族の若武者メリトケ。

　パルザム辺境騎士団の第一大隊長にして騎士団副団長マイタルプ。

　パルザム辺境騎士団の若手騎士ラホリタ。

　バルド・ローエン。

　ゴドン・ザルコス。

　カーズ・ローエン。

　バルドは目的地の詳しい場所は言わなかったが、オーヴァの東側でヒマヤよりはずっとリンツに近い場所だと説明した。それならオーヴァに沿って交易村パデリアまで南下し、そこから船でリンツに渡ればよい、ということになった。

　パデリアまでは、およそ百七十刻里の距離だという。一日に十刻里を駆けても十七日かかるわけだが、辺境騎士団の騎士は、十五日で駆けるという。いずれにしても、山や谷の多い東部辺境と違い、オーヴァの西側は草原と砂漠が広がっているので、水と食料さえ確保できれば長距離を短時日で移動できる。

　バルドは、オーヴァの西の事情にうとい。辺境騎士団の騎士が同行してくれれば、道も案内してもらえるだろうし、物資の補給も安心だ。しかも、交易村パデリアは辺境侯の統治下にあり、そこでは辺境騎士団の権威が大いに役立つだろう。同行してくれるのが騎士団の第二席というべきマイタルプ副団長なのだからなおさらである。

　今日は十月四日であり、まだ今年は三十八日もある。辺境競武会は来年の四月一日に始まるのだが、早ければ年内にもロードヴァン城に帰着できるだろう。

　出発しようとしたところ、巡回に出ていた部隊が帰って来て、オーヴァのほとりでマヌーノが集落を作っていた、と報告した。

　マヌーノは人間の下半身が蛇になったような奇怪きわまる亜人で、普段はフューザの麓の大湿原にしか住まない。ところが、どういうわけか、時々雨期のあとなどにオーヴァ流域に一時的に住み着くことがある。

　マヌーノを刺激するわけにはいかないので、南側にある砦を経由してそこからオーヴァ沿いに南下するよう、経路を変えた。

「その経路だと、暴風将軍パンザール・エントラと出くわさないか心配だが、人数も少ないから、まあ大丈夫でしょう」

「ザイフェルト殿。その暴風将軍とは何者じゃな。出くわすとまずいわけでもあるのか」

「暴風将軍は、ガイネリアの騎士です。最近になってガイネリア王に仕えるようになった武人なのです」

　ガイネリアは大陸中央でも特に古い国の一つだが、やたら歴史を鼻に掛けて他国を見下し、面倒な儀典古式にこだわる頑迷な国で、すっかり小国に落ちぶれているのだという。

　今まで他国人を重く使ったことのない国なのだが、暴風将軍はあっというまに頭角を現して軍権を委ねられた。野獣や盗賊を討伐し、次々に砦を築き、通過しようとする他国の隊商を追い返し、あるいは関税を取って、実効支配地を着々と広げている。戦えば負け、負けては支配地を削られていた国にとり、救世主にひとしい。

　もともと砂漠や草原には国境などない。点と点を結ぶように実効支配地を増やし、守っていって領有権を主張するしかないのだ。ガイネリアはゴリオラ皇国とパルザム王国の中間にあり、どちらの首都よりもロードヴァン城に近い。今までは死んだような国だったから問題にならなかったが、このいきなりの伸長で、東に伸びすぎたパルザムの勢力圏は分断されかかっている状態なのだという。

「暴風将軍という呼び名だけが有名で、本名は知られておりません。剛勇無双にして神出鬼没。部下には手厚く面倒見がよく公正で、おのれの利を求めぬ男だそうです。何度かガイネリア王から領地下賜の沙汰があったが断ったとか」

　暴風というあだ名には心当たりがあったのだが、その人物像では、心に浮かんだ人物のわけはない。剛勇無双と神出鬼没以外の点が、まるで当てはまらない。

　一行はロードヴァン城から出立した。

　二日かかって南の砦に行き、一泊してさらに南に向かって二日目のことである。後方にのろしが上がった。こんな砂漠のまん中に斥候を置いていたのだ。果たしてしばらく進むと前方に百騎近い騎兵が現れた。うち二人が前方に待ち構え、ほかの騎兵たちは遠巻きにしている。

「あの全身黒ずくめのいでたち。噂うわさに聞く暴風将軍に違いなかろう。わしが話してくる。ただ通行するだけだと名誉にかけて誓えば、通してくれるはずだ」

　騎士マイタルプはそう言った。

　──そうはいかんじゃろうなあ。

　暴風将軍とやらは、目に獰どう猛もうな喜びを浮かべて、バルドを見ている。

　ジョグ・ウォードだった。
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〈暴風パンザール〉ジョグ・ウォードは、カルドス・コエンデラの庶子だ。何度もバルドに打ち負かされ、バルドの首を取ることを生きがいにしているような男である。出奔したとは聞いていたが、こんな所で将軍に収まっていたとは驚きだ。

「バルド・ロォォーーエンーーーー!!」

　大声を放ちつつ駆け寄ってくる。

　そのすさまじい殺気に、騎士マイタルプも話し合いどころではないと気付いたようだ。

　最初に反応したのは、ゲルカストの若者メリトケだった。突然飛び出して、武器を振り上げ、まっすぐジョグ・ウォードに向かって行く。

　ヤンゼンゴよりわずかに小柄だが、メリトケの体たい軀くは人間よりはるかに大きい。手は膝に届く長さで人間の足より太いほどだ。右手に握るのは〈クィタン〉と彼らが呼ぶところの反りのある片刃の曲刀。またがるのは〈ヒエルド〉と呼ばれる巨大な羽なし鳥で、持続力は馬に劣るが瞬発力では勝る。こんなものが突進してきたら、歴戦の勇士でも怖おじ気けをふるう。

　だが、ジョグ・ウォードにはわずかなひるみもみられない。両手で持った剣を肩にかつぐような格好で持ったまま、速度をゆるめずに突っ込んでくる。手綱から手を放したままであるのに、驀ばく進しんする上半身に不安定さはみられない。股と足の強い筋肉でしっかり馬身をとらえているから、そのようなまねができる。

　交差する寸前、ジョグは進路を右に変えた。下手をすれば相手と正面衝突しかねない危険な進路取りだ。手綱も使わずこれをやるには、よほど馬と心が通い合っていなければならない。

　メリトケは左手ににぎった手綱を器用に操ってこれに応じ、両者は相手を互いに左に見つつ交差した。頭の位置はメリトケのほうが高い。

　ジョグ・ウォードの剣は、恐ろしく長大で剣身が黒い。その馬鹿でかい剣が異様なうなりをあげて真上から振り下ろされた。メリトケの曲刀は、わずかに遅れてこれを受け止めたが、ジョグ・ウォードがふるう文字通り暴風のような大剣は、曲刀を押さえ込みつつメリトケの頭頂を直撃した。

　両者はすれ違った。

　メリトケは巨大鳥からたたき落とされた。ジョグ・ウォードはくるりと馬を反転させ、上から敵をにらみつけた。

　──おいおい。

　バルドはあきれていた。なぜなら、今ジョグが行った攻撃は、若き日のバルドが得意とした技だったからだ。

　まったく手綱を使わずに自在に馬を操り、的確なタイミングで転進しなければならない。高度な馬術が必要だし、利口でよく訓練された馬がなければできない。長く重い両手剣と、それを存分に振り回す筋力も必要だ。急に転進して速度を落とすことで、その突進の力が剣に加わる。普通は横に振る大剣を上からたたき付けるため、狙いも難しいがかわすのはなお難しい。しかもこちらは左側の敵に打ち込むのに必要な腰の溜ためを、あらかじめ作っている。敵はそうではないから、攻撃が浅いものとなる。

　──そういえば、やつが尻の青い小僧だったころに、やつの前であの技を使ったことがあったわい。シーデルモントもジュールランも、ようまねせなんだ技じゃったがのう。それに、あの剣は何じゃ。前見たときより、ずっと長く重そうな剣じゃ。あんな物を振り回せる豪傑は、そうそうおらんじゃろう。

　技がどうこういう前に、両手大剣を乱戦で使う騎士はあまりいない。盾も持てないし、防御を捨て去らないと使えない武器だからである。攻撃して攻撃して攻撃し抜く気力と、あらゆる攻撃を体で受け止める体力がなければ使えない。

　だが、使いこなせれば、その突破力はすさまじい。盾ごと相手を打ち抜いて倒せる武器なのだ。実際、ジョグ・ウォードの前で大剣をふるったとき、バルドはただの三振りで、敵の指揮官と副指揮官二人を戦闘不能に追い込み、圧倒的に優勢な敵軍を壊乱させた。

　脳しんとうでも起こしたのか、立ち上がれないメリトケに、ジョグは黒剣を振り上げた。殺すつもりだ。せっかくの宿敵との決闘を邪魔した無粋者に、ジョグは決して容赦しない。

　バルドは駆けだした。カーズが追従しようとしたが、手で制した。

　ユエイタンの足音を素早く聞きつけて、ジョグが振り向いた。その顔にあるのは喜悦だ。やっとバルド・ローエンを殺せるときがきた、とジョグは思っているはずだ。

　それは正しい。今やジョグ・ウォードは、バルド・ローエンより強い。

　再び馬首をめぐらせてバルドのほうに向き直ろうとするジョグ。

　目覚ましい加速でジョグに迫るバルド。その両手は手綱を握ったままで、剣は抜いていない。

　なぜ剣を抜かないのか。とまどいながらも両手で黒剣を振り上げるジョグ。

　馬の横腹と横腹をぶつけるような体勢でその懐に飛び込むバルド。

　ジョグの黒剣が振り下ろされる。たとえバルドが武器を手にしていなくてももはや容赦はない。その斬撃は、充分な勢いを持っているとはいえないが、素手の相手を殺すには足りる。

　バルドは左腕を振り上げ、手首と肘の中間の部分で黒剣を受け止めた。その部分は鎧よろいが右手より太い。魔獣の骨から削りだした芯が五本、盾代わりに埋め込まれているのだ。革鎧職人ポルポ苦心の傑作である。

　バルドの上背はジョグのそれとほぼ同じだが、馬の体高はユエイタンがまさっている。そのため、剣に速度が乗る前に止めることができた。黒剣を受け止めておいて、バルドは右の拳を繰り出した。強く握られた鉄拳が、うなりをたててジョグの顎を右から左に打ち抜いた。その手甲にも、魔獣の骨が使われている。

　意識を飛ばされたジョグが、落馬した。バルドも馬を下りて、古代剣を抜いた。

「バルド・ローエン！」

　声のしたほうを見ると、一人の騎士がメリトケの喉に剣を突き付けている。

　見たような顔だ。ジョグに付き従っていた男の一人だ。よい面構えになっている。

　ちょうどよいとばかりに、バルドは訊きいた。

「おぬしたちは、なんでこんな所におるのか」

「あんたがフューザを目指して旅に出たと聞いたからだっ。ジョグはフューザの行き帰りに一番通りそうな、ここらに網を張った。盗賊に襲われた隊商を助けたら、ガイネリア王に気に入られた。食いぶちを稼ぐために雇われたんだ」

「ジョグはガイネリアで将軍職に就いたらしいのう。パルザム王国の騎士と行動を共にするわしを勝手に攻撃してはまずかろう」

「ジョグは将軍になる気なんてなかった。ただ砂漠を巡回して盗賊や野獣を殺すことと、兵士たちを鍛えることを頼まれただけだ。そして、ほかにはどんな条件も付けないが、もしもあんたを見つけたら、いついかなる状況であってもあんたとの決着を優先すると王に言ったんだ。王は、その心意気やまことによしと仰せで、それをお許しになった。あとは成り行きだっ」

　そう言われてみて、バルドにはおよその事の次第が飲み込めたような気がした。

　ジョグの行動原理は、ただただ宿敵バルドとの決着をつけたい、という一念にある。フューザに行くと聞いて、まさかわざわざ幾多の山や谷を越えていくとは思わず、オーヴァの西で待ち伏せた。

　公正で部下の面倒見がよいとは笑える。なるほど公正だろう。誰もがこの男にとっては等しくどうでもいい人間なのだから。

　面倒見がよいというのは、しごいて強くしたということだろう。雑魚敵に自分や側近が消耗するのを嫌って部下の地力を上げたのかもしれない。単に自分の練習代わりに兵たちを痛めつけたのかもしれない。

　無欲だと。無欲に違いない。領地にも爵位にも縛られたくなかったろうし、食いぶち以上の金にも執着しなかったろう。強い敵がいたら喜々として殺しに行ったろう。その褒美をと言われても、欲しがるものがあるとしたら、頑丈で長い剣ぐらいのものか。

　将軍の座を受けたというのが驚きだが、よく考えたら人に命令されることが大嫌いな男だったから、そのせいかもしれない。しかも軍権を委ねられているというのだから、最上位の将軍なのだろう。なるほど誰にも命令されずにすむ。

　この男のことだ。さぞかし骨身を惜しまず砂漠を駆けめぐっただろう。旅人を助けたり、野獣や盗賊を倒しもしたろうが、実際にはバルドを血眼で探していただけのことなのだ。

　なんというまっすぐな男だ。まっすぐにゆがんでいる。わけを知らなければ清廉潔白な騎士の鑑かがみにみえなくもない。

　バルドは古代剣を鞘さやに収め、馬上に戻った。そして、メリトケに剣を突き付けている騎士に訊いた。

「おぬしの名は何じゃったかのう」

「コリン・クルザー」

「ほかの仲間はどうしておる」

「あとの三人は、それぞれ部隊を率いて巡回をしてるさ。あんたを探してな」

　ジョグという男は、存外人望があったらしい。四人の側近全員が、ふるさとを捨ててこんな無茶な旅についてきたのだから。

　──じゃが、それも当然か。辺境のもののふは、中央のへなちょこ騎士どもとは骨の太さが違うからのう。

「コリン・クルザー」

「な、何だ」

「わしは一度川の向こうに行くが、またこちらに戻ってくる」

「そ、そうか」

「そうジョグに伝えよ」

「分かった」

　バルドは後ろに控える五人に合図し、そのまま進行方向に馬を進めた。

　コリン・クルザーは、すぐにメリトケを解放した。メリトケは、倒れたままのジョグに襲いかかろうとして、ヤンゼンゴに張り倒された。

　ジョグは目を覚ましたら、大いに怒るだろう。探しに探して会えたのに、いざ戦おうとしたら緑の妙なやつに邪魔され、ペテンのように意識を刈られたのだから。怒って当然だ。

　そうとして、それからどうするか。

　もしもガイネリア王から与えられた厚遇や部下から寄せられる信頼と、今の自分が背負ってしまった責任に背を向けられる人間であるなら、ただちにバルドの後を追うだろう。追えば支柱を失ったガイネリアは再び支配地を失う。追ってくるなら、ジョグもそこまでの男だ。

　だが。

　──願わくは、ジョグ・ウォードよ。騎士の名誉を知れ。

　どの神にともなく、バルドは祈願した。
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　今夜は砂漠の真ん中で野営である。ゲルカストたちは少し離れた場所にいる。彼らは人間とともに食事をするのを嫌がるようなので、好きにさせている。

　寒いのだが、たき火はしない。たこうにも枯れ木がない。

　湯を沸かすために火をおこしたのだが、このとき騎士ラホリタが使ったのは緑炎石リーエ・パーゴーグである。緑色の宝石のようにみえるが、これは緑炎樹リーエ・パーオジュという木の樹液が固まったものである。辺境では希少で高価なものなのだが、大陸中央ではそうでもないようだ。

　わずかな緑炎石は、いったん火をつけると不思議なほど長持ちする。緑炎石の放つ熱は、冷えた体を温めてもくれる。湯を沸かしてスープを作ったあと、塩漬け肉をあぶってくれた。

　最初バルドはそれが塩漬け肉だとは思わなかった。ただの燻くん製せいだと思ったのだ。豚パルクルのもも肉を塩漬けにして燻いぶしたものだという。

　塩漬け肉というのは日にちがたつと表面にぬるぬるした水気が湧いて、嫌な臭いが出るものだが、この塩漬けはそんなことはまったくない。そして燻製だというのに水気がたっぷりで、切った断面はまるで生肉のようだ。

　厚切りにしたバルクルの塩漬け肉を軽くあぶり、薄切りにしたパンに乗せて食うと、これは非常に相性がよい。絶妙の組み合わせなのである。

　このパンは、ロードヴァン城で食べたパンとは違う。硬く焼き締めた日持ちのするパンだ。こうしたパンは辺境でもおなじみだが、バルドが現役時代に食べていたパンとは、まるで物が違った。硬いことは硬いのだが、きめは細かく、風味もよい。

　これにあぶった塩漬け肉を乗せると、肉からしみ出した肉汁と脂がじんわりとパンにしみてゆく。これがうまいのだ。肉汁がしみ込んだ部分では、パンはしっとりとした質感になる。また、それだけで食べればしょっぱくてべたべたしている塩漬け肉が、この乾燥したパンに乗せると、ちょうどよいあんばいに汁気を吸われ、なかなか上品な味になる。あっさりしたパンが塩気を中和するので、さくさくと食べられる。

　酒が飲めればなおよかったのだが、辺境騎士団には行軍中は酒を飲まないという規則があるようで、マイタルプとラホリタは酒の誘いを断った。それで、なんとなくバルドたちも酒を飲むのがはばかられた。

　満天の星が砂丘を照らし、夜になっても遠くまで見えた。

　腹が温まったところで、バルドはしっかりとマントにくるまって寝た。もう冬だ。明け方はひどく冷えるのだ。
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　その後は順調に旅を続け、一行は交易村パデリアに着いた。パデリアでは辺境騎士団副団長であるマイタルプがなかなか顔を利かせ、直ちに宿舎が手配された。

　問題は、翌朝、船に乗ろうとしたときに起きた。船員が、ゲルカストとその乗鳥であるヒエルドの乗船を拒んだのだ。

「わしはパルザム王国辺境騎士団副団長マイタルプ・ヤガンだ。このゲルカストたちはわが客人だと申しておるではないか。それなのに乗船をさせぬというのか！」

「おうおう。なめんじゃねえぞ、さんぴん。こちとら大オーヴァ相手に命懸けで船乗りをやってんでえ。河か神しんスクラバ様のお怒りに触れるような、そんな妙な亜人なんぞ、金こん輪りん際ざい船に乗せるもんじゃねえんだ。パルザム辺境騎士団だとう？　ふざけんじゃねえ。一歩陸地に上がりゃあパルザム王陛下のご支配かもしれねえけどよう。この船の上はリンツ伯閣下のご支配よ。辺境騎士団長だかたこすけだかしらねえが、おととい来やがれってんだっ」

「なっ、なんだと！」

「おい、何をやってるんだ」

「あ、船長。いえね。この騎士さんたちが、亜人なんぞを船に乗せたいって言いやがるんで」

「おい、スブラムではないか」

「うん？　ああああっ。こりゃ、ゴドン様！　なんてお懐かしい」

「お前、船長になったのか。ふうん。お前がなあ」

「こいつあ、お恥ずかしい。ゴドン様もメイジア領のご領主様におなりだそうですね。おい、野郎ども！　このおかたは、リンツ伯様の甥おい御ご様で、メイジア領主のゴドン・ザルコス様だ。このおかたにご無礼を働くと、リンツ伯様がお怒りだぞ」

　奇しくも船長がゴドン・ザルコスの旧知の人物だったことで、一行は船に乗れることになった。ゴドン・ザルコスは、かつてリンツ伯のもとで騎士修業をした。そのとき屋敷の下働きをしていたスブラム少年をかわいがったのだという。

　乗れたのはよいのだが、マイタルプ・ヤガンは、すっかり機嫌をそこねてしまった。何しろ辺境騎士団副団長としての権威に自信まんまんで、道中のことは任せておけと大見えを切っていたのだ。それが船乗りごときにあしらわれたのだから、マイタルプとしても立つ瀬がない。

　三日目に船がリンツに着いたとき、バルドはスブラム船長に気の利いた船乗りを一人借りた。バルドはその船乗りに、リンツ邸に使いに行ってくれるよう頼んだ。

「わしらはパルザム王国辺境騎士団副団長マイタルプ・ヤガンとその随行四名、およびゲルカストのゾイ氏族族長代理殿とその側近殿じゃ。リンツ伯殿に一夜の宿を借り受けたい。まずは、領主館にてごあいさつ申し上げたいので、ご都合をうかがってきてくれぬか」

　マイタルプは、おや、という目でバルドを見た。リンツ家ではゴドンのほうが顔が利くようだから、ゴドンのつてでリンツ伯にも面会を申し込むものだと思っていたようだ。

　しかしそれをすれば事は内々のことになる。この場合ゲルカストは辺境騎士団の客であり、辺境騎士団の後ろ盾によって族長エングダルに面会に行く、という建前をバルドは崩したくなかった。また、マイタルプの面目はつぶれてしまったから、どこかで繕ってやらねばならない。

　しばらくして、バルドの出した使いはリンツ伯爵家の使いを伴って帰って来た。

「わが主人リンツ伯サイモン・エピバレスは、辺境騎士団副団長閣下はじめお客様がたを喜んでお迎えします。まずは迎賓館にお越しください」

　一同が馬とヒエルドに乗ってリンツ伯邸に着くと、騎乗のままお進みくださいと言われた。門をくぐってからも騎乗のまま進ませるというのは、少なくとも貴族に対する扱いである。亜人であるゲルカストたちにまでそれを許したということは、この一行をリンツ伯が重くみているしるしである。

　そして迎賓館に着くと、入り口の前に随行を従え威風堂々とした人物が立って待っていた。

「バルド殿。もしやあれはリンツ伯殿ではないのか」

「そうですな。あれがサイモン・エピバレス殿です」

「なんと、わざわざお迎えか」

　マイタルプはあわてて馬を下りた。そして右手を左胸に当て、深々と腰を折ってあいさつした。

「パルザム王国辺境騎士団副団長マイタルプ・ヤガンにござる。リンツ伯サイモン・エピバレス殿。お出迎え痛み入る」

　これにはバルドも驚いた。その礼の深さは貴人に対するものである。しかもマイタルプは正式に役職を名乗ったうえで、リンツ伯、とサイモンを呼んだ。サイモン・エピバレスはリンツ伯爵を名乗っているが、それはいわば自称であり、どこの国からも認められたものではない。それに対して正式の伯爵に対する礼を取ったのだ。

　おそらくマイタルプは計算ずくでそのようにしたわけではなく、リンツ邸の威容と、リンツ伯の威厳に感じ入って、思わずそのようにしたのだろう。だがそれが最高の効果をもたらした。サイモン・エピバレスの顔は、喜悦に輝いたのである。

「いやいや、ヤガン卿。頭をお上げくだされ。辺境を守る騎士団の高位の騎士をお迎えでき、このサイモン、感激の極み。また、ゲルカストの勇士のかたがたをお迎えでき、まことに光栄に存ずる。この屋敷をわが家と思ってお使いくだされ。わしを息子と思い、何なりとお命じくださいませ。ささ、まずは部屋に入っておくつろぎを。随行の皆さまも、どうぞ。あいさつは晩ばん餐さんのときにするとして、今はおくつろぎを」

　実のところ、ぜひリンツ邸に寄らねばならないわけではなかった。ただ、辺境での動きやすさや情報収集の便、さらに帰路のことなどを考えると、リンツ伯にあいさつをしておくのが一行のためによいだろうと思ったのである。これは正解だったようで、辺境騎士団の高官が初めてリンツ伯を訪れてあいさつする形になった。今後の辺境騎士団とリンツ伯家の関係の上でも、よいことだろう。

　リンツ伯は、マイタルプとラホリタをまず部屋に案内させ、ヤンゼンゴとメリトケを次に案内させた。玄関ホールに残ったのは、リンツ伯と使用人と、バルドとゴドンとカーズである。

「いやあ、バルド殿。お元気でござったか。ジュルチャガからの連絡も途絶えてしまっておったから、心配していたのじゃ。ゴドン。久しいのう。バルド殿のお供ができるとはうらやましいかぎりじゃ。それに、ヴェン・ウリル殿。バルド殿と無事会えたようで、よかったわい」

「リンツ伯殿。あなたもご健勝のようで何より。ところで、この男はもうヴェン・ウリルではない。今はカーズ・ローエンという名なのです」

「カーズ……ローエン？　ほう。わけがありそうじゃの。ここで立ち話もなんじゃから、階上にお付き合いいただけるかな」

　階上の眺めのよい部屋で、四人は席に着いた。

「ささ。まずはワインの水割りで喉を潤してくだされ。それで、カーズ・ローエンじゃとな」

「うむ。この男はわしの養子となりました。ローエン家の跡継ぎです。もっとも譲り渡す屋敷も財産も領地もありませんがな」

「なんとまあ。それにしても、姓だけでなく名前まで改名するとは。何かわけがおありか」

「捨てたのです。それまでのことはみな。そして新しい騎士として生まれ変わった」

「むむむ。子細がありそうじゃが、これ以上は訊きかぬほうがよさそうじゃのう」

　バルドはリンツ伯に、カーズが絶妙のタイミングで現れ一行の危機を救った顚てん末まつを物語り、カーズがリンツ伯に世話になったことに礼を述べた。

　そして、ドリアテッサと出会い助けたことや魔獣退治のいきさつを話し、ゴリオラの皇都に行きかけたが王命としてロードヴァン城に招かれ、そこがゲルカストの軍団とあわや戦闘というときに行き合い、妙な縁から騎士団とゲルカストの代表を連れてエングダルというゲルカストのもとに案内する途中なのだと説明した。

「ううむ。バルド殿の周りではおもしろいことばかり起こるのう。わしも旅に同行したいくらいじゃ。いやいや。するとカーズ殿を引き留めて正解だったのじゃな。まあ、行き違いになるといかんと思ったのも確かじゃが、しばらく手元においてみたいということもあったのじゃ。それに、カーズ殿はクラースクには行きたくない様子であったしのう。それにしても、養子か。バルド殿の。うらやましがるやつが大勢いそうじゃな」

　その夜、リンツ伯は、珍味ととっておきの銘酒で一行全員を大いに歓待した。そして、マイタルプ、ラホリタ、ヤンゼンゴ、メリトケの四人が部屋に引き上げたあと、バルドとゴドンとカーズを別室に招いた。

「ゴドン。おぬしに話があったのじゃ。このときにリンツに来てくれたのはまさにザルコス家の祖先のお導き。これを見よ」

　それは盾と剣だった。古びてはいるが、相当に良い品のようである。バルドはそれを見て、記憶の底で何かがうずうずとうごめくのを感じた。ゴドンの反応は素早かった。

「こ、これは！　わがザルコス家秘蔵の武具。いったいどうしてこれがここにっ」

「やはりな。ゴドン。売りに出されているのじゃ。それも大量に」

「なんですと！」

「この家に出入りする商人が教えてくれたのじゃ。ザルコス家が大量の武具を売りに出していると。それでわしはその商人に頼んで、いくつかの武具を買い求めさせた。それがこれじゃ。ザルコス家とて、武具の売り買いはするじゃろう。しかし先祖伝来の武具を、しかも多量に売りさばくなど、これは尋常のことではない。今ザルコス家には、何かが起こっているのじゃ」

　ゴドンは驚いて言葉もない。バルドはゴドンに話しかけた。

「ゴドン」

「お、伯父御おじご」

「おぬしはすぐにメイジア領に帰ったほうがよい」

「むむ。そうでしょうか。いや。ともかく伯父御のお供をしてエングダルとかいうゲルカストの所に参ります。方向もどうも同じようですしな。そのあと、メイジアに戻ります」

「急いだほうがよいのではないか」

「伯父御。頼みがあります」

「何じゃ。何なりと言え」

「わしと一緒にメイジア領に行ってほしいのです」

　なるほど。それならゲルカストたちの用事を済ませてから別れ、それから一緒にメイジアに行けばよい。エングダルのすみかの詳しい場所はまだ誰にも話していないが、実のところ、メイジアに行く途中にあるといってよい。

「そうしてやってくださらんか、バルド殿。これこの通りじゃ」

「リンツ伯。あなたが頭を下げられるにはおよびませんわい。わしとカーズで役に立つなら幸いというもの」

「バルド殿とカーズ殿がご一緒してくだされば、こんな心強いことはない。恩に着ますぞ。そうそう。愉快な話もあるのじゃ。テルシア家が保有している魔獣の毛皮の話なのじゃが」

　リンツ伯は、ジュルチャガの報告を受けて、パクラ領では魔獣の毛皮の価値がまったく理解されていないと知った。そこで、テルシア家に使者を送り、売って構わない古い毛皮や骨があれば預かりたいと申し出た。魔獣の毛皮となれば、わずかな端切れでも、中原に持っていけば高額で売れるのだ。防具だけでなく、家具調度や装飾品から杖や小物入れに至るまで、魔獣の毛皮や骨をあしらった品は超高級品なのだ。パルザムの王都に行けば、加工の方法を知る職人たちがいる。

　魔獣の種類によって用途は違う。そしてテルシア家は、ありとあらゆる種類の魔獣の皮と骨を持っているといってよい。バルドが聞いてびっくりするような値段で毛皮は売れた。

　今、リンツ伯のもとには、王都から魔獣の毛皮の引き合いが殺到している。ここ何十年もまともな魔獣の皮が売買されたことはなく、大量の備蓄を持つ家が辺境にあるらしいという噂うわさは、鼻の利く貴族や商人の関心をひかずにはいなかった。

　今後もリンツ伯がパクラからの魔獣の毛皮を一括して委託されることになった。テルシア家は、経済的に大いにゆとりを得たのである。

「いやあ。毛皮の取引ではわしも大いに利益を得ておる。バルド殿には馬を一頭お贈りしよう」

「いや、馬なら持っております」

「そうではない。そのエングダルなる御ご仁じんがご一行に加わるなら、乗り物が必要ではないか」

　言われてみればその通りだった。

　翌朝、ヤンゼンゴにそのことを話すと、ヤンゼンゴは、エングダルの乗るヒエルドを連れてこなかった自分に大いに腹を立てた。

　リンツ伯がくれた馬は、ひどく大柄でたくましい。ゲルカストを乗せるにふさわしい馬だ。

　朝食を済ませて一行は出発した。
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「あそこがエングダル殿の住まいじゃ」

　滝壺のほとりにある岩棚の上の小屋を指さしてバルドが言った。

　なぜか勇士ヤンゼンゴがひどく緊張している。

「あ、あそこに。え、エングダル様がお住まいなのだな」

「だからそう言っておるではないか」

　メリトケが大声を出して、岩棚の上のエングダルの小屋に呼びかけた。ゲルカストの言葉なので、バルドには意味が分からない。そのメリトケを、慌てたように勇士ヤンゼンゴが押しとどめた。

「こ、こら、メリトケ。勝手にエングダル様をお呼びするでない。それはわしの役目だ」

　──いや、おらんじゃろう。こんなに騒ぎながら近づいて来たのじゃから、エングダル殿がおられるなら、もう小屋の外に出てきているはずじゃ。それにしてもこやつ、こんなかわいげのある性格じゃったのか。エングダル殿を心から尊敬しておるのじゃろうなあ。

　ふとカーズを見ると、小屋とはまったく違う方向を向いている。森の中に続く方角だ。バルドもそちらを向いた。

　来る。

　遠くから近づく気配を感じる。やがて気配は大きくなり、姿が木々の木の葉の向こうに見え隠れするようになり、そしてエングダルは、バルドたちの前に姿を現した。

　──年を経た岩のような男じゃ。

　エングダルと会うのは八か月ぶりである。だがバルドは、何年も会わなかった旧友と再会したかのような感慨を抱いていた。

「ンゲド・バルド・ローエン。息災なようで何よりだ」

「ンゲド・ゾイ・エングダル。おぬしも変わりなく、結構なことじゃ」

　あとで聞いた話なのだが、このエングダルのあいさつに勇士ヤンゼンゴは衝撃を受けた。まず、エングダルの弟子にして後継者たるヤンゼンゴを差し置いて、人間ふぜいに最初にあいさつしたことに。次に、バルドを、「ンゲド」という誇りある戦士への敬称をつけて呼ぶのを聞いて。それはエングダルがバルドを対等の戦士であるとみなしていることを意味する。いずれも勇士ヤンゼンゴにとっては驚天動地の出来事だったのだ。

「ンゲド・ヤンゼンゴ。たくましくなったな」

「は、はっ。族長エングダル様。お元気なお姿を拝見し、うれしく思います」

　こうして並んでみると、勇士ヤンゼンゴも大柄なゲルカストだが、エングダルはさらに一回り大きく、たくましい。たくましいというのは必ずしも肉体的な強きょう靱じんさのことではなく、そのありようが確然としている、ということだ。

「わしはもう族長ではない。お前が族長になったのだ」

「いえ、いえ。今でもあなたさまが族長です。ゾイ氏族の族長はあなた以外おられません。わしだけではありません。皆がそう思っているのです」

「わしは罪を犯した。罪はつぐなわねばならぬ」

「罪ですと。いえ、その罪はなかったのです。罪を犯したものはすでに自らを裁いておりました」

「なに？」

　勇士ヤンゼンゴは、マイタルプ・ヤガンのほうを見た。お前から説明せよ、と視線が語っている。マイタルプ・ヤガンは、この力と威厳の塊かたまりであるような強大なゲルカストのもとに歩み寄った。マイタルプの頭がやっとエングダルの胸の高さであり、文字通り見上げるような体格差である。マイタルプはごくりと喉を鳴らし、顔を上げ、エングダルの目をまっすぐに見つめて言った。

「それがしの名は、マイタルプ・ヤガン。パルザム王国の騎士であります」

「……ヤガン？」

「はっ。エングダル殿に情けをかけられた騎士オイゲン・ヤガンは、わが父であります」

　マイタルプは説明した。

　オイゲンが国に帰って王に報告したあと、約束通りにエングダルのもとに戻ろうとしたことを。しかし自分たち家族が父を監禁してまで引き留めたことを。そして父が自らの命を絶ったことを。わがつぐないをエングダルに伝えよ、と書き遺したことを。

　話を聞いたあと、エングダルはしばらく口を閉ざした。何を考えているのだろう。死んだオイゲンのことか。自らの返って来ない二十数年のことか。やがてエングダルはマイタルプに言った。

「お前の父は、名誉ある戦士だ」

　その言葉を聞いたマイタルプは、泣いた。立ったまま、男泣きに泣いた。

「エングダル様。すでにつぐないはなされたのです。あなたに、もうどんな罪もありません。どうぞ氏族にお帰りください」

「いや。わしは祖先の霊に、人間オイゲンは必ず帰って霊れい廟びょうの前で死ぬ、と約束したのだ。その約束が守られなかった以上、わしの罪は消えぬ」

　エングダルは頑固だった。とことん頑固だった。勇士ヤンゼンゴの説得は続いたが、結局徒労に終わるかと思われた。だが、そのとき、マイタルプ・ヤガンが静かな声でエングダルに話しかけた。

「エングダル殿。わが母は死ぬまで父をあなたのもとに行かせなかったことを後悔しておりました。わしもそうです。わしらは間違っておりました。父を引き留めるべきではなかった。今も父は無念の思いを抱いているでしょう。父の霊魂が安心し、その名誉が回復されるには、ただひとつ。あなたが氏族に復帰されることしかありません。あなたが氏族に復帰し、あなたが保証人となったことが間違いではなかった、と明らかにされることが、父の無念を晴らす唯一の道なのだと思うのです。迷惑をおかけした父のために、さらにお願いをするのは心苦しいことではありますが、どうか父が死後の苦しみから解き放たれるために、氏族に復帰してはいただけませんか」

　この言葉を受けて、エングダルは目を閉じ沈ちん思しした。

　滝の水音だけが聞こえる。

　勇士ヤンゼンゴはと見れば、両の目をくわっと見開き、じっとエングダルを見つめている。ひどく緊張して、全身を耳にしてエングダルの返事を待っている。

　──さてのう。エングダル殿はどういう返事をよこすじゃろうか。

　ヤンゼンゴは、あなたの罪はつぐなわれた、だから帰れ、と言った。

　だが、それではだめなのだ。

　エングダルは異常に自分に厳しい男だ。桁外れに誇り高い、といってもよい。犯した罪を許してやる、などという言い方では、この男は絶対に納得しない。

　マイタルプはいい所を突いた。自分を助けるため、母を助けるため、父を助けるため、あえて氏族に復帰してくれと頭を下げて懇願した。これならば、あるいは。

　しかし、分からない。

　エングダルは、一度決めたことを曲げるような男ではない。

　どんな返事をよこすだろう。

　一つだけはっきりしているのは、ここで拒絶の答えが返るようなら、もうどんな説得をもってしてもエングダルが氏族に復帰することはない、ということだ。

　長い沈黙のあと、エングダルは目を開け、返事をした。

「帰ろう」
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　一同の顔は一気に喜びに輝いた。

　勇士ヤンゼンゴは繰り返し騎士マイタルプの背中をばんばんとたたいた。貢献をたたえているつもりなのだろうが、マイタルプは本気で痛がっていた。というよりダメージを受けていた。

　その夜はエングダルのすみかの前で、ささやかな祝宴が開かれた。

　エングダルが作り置いていた食料は全部持って行くこともできないということで、大部分をその夜食べてしまうことになった。獣や鳥の肉は腐りかけているものもあり、よく焼いて食べた。

　今バルドは、キオーのいぶし干しを食べている。これは一人ずつにまるまる一匹があたった。川で獲ったキオーを半分に裂き、たき火の上に吊つるして徹底的に水気を抜いたものである。キオーという魚を獲るのはバルドは苦手だ。やたら歯が鋭い魚でよく暴れる。ひれの骨もひどく硬く、刺されば深い傷を受ける。小さいころ何度も痛い目にあって、すっかり苦手になったのだ。しかし、エングダルの頑強な皮膚は、あの鋭い歯や硬いひれの骨などものともしないのだろう。

　それにキオーの身は、それほどおいしいものではない。硬いし臭みもあるし、脂気が少ない。しっかり煮崩して食べるのだが、そうするとえぐみが煮汁にしみ出すので、たくさん食べると気分が悪くなる。要するに、好んで食べるような魚ではない。だが、供された物を食べないという選択肢はなく、バルドは義務感でその身にかじりついた。

　──なんじゃ、これは。

　硬い。岩のように硬い。いや、下手な岩より硬い。武器として使えるのではないか、というぐらいに硬い。

　──む、無理じゃ。ゲルカストの歯と顎ならこれを食えるのかもしれんが、人間には無理じゃ。

　ふとマイタルプとラホリタを見た。二人とも手に持ったキオーの干し身を呆ぼう然ぜんと眺めている。どうにも食べようがなく、どうしてよいか分からず、途方に暮れているのだ。ここでむくむくとバルドの負けん気が頭をもたげた。

　──泣きを入れたりせんぞ。わしはこれを食う。食ってやる。

　渾身の気合いを顎に込め、バルドはキオーにかじりついた。ばきりと、何かが砕ける音がした。果たして砕けたのはキオーの干し身か。それともバルドの歯か。

　砕けたのはキオーのほうだった。バルドは勝ったのだ。だが問題はこれからどうすればよいかである。砕けたキオーの身は、いくつものかけらになってバルドの口の中に散乱している。これをそのまま飲み込もうものなら、喉はずたずたに切り裂かれ、臓ぞう腑ふは重大な損傷を受けるだろう。かといって、これを細かくかみ砕くなど、到底できることではない。はき出すわけにもいかない。

　バルドは酒の器を持ち、強い焼き酒を口の中に流し込んだ。そしてやんわりと、酒とキオーのかけらを混ぜ合わせるように、じっくりと何度も何度もかみしめた。こうしているうちに、だんだんとキオーのかけらは酒と唾液になじみ、柔らかくなってゆくに違いない。

　それにしても、この硬さは尋常ではない。以前七日ほどこの小屋に泊めてもらったとき、バルドはその作り方を見ている。製法は単純だ。キオーを真半分に裂いて、たき火の上に吊す。あとはひたすらいぶしていくだけである。いぶして、いぶして、いぶし抜いたのだろう。どうしてここまでいぶし抜かねばならなかったのか。考えながらかんでいるうちに、キオーのかけらが柔らかくなってきた。

　すると、なんとしたことか。急にキオーの身から甘みがしみ出してきたのである。それはささやかな甘みなのだが、ふわりと透き通るような甘みであり、ほのかに漂う甘みなのだ。その甘みをじんわりとしたうまみが包み込んでいる。

　──待てよ。このキオーからは、少しもえぐみが出てこないではないか。

　そうなのだ。キオー特有の嫌な味がしない。そして、キオーにはないはずの脂分や甘みが、静かに口の中に広がり、喉に落ち込んでゆく。

　徹底的にいぶして水気を抜くことで、嫌な味はどこかに飛んでいってしまったのだ。そしてどこかに潜んでいた脂分と甘みがしみ出してきて身を覆った。このキオーはいぶし干しにする前とは、もう別の食べ物になったのだ。

　バルドは目を閉じて、何度も何度もキオーの身をかみしめた。うまい。何ともうまい。押しつけがましさのないひそやかなうまさなのだが、かみしめるほどにうまみはしみ出してきて口の中にあふれ出す。こんなうまさがキオーには潜んでいたのだ。もう一口、新たな酒を口にいれ、充分にこなれたキオーの身とともに喉の奥に流し込んだ。意外にもキオーの身は、溶けるような柔らかさで喉を滑り下り、臓腑へと落ち込んでいった。

　──ふふふ。硬くて硬くて手が付けられないようだが、味わってみれば奥深い。そして飲み込んでみれば意外に優しい。まるでエングダル殿そのものではないか。

　キオーを嚥えん下げしてにたりと笑うバルドを、マイタルプとラホリタは恐ろしいものを見る目で見ていた。

　翌朝、バルドは皆に言った。

「わしとゴドンとカーズはここで別れる。すまんが帰りはついていけぬ」

「それは残念なことです。バルド殿は何か用事がおありか」

　なぜかマイタルプのバルドに対する口調が丁寧になっている。

「ちと気になることがあってのう。三人でザルコス家の領地であるメイジアに行くのじゃ」

　逆にバルドのマイタルプに対する口調はこなれている。

「コイトの街は、そこから遠いのか」

「いや、エングダル殿。遠いどころか、コイトの街を通ってメイジアに行くのが最短距離ですな」

　エングダルは妙なことを聞くのう、と思ったのだが、ゴドンの返事を聞きながら、バルドはあることを思い出した。

　商人のコインシルという男がいた。若いころ山中で野獣に襲われエングダルに救われたのだが、それを恩義に感じて時折商品を持ってエングダルのもとを訪れていたのである。コインシルはコイトに店を持っていると言っていた。そのコイトに、エングダルは行こうとしている。なぜか。

　──仲間が迎えに来たから立ち去ると、あの商人に伝えるつもりなのじゃな。いやいや、どうして、どうして。義理堅いことではないか。

　ところが会話はそこで途切れた。エングダルは、コイトに行きたいとも、連れて行ってくれとも言わない。相変わらずだ。誇り高きゲルカストの戦士は、人間ごときに頼み事など絶対にしないのだ。だからこちらがくみ取るしかない。

　エングダルをコイトに連れて行くとして、当然、ヤンゼンゴとメリトケもついてくるだろう。では、マイタルプとラホリタは先に帰してよいのか。いや。この二人がいなければ、ゲルカストたちが川を渡るのは難しい。また、見届け役を命じられている以上、ここで別れて帰ろうとはしないだろう。

「よし。皆でコイトの街に行くぞ」

　バルドはそう宣言した。

　こうしてエングダルは長年住み慣れた小屋をあとにしたのである。
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　コイトの街の入り口には検問があった。そこで騒ぎになった。ゲルカストなどを街に入れることはできない、というのだ。

「どうしたものですかなあ、伯父御おじご。わしだけが街に入って、コインシルとかいう商人をここに連れて来ましょうか」

　それはよい方法だとバルドも思った。しかし引っかかる点もあった。それでは人間の街はゲルカストを閉め出した、ということになってしまう。この三人のゲルカストには、これ以上人間を嫌いになってほしくなかったのだ。バルドが考え込んでいるのを見て、ゴドンも思案した。

「そうじゃ。おい、番兵」

「な、何ですか」

「ここの衛視隊長は、いまもジーカルか」

「そ、そうです。ジーカル隊長です」

「よかった。呼んで来い。メイジア領主ゴドン・ザルコスが来たといってな」

　しばらくして、ジーカル隊長がやって来た。

「こりゃ驚いた。ゴドン殿。どうして南から来たんですか」

「そんなことはどうでもよい。コインシルという商人を知っておるか」

「知っていますよ。この街でも中堅どころの商人です」

「そこに行きたい。案内してくれんか。このゲルカストの勇士たちも一緒にな」

「うう。ゴドン殿の頼みでなければお断りしたいところなんですがねえ。分かりました。ご案内します」

　ジーカル隊長と兵士が一人同行した。

　行く道々、この一行に出会った人々は仰天した。

「うわっ」

「な、なんだ。あの緑の亜人は」

「ゲルカストだよ。ゲルカスト」

「そういや、南のほうの山ん中にゲルカストが住み着いてるって噂があったなあ」

　子どもたちはゲルカストの姿を見て泣き出し、母親は引きつった。誰もが道を譲った。

「七人のお武家様に囲まれてるじゃないか。心配することはねえよ」

「あの騎士様がたが、あのゲルカストどもを捕まえたのかね」

　ぞろぞろとあとをついてくる者たちもいた。

「ここがコインシルの店です」

　なかなか立派な店である。聞いていたより使用人の数も多い。幸いコインシルは在宅だった。

　店で見るコインシルは恰幅もよく、言葉遣いも落ち着いたものに感じた。その後ろには護衛の男がついている。見知った顔だ。バルドがエングダルの家から南に向けて旅立ったとき、コインシルと数日間旅をともにしたのだが、そのときもこの男が護衛についていた。

「こ、こりゃ。なんとエングダルの旦那じゃありませんか。よくもよくもこんな所にお越しで。しかもお仲間とご一緒とは珍しい。バルド・ローエン様もお久しぶりでございます。それとあなたさまは、もしやメイジアご領主ゴドン・ザルコス様では」

「おおっ。よく分かったのう。わしがゴドンじゃ」

「お迎えできて光栄です。とにかく立ち話もなんですから、皆さま奥のほうにお通りくださいませ」

「ゴドン殿。俺はここで帰ります。騒ぎは勘弁してくださいね」

「おう、ジーカル。世話をかけたのう」

　客間は一行が入ると一杯になった。

　コインシルは客たちにワインの水割りを出し、まずは来客の名をそれぞれ確かめた。そして落ち着いたところで話を切り出した。

「ところで、お出ましのご用向きはどんなことで」

　一同はエングダルのほうを見た。商人コインシルに用事があるのはエングダルなのだ。ところがエングダルはむっつりと黙り込んだままだ。しかたがないので、バルドが口を切った。

「コインシル殿」

「はい。バルド・ローエン様」

「エングダル殿はゾイ氏族に復帰されることになった。ゾイ氏族の居留地はオーヴァの西で、ずっと北のほうになる。エングダル殿は、コインシル殿に別れを告げにみえたのじゃ」

「えっ」

　しばらくコインシルは絶句した。そして、目に涙を浮かべた。

「そうですか。そうですか。お仲間が迎えにおいでになって、それで帰れることになったんですね。よかった。それはよかった」

「用は済んだ」

　エングダルはそう言って立ち上がった。これでもう帰るつもりなのだ。なんというあいそのなさ。

「ちょ、ちょっとお待ちください。旅でお腹もすいておいででしょう。今簡単な食事を用意しますので、どうぞお召し上がりください。ゴドン様。ちょっとお話がありますので、別室にお越し願えませんか」

　ゴドンはバルドとカーズにもついてきてくれるよう、目で合図した。三人はコインシルに従って別の部屋に移った。

「ゴドン様。初めてごあいさつさせていただきましたが、あなたさまのことはずっと以前から存じ上げておりました。あたしはメイジア領にも出入りさせていただいておりますのでね。あなたさまほど民思いでご立派な領主様は存じ上げません」

「こりゃ、ずいぶんな褒め言葉じゃな。じゃが、メイジアにも出入りしておるならちょうどよい。訊きたいことがあるのじゃ。メイジア領は最近ザルコス家の秘蔵の武具を売り出しておるという。そのことについて、何か知らんか」

「そのことでございますよ。今、メイジア領を支配しておられるのは、クリトプ・ザルコス様なんで」

「なにっ」

「おそらく領主印も、クリトプ様がお持ちです」

「叔父上が。まさか。カイネンとユーリカが、そんなことを許すはずがない」

「そのお二人のご様子が、どうもおかしいのです。これはあたしの勘なんですが」

　コインシルは目を細め、声を低くして言った。

「人質を取られているんじゃないかと」

「人質だとっ」

「お二人にはご子息がおありでしたね」

「おうっ。ミドル・ザルコスじゃ。今、騎士修業でよそに出ておる」

「そのミドル様がメイジアにお戻りになったという噂があるのです。ところがミドル様のお姿をメイジア城で見たと言う者はありません。つまり」

「つまり、何じゃ」

「ミドル様は、どこかに閉じ込められているのでは」

「なんだと」

「それから、これも噂なのですが」

「うむ」

「カイネン様が大領主様に領内のもめ事の仲裁を願い出られたというのです。しかし大領主様は内政には干渉しないという返事をなさったとか。ただし、その大領主様のもとにクリトプ様から多額の賄賂が届けられたという噂もございます」

「む、む、む。事実だとすれば由々しきことじゃ」

　どうもメイジア領は大変なことになっているようだ。直接メイジア領にのこのこと帰っていたら、どんなことになっていたかもしれない。このコインシルという商人の好意には感謝しなければならない。

「あたしの知っていることは、こんなことぐらいです。お役に立てばよいのですが」

「おお、おお。立つとも。大いに役に立った。伯父御、わしはどうすればよいですかなあ」

　バルドはしばらく黙考してから言った。

「情報が欲しいのう。この場合、肝心なのはおぬしの甥御のミドルのことじゃ。ミドルが確かに城内にいて、監禁されているかどうか。それがはっきりすれば、クリトプ殿の罪もはっきりするし、これからなすべきこともはっきりする」

「これからなすべきこととは何です、伯父御」

「言うまでもなかろう。カイネン、ユーリカ、ミドルの三人を救い出し、クリトプ殿を捕らえるのじゃ」

　とにかくまず必要なものは情報である。こんなときジュルチャガがいればよかったのだが。ジュルチャガなら抜群の探索能力で、たちまち必要な情報を得てくれただろう。だが、今ジュルチャガはいない。どうやって探索したものか。カーズもなかなかに素早いし、人に気付かれずに行動するのも得意だ。しかしやはり城の中に一人で潜入するというのは危険すぎる。門をくぐらなければ城には入れない。見知らぬ騎士が入り込もうとすれば警戒されてしまうだろう。

「あたしのつてで、城に入り込むことはできます」

　コインシルが、思ってもみなかったことを言ってくれた。

「けれど、皆さんを連れてというのは、ちょっと無理です。でも、ミドル様がおられるかどうか、できるだけ探ってみましょうか」

　これはずいぶん踏み込んだ申し出だ。もくろみがばれればコインシルの命が危ない。

　このとき、ずっと黙っていたコインシルの護衛が口を開いた。

「あんたは城に入ったら商談しかできないだろう。終わればすぐに追い出される。あんたは商談を引き延ばしてくれ。そのあいだに、俺がミドル殿のことを探ろう」

　バルドは思わず護衛の男に言った。

「いや、それは危険すぎる。おぬしにそこまでのことをしてもらう理由がない」

「バルド殿。久しぶりだな」

「うむ。といってもおぬしと会ったのは、今年の二月のことじゃったな。ええと」

「モリタスだ、俺の名は。久しぶりといったのは、そのことじゃあない。およそ三十年ぶりかな」

「なに？」

「俺もずいぶん小さかったが、あんたの名前は心に刻んだ。今年二月に会ったとき、もしかしてと思ったんだが、バルド・ローエンがパクラを離れるわけがないという思い込みがあったんでな。そのときは失礼した」

「三十年ぶりじゃと？　三十年前にわしはおぬしと会うておったのか？」

「山の中の砦とりででの話さ。俺たちのふるさとはコエンデラに攻め取られ、流る民みんになって俺の父や母は仲間と一緒に峠を越えようとした。だが山賊に襲われて父は大けがをし、母はさらわれちまってな。俺たちはテルシア家の砦に駆け込んで救いを求めたんだが、いつコエンデラの襲撃があるかもしれないから、兵力は割けないといわれた。ところがあんたが、ならば私が一人で行くと言って飛び出していって、見事母上を救いだしてくれたのさ」

　思い出した。そんなことがあった。ただしあの場合、ハイドラは建前からしてそう言うほかなかった。そう言いながら、バルドが飛び出して行くのを待っていたのだ。

「俺もあんたのように剣をもって人助けをしたいと思ってな。いつのまにかこんな用心棒家業をやるようになっちまった。頼む、バルド殿。俺に手伝いをさせてくれ」

　このモリタスという男は、たぶん騎士の血筋だ。言葉の端などにその気配がある。それに、あのとき助けた婦人というのは、一行の中でかなり尊敬を受ける立場にあったはずだ。

「モリタス殿。お言葉に甘える。どうかわしらを助けてくれ。ただし危険を冒さぬようにな。できる範囲で調べてくれればよいのじゃ」

「よしきた。あの城には何度か入ったが、普段は決まった場所しか通らせてもらえないんだ。城の見取り図みたいなものを描いてもらえないかな。それと、ミドル殿が閉じ込められている場所の見当はつかないのかな」

「おおっ。モリタス殿。恩に着る。見取り図はすぐに描く。それと監禁場所じゃが、二つ思い当たる場所がある。一つは地下の牢獄じゃ。しかしここは百年以上も使っておらん。もう一つは先祖の霊れい廟びょうの手前にある小部屋で、ここは一族の者を一時懲らしめたりするのに使われる。鍵も掛かるし、ちょっとやそっとのことでは壊せん。そもそも入り込むことも難しい。ただしここに閉じ込められているのなら、実は都合がよい」

「ほう。ゴドン。どうしてじゃ」

「伯父御、霊廟には外と出入りできる秘密の通路があるのです。その通路は城の裏庭に通じており、そこから古井戸を通ると、裏山に出ることができるのです」

　それが本当なら、救出に大いに希望が持てる。

「そうだ。それからもう一つ。最近、メイジア城には、ならず者みたいな騎士や兵士がいる。ゴドン殿との戦いのために雇ってるのかもしれん」

　それが事実なら、力攻めは難しいかもしれない。いずれにしても相手の状況が分からなければ、作戦の立てようがない。

「そういえば、ゴドン。おぬし、旅に出るとき、領主を妹婿に譲る書類を残したと言わなかったか」

「おお。確かに残しました」

「ふむ。コインシル殿」

「はい」

「この街に、メイジアの領主が代わったというような通達がきたかの」

「いえ。来ておりません。領主交代というようなことが起きれば、必ずあたしどもの耳に入るはずです」

「そうじゃろうのう。カイネン殿とユーリカ殿には、ゴドンに代わって領主の座に就くつもりなどなかったはずじゃ」

　つまり、今もメイジア領主はゴドン・ザルコスなのである。

　コインシルとモリタスとの打ち合わせを終えて客間に戻ると、そこでは大宴会が開かれていた。コインシルが用意したのは簡単な食事どころではなく、立派なごちそうだ。大量の酒も供されていた。エングダルの小屋では少しの酒しか残っておらず、皆飲み足りない思いをしていたのだが、ここでそれが爆発したようだ。

　バルドたちも仲間に入って酒を飲み、ごちそうを食べた。

　肉、野菜、果物、酒。

　即席で準備したとは思えない量と質だ。

　初めバルドは肉の味に舌鼓を打っていたのだが、一渡り料理を食べたあとで気に入ったのは、何ということもない野菜の漬物だ。中でもプリックの漬物は大いに気に入った。

　プリックはどこにでもある野菜だ。といっても山野に自生しているわけではなく、それぞれの家で育てるのだ。辺境では植えた野菜を取っていく野獣たちが悩みの種だが、プリックの実は地中に生るので、取られにくい。あれは実なのではなく根が育ったものだとも聞く。

　そのままで食べたり、煮物にして食べる。寒い時期の野菜であり、ちょうど今は食べ頃だ。

　みずみずしくて、うまい。

　また、歯応えがよい。ぱりぱりとしたかみ応えが何とも気持ちよいのである。

　酒を飲みながらプリックの漬物をぱりぱりとかじれば、また酒が進む。

　このうまさは、どこから来るのだろう。

　たぶん、塩がよい。この漬物に使われている塩は、バルドがパクラで食べなれていたような混ざり物の多い塩ではない。質のよい塩だ。岩塩だろう。大地の滋養をたっぷりと吸い込んだ塩だ。その土地に吹き寄せる風やしみ込んだ雨が凝り固まった塩だ。つまり、この漬物の味は大地の味であり、風と雨の味だ。

　しかもこのプリックの漬物は青々とした葉の部分も添えられている。この部分は捨ててしまう人も多いのだが、バルドの母は、よくこれを漬物にしてくれたものだった。

　懐かしさを感じながら、バルドはプリックの漬物を口に運んだ。
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　コインシルとモリタスが帰って来たのは、二日後の夜だった。

「バルド殿。間違いない。ミドル殿は霊廟前の格子部屋にとらわれている」

「そうか、モリタス殿。よく調べられたのう」

「そんな奥のほうに入り込むのは危険だからな。食事を運ぶ下働きにちょっとした品物を渡して聞き出したのさ。あまり詳しいことは聞けなかったが、食べ物からしても貴族の子弟に違いないということだ。そして男でまだ若いそうだから、まず間違いない。その部屋には昔からの家臣は近寄ることを禁じられていて、最近雇われた者が食事を運び、汚物を片付けてるんだ」

「うむっ。ありがたい！　そこまで分かれば、あとはこちらのものじゃ」

「ああ、ゴドン殿。それから新規雇いの兵力のことだ。これは見張りの兵士に酒をやって聞き出したんだが、この数か月、メイジア城で新たに雇われたのは、騎士が十五、六人。兵士が二十人ぐらいだということだ」

　それは相当な戦力だ。バルドは、ゴドンとカーズを見た。

　この二人は、実にすさまじい戦力だ。カーズの剣の業わざ前まえは、まったく底の見えないほどのものである。ゴドンの耐久力と豪腕は桁外れであるうえ、このところ技にも磨きがかかっている。バルドもなぜか身体の調子が若返ったように元気だ。

　かつて、ドリアテッサを殺そうとしたヴォドレス家の三人の騎士と六人の従騎士と十人の従卒と、馬なしの状態で相対したとき、死をも覚悟した。だが実のところこの三人なら正面から戦っても勝てたのではないかと今は思っている。それほどの三人だ。

　もちろん三人でまともに城攻めができるわけはない。また、広い場所で三十五人を一度に相手にしたのでは勝ち目がない。だが、人質のミドルを救い出して、城中に侵入して戦うことができれば、戦いようもなくはない。こちらの目的は敵の首しゅ魁かいであるクリトプ・ザルコスを捕らえるかあるいは殺すことだ。クリトプにはもとからの家臣もいるだろうし、城兵たちもいくぶんはその指示に従うだろう。逆にこちらに味方する城兵もいるだろう。

　不確定な要素の多い戦いとなるが、うまく運べば勝機はある。成り行き次第では非常に厳しい戦いになる。だが、やらねばならない。

「伯父御。どうします。何ならリンツの伯父から兵力を借りますか」

「いや。おぬしがここに来た噂は、そのうち相手に伝わるじゃろう。そうすれば向こうもその気で備えをするじゃろうから、本格的な城攻めになってしまう。まだ相手がこちらのことに気付く前に仕掛けるのが上策じゃ」

　メイジアの城は、小さいが造りは堅固だ。防御を固めた状態で落とすとなると長期戦になるし相当の兵力がいる。そんなことをすればメイジア領は荒れ果ててしまうだろう。不意を突き相手の動揺をさそうような攻め方こそが望ましい。

「バルド様。あたしのほうからも報告することがあります」

「おお、コインシル殿。このたびは本当にご苦労じゃった」

「いえいえ。簡単なことでした。それでですね。あたしはね、領主様は今どちらで、と訊いたんです。すると、今視察旅行に出ておられる、ということでした」

　これは重要な情報だ。つまり城内の意識でも、いまだにゴドン・ザルコスが領主であるということになる。

「それからね。じゃあ、領主代理様はどちらで、とお訊きしたんです。すると、カイネン様はご体調が悪い、という返事でした。そしてその次に、ではクリトプ様は、とお訊きしたんです」

「ほう。それで、どういう答えだったのじゃ」

「管理官殿は、今手が離せん、というご返事でした。たぶん、城に引き込んだ妙な女どもとお楽しみの最中だったんじゃないかと思うんですがね」

　これは非常に重要な情報だ。管理官というのは、たしか前にカイネンが就いていた役職だ。つまり現在のザルコス家では、留守中の当主に代わり、妹婿のカイネンが領主代理という立場にある。それを補ほ弼ひつする形で、クリトプはザルコス家の中に位置を占めているのだ。つまり、カイネンを領主代理に仕立て、それを陰から操ることで、メイジア領を好き勝手にしているのだ。実態はともかく、形式上はカイネンがクリトプのあるじなのである。言い方を変えれば、堂々とザルコス家の乗っ取りを宣言するほどには、まだ城内の人心を掌握できていないということだ。

　客間に戻ると、またも酒盛りをやっていた。用事ができたので先に帰ってくれるよう頼んだのだが、マイタルプやゲルカストたちは、主人のコインシルにあいさつもせずに帰るわけにはいかないと言って居座っていたのだ。

「マイタルプ殿。コインシル殿が帰って来た。あいさつなさるがよろしい。それと、わしたちは明日朝早く出かける。今のうちに別れのあいさつをしておくわい。皆々、元気でのう」

「バルド殿」

「なんじゃな、マイタルプ殿」

「メイジア領に何か変事が起きたのでしょう。それでバルド殿たちはそれを解決に行かれる。そうではありませんか」

　問いかけてくるマイタルプの顔つきは、すでに酔いが醒さめたかのように引き締まっている。見ればラホリタも、エングダルもヤンゼンゴもメリトケも、酒の椀わんを置いて静かにバルドとマイタルプの会話を見守っている。

「ふむ。見抜かれておったか。その通りじゃ。少しもめ事があっての。わしらは行かねばならん」

「そのもめ事というのをお話しいただけませんか」

　ゴドンのほうを見ると、うなずいている。話してよいということだ。

「実はこのゴドンが領主をしておるメイジアの城を、ゴドンの叔父にあたる者が乗っ取って、専横なふるまいをしているのじゃ。ゴドンは領地のことを妹夫婦に任せておったのじゃが、その妹夫婦の子どもが人質に取られているようでの。少しばかり厄介なことになっておるのじゃ」

「その仕置きに赴かれるのですな」

「そうじゃ」

「その仕置きに、われらも同道させていただくわけにはいきませんか」

　これは驚いた申し出だ。かりにもマイタルプとラホリタはパルザムの正規軍軍人なのだ。しかもマイタルプには辺境騎士団副団長という立場もある。国外の領地のいざこざに簡単に首を突っ込んでよいものではない。バルドが返答を迷っていると、ラホリタがこう訊いてきた。

「バルド様。その仕置きというのは、話し合いだけで解決するものではないように思います。戦いになるのではありませんか」

　戦い、という言葉を聞いて、三人のゲルカストのまなこが異様な光を放った。

「ううむ。正直に言おう。相手はゴドンの帰還を恐れて兵力を集めておる。少なくとも騎士十五、六人と兵士二十人ばかりが敵になる。しかも防御の固い城の中におる敵を攻めることになる。極めて難しい戦いじゃ。おぬしたちを巻き込むわけにはいかん」

　そのとき、すさまじい音がした。

　族長エングダルが右手で机をたたいたのだ。堅いドゥーガ樫かしの机に大きなひびが入っている。

「困難な戦いだと！　強敵だと！　そんな面白いことからわれらをのけ者にする気か！」

　エングダルの怒声に、ヤンゼンゴが続いた。

「そうだ！　実にけしからん。まさかンゲド・バルドは、われらゾイ氏族が頼りにならぬと思っているのか」

　メリトケも、まなじりを裂いてバルドをねめつけている。

「い、いや。そういうわけではないのじゃが」

「ではなぜわれらから戦いを取り上げるのか！」

「取り上げたわけではない」

「では、われらゾイの戦士を連れて行くのだな！」

「わ、分かった、ヤンゼンゴ殿。おぬしたちに協力を頼む」

「うむ！　当然だ」

「ということは、私たちも呼んでいただけるのですね」

「いや、ラホリタ殿。辺境騎士団の騎士が他領の戦闘に参加するのはまずいじゃろう」

「黙っていれば分かりません」

「その鎧よろいを見れば、辺境騎士団じゃということは丸分かりじゃ」

「では、泥で鎧をよごして行きましょう。しかし、ここら辺りではこの鎧を知っている者などいないと思いますよ」

「それともバルド殿は、ゲルカストどもは当てにしても、わが辺境騎士団は当てにならないとおっしゃるつもりか」

　マイタルプの目が据わっている。こういう状態の人間には勝てない。

「分かった。おぬしたちも参戦してくれ」

「おう！」

「はいっ」

「ぐ、ぐ、ぐ」

　なぜか全員、戦やる気まんまんである。特にメリトケはひどく楽しそうだ。

　バルドは大きく深呼吸して気分を切り替え、目を閉じて腕組みをした。この強力な援軍を得られたとなると、まったく別の戦略が成り立つ。正々堂々と正義を掲げて戦うような戦いが可能となる。

　バルドは頭の中で作戦を練り始めた。

　かくして、メイジア城奪還戦が始まる。
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　これほど恐ろしい叫び声を、バルドは聞いた覚えがない。

　今バルドは、ゴドンとともにメイジア城にほど近い茂みの中に身を隠している。

　城の門の前では、三人のゲルカスト、すなわち族長エングダル、族長代理ヤンゼンゴ、若武者メリトケが、戦いの雄叫びを上げている。たった三人で、これほどの声が出るものなのか。その響きは空を往く飛竜イェント・ナーダでさえすくませるほどのものである。

　何事が起きたのかと、城兵たちが城壁の上に集まってきた。

　今ごろは、雄叫びを合図にカーズが城内に侵入したはずである。裏庭の古井戸を出て隠し通路に飛び込むところを誰かに見られるわけにはいかない。だから城兵の注意を前面に引きつけているのだ。

　ほどよく城兵を引きつけてから、エングダルは叫んだ。

「ユーリカ・ザルコスとカイネン・ザルコスを出せ！」

　下あごから生え上がった二本の牙が、相貌の獰どう猛もうさを引き立てている。体中に付いた傷は、この生き物がいかにも戦い好きであることを示しているようだ。左肩から胸にかけての大きな傷と、半分切れ飛んだ左耳が、見かけの恐ろしさを増幅させている。

　まさに冥府ユーグから湧き出した緑の悪鬼。しかもその巨大な悪鬼が三体もおり、巨鳥と巨馬にまたがっているのである。

　──さて。城はどう出るかの。

「伯父御、出ました。あれがクリトプ・ザルコスです」

　気取ったひげを伸ばした贅ぜい沢たくな服装の貴人が城壁に姿をみせた。ゴドンにいわれるまでもなく、あれがクリトプだろうと見当をつけていたのだ。その隣にはベンチ・ザルコスがいる。クリトプの息子である。バルドは以前メイジア城に滞在したとき、ベンチとは顔を合わせたことがある。このベンチも捕らえるか殺さなくてはならない。

「ユーリカ・ザルコスとカイネン・ザルコスを出せ！」

　繰り返し、繰り返し、責め立てるようにエングダルは叫んだ。

　城壁のクリトプが何か命令を発している。遠すぎるので中身までは分からない。ややあって、城門からカイネンとユーリカが出てきた。いや。押し出されてきた、というのが正しい。

　二人の後ろには抜き身の剣を持った騎士が二人ついて来ている。一見護衛のようだが、そうではない。その証拠に、二人が城門から充分離れると、騎士たちは引き返して行った。

　このときまで、城門の扉は一度も降ろされていない。この場合の扉というのは、普段開閉する開き戸の奥に付けてある、太い丸太をつなげて作った防御扉のことである。この防御扉を落とされても、ゲルカストが三人もいるのだから、打ち破ることはできるかもしれない。しかし防御扉に取りついているあいだにこちらも痛手を受ける。だから、できればこの扉を降ろされないうちに城内に侵入したいのだ。

　カイネンとユーリカが城の外に出たあとも、防御扉は降ろされなかった。それはそうだろう。カイネンとユーリカは名目だけのこととはいえ城の最高権力者なのだ。それを追い出して見捨てるような命令を出せば家臣たちの反発を呼ぶ。

　カイネンとユーリカは、支え合いながらゲルカストたちに近づいた。震えている。無理もないことだ。カイネンは騎士ではあるが、いわゆる文人騎士であって戦いの訓練は積んでいない。

　エングダルが何かを差し出した。紙切れ、というより手紙である。ヒエルドに乗ったゲルカストは、ずいぶん高い位置にいるわけだが、その手も異常に長いから、差し出された手紙はカイネンが少し手を伸ばせば届く高さにあった。

　取ろうとして手紙を取り落とした。手紙はひらひらと舞って地に落ちた。

　──よし、うまいぞ。ゆっくり時間をかけるのだ。

　恐怖と不安でいっぱいのカイネンとユーリカへの気遣いも忘れ、薄情にもバルドはそんなことを考えていた。ユーリカが手紙を拾って渡し、カイネンは震える手でそれを開き、読んでいる。その手紙には、ゴドンの筆跡でこう書かれている。

〈このゲルカストたちは友人だ。今、隠し通路からミドルを救出している。しばらく話をするふりをして時間を稼げ。ゴドンより〉

　カイネンが手紙をしげしげと見つめている。それから手紙をユーリカに見せた。ユーリカは驚いたように顔を上げ、カイネンと何事かを話し合った。

　それから二人は一生懸命エングダルに話しかけた。エングダルの表情や口元はバルドたちからは見えないが、どうも黙り込んでただカイネンとユーリカが話しかけるのを聞いているようだ。まあ、エングダルに細かな演技など期待していなかったが。城壁の上でも、ざわざわとざわめきが上がり始めた。と、突然、エングダルが叫んだ。

「ユーリカ・ザルコスとカイネン・ザルコスを出せ！」

　辺りはしいんとした。

　バルドは手で目を覆った。

　──何をやっておるのじゃ、あの御仁は。目の前におるのがユーリカとカイネンじゃ。そのことはあの緑の御仁も分かっておるじゃろうに。確かにそのセリフを繰り返せとは言うたが、ここでまた繰り返す必要はあるまいに。

「ユーリカ・ザルコスとカイネン・ザルコスを出せ！」

　またもエングダルが吠ほえた。

　だがこれは時間稼ぎには効果的だった。城壁の上の兵士たちに混乱が感じられる。それはそうだろう。確かにユーリカ・ザルコスとカイネン・ザルコスを目の前に差し出しているのだ。それにもかかわらず緑の悪鬼は、「ユーリカ・ザルコスとカイネン・ザルコスを出せ！」と繰り返すばかり。いったいその狙いは何なのか。わけが分からない。当然だ。こちらにもわけが分からない。

　ユーリカとカイネンは、いっそう必死でエングダルに話しかけた。しかしそれを聞いているのかいないのか、しばらくするとまたもエングダルは吠えたのである。

「ユーリカ・ザルコスとカイネン・ザルコスを出せ！」

　城兵たちが動揺し、いささか恐慌さえ来しているのが、離れているバルドの目にもはっきり映った。人は理解できないものを恐れる。そうでなくても突然現れた三体のゲルカストは恐怖を抱かせる存在だ。そしてその振る舞いがまったく理解できないとなれば、それは対処不能な相手ということになり、そこに恐れが生まれる。どうやらエングダルに与えた指示は、期待を上回る効果を挙げたようだ。

　そうしているうちに、山の中の草木を踏み分ける足音が近づいて来た。

「伯父上様」

「おおっ、ミドル。無事で何よりじゃ」

　ミドル・ザルコスという青年はたしか十八歳のはずだ。痩せてやつれた姿をしており、カーズに半ば抱きかかえられるようにして歩いて来た。よごれていて、匂いもひどい。だがその顔つきにはどことなく優しさが表れている。監禁されてはいたが、この青年の心はくじけていなかったようだ。

「ミドル。こちらのおかたは、バルド・ローエン卿じゃ。前に何度も話したじゃろう。〈人民の騎士ガルデガーシ・グエラ〉様じゃ。おぬしの救出もこのおかたの指示でなされたのじゃ。跪き拝はいせよ」

　ミドルはひざまずいてバルドに礼容を示した。

「それからミドルよ。お前を助け出したのが、バルド殿のご養子で、カーズ・ローエン殿じゃ。礼を述べよ」

「カーズ様。ありがとうございました」

「そして後ろのお二人が、パルザム王国辺境騎士団副団長マイタルプ殿と、団員のラホリタ殿じゃ。わが家の危難にご助勢に来てくだされたのじゃ」

「ええっ？　パルザム王国？　へ、辺境騎士団の副団長様ですか？　あ、ありがとうございます」

「ゴドン。エングダル殿が待ちくたびれておるわい。行くぞ」

「おうっ」

　一同は馬に乗り、ゴドンを先頭に、バルド、カーズ、マイタルプ、ラホリタの順で進んだ。ミドルはカーズの馬に相乗りである。

　──ミドルは消耗しておるし、心にもおびえがあるようにみえる。置いていくべきかのう。いや、それは駄目じゃな。今起きておることはザルコス家の一大事。このときに隠れて安全な場所にいるようなことでは、この先領主の地位を継いでメイジア領を統治していくことなどできはせん。

「ミドル殿」

「は、はい。バルド様」

「気をしっかり持て。今はザルコス家の危機なのじゃ。城を取り戻さねばならん。おぬしも騎士の修業を積んできたのじゃろう」

「は、はいっ」

「案ずることはない。おぬしの身はカーズ・ローエンが守る。堂々と城に入るのじゃ。そして素早く領主の部屋に行き着き、印形と金庫を押さえよ」

「はい！」

「カーズ。ミドル殿のそばを離れるな」

　カーズがうなずいた。

「ゴドン」

「おうっ」

「おぬしは打ち合わせ通り、クリトプ・ザルコスの身柄を押さえよ。できればベンチもじゃ」

「分かっております、伯父御！」

「マイタルプ殿、ラホリタ殿」

「うむ」

「は」

「貴殿らはミドル殿に同行し、行く手を邪魔する者たちの相手をされよ」

「心得た」

「分かりました」

　次々と指示を与えるうちに、エングダルたちのいる場所までたどり着いた。しばらく前から城兵たちはゴドンたちの接近に気付き、指さしながら何事かを話し合っている。

　バルドは手で合図して、カイネンとユーリカを後方に下がらせた。カイネンとユーリカは、城に向かうミドルを心配げに振り返りながら、指示された通り茂みのほうに逃げ込んで行った。
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　ゴドン・ザルコスが進み出る。

　城門を見上げながら馬を止めたゴドンの姿を見て、バルドは、そこに共に旅をしたときには感じることのなかったものを感じた。

　──ほう。

　ゴドンは大柄な体たい軀くの持ち主である。その雄ゆう偉いな体が馬上にそそり立っている。前から見ても横から見ても丸太のようなその体は、今や武威で満たされ、侵しがたい威厳を辺りに放射している。

　──さすがは名門ザルコス家の当主よ。

　ゴドンは胸一杯に息を吸い込み、ゲルカストさえ上回る音量で言い放った。

「者どもっ、聞けい！　城主のゴドン・ザルコスじゃ。叔父のクリトプ・ザルコスが、亡き父との約束を破り、城と領地をほしいままにしていると聞き、旅より帰参した。人質に取られておった甥は、これこの通り助け出した。妹夫婦も城より出した。

　わが忠義の家臣たちよ。これよりよこしまな者どもを討つ。誤って手向かいいたさぬよういたせ！」

　響き渡る大声は、雷神ポール＝ボーのごとくである。あまりの大声に、バルドの腰に吊つった古代剣がびりびり震えた。

　城壁の上に立ったクリトプ・ザルコスがわなないている。豪傑の名も高いゴドン・ザルコスが帰還したのだ。恐ろしき緑の巨人三人と、精強そうな騎士四人を従えて。その一団はすさまじい勢いで門に向かって突進を始めた。

「も、門を落とせ！　弓兵どもっ。射てーーっ」

　だが、門は落ちなかった。門番の兵士は、クリトプの命に従わなかったのである。

「門は落とさせはいたしません。城主様っ。お入りくださいませ！」

　これが徳というものである。ゴドンの積んだ徳が、父祖の積んだ徳が、城門を閉ざさせなかったのだ。

　弓兵のいくばくかはクリトプの命に従い、矢を放った。かわすまでもないようなひょろひょろ矢だ。バルドの胸にも一本が当たったが、気にも留めない。後ろでカーズが矢を斬り落とす気配がした。ミドルを守ったのだろう。

　中庭に飛び込むと、そこには十人ほどの兵士と、十人ほどの騎士がいた。

　──しめた！

　城の中で次々と騎士に襲いかかられるのは面倒だと思っていたのだ。もともとこの城にはゴドンとカイネンしか騎士はいなかったのだから、ここにいる騎士は全部敵だ。そして広い場所での戦闘となれば、これはもうゲルカストのものだ。

「この広場の敵はゾイ氏族に任せた！　ほかの者は正面入り口から城に突入せよ！」

　バルドの命令に、三人のゲルカストは恐ろしいうなり声で答えた。

　今や先頭に立つのはバルドである。というよりユエイタンだ。この悍かん馬ばは水を得た魚のように生き生きと敵を蹴散らし、たちまち城の入り口に到達した。これに続いたのはカーズと愛馬サトラ、そしてミドルである。遅れてゴドンが殺到した。四人は馬から下りて入り口に入った。

「げ、ゲルカストだ。広場の兵はゲルカストを迎え撃て！　城の中に入れてはならんっ」

　クリトプが叫んでいる。一番の脅威は三人のゲルカストだと考えたようだ。しかしその命令はこちらの思うつぼである。

　城の入り口には騎士二人と兵士五人が待ち構えていた。兵士五人は槍やりをバルドたちに向けている。構えられた槍は先頭に立つバルドの胸や腹に突き出された。

　バルドはまったく防御の構えを取っていない。

　──ポルポ入魂のこの魔獣の革鎧を突き通せるつもりか！　ならば突け。その代わりこちらも黙ってはおらんぞっ。

　五本の槍先がバルドに突き刺さるかと思ったが、そうはならなかった。バルドの横を黒い影が走り抜け、四本まで槍先を斬り飛ばしたのである。むろん、カーズ・ローエンのしわざである。残る一本の槍はバルドの腹に突き立てられた。が、魔獣の革鎧に守られ、バルドには何の痛手もない。

　バルドは古代剣を横に寝かせて、突き立てた兵士の肩口をないだ。兵士は吹き飛んでいった。

　カーズはすでにミドルのもとに下がっている。

　呆ぼう然ぜんとたたずむ四人の兵士をはね飛ばしながらゴドンが突進した。狙いはその後ろの騎士二人である。ゴドンがバトルハンマーを振りかぶる。騎士たちが剣で迎え撃とうとするが、一人の騎士の剣はゴドンのハンマーにはじき飛ばされ、その勢いのまま騎士自身もバトルハンマーの餌食となって、身を折って倒れた。

　もう一人の騎士の剣は、バルドが踏み込んで受け止めた。その衝撃で相手の剣は折れ飛ぶ。バルドは左のこぶしで騎士の頰を殴り飛ばし、騎士は石像に頭を打ち付け、昏倒した。

　そこに、追いすがる兵士たちを振り払いながら、マイタルプとラホリタが駆け込んで来た。すでにゴドンとミドルとカーズは階段を駆け上がっている。マイタルプとラホリタはその後を追った。

　バルドは一度入り口の外に出て戦況を見極めた。

　城壁の上ではクリトプが走っている。建物の上で見守っている場合ではないと判断したのだろう。回廊を渡って建物の上に回ろうとしているようだ。ということはおそらく、城の中のどこかの部屋を目指している。

　広場に目線を落とすと、三人のゲルカストはなんとヒエルドと馬を下りて徒歩で戦っている。しかもクィタンも斧おのも抜かず、素手で戦っている。

　──そうか。できるだけ殺さぬように頼んだからのう。

　目覚ましい働きをみせているのはゲルカストの若武者メリトケである。無理もない。メリトケは鬱うっ憤ぷんの塊だった。暴風将軍が襲いかかってきたときには、メリトケは目も当てられないほどぶざまな姿をさらした。ひとの戦いにしゃしゃり出て、人間に一対一で負けるという前代未聞の不名誉をさらしたのである。くらくらとする頭を振りながら気が付けば敵が倒れている。すかさず斬りかかったら、族長代理に張り倒された。聞けば自分はあっさりと人間に打ち倒され、その人間をバルド・ローエンは剣も抜かずに倒したという。

　なんと自分は人間にかばわれて命をながらえ、しかも勝負がついて気絶している相手に卑ひ怯きょうにも飛びかかったのだ。なんという醜態。なんという屈辱。ずっと鬱屈をため込んで、憂さ晴らしの相手を探していたのだ。今こそ出番とばかり、向かってくる相手を吹き飛ばしている。

　なまくら剣など、かわす気にもならないとばかり、平気で外皮で受け止め、別の騎士の剣をわしづかみにしてへし折り、相手の体をつかんで持ち上げ、壁にたたき付けていた。

　──おいおい。殺すでないぞ。ま、できるだけ、ということじゃが。

　敵といっても、もともとザルコス家家中の者も交じっているのだから、やむを得ない場合以外殺さないように、と指示してあるのだ。

　素早くゲルカストたちの戦いぶりを目に収めると、バルドは階段を駆け上がっていった。かつて滞在したおりに、バルドはこの城のあちこちをゴドンに案内してもらっている。構造はおよそ分かっているのだ。

　ミドルたちは奥の部屋に走り込み、ゴドンは階段を上っている。

「ゴドーン！　ゴドーン！　クリトプは屋上から降りてくるぞっ」

　階段は一箇所ではない。だが領主の部屋に向かうにはこの階段が近道だ。案の定、ほどなく上からクリトプが降りて来た。騎士四人と兵士五人を従えている。兵士五人は弓を持っている。

　クリトプ・ザルコスは駆け上がってくるゴドンとバルドを見ると、部下たちを停止させた。そして弓でゴドンとバルドを射させた。

　一瞬、通廊に身を隠そうかと思ったが、そのすきにクリトプに脇道に逃げられてもまずい。バルドは顔を伏せ、ばさりとマントを翻した。マントを振る右手に、矢がマントにはじかれた感触が伝わった。クラースク伯心づくしの贈り物であるマントは、まことに頑丈にできている。

　ゴドンはと見れば、まったくかわしもせず鎧で受け止めたようだ。肩には矢が突き立っている。こうした攻撃は、下手によけようとしないほうが急所には当たらないものだが、それにしてもなんたる度胸か。

　ゴドンはクリトプのもとにたどり着こうとしている。二人の騎士がクリトプの前に出た。ゴドンはバトルハンマーを右から左に振った。一人の騎士の剣はそれより先にゴドンの横腹に打ち当てられたが、ゴドンはまったくひるみもせず、バトルハンマーを振り切った。このバトルハンマーは旅行にほどよい小振りなハンマーなのだが、ゴドンにかかればその威力は巨大ハンマーなみである。二人の騎士は同時に吹き飛ばされ、壁にたたき付けられた。一人の騎士は壁に当たってはねかえって階段から飛び出し、エントランス・ホールに落下していった。

　兵士たちは、弓を捨てた。降伏のしるしである。クリトプ・ザルコスは剣を抜こうともせず、憎々しげにゴドンをにらみつけている。

　ゴドンは通廊のほうを見た。そこには別の兵士がいる。剣は抜いておらず、片膝を突いてゴドンに頭を下げている。

「スコルト。無事であったか。縄を持ってきてくれ。罪人を縛る」

「はいっ。領主様」

　クリトプ・ザルコスを縛り上げたころ、領主の印形と金庫を確保したミドル、カーズ、マイタルプ、ラホリタの四人が合流してきた。

　かくしてメイジア城は奪還され、ゴドン・ザルコスは城主として帰還を果たしたのである。
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　結局一人も殺さずにすんだ。階段からエントランス・ホールに落ちた騎士も命は無事だったし、中庭でゲルカストたちにたたき伏せられた騎士や兵士たちからも死者は出なかった。

　殺さずに制圧できるほど戦力に差があったということでもあり、外から雇い入れた者たち以外はほとんどクリトプの命に逆らったということでもある。

　バルドたちは、ろくに傷も受けていない。戦闘というものは、どれほど有利であっても無傷では終わらないものだから、この結果は大いにバルドを安あん堵どさせた。

　敵対した者たちは、すべて縛り上げられ、城門外の広場に引き出されている。そこには家臣たちも集まり、また村むら長おさをはじめ村人たちも集まってきている。こうした大きな事件では、裁きの公正さを知らしめるため、衆目の中で仕置きが行われるものなのだ。もっともそうした習わしを、すべての領主が守っているわけではないが。

　まず裁かれたのは騎士たちである。彼らはすべて流れ騎士だった。つまりどこかの家中から派遣されたのでもなく、ザルコス家に剣を捧げたわけでもない。

　ゴドン・ザルコスは彼らへの仕置きを言い渡した。それは大要以下のようなものであった。

「おぬしたちは、叔お父じクリトプ・ザルコスに雇われ、その指示に従ったものである。そしてわれゴドン・ザルコスとクリトプ・ザルコスの戦いにおいて、卑ひ怯きょうな振る舞いをした者はない。したがって、おぬしたちの罪は問わぬ。氏名や故郷、これまでの経歴などを聞き取ったのちは、この城を出ることを許す。ただし、明日中にメイジア領を出て行かねばならない。明後日以降領内で姿を見かけたら、処罰する。なお、叔父がおぬしたちに約束した給金は、叔父の責任で払われねばならない。しかし現在の叔父はザルコス家の財産を不法に浪費した罪で全財産を没収されている。つまり叔父はおぬしたちに給金を払えない。そこで、慈悲をもって当面の路銀と食料はわがザルコス家より下げ渡す」

　この寛大な処置を聞いて、当人たちからも周りからも、感嘆の声が上がった。

「ただし、この城にいたあいだに、村人に怪け我がをさせたり迷惑をかけたものは、相応の罰を下す」

　騎士たちの興奮はこの言い渡しでいくぶん冷め、取り巻いている村人たちからは歓声が上がった。

　流れ騎士といえど係累や友人がないとはかぎらない。彼らにあまりに厳しい処罰を加えれば、そうした人々の反感を買うこともあり得る。この場合、とにかく彼らがこれ以上のもめごとを起こさず、恨みも持たずこの地を立ち去ってくれることが大事なのだ。これは裁きの前に、バルドがゴドンに助言したところである。

　次に臨時雇いの兵士たちへの処罰が言い渡された。彼らの処遇も、騎士たちに準じたものであった。

　命が助かると知って、兵士たちは静かになった。

　そして、クリトプ・ザルコスが正面に引き立てられた。その顔には薄笑いが浮かんでいる。

「ゴドン。叔父に対してこの仕打ちはなかろう。お前が留守のときに勝手をしたことは謝る。まずは縄を解いてくれ」

　この言い分に、バルドはあきれた。謀反そのものの振る舞いをした人物の言い分ではない。この男は、ゴドン・ザルコスを甘い人間だと侮っている。なめきっているのだ。もしかすると、謀反に加担した騎士や兵士たちが事実上の放免となったことで、自分も重い罪には問われないと考えたのかもしれない。

　ゴドンは静かな声で言った。

「罪人をひざまずかせよ」

　クリトプを引き立ててきた二人の兵士が、ぐいと力を込めてクリトプに膝を突かせた。

「なっ、何をするっ。無礼者！　手を放せ。ゴドン！　この無体なまねをやめさせよ」

　クリトプを見下ろすゴドンの目には、いささかの動揺も浮かんでいない。なすべきことをなす鉄の意志が、その目には込められていた。
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「叔父上。あなたはかつて、わが父が領主を継いだことが気に入らず、先々代領主である祖父の遺命に逆らって兵を挙げた。その結果、わが領の家臣たちは同士打ちをし、七人もの命が失われた。あなたは決して政治に口出ししないことと、あなたおよびあなたの子孫がザルコス本家の相続権を放棄することを誓って助命された。その誓いを破った罪は重い。死以外ではつぐなえぬ」

　思いもよらぬゴドンの厳しい言葉に、クリトプは顔を青くしてさらに甘言をはこうとした。が、有無を言わせずゴドン・ザルコスのバトルハンマーが振り上げられる。二人の兵士がクリトプの腕と肩を押さえて、首を突き出させた。ハンマーがうなりを上げ振り下ろされ、クリトプ・ザルコスの頭をたたきつぶした。

　中庭は、しんと静まりかえった。
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　水を打ったような静けさのなかをユーリカとカイネンがゴドンの前に進み出て、素足になり、両手を背中に回し、両膝を突いて頭こうべを垂れた。

　それは、罪人の作法である。

「兄上。いえ、ご領主様。私たちは、お留守を守ることができませんでした。叔父上が何かと理由を立てて口を出すのをとめられず、城に入り込んでくるのをふせげませんでした。ついには息子を人質にとられ、領主の印形を渡しました。私兵を養い女どもを引き入れ、贅沢にふけるのを、嫌々ながらも手伝いました。府庫は食い荒らされ、先祖伝来の武具も多くを売り払い、兄上に合わせる顔もございません。どうぞお手討ちになさってくださいませ。ただ、どうかわが子ミドルにはお情けを賜りますよう」

　この言葉を聞いてミドルは父母のもとに飛び出そうとしたが、カーズが引き留めた。

　ユーリカとカイネンを見下ろすゴドンの声は、優しさを帯びていた。

「わしはのう。世間知らずであった。じゃが、バルド・ローエン殿のお供をして目が覚めた。いろいろな街や村があった。領主の心一つで、領地は荒れもし、栄えもする。領民の安寧を護るには力がいる。領民の暮らしを支えるには知恵がいる。カイネン」

「は、はい」

「わしが旅に出て、どのくらいになる」

「はい。二百九十四日になります」

「その二百九十四日のうちに死んだ領民の名を挙げよ」

　カイネン・ザルコスは、死んだ者たちの名と享年と死因を挙げた。ほとんどは高齢と病による死者で、その次に多いのは生まれて間がない子どもだ。これはこの地域に限ったことではない。乳幼児というものは死にやすいものだ。普通は五歳か六歳にならねば戸籍に入れることもしない。

　だから、生まれて数日の子どもが死んだことさえ把握しているというのは、尋常ではない。それは、役人と村長たちが共に手厚く領民に心を向けていることを示している。それにしても、帳面を見もせずに八つの村の死者の名を言えるカイネンは、並外れた能吏だ。

　結局、挙げられた死者は二十三名にのぼった。

「その二十三人のうちで、飢えて死んだ者があるか」

「いえ。ございません」

「領主の不当な仕打ちで死んだ者があるか」

「ございません」

「では、わしが留守のあいだに、領民で身を売った者、家を失った者はあるか。家臣で死にあるいは放逐された者があるか」

「ございません」

「そうか。ザルコス家の家産は減じたが、領民は守ったのだな。おお、おお！　カイネン、ユーリカ、よくぞいたした！　わが家の名誉は守られた」

　この言葉を聞いて、カイネンとユーリカは泣いて地に伏した。

　難しい状況の中で、なんとか民と臣を守り抜こうと精いっぱいの努力をしてきたのだろう。それを認められ、賞ほめられて、うれしさのあまり泣いているのだ。

　泣いているのは二人だけではない。家臣たちが、取り囲むようにして、泣いている。今のやり取りを聞いて感動したのだろう。

　家臣たちだけではない。集まって来た領民たちもまた泣いている。

「カイネン。ユーリカ」

「は、はい」

「はい」

「わしは本当に物知らずじゃった。じゃが、旅の空でバルド・ローエン殿から一つ一つ教えを受け、騎士とは何かを学んだ。そして、願いができたのじゃ。その願いとはな。わが領地が、子どもが子どもらしく暮らせる場所であり続けることじゃ」

「子どもが」

「子どもらしく、暮らせる」

「そうじゃ。ところがのう。わしは頭が悪いからのう。どうしたらそうできるのか、さっぱり分からん。じゃから、カイネン、ユーリカ。わしを輔たすけよ！」

「は、はいっ」

「はい！　必ずやっ」

　満足そうにうなずくゴドンの足元に、一人の平民が平伏している。そのことに気付いて、ゴドンが声をかけた。

「おおっ。トルコ村長ではないか。息災か」

「は、はい。ご領主様。ご帰還を、一日千秋の思いでお待ちしておりました」

「わはははははっ。うまいことを申すでない。わしほど仕事をせん領主はなかったはずじゃ」

「いえ、いえ。あなたさまは、いつも領地を駆けめぐり、私どもにお声をかけてくださいました。獣が出たと聞けば真っ先に駆け付けて追い払い、家が倒れたと聞けば自ら起こしに来てくださいました。盗賊どもは、あなたさまの武威を恐れ、もはやこの辺りには近づきもしません。よその領地の者たちからは、いつもうらやましがられておったのでございます。近頃では、ご領主様はお帰りか、ご無事の便りはないかなどと聞かれるばかりで。ご領主様。お願いがございます」

「ん？　何じゃ」

「その、ご領主様の夢をかなえんがため、この老いぼれの力をもお使いいただきたいのでございます」

　その村長の言葉を聞いて、集まって来ていた領民たちは、次々に、俺もお使いください、あたしもと、ゴドン・ザルコスの前ではいつくばって頭を下げた。

　ゴドンは、しばらく目をぱちぱちさせながら、家臣と村人がどんどん周りに集まって来るのを見ていた。やがて激情家の涙腺が刺激されたらしく、おんおん泣き出してしまった。

　場を静めたのはカイネンとユーリカだった。二人は家臣たちに命じて酒と食べ物を運ばせた。村人たちも食べ物を持ち寄った。

　酒食が運び込まれ宴の用意がなされるあいだ、バルドは感慨にふけっていた。

　まさかこれほど早くゴドンが帰って来るとは、クリトプも思っていなかったろう。メイジア領の噂うわさなど届かない遠方を旅していたはずなのだ。

　クリトプが領地の経営に口を出さないことになっているといっても、それはザルコス家内部の約束事であり、臣下や領民が口を出せる事柄ではない。何といってもザルコス家の直系であることに違いはないのだ。強引なやり方であっても実質的な領主の位置にとどまりつづければ、やがてそれが正しい形であることになってしまう。時間というものにはそういう働きがある。

　そうでなくても、あと少しゴドンの帰還が遅れていれば、心ある家臣は逐おわれ、あるいは謀殺されていたかもしれない。よくぞ今戻って来られたものだ。

　リンツに寄らなければ、メイジア領の変事は知りようがなかった。リンツに寄ったのはゾイ氏族の者をエングダルのもとに案内したからであり、ゾイ氏族の者に出会ったのはドリアテッサを助けたからだ。

　そして、バルドとゴドンとカーズの三人だけであったら、これほどあざやかには城を攻め落とせなかった。

　物事は不思議なところでつながっており、ひとのためにしたことが、結局こちらを助けてくれる。そこに旅というもののおもしろみがあり、生きるということの玄妙さがある、とバルドは思った。
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　城の前の広場は、たちまち大宴会場となった。噂を聞いて、離れた村からも人々が集まって来た。夜になったが人は増える一方で、薪たきぎが燃やされ、にぎわいは尽きない。

　座の中心にあるのは、ザルコス一家とバルドたちである。中でも炎に照らされ夜の闇に浮かび上がる緑の巨人たちは注目の的だ。

　凶暴さで知られるゲルカストまでがゴドン・ザルコスの手助けに駆け付けた。それは領主の徳を証すものであり、繁栄の兆しだ。そう人々は語り合った。

　この夜のことは、長く領地の隅々で語り継がれるだろう。

　エングダル、ヤンゼンゴ、メリトケの三人は、大勢の人間たちと酒食を共にするという経験のない事態にとまどいながらも、つがれるまま、ぐいぐいと焼き酒をあおった。

「む。これはうまい」

「おお、人間の料理もなかなかいけますな、エングダル様」

「…………」

　黒海老の鬼鎧焼きは、三人とも至極気に入ったようだ。ザルコス家の料理人は、おのれの技がゲルカストにも通じることを証明したことになる。

　あとからやって来た遠方の村長たちは、トルコ村長から話を聞き、私もご領主様の夢にお加えください、と頼んできた。そのたびにゴドンは大いに感激を示し、共に励もうではないかと大声で叫んだ。

「さあさ。できましたぞっ」

　厨ちゅう人じんが、大皿に乗った料理を持ってきた。香ばしい匂いが、ぷうんと漂う。

「スイフ鳥ちょうのぶどう焼きです。スイフ鳥の血を抜き、内臓を取って代わりに三種類のぶどうを詰め、さらに皮に塩とぶどうをすり込んで蒸し焼きにしたのです。部分部分で味が違いますからな。じっくりとお召し上がりあれ」

　そういうと駆け足で厨くりやに戻って行った。今夜は休む暇もないほどの忙しさだろう。

「お取り分けしますわ。バルド様」

　ユーリカが手際よく切り分けてくれる。バルドは薪を一本取って、ユーリカの手元を照らした。

「あら。ありがとうございます」

「う、うむ」

　バルドは歯切れの悪い返事をした。というのは、バルドが明かりを手元に寄せたのは、ユーリカの作業を助けたかったということもあるが、じっくりこの料理を見てみたいという気持ちもあったのだ。

　宵闇の中では黒い塊にしか見えなかったものは、焦げ茶色にきれいに焼け上がったスイフ鳥だった。大きい。見事なスイフ鳥だ。表面にはじゅうじゅうと焼けた脂がにじみ出ている。この脂分は皮の下に隠されていて、蒸し焼きにすれば外にしみ出してくる。ところがスイフ鳥は脂が強いため、しっかり焼くとどうしても焦げてしまう。かといって皮が焦げるぐらいに焼かないと、中身はうまく焼けない。

　ところがこの〈ぶどう焼き〉とかいうのは、どうも違う。皮はこんがり焼けてじゅうじゅうと泡立っているが、焼け焦げてはいない。それでいて充分火が通ったようなよい匂いが漂ってくる。不思議だ。

　それにその匂いも少し妙だ。しっかり脂が出ているのに、必ずしも脂臭いぎとぎとした臭いではない。清涼感のあるさわやかな脂の匂いなのだ。なんという食欲をそそる匂いだろうか。

　──た、たまらん。

　取り分けられた肉に、バルドは飛びついた。

　まずは皮の部分である。普通はここは焼いたあと捨てるのだ。だが、この皮は捨てるべきでないと直感が教えた。この皮はうまいはずだ。ふうふうと、息を吹き掛けながら、よく焼けた皮の端に歯を立てた。

　かりっ、という小気味よい音がして、皮は簡単にかみ切れた。というより折れた。この皮はぱりぱりに焼けているのだ。塩がしっかりと効いているが、ぶどうの甘みもしみ込んでいて、実にうまい。

　何ともいえない香ばしさであり、甘さだ。どうしたらこんなに調子よくおいしくこんがりと皮を焼くことができるのだろう。

　ぐいと赤ワインをあおって、皮をもう一切れかじり取った。このかりっ、という音は何度聞いても気持ちがよい。かみしめればぱりぱりと口の中で音がする。たっぷりの脂が口の中にしみ出してくるのだが、不思議に脂臭さがない。ぶどうをすり込んでいるとのことだったが、これは単にぶどうの汁だけでなく、その皮の持つ複雑な渋みや苦みが、脂の単調な味に変化を与えているのだ。しかもたぶんそれだけではなく、何かの工夫がされている。

　──むむむ。どうしてこの前滞在したときには、この料理が出なかったのじゃ。

　次に肉の部分をひとかじりした。たしかここは首に近い部分だった。しこしことした歯ごたえがあり、かみしめるとじんわり甘みがしみ出してくる。ここもうまい。

　皮をもうひとかじりしてから、別の部分の肉を口に運んだ。ここは腹に近い部分だったか。

　──おお！

　ふっくらして柔らかい。それでいてかみしめると豊かなうまみがあふれてくる。上等の肉ならではの味だ。赤身肉の奥深い味だ。ぶどうの汁と肉の汁が混じり合って、この味を引き出しているのだろう。しかもこのぶどうの汁の味は、皮の部分のぶどうの味と違う。そういえば三種類のぶどうをすり込んだと言っていたか。

　そうだ。三種類のぶどうを使うというところが決め手なのだ。肉の部分部分によって引き立てたい味が違う。それを三種類のぶどうとの組み合わせでうまく操作しているのだろう。大きな肉をかみしめて飲み込めば、ぐんと腹にも充実感がある。

　ふとバルドは肉の周りのソースが気になった。そこで、肉片をソースにつけて口に運んだ。とたんに、脳みそを揺すぶられるような感動がバルドを襲った。

　──なんという、なんといううまさ！

　スイフ鳥から出た濃い肉汁と、焼けたぶどうから出る果汁と、それから何らかの強い焼き酒と、何種類かの香辛料。それらが混ざり合って、得も言われぬ深い味のソースとなっている。その余韻に誘われるように、バルドは椀に注がれた赤ワインを一気に飲み干した。

　──ああ。

　ひと息ついたバルドの目に、皿の端に置かれたぶどうが映った。肉の味を楽しむのにぶどうは邪魔になると思って食べていなかったのだが、どうにもこのぶどうが気になる。そもそも食べられない物ならユーリカがわざわざ取り分けるわけがない。

　鼻を少し近づけてみた。ぷうん、と甘く香ばしい匂いがする。

　──おおっ？

　突然がまんできなくなって、そのぶどうを一粒つまんで口に入れた。半分に切り分けられたぶどうで、種は取り除いてある。

　甘いだろうという先入観は、二重に裏切られた。このぶどうは酸味の強いぶどうであったのだ。それが香ばしく焼き上がった風味は、少しも肉の後味を邪魔しない。では甘くないのかといえば、甘い。ただしそれはぶどう自体が甘いのではなく、ぶどうの表面に焦げ目のようなものが付いていて、そこが甘いのだ。そしてその部分が強く香りを放っているのだ。

　──砂糖じゃ！

　ぶどうに軽く砂糖が振り掛けてあり、その砂糖が焦げて甘い香りを立てているのだ。しかも、スイフ鳥から出るつよいエキスと混ざり合い、何ともいえないこくを引き出している。とにかく、焼いたぶどうがこんなにもうまく、そしてこんなにもワインと合うというのは、驚きのほかない。そしてぶどうを一口食べたあとのスイフ鳥の肉が、これまた一段とうまい。

　──そうか！　分かったぞ。

　皮がこれほど香ばしくかりっと焼けている秘密は、砂糖だったのだ。焼きの仕上げの段階で、薄く満遍なく砂糖を振り掛ける。砂糖は皮からにじみ出る脂と塗りつけられたぶどうの汁と混ざり合い、炎を呼び込んで燃え上がり、何とも風雅な甘みとなってこびりつく。しかも塗りつけられたぶどうは場所によって違うのだから、その甘みも場所によって違う。

　──ああ！

　砂糖という調味料の奥深さと、人のわざの玄妙さに、バルドはめまいを覚えた。

　皮と身とぶどうと赤ワインと。ただそれだけなのだが、味わいの奥深さはたとえるものもない。

　心地よい陶酔感にバルドは包まれていた。

　なにしろこのところ、緊張の連続だった。多事多難の日々だった。今日の城攻めはその最たるものだ。しかし作戦は成功し、ミドルも無事だったし、城も取り戻せた。犠牲者なしで。

　疲れもし、腹が減ってもいた。そこにうまい食い物を食いうまい酒を飲んで、すっかり落ち着いた。今夜は取りあえず心配することもなく、ただ眠ることができる。そのことがこんなにも幸せなのだ。逆にいえば、苦労し、苦難の中を戦い抜き、そして疲れきったからこそ、この美味はいっそう心地よいのだ。

　──苦しみや苦労が大きいほど、うまさというものも深いのかもしれんのう。

　ふと気が付けば、ゴドン・ザルコスが物語を語っている。周りの皆も、それに耳を傾けている。語っているのはゴドン自身の旅の話だ。そしてそれはバルドの物語でもある。バルドは、うとうとしながらそれを聞いた。

　ゴドンは、酔いに任せて、〈人民の騎士ガルデガーシ・グエラ〉とその一行の民衆救済の旅を、じっくりと語った。ゴドンは口達者ではないが、それだけに情を込めて語られる体験談は真実味があった。

　見せ場のたびに、聴衆は沸き立った。三兄妹の仇討ちに、皆涙を流した。沢の集落の危機に、はらはらした。無実の職人の捕縛に憤慨した。コルコルドゥルのうまさを聞いて、よだれを垂らした。
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　だが何といっても人気を集めたのは、ドリアテッサの物語だ。

　人々は美人子爵の冒ぼう険けん譚たんを語るよう、繰り返し繰り返しゴドンに求めた。姫騎士を守って圧倒的に優位な騎士隊に敢然と立ち向かう場面ではどよめきが上がった。魔獣を見つけて狩るという無理難題をバルドが引き受けるくだりでは、拍手が上がった。ついに大赤熊の魔獣を打ち倒し、感激した姫騎士が涙する場面では、皆もらい泣きした。

　座の中心でそれを聞きながら、バルドは複雑な気分だった。おおむね事実に沿ってはいる。沿ってはいるのだが、ゴドンの語る物語では、まるでバルドは無敵の英雄だ。

　剣を取っては剛勇無双。ゴドンの猛撃を鼻歌まじりにいなしてのけ、他国から怖おそれられる将軍も一蹴する剣技と体力の持ち主。その感化力は人間のみならず亜人にも及び、人と交わることのないはずの亜人たちとも親愛のきずなを結ぶ。出会った悪人はおのずと馬脚を露あらわしてほろび、善人は罪を逃れて喜び勇む。足を踏み入れた街のすべてが、立ち去るときにはバルドを敬愛し深厚なる謝意を向ける。いかなる困難にもひるむことなく、仲間を導いて勝利と幸福をもたらす不屈の指導者。民を憐れむ心深く、知略にすぐれ、情義に厚く、真の正義の何たるかを知る騎士の中の騎士。

　──いくらなんでも誇張が過ぎるわい。

　いや、誇張ではない。ゴドンの目には、その通りに映っていたのだ。そして単なる自慢話でもない。ゴドンが旅から何を学び、これからこの領地をどうしていきたいのかという、その熱い思いがひしひしと伝わってくる。

　とはいえ、おとぎ話の英雄に祭り上げられたバルドは、いたたまれない思いでいっぱいだった。すっかり眠気も飛んでしまった。

　──やれやれ、こんな与太話をまともに信じるとは、やはり田舎者じゃな。

　そう思いながらふと横を見た。

　騎士マイタルプと騎士ラホリタが、そして勇士ヤンゼンゴとメリトケがバルドを見ていた。その目には、隠しきれない畏敬の念が浮かんでいた。

　──飲まねばやっておれんわい。

　バルドは赤ワインの入った椀わんを大きくあおった。

　少し離れた場所に歩き、腰を下ろしてちびりちびりと赤ワインを飲みながら、ほろ酔い気分で辺りを見回す。

　皆の顔が輝いている。

　兵士も村民も。男も女も。

　うれしそうな顔で、食べ、飲み、話をしている。

　次々と古木が運び込まれ、切り分けられて、たき火に放り込まれている。誰もが今日という夜を楽しみ尽くすつもりなのだ。

　冬の夜は寒く、はく息は白い。その夜の寒さを吹き飛ばす勢いで、あちこちのたき火が炎を上げている。

　相変わらずゴドン・ザルコスが熱弁を振るっている。

　その周りを取り囲んだ人々が大きな歓声を上げている。

　炎を上げているのはたき火ばかりではない。

　メイジア領の人々の心にも、強い勢いで炎が燃えている。

　今夜ゴドン・ザルコスとともに過ごした人々の心には、導きの炎がともった。

　彼らはそれを燃やし続けるだろう。

　その導きの炎こそが、人々を幸福へといざなうのだ。

　この領地はこれから長く栄えるだろう。

　なかば夢見心地でバルドはそう思った。
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「伯父御おじご、頼みがあります」

「なんじゃ、ゴドン」

「ミドルの騎士宣誓の導き手をお願いしたい。できれば今日にでも」

「おお！　それはめでたい。しかし待てよ。ミドルはまだ十八歳ではなかったか。騎士の修業は充分とはいえないのではないか」

「伯父御。ものには時節というものがあります。ミドルにとっては今が時節だと思うのです」

「ふむ。おぬしがそう言うなら、それでよかろう。喜んで先達をさせてもらう」

「ありがとうございます。それから、もう一つ、お願いがあります」

「なんじゃ」

「騎士になったミドルを、クラースクに派遣しようと思います。その随行をお願いしたいのです」

「ほう？」

　聞けば領主の使いとしてミドルをクラースクにやり、コルコルドゥルを買い求めさせるということだった。そして飼育方法や餌なども尋ねてこさせるという。つまりゴドンは、あの鳥を自らの領地で増やし育てるつもりなのだ。

　スープは熱いうちに飲め、という。

　メイジア領には一大変事があったばかりで、ミドルは事件の渦中で翻ほん弄ろうされた。領地を保つということの難しさをも痛感しているだろう。その気持ちの冷めないうちに、メイジア領主の名を背負って遠方の地に取引に赴け、ということである。成功すれば領地が豊かになり、領民が幸せになる企画であるが、失敗すれば少なからぬ費用を投げ捨てることになる。領主後継者であるミドルの成長を図るとともに、新たな特産物を得ようとする、いわば一石二鳥の試みだ。

　──こやつ。なかなかの領主ぶりではないか。

　ゴドンは大味な思考をする人間だと思っていたが、この手配りは、きめ細やかで時宜も得ている。やはり生まれながらにして領主の血を引いているのだ。それが今回の事件で一気に表に現れたのだろう。血統というものの恐るべき力強さをバルドは感じた。

「費用は何とかひねりだしますわい」

　これから当分のあいだ、ゴドンはクリトプのしでかしたことの後始末で追われる。相当な浪費をしていたようなのだ。失われた武具のほとんどは買い戻せないだろう。そうした中で、無理な徴税で苦しんでいた民に恩恵を施していかねばならない。一ポロゲイルの金も惜しいはずだ。

「ゴドン。これをおぬしに渡しておく」

　バルドは二十万ゲイルの金貨をゴドンに差し出した。

「こっ、これはっ？　伯父御？」

「驚くことはない。アーフラバーン殿は魔獣の毛皮の代金として八十万ゲイルを約束してくださった。その四分の一だ。おぬしに権利のある金じゃ。堂々と受け取るがよい。八十万ゲイルはロードヴァン城に届けてくれる約束じゃからのう。わしはそちらで受け取るわい」

　実のところ二十万ゲイルは今のバルドの手持ち金のほとんどであり、これを渡すと少し苦しい。が、今度オーヴァを渡るときにはリンツ伯の所に寄るから、預けてある金のいくばくかを引き出せばよい。それまでならなんとかもたせることもできるだろう。

「おおおっ。伯父御、伯父御。かたじけないっ」

「こらっ。こんなことで泣くのではない」
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　バルドを先達としてミドルの騎士の宣誓が行われた。

　立会人は、領主ゴドンや、主立った家臣のほか、パルザム王国辺境騎士団副団長マイタルプ・ヤガン、騎士ラホリタ、そしてゾイ氏族族長ンゲド・エングダルと、族長代理勇士ヤンゼンゴに若武者メリトケ、そしてカーズ・ローエンという豪華な顔ぶれだ。

　かつてゲルカストに騎士叙任を祝福された騎士などあったろうか。ミドルは幸せ者といわねばならない。

　ちなみに若武者メリトケは、城の中庭でのすさまじい戦いぶりが知れ渡り、城内の人々から畏怖されていた。そのことが心地よいようで、のしのしと城を歩き回っては、人々を震え上がらせて喜んでいる。

　騎士となった息子の姿を見て、父親のカイネンはぼろぼろ涙をこぼしてしゃくり上げている。横についたユーリカが、よしよしと背中をなでていた。

「エングダル殿。マイタルプ殿。わしはミドル・ザルコスに随行してクラースクに行くことになった。ここでお別れじゃ」

「バルド殿。あなたをロードヴァン城に必ずお連れするよう命じられております。ご用事を済まされたあと、ロードヴァン城にはお越しいただけるのでしょうな」

「もちろんじゃ。辺境競武会を観戦せねばならんしのう。ザイフェルト殿がその手はずを整えてくれるはずじゃ」

「辺境競武会を！　しかし……いや、あなたは王子殿下と格別のご関係でしたな。団長がそうおっしゃったのなら、何か方法があるのでしょう。クラースクというのは遠いのですか」

「ううむ。八十刻里はたっぷりあるのう。九十刻里ほどもあるかもしれん」

「それならば充分に間に合いますな。競武会は来年の四月一日からです。必ず前々日までに城にお越しくだされ」

　マイタルプは九十刻里という距離を、あまりたいしたものだと思っていないようだ。考えてみれば、マイタルプの距離感は平原を馬で行く距離感なのだ。辺境の山と谷と森を抜ける九十刻里はまた別物なのだが、わざわざ言う必要もない。

「心得た」

「ンゲド・バルド・ローエン」

「おお、エングダル殿。おぬしにも世話になったのう」

　エングダルは黙ってバルドをじっと見ている。

　このごろバルドはエングダルの思考がだいぶ読めるようになってきた。〈こちらこそ世話になった。感謝する〉と言いたいのだ。

　しかしながら人間ごときにそんなへりくだった言い方をすることは、絶対にできない。だから黙っているのだ。

　代わりにエングダルはこんなことを言い出した。

「ゾイ氏族の飼うヤーツという獣を、バルドは知るまい」

「おお？　知らんようじゃな」

　ヤーツ。

　それはいったいどういう獣なのだろう。

「ヤーツの肉は、素晴らしくうまい」

　エングダルはそれだけ言って、またも黙り込んだ。だがこの意味も分かる。つまりバルドにヤーツの肉を食いに来い、と言っているのだ。

「そうか。わしが訪ねて行ったら、そのヤーツとやらを食わせてくれるかの」

「ンゲド・バルドが訪問するとき、ゾイ氏族はあわれみをもってその一行を歓迎するだろう」

　つまり仲間も連れて来い、と言っているのだ。

　このときのバルドは知らなかったが、ゲルカストが人間を氏族の食卓に招くというのは非常に特別なことだ。彼らは同族の他氏族さえ、めったに氏族の食卓には招かない。氏族の食卓にならぶ食べ物は氏族の祖先の霊威のこもった神しん饌せんであり、それを食すということは、氏族の祖先の霊威をその身に取り込むということなのである。ましてこの場合、バルドに仲間も連れて来いと言っているのだから、エングダルは最高の好意をバルドに示したことになる。

「それは楽しみじゃ。いつか必ず訪ねて行く」

　その夜はミドルの騎士叙任の祝いの宴を持ち、翌朝、エングダル、ヤンゼンゴ、メリトケ、マイタルプ、ラホリタの五人は城を去った。
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　翌々日、バルドが立ち会う前で、ゴドンは領主室にミドルを呼び出した。四人の若者も一緒である。緊張した面持ちのミドルに、ゴドンは言い渡した。

「騎士ミドル・ザルコス」

「はい。領主様」

「なんじに任務を与える。バルド様に案内していただき、北方のエグゼラ大領主領に行き、クラースクの街を訪ねよ。そしてコルコルドゥルという鳥を、雄雌十羽ずつ買い求めるのじゃ」

「エグゼラ大領主領……は、はいっ」

「コルコルドゥルは味が良く、肉の量もたっぷりある。空は飛ばない鳥なので管理もしやすい。そのうえ成長も早く、たくさんの卵を産む。卵は大きく美味で滋養も豊か。ぜひわが領地で増やしたいのだ」

「は、はい」

「これはなんじが領主の代理であるという委任状じゃ」

「はい」

「それからこれは経費じゃ」

　ゴドンは二十万ゲイルが入った布袋を、どさりとミドルの前に置いた。ミドルは見たこともない大金に、目を見開いて驚いている。

「金は必ずなんじが管理せよ。これで、コルコルドゥルの購入代、あちらでの役人への付け届け、道中の宿代や食事代、薪たきぎ代だいに馬の餌代や預かり賃など、すべての費用をまかなうのじゃ。必要な金は惜しむな。不要な金は一切使うな。そして何にいくら使ったかを帳面に書き留め、帰ったら残金と共に提出せよ」

「は、は、はい」

「ローエン卿が、道案内および紹介者として同道してくださる。言うまでもないが、ローエン卿にはお願いして案内役をしていただくのじゃ。その経費もすべてこの金から支出せよ」

「はい」

「コルコルドゥルの育てかたや餌のことなども細かく聞いて記録を取れ。なんじが帰還したあと、コルコルドゥルの飼育はなんじの責任下で行われる。心して学んでくるがよい」

「は、はい！」

　馬車と馬と武器が用意されていた。若者たちは交代で馬車の運転をすることになる。

　バルドは当然カーズもついて来るものと思っていたのだが、クラースク行きのことを話したとき、カーズはこう言った。

「おやじ殿。俺はここに残る」

「なに？」

　なぜだろうかと考えて、すぐに思いあたることがあった。

　ベンチ・ザルコスである。

　クリトプの息子ベンチは、バルドたちがメイジア城に攻め入ったとき、確かにクリトプのそばにいた。だがクリトプが下に降りてきたときには一緒ではなかった。つまりベンチは別の階段で降りたのだ。別の階段を使ったということは、もうその時点で城の防衛を諦めたということだろう。ゲルカストたちも、馬で外に飛び出していった騎士がいたと言っている。ベンチ・ザルコスは早々に家族と臣下を見捨てて脱出したのだ。しかも捕らえた騎士たちの証言からすると、どうもかなりの金を持ち出したようなのだ。

　解放した流れ騎士や雇われ兵士たちも、まだそう遠くには行っていない。そうでなくても騒動があった領地は悪党に目を付けられやすい。そうした不安要素が、今のメイジア領にはある。腕が立って動きやすい人間が一人いればゴドンも何かと助かるはずだ。

　バルドはカーズの心遣いに感心した。
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「バルド様！　もう一本、お願いします」

「うむ。参れ」

　バルドはミドルに稽古をつけている。クリトプの謀反騒ぎで、やはり騎士には武の力が肝要であることが身にしみたのだろう。ミドルは旅の途中、機会あるごとにバルドに稽古をせがんだ。バルドも快く応じた。

　それに刺激されたのか、四人の随行の若者たちも、稽古を頼んできた。彼らは郷士の子弟であり、いずれはミドルの側近として騎士にするつもりであるとゴドンから聞いている。いずれも学問もあり、体格もよく、多少は武芸の心得もある。

　最初は五人とも相手をしていたのだが、とても体がもたない。腰と肩が痛んでしかたがないのである。ある程度は若者同士で稽古をさせ、仕上げの相手をするようになった。

　ミドルは、残念ながら剣の才能はあまりない。力もそれほど強くない。ただし持久力だけは並外れている。さすがにゴドンと同じ血が流れるだけのことはある。バルドは、ミドルに対しては時間をかけて丁寧に指導した。

　冬の旅は、つらく厳しいものなのだが、五人の若者に悲壮感はまったくない。道中常に生き生きとして楽しそうにしている。旅とそこで出合うものの珍しさ、そして領主の代理として遠方の地に赴くという使命感が、ミドルを高揚させている。ミドルがはく息の熱さで、四人も高ぶっている。最初のうちはたどたどしかった野営の準備にもすぐに慣れ、十日もたつうちには旅の進め方も落ち着いてきた。もはやいっぱしの旅人といってよい。若いということの、なんとまぶしいことか。

　途中、トゥオリム領を通った。どうなっているか見てきてほしい、とゴドンに頼まれたのだ。

　前の領主の親族が領主となっていた。以前のむちゃな税率は引き下げられ、取り立てもゆるやかになったという。人々の活気が感じられた。

　街のはずれに塚ができていた。エンバと妻とその三人の子どもを祭る塚だ。前の領主が討たれた前日に三兄妹に会ったという行商人が発議して建てられた。塚にはいろいろな供物が捧ささげられていたが、中でも干しぶどうが多かった。

　子どもの一人が死ぬ前に、

「干しぶどう、おいしかった。ありがとう」

　と言い残したからだという。

　新領主はエンバの親族を探し出して士分に取り立てた。それを見て人々は新領主の志を知り、大いに喜んだという。

　ミドルも四人の若者も、あの〈旅語りの夜宴〉で、ゴドンから直接三兄妹の仇あだ討うちの話を聞いている。五人は、メイジア領から持参した三色の干しぶどうを三兄妹の塚に捧げ、ずいぶん長く礼拝していた。

　──泣け。怒れ。胸を震わせよ。その思いはすべておぬしたちの血肉となる。

　彼らの背中に、バルドはそう語りかけた。

　クラースクではいきなり初代領主ハドル・ゾルアルスのもとに連れていかれ、大いに歓待された。コルコルドゥルの買い取りにも快く応じてくれ、飼育の注意事項などを細かく教えてくれた。ミドルは盛んに質問をし、教わったことを帳面に書き留めていったのである。

　用意した荷馬車一杯に鳥と土産を積み込んだ。むろん、プラン酒も忘れていない。

　帰りの旅では、若者たちのたくましさが違った。彼らは実によく学び、成長した。やがて彼らがメイジア領の未来を担う日がくる。この次彼らがこの道を通るときには、次の世代の若者を指導する立場になっているだろう。

　ちょうどこの年の最後の日にメイジア領に帰着した。

　年が明け、バルドは六十歳になった。

　いよいよゴドン・ザルコスとの別れである。カイネンとユーリカは新年の祝いと合わせて三夜の宴を張った。そして最後の夜は、誰にも邪魔されずゴドンとバルドがゆっくり語り合えるよう取りはからった。思い出話は尽きることがなかった。

　バルドとカーズはゴドンと家族に別れを告げ、リンツに戻った。するとリンツ伯から頼み事をされた。南の村二つが獣に襲われ壊滅状態で、兵士たちを派遣したが逆に被害が出ただけだという。どうも狼の魔獣ではないかということなのだ。テルシア家に助けを求めようかと考えていたところに、バルドが帰って来たのだという。

　果たして敵は耳長狼バルバンの魔獣二匹だった。バルドとカーズはこれを討ち取った。

　バルドはリンツ伯に、その毛皮でカーズの革かわ鎧よろいを仕立ててくれるよう頼んだ。

　それから二人はオーヴァを渡り、馬を飛ばしてロードヴァン城に走った。

　ドリアテッサの戦いを見届けねばならない。

　辺境競武会を観戦するためには、開始日の前々日までに到着しなくてはならないのだが、耳長狼の始末に時間を取られたし、往路と違いパルザム王国の砦とりでや補給所が使えなかったため、もう期限ぎりぎりだ。日にちは数えているが、一日二日違っているかもしれない。

　ジョグ・ウォードが待ち構えているのではないかと心配したが、幸いに出くわさずに済んだ。

　最後の日は、夜明け前に出発した。

　愛馬を駆るバルドとカーズの右側で日が昇る。

　山脈の嶺が黄金こがね色に輝いている。

　澄みわたる空も砂漠も金色の光で埋め尽くされ、神々の国に迷い込んだかのようだ。

　光の中を疾走する二騎が大きな砂丘を越えたとき、はるか前方にゆらめきながらロードヴァン城が現れた。


（辺境の老騎士②　新生の森　了）
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　それをＳＦと呼ぶにせよファンタジーと呼ぶにせよ、架空の世界を舞台にした物語の醍醐味のひとつは、未知なるものと出会える喜びにある、といってよいと思います。

　架空の世界を描く名手に、ロバート・シルヴァーバーグ氏がいます。氏の作品に出会うたび、その世界構築の妙に感嘆したものでした。ちなみに、本書第一巻第二部第９章「エンザイア卿の城」のタイトルは、氏の『ヴァレンタイン卿の城』へのオマージュです。

　では氏の著作で何が最も印象的かと問われれば、私は『地上から消えた動物』を挙げます。

　なぜよりによってノンフィクションを挙げるのかと思われるかもしれませんが、この本には未知なるものとの出会いが凝縮されているのです。

　この本の主役は、かつて地上にいたけれど絶滅してしまった動物たちです。ドードーなどおとぎ話から出てきたとしか思えない鳥ですし、メガテリウムのような怪物が比較的最近まで森を闊歩していたというのは、実に幻想的な話です。

　オーロックス、ステラーカイギュウ、オオウミガラス、クァッガ、モア、リョコウバト。かつてこの世界にいた、しかし未来永劫私たちも私たちの子孫も出会うことのない動物たち。彼らに会いに歴史の旅に出ることによって、私たちはこの世界が、今思っているよりも広く不思議な世界であることを知ります。

　中でも圧巻は博物学者ステラーの冒険です。

　冒険家ベーリングの船に医者として雇われることに成功したステラーは、カムチャッカを出港し、アラスカの地を踏みしめた最初のヨーロッパ人の一人となります。初めて目にする生物を手当たり次第に採集し始めたものの、たった一日の滞在で、帰還の途につくサンクト・ピョートル号。ところが、冬の荒天と乗組員の壊血病に苦しみながら船が着いた島こそ、のちにベーリング島と名付けられる未知の生物の宝庫だったのです。

　隊長のベーリングも死に、多くの高級船員が病と疲れに倒れてゆくなか、指導者となったステラーは、栄養価の高い動物を発見して乗組員たちの健康を回復させ、大破した船の材木で新たな船を作らせ、春の訪れを待って祖国に向けて出港します。

　その一冬のあいだにステラーが観察した生き物たちの記録は、世界の宝となりました。これほど短時間にこれほど多くの新種にめぐりあった博物学者も珍しいでしょう。彼はその後若くして不幸な死に方をしますが、ベーリング島で発見したカイギュウ、アオカケス、カモ、軟体動物、三種の魚、トド、数種の植物、二つの山に彼の名が冠され、永遠にその業績をたたえています。

　ステラーの記したステラーカイギュウに関する観察は、正規の学者による唯一の記録となりました。それはステラーによる発見後、この生き物が絶滅してしまったからです。なぜ絶滅してしまったのかといえば、美味で栄養満点だったからです。ちなみに、かつては北アメリカ大陸の空を覆い尽くしていたリョコウバトが絶滅してしまったのも、その肉があまりに美味だったからです。

　さて、『辺境の老騎士』第二巻では、地図が掲載されています。バルド一行があちこちに移動するため、混乱せずお読みいただくために地図は必要なのです。

　しかし忘れないでいただきたいのは、バルドは地図など持っていなかった、ということです。この世界で辺境を踏破した人などいません。辺境では人の行き来は少なく、人が足を踏み入れたことのない場所のほうがはるかに多いのです。

　バルドが歩む一歩一歩は、そのまま未知の世界との出会いであったのです。

　地図が示す距離感は、そこにたどり着くための困難さを反映していません。その場所の危険性も、地図は示してはくれません。書かれていない部分は多く、そこにこそ不思議はあります。

　ジュルチャガのような人なら、さらさらと地図を書くこともできるかもしれません。しかしその地図は、飼いならされた地図ではないのです。書かれていない場所に一歩踏み込めば、そこは見知らぬ亜人の支配する領域であったり、魔獣の跋扈する場所であったり、まったく人間を寄せ付けない天険や秘境であったりするのです。

　未知の場所への旅はまた、未知の味との出会いでもあります。見知らぬ動物や魚や木の実と出会い、その土地土地の調味料や調理法を楽しみながら、旅は続きます。同じ魚であっても棲む水がちがえば味もまたちがうのです。

　また、バルドにとっては大陸中央部も見知らぬ世界であり、数々の驚きを体験することになります。

　どうぞバルドと一緒に食の冒険をお楽しみください。

　ああ、それにしても！

　ステラーカイギュウ。

　そして、リョコウバト。

　食べてみたかった……。
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